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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　１「初めてのおつかい・帰き還かん編」







　その日、柾まさ木き家はいつもとは違ちがう、そわそわとした落ち着きの無い雰ふん囲い気きの朝を迎むかえていた。それはまるでお祭りの日の朝のように、若木の芽め吹ぶく春の日のように、どの表情にも楽しげな笑みが浮うかび、各自、朝のそれぞれの分担をこなしていた。

　そして厨ちゆう房ぼうでは、ちょっとした珍ちん事じが起こっていた。

　いつもは研究室に籠こもっている鷲羽わしゆうまでもが、にこやかな表情で砂さ沙さ美みと一いつ緒しよに朝食の用意をしていたのだ。

「フン、フッフ～ン♪」

　その曲名は定かではないが、鷲羽は上じよう機き嫌げんで鼻歌を歌いつつ、見事な手て際ぎわで魚を捌さばいている。

「鷲羽お姉ちゃん……そのお魚はどこから？」

　と、何な故ぜか不安そうな表情で砂沙美は聞いた。

「えっ？　いつも食べてる池の養よう殖しよく魚ぎよよん」

　不思議そうに砂沙美を見る鷲羽の手元の魚は、なるほど鷲羽の言う通り、いつも砂沙美も捌いているマスに似た見慣れた魚だった。

「あっ……そっ、そうだよね。アハハハハ」

　砂沙美はサッと鷲羽から視線を逸そらすと、何かから逃にげ出すように自分の作業に没ぼつ頭とうし始めた。

「フフッ。変な砂沙美ちゃん」

　鷲羽はにこやかな笑みを浮かべると、再び魚を捌き始めたが、ふと自分が使っている物が手術用のメスなのに気付いた。

「おおっ、なるほど」

　鷲羽が手術用メスで処理していれば、その物の素す性じようがちょいと気になるのも当然だ。もちろんその手術用メスは、きちんと完全除じよ菌きん洗せん浄じよう処しよ理りがされていて、怪あやしげな標本解体をしたそのままという事はないが、この厨房の主は砂沙美である。その主が違い和わ感かんを持つのならば、それを察するべきであろう。

「……ふむ。道具はそれに合った物を使うべきだったわね」

　そう言いつつ、鷲羽は手術用メスを軽く洗うと懐ふところに仕し舞まい、流しの近くにある包丁立てから小出で刃ば包丁を引き出し、その刃を見つめた。

「うむっ」

　一流の職人の仕事と砂沙美の見事な研とぎに満足した鷲羽は、再び魚を捌き始めた。

（……ほっ）

　先さき程ほどまでの鷲羽の、一種異様な雰囲気が消えた事に安あん堵どした砂沙美は、心の中で小さくため息を吐ついた。

「砂沙美ちゃん、東の三番畑がいい感じだったから採って来たよ」

　と、そこへ天てん地ちがカゴ一いつ杯ぱいの朝あさ摘づみのニンジンを持って戻もどって来た。砂沙美は嫌いやな閉へい塞そく感かんを払ふつ拭しよくするように天地の元に駆かけ寄り、籠かごの中を覗のぞき込む。

「本当！　甘い良い香かおり。魎りようちゃん喜ぶね」

　そのニンジンの瑞みず々みずしい香りを吸い込みながら、砂沙美は嬉うれしそうに言った。

　柾木家の浮かれた雰囲気は、監かん視し役のノイケから、魎りよう皇おう鬼きが太陽系へと入った旨むねの連れん絡らくを受けたからだ。寂さびしい思いをしていたのは、なにも魎皇鬼だけではない。柾木家の者達も同じだったのである。

「じゃあ、もう一ひと踏ふん張りしましょ」

　鷲羽はそう言うと、再び魚を捌き始めた。

「そうだね。魎ちゃんが帰って来るまでに、お食事の用意をしなくっちゃ」

「じゃあ俺はニンジンを洗って来るよ」

　砂沙美と天地は、鷲羽の音頭でいつもの役割をこなし始めた。

　　　　×　×　×

　その一時間後、天地達はジッと卓たく上じように並べられた朝食を見つめたまま、無言で食卓を囲んでいた。

「遅おそいね……魎ちゃん」

　その静せい寂じやくの中、困ったように砂沙美が呟つぶやくと、まるで雷かみなりの衝しよう撃げきで水蒸気が雨あま粒つぶとなって降って来るように、その場にいる各人から不安や不満の言葉が出て来た。

「ったく、どこをうろついてるんだか」

　魎りよう呼こは風船から空気が抜ぬけるように、大の字に寝ね転ころがった。

「まさか、また迷子に？」

「樹じゆ雷らいに行った帰りに太陽系内で迷子ォ？　冗じよう談だん、そんなわけ無い無い」

　不安げな阿あ重え霞かに、魎呼は大きく手を振ふった。

「でも～ぉ、もしかして何かトラブルでも……」

「魎呼お姉ちゃん。魎ちゃんの居場所は分からないの？」

　美み星ほしの言葉に、不安そうな表情で砂沙美が腰こしを浮かせながら魎呼の顔を見つめる。

「船とのリンクは遮しや断だんされてんの。鷲羽に言え」

　魎呼は面めん倒どうくさそうにそう言うと大きな欠伸あくびをした。

「やれやれ困った子だね……っと、噂うわさをすれば影かげ。ノイケ殿どのから通信だ」

　と、鷲羽は全員が見られるように大きなモニターを起動した。

「!?」

　その場にいた全員が不安と緊きん張ちようの面おも持もちでそのモニターを注視したが、映し出されたノイケの苦く笑しよう顔に、その場の緊張は和やわらいだ。それはいろいろと憎にくまれ口を叩たたいていた魎呼も同じだった。

『申し訳ありません鷲羽様。地球に帰還するまで出来るだけ姿を見せないように、というご指示でしたが……』

「ご苦労さんだったね。で、何があったの？」

『はい。魎ちゃんが太陽系に入った時……』

　と、モニターに別ウィンド枠わくが開き、そこに淡あわい光の膜まく状じようの物が映し出された。

「おっ、アモルフォか。太陽系の近くで見るのは珍めずらしいね」

「鷲羽様。アモルフォって、宇宙の蝶ちようって呼ばれている生物ですよね？」

「宇宙の蝶？」

　阿重霞の問いに興味を示した天地がモニターを凝ぎよう視しした。

「微び量りようの星間物質やエネルギーをエサにしている、微細な糸状生物の群体でね。たまに恒こう星せいの近くに来て大量のエネルギーを受けると、あんな感じに見えるんで蝶って呼ばれてるんだよ」

「はあ……蝶、ですか」

　そう呟くように言った天地の表情は、少々複雑な感情が交じっていた。

　以前、魎皇鬼は蝶を追いかけ出すと、熱中するあまり周りの様子に気付かず、川に落ちるわ高台から落ちるわ、時に車の来る道路に飛び出したり等々、普ふ通つうの子供なら大おお怪け我がをしかねない状じよう況きようになる事が多々あった。もちろん鷲羽の最高傑けつ作さくたる魎皇鬼が、その程度で怪我をするはずもなく──いや、いっその事、痛い目を見れば学習するのであろうが、かすり傷一つ負わない魎皇鬼は、それが危険な事だと気付かないまま、蝶を追いかけていたのだ。

　事情を知っている者ならばいざ知らず、柾木家側の道路は、通り抜けや正まさ木きの村に用がある一いつ般ぱん人が車で通る事もある。その者達が魎皇鬼の行こう為いを見たら、ましてや飛び出して来た魎皇鬼を撥はねでもすれば大おお騒さわぎだ。しかも平然とミャンミャコと蝶を追い出したら、ほとんどホラーである。

　そこで柾木家では『蝶追いかけ禁止令』を魎皇鬼に出して、事ある毎ごとに注意を促うながしていたのだ。そして最近では、魎皇鬼もその意味を理解し始めていたのだが……。

「ハハッ、すまないねぇ。学習能力の無い子で……。まあ、家までもう少しって安心感から気が緩ゆるんだんだと思うけど」

　恒星間航行の旅をして来た魎皇鬼にとって、太陽系内など自宅の庭先も同然だ。

「とはいえ、ノイケ殿。それだけが拘こう束そくした理由じゃないんだろ？」

「えっ??」

「アモルフォの群体規模って、小さな物でも数百キロ単位だからねぇ……」

　不思議そうな天地達に鷲羽は苦笑混じりに言った。

「そんなに大きいんですか!?」

「記録された最大規模は、銀河系外で見つかった三十光年ってんだから、近寄って行ってもさほど面白い物じゃないさ。しかもほとんど自力で動く事も出来ないんだから、蝶を追いかける時ほど興奮はしないだろうしね」

『鷲羽様の仰おつしやる通り、すぐに興味を無くして地球への航路に戻ったかに見えたのですが、一度緊きん張ちよう感かんが抜けたせいか……今度は他ほかの惑わく星せい群に興味を持ったらしくて……』

「ここの太陽系のは、けっこう種類に富んでいるからねェ……んで？」

『……土星のリングを崩くずして遊ぼうとしたところで拘束しました』

「うむっ！　ナイス判断！」

　ビシッと親指を立てる鷲羽の周りで、天地達は頭を抱かかえていた。

「以前、魎呼さんがチョビ丸に落書きしたせいね。きっと」

　阿重霞が冷たい目で魎呼を見る。

　以前、魎呼は酔よっぱらった揚あげ句く、グングニールで美星の弟、美み咲さ生おが率いる惑星規模艦かん『チョビ丸』を穴だらけにし、艦表層装そう甲こうに大陸規模の落書きをしたのだった。

「あたしのせいだってのかよ！」

「小さな子はすぐにマネをするんです！　パートナーでもあり、伯お母ばでもある貴女あなたは、特に模も範はんとなるべく気を付けなければいけません」

「へいへい。だけどその言葉、おめえにそっくり返してやるよ」

「はあ？」

「砂沙美がここに居るのは何でだ？」

「あっ……」

　さすがの阿重霞も、魎呼の見事な返しに絶句した。砂沙美は家出した阿重霞を心配してこっそりついて来たのだ。魎呼の場合とは少し違ちがうが、姉の不用意な行動の結果という意味では同じだ。

「……確かにそうですわね。ではこれからお互たがい気を付けるという事で」

「おう」

「魎呼と阿重霞殿のケンカも円熟味が増したわよね」

　以前の二人ならば、ただ憤ふん懣まんをぶつけ合うだけだったが、魎呼は砂沙美を、阿重霞は魎皇鬼を通し、お互いの存在を許容しつつあったのだ。

『クスッ。ではこれより帰投いたします。到とう着ちやく予定時刻は三十分後です』

　せっかくの団らんの会話は、地球に帰って魎皇鬼を交えた方が良いと判断したノイケは、そう簡潔に言うと通信を切った。




　ノイケの言った通りピッタリ三十分後、魎皇鬼はノイケの船『鏡きよう子こ』に伴ともなわれて柾木家の上空から下降して来た。

「魎ちゃ～～～ん！」

　砂沙美は出で迎むかえの列から数歩前に出ると、空に向かって大きく手を振った。

　先まずは魎皇鬼が柾木家前の池へと沈ちん降こうし、それに続いて鏡子が池の表面ゲートから亜あ空間へと消えて行った。

「みゃあ！　みゃあ！」

　鏡子が消えるのと入いれ替かわるように出現した小型ゲートから、ノイケに手を引かれた魎皇鬼が出て来た。すると砂沙美や天地達を見た魎皇鬼のにこやかな表情が一転、いきなり崩れ始めた。

「みっ！…………みゃ～～～～ん」

　目に涙なみだを滲にじませた魎皇鬼は、ノイケの手の力が緩むと、そのままテケテケとつたない足取りで砂沙美の胸に飛び込んで行った。

「お帰り……魎ちゃん」

　少し痛いくらいに食い込む小さな手の指と、胴どう体たいを挟はさみ込むように絡からめた足の感覚を嬉うれしく感じながら、砂沙美はちょっと乱暴なくらい強く魎皇鬼を抱だき締しめた。

「みぃ」

　魎皇鬼は砂沙美の強い抱ほう擁ように応こたえるかのように、さらに強くしがみ付いた。そして大泣きするわけでもなく、ただ砂沙美の温ぬくもりを、飢き餓が感かんを埋うめるかのように感じていた。しかしそれだけでは魎皇鬼の寂しさの飢餓感は満たされない。

「みぃ！　みぃ！　みぃ！　みぃ！」
















　と、砂沙美の周りに集まって来た天地、魎呼、阿重霞、美星に鷲羽と、次々にしがみ付き、頭を撫なでて貰もらった。

「みゃん！　みゃん！」

　鷲羽に抱き付く頃ころには魎皇鬼の表情にも笑顔が戻り、最後にノイケに抱き付く頃には、すっかりご機き嫌げんになっていた。ようやく満足した魎皇鬼は、砂沙美に手を引かれ、少し遅くなった朝食の卓たくへと着いたのだった。

　久しぶりの柾木家の朝食を、魎皇鬼は貪むさぼるように食べ始めた。もちろん樹雷でも、多くの山海の珍ちん味みが振る舞まわれたし、その基本的な調理法は砂沙美やノイケの物と同じで、魎皇鬼には食べ慣れた味だ。しかもその食材や調理人は樹雷でも特級のモノばかり。しかしたった一つだけ、魎皇鬼の大好物のニンジンだけは、天地の作る物が一番だった。

　鷲羽が土ど壌じようや品種を改良し、天地が丁てい寧ねいに作ったニンジンは、樹雷の皇おう族ぞく専用食材を作る畑の物より優すぐれている上、特に魎皇鬼の好みに合わせて品種改良がされている。さらに今回、食卓に並べられているのは、多くの畑の中でも最高の物が採れる場所の物を厳選した極上品だ。

「みゃん！　みゃあ、みゃああん！」

　一息ついた魎皇鬼は、この数日間に起こった旅のお土産みやげ話ばなしを始めた。

　初めての一人での宇宙旅行。その期待感と不安、恐おそれ、妹を無事に送り届けなければならないという強い使命感。強い緊張の中、無事に樹雷に到着し、安あん堵どの中の大だい歓かん迎げい。

「みゃう～～～ん」

　魎皇鬼の話は次し第だいに熱を帯び、握にぎりしめたニンジンをマイク代わりに、マシンガントークという表現がピッタリの勢いとなった。そして時折、手に持ったマイク代わりのニンジンをかじり、その美味に恍こう惚こつとしながら、身み振ぶり手て振ぶりを交え、熱心に話し続けた。

　そんな旅の話の中で、魎皇鬼が特に熱心に、そして楽しそうに話したのは西せい南な達との事だ。それは魎呼や砂沙美までもが軽く嫉しつ妬とを覚えるほどで、グングニール発動からお別れまで事細かく、そして旅話の大部分をその内容が占しめていた。

「魎皇鬼が送って行った、あの子のご主人になると考えれば、先ずは一安心ってところだね」

　少し複雑な表情を見せた魎呼達も、鷲羽の言葉に同意した。

「さて……これからどうします？」

　魎皇鬼の熱弁が終わったのは、お昼を少し回った頃だった。

「そうですね……。ではおやつを早めに、軽食程度にしましょうか」

　天地の問いに、ノイケは砂沙美と目を合わせた後にそう言った。そしてその答えを求めるようにその場にいる者達を見た。

「ではそういう事で」

　異論が出ない事を確認したノイケは、急きゆう須すと湯飲みを片付け、台所へ向かった。

「じゃあ、俺は畑の方にいますから」

「ミャン！」

　畑と聞いた魎皇鬼は、いつものようにビースト形態をとると、天地の肩かたに乗った。天地は長旅から帰ったばかりの魎皇鬼を案じ、家でゆっくりするようにと言おうとしたが、

（……まあ、疲つかれたら木こ陰かげで昼ひる寝ねでもすればいいか）

　そう考え、魎皇鬼を肩に乗せたまま、勝手口の方に向かった。

「ミャン、ミャン！」

　いつものように畑への道すがら、魎皇鬼はあちこち道草をしながら天地の前を歩いていた。その光景を天地は微笑ほほえましく見ながら、いつもの日常が戻もどって来た事を感じていた。

「それにしても……西南君は相変わらず大変なんだな」

　と、天地は立ち止まって顔を上げ空を見た。

「ミャア？」

　急に立ち止まった天地に気付いた魎皇鬼は、ちょっと不思議そうに見た。そしていつまでも空を見てる天地に、少し不安を感じたのか、

「ミャア！」

　と、少し声を上げて鳴いた。

「ん？　ああごめんね。ちょっと西南君の事を考えてね」

「ミャア……」

　魎皇鬼は天地に駆かけ寄って肩に乗ると、天地が見ているのと同じ方向を見上げた。

「今いま頃ごろ、何をしているんだろうなぁ？」

　風にそよぐ魎皇鬼の耳をくすぐったく感じつつ、天地はそう呟つぶやくように言った。







　　２「フリダシに戻もどる」







　西せい南なの乗る守かみ蛇だ怪けは、まだ樹じゆ雷らいにいた。正確には高エネルギーによる蒸発泡ほうを吹ふき出してはいるものの、まだ調整槽そうの中にいたのだ。

　西南の身体からだを生体キーに、転送ゲートから最初に飛ばされたのは西南一人だけだった。しかし事前にその事は水みな穂ほから伝えられていたため、さして動どう揺ようも無く、西南は辺りを見回した。

「ここがブリッジか……」

　だがそこは薄うす暗ぐらく、ほとんど中の構造は確認出来なかった。恐らくそこがブリッジ中央なのだろう、五角形のテーブルの上にある、卵状のユニットらしき物が淡あわく光っていた。しかしその唯ゆい一いつの光源は、ごく淡い光でしかなく、辛かろうじて中央の床ゆか部分と、そこへ至る階段を浮うかび上がらせているだけだった。

「あれがスイッチなのかな？」

　西南は足下に気を配りつつ、慎しん重ちように階段を降り始めようとし、最初の一段目を踏ふみ外はずしてしまった。もっとも床の落差は一メートル程ほどなので、ちょっとした擦すり傷きずをつくった程度だ。すぐさま立ち上がると、中央テーブルの前へと進んだ。

「……いきなり感電とか無いよな？」

　その卵形をしたユニットの淡い光は、電気の実験に使う放電球を思わせた。ガラスの中に金属球があって、ガラス部分に触ふれるとそこへ放電するやつだ。

　西南は手て袋ぶくろを装備すると、慎重に手を近付けていった。だが触れる寸前にまで手を近付けても、そこから何かが起こる様子はなく、安心した西南は手袋を解除し、そのユニットに手を置いた。

「西南ちゃん！」

　西南が手を置いた瞬しゆん間かん、ブリッジに明かりが点ともり、霧きり恋こ達が転送されて来た。

「エルマ、ＮえぬＢびー。すぐに発進準備を！」

　霧恋はブリッジの内部を見回すこと無く、中央のテーブルに一直線に近付き、テーブルにある認証用のプレートに手を置いた。瞬間、霧恋の身体はスキャンされ、力場体のイスが構成された。そしてすぐさま起動したモニターとキーボードでチェックを始めた。

　しかし……。

「なっ、何これ！　必要なプログラムが全くインストールされていないじゃない！」

　次の瞬間、霧恋は守蛇怪のブリッジに響ひびくような大声で言った。

「ほんまや……でも何でや？　艦かん内ないの生命維い持じや環かん境きよう維持といったモンは、問題は無さそうなんやけどなぁ？」

「エルマ、貴女あなたの方はどう？」

「こちらにも何も……マニュアルらしきデータも確認出来ません」

　エルマも困こん惑わく気味で顔を上げた。

「どうしたんでしょうか？」

「まあ聞いた通り、システムのトラブルなんでしょ。けど……あの手のトラブルは専門外だから任せるしかないわ。それより……」

　不安げな西南に雨あま音ねは肩をすくめながらそう言うと、天てん井じようを見上げた。西南も霧恋を一いち瞥べつし、自分が呼ばれる事は無さそうだと判断し、雨音の視線を追った。

「変わったブリッジですね……といっても俺は宇宙に来て日が浅いから、よくは分かりませんが……皇おう家けの船の鉱物版といった感じでしょうか？」

「まあ、それが一番的確な表現ね。この船も確実にいくつかの亜あ空間内に施し設せつを固定しているタイプだと思うわ」

　守蛇怪のブリッジは、ほとんどが石材や結けつ晶しよう体たいで出来ていて、全体的に五ご角かく錐すいの形状をしていた。が、それはあくまで床と巨きよ大だいなモニタープレートがそういう構造をしているというだけで、隙すき間まから見えるのは外の景色である。横よこ幅はばは先代守蛇怪のブリッジより広いが、何より圧あつ倒とう的てきなのはその天井までの高さだ。

「三十メートルってところかな？　でもなんか妙みようなバランスよねぇ。ただの飾かざりなのかしら？」

　上部にあるのがモニタープレートだとしても、視覚的に上過ぎる。かなり見上げなければならないのだ。

「西南君、雨音さん。それって多分、可動式のプレートだと思いますよ。恐らくブリッジの形状を使用状じよう況きように合わせて変えられるんだと思います」

　と、エルマは倒たおれそうになるほど上を見上げている、ちょっと間ま抜ぬけな感じの二人を見かねるように言った。

「ああっ、なるほど」

「それにしてもマニュアルすら無いってのは何なの？　何かとんでもないモノを押し付けられた気がするわね。とりあえず瀬せ戸と様に事情を聞いてみたら？」

「そうね」

　雨音の言葉に頷うなずく霧恋の目の前では、すでに水み鏡かがみブリッジへのコールが繰くり返されていた。

　　　　×　×　×

『瀬戸様……西南君が艦内に入ったら産まれるっていう段取りだったんですよね？』

　モニターに映し出されている水穂は、守蛇怪を見ながら首を傾かしげていた。

「鷲羽わしゆうちゃんのする事に間ま違ちがいがあるはずは無いのだけれど……何しろ相手が西南殿どのでしょう？　まあこういう事もあるのでしょうね」

「瀬戸様、霧恋ちゃんからです」

　そう言いながら、オペレーターが瀬戸の方を見る。瀬戸が小さく頷くとモニターに霧恋の姿が映し出された。

「状況はこちらでも把は握あくしているわ。早急に地球に問い合わせてみるけれど、ネージュ殿の件も時間があまり無いの」

『とは仰おつしやられても、船が動かないのでは……』

「丁度いいデータがあるじゃない。先代のデータがね」

『守蛇怪一号機の!?』

「意外とそれが正解なのかもしれないわよ？　どちらにしろ対西南殿用に蓄ちく積せきしたデータは必要でしょうしね」

『了りよう解かいしました』

　通信の切れたモニターの隣となりで、水穂が責めるような目で瀬戸を見ていた。

「サプライズのネタバレするようなマネは、無ぶ粋すいってものじゃない？」

『それはそうですが、西南君だけでなく、あの子にも万が一の事でもあったら……』

「伝説の哲てつ学がく士し、白はく眉び鷲羽の創つくった子が、あの程度でどうにかなるほどヤワじゃないわよ。どちらにしろ、もしそんなトラブルでどうにかなるんだったら、西南君のパートナーは務まらないわ」

『……了解しました。では珀はく蓮れん達を連れてそちらへ戻ります。彼女達、何か言いたい事があるそうですから』

　水穂の後ろには、恨うらめしそうにジッと瀬戸を見ている珀蓮達がいた。特に玉ぎよく蓮れんの雰ふん囲い気きが尋じん常じようではなく、今にも刺さされはしないかと、水穂の身体は小刻みに震ふるえていた。

「はいはい。いくらでも聞いてあげるわ」

「瀬戸様、西南殿に有能な女性をあてがうのも程々にした方が良いですよ」

　いつの間に居たのか、通信が切れたのを見計らい、クイス・パンタがにこやかにそう言った。

「霧恋ちゃんに玉蓮ちゃんに林檎りんごちゃん。その三人だけでも、そろそろ手に余る状態のようですし。クックック、いつまでも水穂ちゃんが味方をしてくれるとは限りませんよ」

「丁度いいところに来てくれたわ。私、いろいろと準備があるの。できればあの娘こ達の相手は貴女が……」

　瀬戸はクイスの笑みを見てそれ以上言うのを止やめた。

「……そうだった。貴女もあちら側だったわね」

「檻おりでも用意しましょうか？　フフッ、もちろん瀬戸様が入る方ですけど」

　それは猛もう獣じゆうや鮫さめを間近で観察する時に使うのと同じ理り屈くつだ。

「…………」

　クイスの言葉に、瀬戸は少し考えた後、

「大規模戦せん闘とう用シェルタークラスでお願い」

　と、真しん剣けんな表情でそう言ったのだった。

　　　　×　×　×

「聞いたわねＮＢ？」

「データベースのアクセス許可確認。すぐにでもダウンロード可能やで」

「領域確保しました。転送開始します」

　トンっとエルマが軽かろやかにスイッチを押した次の瞬間、

「……って、ええっ!?」

　と、小さな叫さけびを上げた。

「どうしたの、何か問題でも……」

　立ち上がろうとした霧恋は、内ない壁へき状態となっている巨大モニタープレートに、いきなり映し出された光の乱らん舞ぶに声を失い立ちつくした。

「何が起こっているの？　システムの暴走!?」

「いや、ちゃう！　ワイにもよう分からんけど、守蛇怪のデータインストール、各データのリンク……プログラムのバグチェック、稼か働どう適正検証もしとるようや」

「してるようって!?」

「表示スピードが速すぎるんや！　二時間の映画を早回しで五秒程度にしている感じなんや……けど、暴走やない！」

　光の明めい滅めつは約三十秒ほど過ぎた時、始まったのと同じく唐とう突とつに終しゆう了りようした。そしてモニタープレートにはインストール終了と各検証項こう目もくのログが表示されていた。

「……そんな」

　呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた霧恋は、金かな縛しばりが解けたようにイスに崩くずれ落ちた。

「インストールと全データ認識、リンクも完かん了りようしたようです」

「マッ、マジ？」

「必要なプログラム、データ、全すべてインストールされていますし、数億通りのシステム、バグチェックに……数兆単位のバックアップも作成されています」

「じょ……冗じよう談だん？」

　汎はん用よう艦かんで、しかも全くの同型艦でもない限り、データ、それも可動状態までの移植は時間がかかる。ましてや新型の守蛇怪は鷲羽の建造したオーダーメイドである。霧恋はその完了に六時間を予想していた。しかもそれは瀬戸の部下に応おう援えんを頼たのんでの話だ。

「本当に冗談とでも思いたいところですけれどね」

「実はすでに守蛇怪のデータはインストール済みで不可視状態だった、とか？」

　だが霧恋の言葉にエルマは静かに首を振ふった。

「そうとでも思いたいところやな……。たとえ使用目的とその規模、ランクが桁けた違ちがいや言うても、ワイかてアイリはんの工こう房ぼうで造られた最新型や。ある程度の技術差の予測くらいはつく。……せやけどこれはもう次元が違うとしか言えへん」

「霧恋さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　西南は額にビッシリと小さな汗あせをかいている霧恋を心配して声をかけた。

「……ごめんなさい。ちょっと酔よっちゃったみたい」

「ええっ!?」

「無理もないです。伝説の哲学士の、途と轍てつもない深しん淵えんを覗のぞき込んだんですものねぇ」

「深淵、ですか？」

「つまり、柵さくもないトンでもなく高い崖がけの上から下を覗き込んだ感じかしら？」

　微笑ほほえむエルマの表情も、少し辛つらそうだった。

「このブリッジの広さしか知らんモンが、いきなり宇宙を見たってところやな。この手の技術に精通しとる人間なら、少なからずショックを受ける程、ものごっつい超ちよう絶ぜつなモンを見せられたんや。旦だんさんも宇宙に上がって、いろいろな超絶技術を見たやろ？　せやけど旦さんの時代なら、ＳＦゆう下地があった。せやけどもし、旦さんが江え戸ど時代とか、もっと前の、そんな技術が空想にもならん時代の人間やったらどうや？」

「な、なるほど……なんとなく分かった」

　西南は複雑そうな表情で頷うなずいた。

「まあ、守蛇怪のプログラムやデータは、例の事件で正式採用された鷲羽様のＯＳに適合した物だから、この船との相あい性しようが良いのは確かだわ」

「それも気休め程度の理由ですけれどね。本当、アカデミー……いえ、哲学士が表に出している技術なんて氷山の一角なんですね」

「ただ、私達にそれが供きよう与よされた事実をどう判断するかよね……ん？　ちょっと雨音！　エルマもＮＢも！」

　呆ほうけていた霧恋は、ある事に気付いて眉み間けんにシワを寄せた。

「守蛇怪一号機に私的なプログラムやデータを入れていたわね!!　あれ程ほど変な事をするなって言っておいたのに」

「なっ、何でそれが……」

「ちゃんと弾はじかれているわよ。不ふ審しんなプログラムとしてね！……こんな物を公式のバックアップデータとして残すなんて……」

「一応、それ込こみで守蛇怪は動いていたわけだし……これも貴重なデータと言えるんじゃない？」

「そやそや。それに使用しても問題無いって書いてあるやんか！」

「あっ、本当ですね。他にも何か…………」

　と、それを見たエルマは急にガックリと肩かたを落とし、キーボードモニターの上に突つっ伏ぷしてしまった。

「何っ、どうしたのエルマ!?」

「き、霧恋はん……これ、診断というより、添てん削さくプログラムみたいや…………って……うわ、えげつな」

「えっ？…………こ、これは」

　そこに表示されていたのは、エルマのプログラムに対する問題点や変へん更こうプラン、そして全体の評価について、的確な表現で評価されていた。

　───もう少し頑がん張ばりましょう。

　最後に書かれた妙みように優やさしい総合評価の文字が余計に、エルマの落ち込み度合いを深くさせていた。

「……正直それなりに自信作だったんですが」

「エ、エルマさん？」

「……まあ、私なんて鷲羽様から見れば、まだまだヒヨッコという事ですね」

「お取り込み中、申し訳ないのだけれど、出発はいつ頃ごろになりそうです？」

　それまで黙だまったまま、西南達の様子を見ていたネージュが、にこやかに尋たずねた。それが意図したことなのか偶ぐう然ぜんか、話を切る絶ぜつ妙みようなタイミングだ。

「ああっ申し訳ありません。いろいろゴタつきましたが、最終チェックを行えば、すぐにでも発進可能です」

「そう、良かった」

「さあみんな、配置について。コンソールはフリーのようだから、とりあえず艦長は私の右みぎ隣どなり、雨音はその右に」

「前の守蛇怪と同じ配置って事ね。とはいえ、向かい合う形ってのはちょっと不思議な感じよね」

　西南と雨音は霧恋がしたのと同じようにコンソールパネルに手を置く。

「じゃあ。私はここね」

　ネージュは戸と惑まどう事無く、残ったコンソールパネルに触ふれた。ネージュの身体からだがスキャンされ、適切な形へと変化したイスに座った。

「ワイはどないしょうかなぁ……」

「とりあえずテーブルの上に居ればいいじゃないか」

「中央のこいつが無きゃ、ここが良さそうなんやけどな」

　ＮＢは邪じや魔ま臭くさそうに、中央ユニットの周りを回っていた。

「何言ってるの。そっちは船の大事なユニット。アンタは艦長の備品なんだから」

「こないなチンケな卵みたいなんが、ワイより大事やなんて……」

「ＮＢ！　目の前でウロウロしないで！」

　霧恋が苛いらついた声で怒ど鳴なる。全員テーブルの周りに座っている為ために、どうしても目に入るのだ。

「ジッとしているか、適当にそこらに浮うかんでなさい」

「へいへい」

　今の霧恋を刺し激げきするのは危険と判断したＮＢは、そのままフラフラ～っと見物がてら、ブリッジの上空へと跳とんで行く。

「命令書の受け取り確認。プランニングを行います……プランデータ作成完了」

　本来ならば一時間程かかるプランニングも一いつ瞬しゆんだ。しかも数万通りのプランが提示されている。

「……どうします？」

　エルマが困こん惑わく顔で霧恋を見る。

「最適解を表示!!」

「いま提示されているのがそうです」

　ちょっと自や棄け気味の霧恋に、エルマは間かん髪ぱつ入れずに答えた。

「…………今すぐ辞表が出せたらって、真剣に考えたのは二度目だわ」

　霧恋は今にも泣き出しそうな表情で呟つぶやく。だがすぐに気を取り直し、提示されたプランのチェックを始めた。

「おいおい。どうせ全部最適解なら、適当に決めても良いんじゃない？　どうせいつも通りなら修正する事になるんだしさ」

　雨音は霧恋を落ち着かせるように声をかけた。数万のプランをまともにチェックしていたら、何か月かかるか分からない。

「そ、そうね。そうだった……じゃあ雨音、お願い」

　多数の中から最善を選ぶなら、雨音が一番だ。気を落ち着かせるように深呼吸をした霧恋は、雨音の方を見てそう言った。

「あっ、でも選せん択たくは全て艦長に任せるよう指示が……」

「ええっ!?」

　エルマの言葉に、全員が一いつ斉せいに声を上げた。

「しかも海かい賊ぞくとの遭そう遇ぐう時の交戦も許されていません」

「ちょっと、待って下さい！」

　たまらず西南は立ち上がった。それはネージュを囮おとりとして使うという命令に他ほかならないからだ。だが、西南とは対照的に、ネージュはいたって冷静だった。

「気を使わなくても大丈夫。私の方から頼んだんだもの」

「!!」

　その言葉に西南は絶句した。そしてそれなりに経験を積んだ霧恋達も、少なからず動どう揺ようしていた。それは年とし端はもいかない少女を囮として使う事ではなく、その役割を西南にさせるという事に対してである。

「どういう事、なの？」

「それはまだ内ない緒しよ」

　その口調はどこか大人びていて、子供をたしなめる大人のようだ。そのあどけない容姿に似合わぬ目の表情に、霧恋達はネージュに違い和わ感かんを感じ始めていた。だが西南は深刻そうにネージュを見ていた。

「……オレの妹よりもっと年下なのに……」

「大丈夫。あまり深刻にならないでお兄ちゃん。瀬戸様の荷物を守りきったお兄ちゃんを信じてる」

　西南を見つめるネージュはニコニコと可愛かわいらしく微笑んだ。

「おばちゃん達も頑張ってね」

　しかし西南の時とは違い、霧恋への表情は、どこか毒を含ふくんだものだった。

「！！！！！！」

　と、霧恋達のこめかみに、ピキーンっと青筋が浮かび上がった。あくまで表情は穏おだやかなものの、ブリッジ内は一瞬にして氷点下と化したようだった。

「ご期待に応こたえるよう頑張りますわ。……では艦長、設定の方をお願いします」

　霧恋の口調は穏やかだが、ちょっと触れると爆ばく発はつしそうな雰ふん囲い気きだ。

「は、はい！」

　西南はサッと任務に集中し、一つのプランを選び出した。長年の経験上、こういう時の霧恋を少しでも苛いら立だたせる行こう為いは厳禁だ。西南の選んだプランを基もとに、各自が最終チェックを行い出航準備が完かん了りようしたのは、西南が守蛇怪に乗り込んでから一時間後だった。

　　　　×　×　×

　水鏡のブリッジのモニターには、樹雷の空を上じよう昇しようして行く守蛇怪の姿が映し出されていた。

「なんとか無事に出航してくれましたね」

「こちらは無事じゃないわよ」

　のほほんとモニターを見つめる水穂の後ろで、檻おりの四方を玉蓮達に取り囲まれた瀬戸が、ブスッとした表情で愚ぐ痴ちった。

「あとは無事に、任務を終えてくれる事を願うばかりですね」

「ちょっと聞いているの？」

「……」

　瀬戸に何と言われようと、水穂はそれに関かかわるつもりはない。何な故ぜなら……。

「さあ瀬戸様。説明をしていただけますか」

　玉蓮はその美び貌ぼうに目が眩くらんだ男ですら、絶対近付きたくない雰囲気を漂ただよわせていた。

「その前にいろいろと用事があるの……できればその後にお願いできない？」

「往おう生じよう際ぎわが悪いですよ！」

　西南と切り離はなされた事が意外と堪こたえているのか、珍めずらしく火か煉れんも凄すごむ。もっともそれは冷静な珀蓮や、表情を表すのが苦手な翠すい簾れんも同様だった。

「あら～～。想像以上の効果ね……」

　と、瀬戸は四人を見回し、その視線を翠簾の所でピタリと止めた。

「……どうなさったのです？」

　我関せずを決め込んだ水穂だったが、その様子を訝いぶかしみ、その場の空気を刺激しないように、出来るだけいつものように平静に声をかけた。

「いえね。翠簾ちゃん……嫌いやな殺気はあるんだけど、存在感が無いから直接視認していないと不安なのよ」

「玉蓮に背を向けてまで、ですか？」

「あれだけ派手な雰囲気を出していれば、細かな動作まで感じ取れるし、それに視覚情報を遮しや断だんする方がプレッシャーが少ないのよ、ホホホホ……」

　瀬戸はまるでミイラが笑えばこんな声になるのでは？　と思わせるような、全く感情の無い乾かわいた声で笑った。

「余よ裕ゆうが在あるんだか無いんだか……。とにかくこのままでは埒らちがあきませんから、詳くわしい説明をなさった方が良いのではありませんか？」

「出かける前に、いろいろと済ませておきたい用事があるのよ」

「でもこのままではどこにも行けませんよ」

「甘いわね。この檻には玉蓮ちゃん達を近付けさせないと同時に……」

　と、瀬戸の身体が光り始める。

「これは二点間の転送ゲート!?　そうか、玉蓮ちゃん達を追いかけさせない為!!」

　どんなゲートでも瀬戸の部下の能力があれば、転送先を調べるなど造作もない。しかし転送システムから独立した二点間だけの物は、ゲートその物にアクセス出来なければ調べようがない。

「転送の航こう跡せきを解かい析せき！　行き先の予想を！」

　玉蓮はそれが当然かのようにオペレーターに命じた。

　本来、水鏡の常じよう駐ちゆうオペレーターは玉蓮達より階級は上であり、彼女達に命令出来るのは瀬戸と水穂と聖せい衛えい艦かん隊たい隊長だけだ。とはいえ彼女達も、今の玉蓮に逆らうなどという無む謀ぼうな事はしたくなかった。しかもどう考えても瀬戸に非があるとなれば、あえて玉蓮に逆らおうと思う者は一人も居ない。そして理由はもう一つ、玉蓮に限らず、彼女達の口調はあきらかに命令慣れしている者の〝それ〟だという事だ。

「………」

　だがさすがに彼女達も生え抜きの集団である。反射的な反応を抑おさえ、横目で水穂の表情を見た。そして次の瞬しゆん間かん、まるでそれが合図だったかのように一斉に作業を始めた。この状じよう況きようを知れば、瀬戸以外の上司達は誰だれ一人ひとりとして、自分達の行動を非難する者は居ないと確信したのだ。

「転送受信位置候補、三十四！」

「進行中の計画から、緊きん急きゆう性せいの高いものをピックアップ。瀬戸様、いえ、目標の行動予想と合わせて絞しぼり込んで！」

「『瀬戸被ひ害がい者しやの会』にも応おう援えん要よう請せいを！　あそこは目標の行動パターン解析の専門のスタッフが居るし、過去のデータも豊富だしね」

「フッフッフ。どこに逃にげようと必ず追い詰つめてみせるわ！」

　と、さすがはあの瀬戸の部下である。上司を上司とも思わない、その本ほん性しようを露あらわにしだした彼女達の表情は、実に生き生きとしていた。

「朱しゆに交われば赤くなる……子は鏡、よく振ふり返ろう親の道、って標語もあったわね。本当に日ひ頃ごろの行いって重要よね」

　オペレーター達の喜々とした様子を見ながら、水穂は感かん慨がい深ぶかげに頷うなずいた。







　　３「箱はこ入いり娘むすめ？」







　樹じゆ雷らい星の重力圏けんから離り脱だつした後、守かみ蛇だ怪けはテスト代わりの短たん距きよ離りジャンプを行い、樹雷太陽系の外へと実体化した。

「システムに異常なし。船体にも異常は見られません」

　そう報告するエルマの表情には、軽い落らく胆たんのようなものが見られた。

「どうしたの？　何か問題でも？」

　エルマの表情を敏びん感かんに察した雨あま音ねが話しかけた。

「あっ、いえ。あまりに普ふ通つうなんで、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしただけです。なにしろ出航前には、とんでもなく驚おどろかされた船ですから」

「まあ確かにちょっと期待してたのは確かだけど……実際、特別な事をしているわけでも無いからなぁ」

「……そうね。通常の超ちよう空間ジャンプだしね」

　霧きり恋この表情は、何か自分に言い聞かせるかのようだった。

「ん？　なんだ霧恋、何か気になる事でもあるの？」

「どこか不具合でも？」

　雨音に続き、西せい南なも心配そうに霧恋を見る。

「いえ、なんでもありません艦長。それに何かする度たびに驚かされては堪たまりませんから」

「それもそうですよね。まあ超空間内での安定性は見事ですし。摩ま擦さつの少なさも出発前の出来事がなければ、それなりに驚いたでしょうしね」

「それより、船に異常は有りませんので、最後のプログラムを実行したいのですが？」

　その場の弛し緩かんした空気を引き締しめるように言うと、霧恋は西南の方を見た。それを受けて、西南は無言で頷いた。

「では第一の目的地へのジャンプをもって、正式な任務へと移行します。艦かん長ちよう、航路指示をお願いします」

「了りよう解かい」

　手慣れた風に、西南は航路を設定した。

「航路設定よし！　超空間ジャンプ、プログラムロード！」

　一いつ瞬しゆんの後、守蛇怪は再び超空間へと突とつ入にゆうした。

「超空間へ突入。異常なし。ジャンプアウトは艦内時間で一八〇六です」

「じゃあここで時差調整するか……そういえば居住区ってどうなってるの？」

「それならワイ！　ワイがチェックしといたで」

「おっ、偉えらい！　ただ、そこで浮ういてただけじゃなかったのね」

「ハッハッハ！　褒ほめて褒めて！」

　お約束のように、ＮえぬＢびーはふんぞり返って嬉うれしそうに笑った。

「……褒められてないだろ」

　これもお約束のように、西南は小声で突つっ込んだ。だがどんなに小声であろうとも、ＮＢの聴ちよう覚かくでは大声で叫んでいるに等しい。しかしＮＢはご機き嫌げんなまま、笑っていた。

「みんなの意識が自分に向いてさえいれば、それでいいみたいね」

　霧恋は苦く笑しようしながら西南の方を見た。その表情は完全に出発時のショックから立ち直ったものだった。

「そろそろ居住区について教えてよ」

「おおっ、そうやった」

　ＮＢは上空からテーブル中央のユニットへと降下して来た。

「よいしょっと」

　年寄りみたいなかけ声と共に、ユニットの上に得意げに乗った次の瞬間、

「ンギャアアアアアアアアアアアア！」

　派手な放電がユニットから発せられ、はじけ飛んだＮＢは、そのままテーブルの上に白はく煙えんを上げながら落ちた。

「お、おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「なっ、なんや!?　なんや!?　なんや!?　何が起こったんやぁあああ??」

　心配する西南の声をかき消すような大声を上げ、ＮＢは辺り構わず飛び回った。

「落ち着けよＮＢ」

「ああああああああああああああああああ！」

「こら、ＮＢ!!」

「あああああああああああああああああああああああああ！」

　西南達の制止も耳に入らないかのように、ＮＢは飛び回る。しかし……、

「クスッ。上に乗るなって事よ」

「なんやて!?」

　ネージュの一言でＮＢはピタリと止まった。

「あなただって、頭の上に座られたら嫌でしょう？」

「……せ、せやけど、あれはただのユニットやで」

　不満そうにそう言うＮＢに、

「お前も似たようなものじゃないか（でしょ）！」

　と、思わず全員が一いつ斉せいに、容よう赦しやのない口調でＮＢに突っ込みを入れた。

「…………す、少しくらい、ワイの心配かてしてくれてもええやん！」

「さっき艦長が心配してくれてたでしょ？」

「いきなりバリッ、ってやられた最中の事なんか分からんがな。こういうのは少し落ち着いて、自分の状況を把は握あくしてからでないと分からんやろ！」

「それだけ元気なら大丈夫みたいだな」

「ワイは旦だんさんの大事なパートナーやで！　少しは心配そうにして」

「……大丈夫か？」

　いい加減、西南も面めん倒どうになって来たのか、完全な棒読みだ。

「そんなお座なりやのうて！」

「艦長、居住区の状況チェック終わりました」

　冷たい口調でエルマが報告する。

「ほら、いつまでもグダグダ言ってると、あんたの仕事、エルマにとられちゃうわよ」

「ああっ、エルマはん待って！　待ってぇな。すぐしまっさかい、ちょっと待って！」

　ＮＢはまだ白煙の上がるお尻しり（？）部分をテーブルにこすりつけるようにして消すと、いくつかのモニターを起動した。

「この新守蛇怪には、ブリッジの他ほかにいくつかの亜あ空間が固定されとる。それもかなり広い空間や。そこから推察するに、この船のエネルギージェネレーターはかなり特とく殊しゆなモンや。何しろＧＰの大型戦艦クラスかて、これだけの亜空間を固定する力は無いんや」

「へえ」

「ＮＢ、話が脱だつ線せんしているわよ」

「……せっかくええとこなのに」

「エルマ、続きを……」

「そっそれでな！　その亜空間になんと五十の上級士官クラス、二十の艦長クラスの部屋があって、さらに大型食堂やら、最大能力千人分の調理可能の厨ちゆう房ぼうに、大型アスレチックジムやらプールやら娯ご楽らく施し設せつやら、見た事もない医い療りよう設備やら、もう凄すごいんや！」

「……これは……凄いわね……マジ？」

　映し出された施設群を見て、雨音は感かん嘆たんのため息を吐ついた。それらは中規模クラスの豪ごう華か客船並みの施設だ。

「この船ならＧＰを辞やめても、観光業で喰くって行けるわよ」

「本当にこれでもか、ってくらい、いろいろ詰め込まれています。しかも必要な補給品もどっさりと。確かにＮＢが話に勿もつ体たいをつけたい気持ちも分かります」

「消しよう耗もう品ひんの八割方の物はリサイクルも可能になっているよって、多分、旦さんらだけなら、ほぼ無補給で行動可能やで」

「至いたれり尽つくせり、ね」

「そん位しとかんと、旦さんの場合、先だっての瀬せ戸とはんの荷物の時みたいな事もあると思うたんとちゃうか？」

「それもそうね」

　もともと育ちの良い雨音は、この手の大げさな贈おくり物には慣れているため、戸と惑まどう事無くさっさと事実を受け入れた。しかし他のメンバーはまだその事実に困こん惑わくしていた。

「……水みな穂ほ様も仰おつしやっていたように、これまでの海かい賊ぞく逮たい捕ほや瀬戸様の荷物の件を考えれば、これも有りなんでしょうね」

「そうですね。鷲羽わしゆう様の新造艦という『破格』に比べれば、これくらいのオマケはどうって事ありませんし」

　霧恋とエルマは、あんぐりと口を開けている西南を、遠回しに納なつ得とくさせようと必死だった。とはいえ霧恋達自身も、この事実を受け入れる事は難しい。正直、こんな船はどんなに金を積んでも手に入れられる物では無い。よほどの超ちよう富ふ豪ごうですら持つ事は適かなわない物なのだ。

「結局この手の船が高いのって、希少性とかそれ以外の付加価値が付くからだしね。うちの服だって、材料費と工賃だけならさほどでもないしね」

　あっけらかんと言う雨音を、霧恋とエルマは恨うらめしそうに睨にらむ。

「販はん売ばい値ねに比べて、でしょ。それよりこれから忙いそがしくなるんだから、適当に部屋を決めて休んでちょうだい」

「それなら内装カタログがあるから、好きなん選び」

「内装カタログ？」

「そらそうや。全室、内装から間取りまで違ちがうんやからな」

「うそっ！　全部同型の既き製せい品ひんだとばかり……」

「一応全部、既製品みたいやけどな」

　だがカタログに載のっているのは、かなり凝こった物ばかりで、どれもとても既製品とは思えなかった。そして型番を見ていたエルマの表情が変わった。

「これ、鷲羽様が設計した物ばかりですよ。設計年代はかなり古い物ばかり…………ってえっ？　えっ？　ええっ!?」

　そしてその表情は驚きよう愕がくへと変化した。

「エルマ、どうしたの？」

「これ全部アンティークの名品ばかりだわ！」

　エルマはモニターに顔を擦こすり付けんばかりに近付けた。

「どういう事？」

「このユニットはＧＰ創設初期に使われた、高級士官や戦艦クラス艦長、ＶＩＰ用の物なんです。でもＧＰが大々的な規格統一をした際に、新規格に合わなくなって廃はい棄きされたんですが、その設計とデザインの秀しゆう逸いつさで、市場に流れた中古が、かなりの高値で取引されたんです」

「そう言われてみれば、私の祖じ父いさんの船にも似たようなのがあったわね……」

　と、雨音はジッとそのカタログを凝ぎよう視しした。

「ああ、そうそう思い出した。祖父さんの趣しゆ味み仲間が、何か熱心に話していたけど、この部屋の型番の事だわ」

「でもエルマ、そんな事、よく知っていたわね」

「海賊の中でも、このユニットを自室に使うのがステータスになってるんです。私も………リョーコの方ですが、自分の船を造る時にいろいろと探しましたから」

「ああ、なるほど。それでそんなに詳しく知っているんだ」

「まあ何しろかなり古い物ですから、事故や戦争で失ったり、経年劣れつ化かや破損で内装がオリジナルじゃなくなったりした物がほとんどで……。それが全部オリジナルのままで、しかも新品状態で」

　垂すい涎ぜんという表現がピッタリの表情で、エルマはモニターを見入っていた。

「それがこんなにいっぱい、いっぱい……これだけで一財産です」

「ちなみにやけど、全部の型番の最後のマークは試作品の意味やで」

「試作品？　もしかして鷲羽様の？」

「先代の守蛇怪もそうやけど、大量生産用に簡素化する前の試作品やから、市場に出とる物より凝った造りになっとる」

「ちょ、超ちようレア品じゃないですか！」

　エルマは泣き出しそうだ。

「でもまあ鷲羽はんにとっては、多分、物置のガラクタを押し付けた、くらいの感覚なんやろうけどな」

「鷲羽様のガラクタだったら大だい歓かん迎げい！」

「ＮＢ、エルマ！　うんちくはここらでお終しまいにして。とにかく、休息を優先に……。そうね、まずネージュ様がお部屋を選んで下さい」
















　霧恋はそう言うとネージュの方を向いた。

「だったら、西南お兄ちゃんが決めて。どうせ一いつ緒しよに住むんだから」

「えっ!?」

　啞あ然ぜんとした表情の西南達が一斉に、ネージュに視線を向けた。

「ネージュ様のお世話なら、私がいたします！」

「だってこの船で一番、暇ひまなのって、西南お兄ちゃんって聞いてるけど？　瀬戸様も、お世話はお兄ちゃんにしてもらいなさい、って仰ってたもの」

「うっ！」

　西南は艦かん長ちようではあるが、それはあくまで航路設定権を与あたえる為ためだけの、お飾かざり的存在である。立場的には見習いとも言えない、研修中の学生だ。珀はく蓮れん達がいた時は問題は無いのだが、今回、彼女達は乗艦していない。交代要員が少ない状態では、西南も細々とした雑用をしなければならないのだ。

「しかし……」

「しかし？」

　ネージュの問いに、霧恋達は言葉に窮きゆうした。

（ネージュ様はまだ子供だし、西南ちゃんが変な事をするとは思えないし……でも！）

　霧恋達には、ネージュに対して何とも表現し辛づらい不安があった。

「しかし、異性だといろいろと不都合な部分もありますから……」

「やだ！　お兄ちゃんがいい！　ねえ、お兄ちゃんは、嫌いやなの？」

　ネージュは急に子供らしい口調になり、西南を見た。

「そうだね。霧恋さん達は忙しいし、俺が面倒を見ます」

「か、艦長!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　西南お兄ちゃんに迷めい惑わくはかけないわ」

　と、ネージュは霧恋の言葉を遮さえぎり西南の腕うでにしがみ付く。

「……だって私もう、何でも一人で出来るもの。……いろいろと、ねっ♡」

　ネージュは勝ち誇ほこったように、霧恋達に向かって微笑ほほえんだ。

「ちょっと！」

　ネージュの宣戦布告とも言える笑みに、霧恋達はムッとなったが、

「は～～い。お二人様ご案内～～」

　ＮＢはまるで観光案内の添てん乗じよう員いんのような口調で、西南達を連れてさっさと階段上に向かう。

「すみません。じゃあ、後の事はお願いします」

「りょ、了りよう解かい」

　状況的にこれ以上追い打ちをかけるわけには行かず、霧恋達は頰ほおを引きつらせながらも、にこやかに西南達を見送ったのであった。

　　　　×　×　×

「使う部屋を選んでくれれば、直接転送も出来るし、遊歩道になっとる通路を通って行く事もできまっせ」

　階段を上がると、ＮＢは直接居住区へのゲートを開いた。と、その向こうから草木の香かおりが漂ただよって来た。

「うわっ！　結構、広い」

　ゲートから外へ出ると、目の前には結構広い公園があった。振ふり返ると、西南達が出て来た楕だ円えん状のゲートの向こうは、約百メートルはあろうかという円形の池があった。そしてそれを取り巻くように、幅はば百メートルほどの公園。その外周に沿って上級士官用の家があり、さらにその階段状になった上に艦長クラスの家があった。

「大きな半球状の空間になっているのね」

　ネージュは倒たおれそうなくらい上を向いたまま、楽しそうに言った。

（中央に世界樹でもあれば、皇おう家けの船の居住区にそっくりだけど。それにしても……信じられないや）

　もちろん規模は桁けた違ちがいだが、それでもこのような空間を持つ船が、自分の持ち船になったという事実を、西南は未いまだに受け入れられずにいた。

「ところでどの部屋にするんや？」

「それより少し散歩をしない？」

「うん、構わないけど。でも疲つかれてないの？」

「大丈夫！」

　そう言うと、ネージュは楽しそうに走り出した。

　　　　×　×　×

「どう思う？」

　無む邪じや気きにはしゃぐネージュと、その後を苦く笑しようしながら追う西南の様子を、霧恋達はブリッジでモニターしていた。

「楽しそうねぇ……」

「雨音！」

「分かってるわよ。メルマスってのは、あの巫み女この支配するっていうメルマス星の事だって言いたいんでしょ？」

「しかもネージュ・ナ・メルマスっていうのは、約五百年程ほどメルマスに君臨している巫女の名前なのよ」

「しかも過去一度もその姿は公表されず、メルマス星からも出た事のない謎なぞの巫女となれば特に、ですね」

「本人か？　影かげか？　それとも偽ぎ名めいを使った無関係な人間か？　だとすれば何の目的があるのか？」

「航行プランからすると、巧こう妙みような陽動作戦なのは間違いないから、影の可能性が高いとは思うんですけど……お供も付けずにってのが、また混乱させるんですよねぇ」

「裏の裏の裏？　とにかく、おばちゃん発言の時といい、西南を籠ろう絡らくする間合いといい、只ただ者ものじゃないのは確かね」

「やはり雨音さんも、あの発言は意図的だと思います？」

「うまく西南を取り込み、グダグダの霧恋を立ち直らせて、クルーの緊きん張ちよう感かんもつくりだしたしな。要所要所での発言が見事だから、まあ年ねん齢れい通りじゃないのは確かっしょ」

「となると、最後のあれは宣戦布告ですね。もっとも、その意図が気になるところですけど……」

「瀬戸様の関係者ってのが気になるわね。どちらにしろ単純な恋れん愛あい感情とか、子供っぽい独どく占せん欲よくじゃないのは確かなんでしょうけどね」

「問題は、相手の目的じゃなくって、艦長……西南ちゃんが……その……」

　直接的な表現が躊躇ためらわれたのか、霧恋が口を濁にごす。ここにいるのは同年代の同性達である。言葉に気を使う必要は無いのだが、それが西南に関かかわる事だと思うと、なかなか言い辛いのだ。

「その時はＮＢが止めるだろ？　一応、倫りん理り規定はインストールされてるんだし」

「アイリ様も、さすがに……ね」

「……とにかく瀬戸様の意図がどこにあるのか……把は握あくしなきゃいけないわ」

　雨音とエルマの冷静さに、少し落ち着きを取り戻もどした霧恋は、うんざりとした表情で呟つぶやいた。







「ああ、そうだ。確かに少女が一人、山やま田だ西南という男と船に乗った。で、その船はついさっき出発したところだよ」

　真っ暗な部屋で一人の男が、誰だれとも知れぬ相手と通信をしていた。ただその服装から男が樹雷の人間だという事だけは確かだった。

「……で、こいつがその目標の映像データだが、間違いないか？」

『そんな事はお前に言う必要はない！　さっさとデータを送れ！』

　相手はかなり苛いら立だっているようで、大きく声を荒あららげた。男は小さく肩かたをすくめ、嘲あざけるような笑みを浮うかべた。

「それ、こいつが連中の立ち寄る中ちゆう継けいポイントのデータだ」

『航路データはどうした？』

「航路に関しては前もって設定されていない。その都度、向こうが決めるんだろうよ」

『中継地点など、さほど意味はない！　航路データが欲ほしいのだ！　ったく、何のためにお前に高い金を払はらったと思っている!!』

「おいおい、相手は『樹雷の鬼おに姫ひめ』だぜ。いまアンタに渡わたしたデータだって、貰もらった額の数倍の価値があるんだ」

『きさま！　この私に向かって！』

「中継地点が分かってるのと、そうでないのとでは、予想の範はん囲いだって桁違いだ。そっちに予想屋が居ないなら、そのデータをいろいろな連中にリークしてみな」

『……フン！　それくらいお前に言われなくとも分かっておるわ！』

　そう言うと相手方は通信を切った。不満げな物言いではあったが、男のアドバイスに相手方の口調は明らかに高こう揚ようしていた。

「！？？」

　と、相手が通信を切るのと同時に、その部屋がパッと明るくなった。

「あら、もう気付かれたの？」

　男の後方に立っていた瀬戸は呆あきれ顔で天井を見上げた。

「さっきの相手が、あの娘こ達くらい優ゆう秀しゆうなら、こんな手には引っ掛かからないんでしょうけどね」

　男はクイス・パンタへと変身した。

「あの星の未来は真っ暗ね。まあ、それはそれで好都合なんだけど」

「とりあえず寄せ餌えは捲まき終わったから、さっさと次に行きましょう」

　と、クイスと瀬戸は次のゲートへと飛び込んだ。玉ぎよく蓮れん達がその部屋になだれ込んで来たのは、その数秒後であった。







「ふふっ、あはは！」

　まるで舞まうように、ネージュは公園の木々の間を走り抜ぬけて行く。そして靴くつを脱ぬぐと小川の中に入って行った。

「ネージュちゃん！　って、うわっ!!」

　心配そうに駆かけ寄る西南は、突とつ然ぜん茂しげみから飛び出した小動物を踏ふみそうになり、それを避よけて置こうとした足の位置を無理矢理変えた結果、苔こけに滑すべって小川に頭から落ちてしまった。

「お兄ちゃん、大丈夫？」

「ハハッ、大丈夫。慣れてるから」

　心配そうに駆け寄るネージュに、西南は笑いながら立ち上がった。

「それにしても、ちゃんと生き物とかいるんだ」

「空間内の環かん境きよう維い持じのために、簡単な生態系も構築されているのね。凄すごいわ」

　ネージュが見回す視界に、中央の池から飛び上がる魚の姿や、空を飛ぶ小鳥や虫の姿が飛び込んで来る。ネージュは無言でそれをジッと見ていた。西南はそれを邪じや魔ましないよう無言のまま、ネージュが声をかけて来るのを待った。

「ねえお兄ちゃん」

　十分ほど経過し、ネージュは視線を景色に向けたまま話しかけて来た。

「ん？　なあに？」

「私ね、実は箱はこ入いり娘むすめなの」

「良いところのお嬢じようさんって感じだものね」

「違うの。文字通りの箱入り娘という意味よ」

「……え？」

「必要な時だけ箱から出され、そうじゃない時は壊こわれたり汚よごれたり、逃にげ出したりしないように箱に仕舞われる……」

「ネージュ、ちゃん？」

「あっ、でもね、箱って言っても、この空間と同じくらいのお部屋よ。そこにはいろいろな贅ぜい沢たく品ひんや貢みつぎ物は揃そろっているわ。………でも」

　と、ネージュは小川につけた足を動かし、ゆらゆらと揺ゆれる水面を見つめた。

「当たり前の物が無い………。こんな事、絶対させて貰えないわね」

　そう呟くと、ネージュは西南を見つめてニッコリと笑みを浮かべた。と、いきなり居住区の空気が静せい寂じやくに包まれる。それは初めてネージュに出会った時と同じ───まるでこの空間が聖堂と化したかのような、不思議な雰ふん囲い気きだ。

「だから今回の事は箱から出る代だい償しよう………いえ、対価かしら？」

　ネージュの声が厳おごそかな祝詞のりとのように響ひびく。

「だから、私を……守りなさい」

　それは命令というより、お告げといった感じの口調だった。

「分かった。俺に出来る限りの事をするよ」

　西南の言葉と共に、静寂が崩くずれ空間に音が戻って来た。小鳥が一いつ斉せいに飛び立ち、魚は水面を打ち、まるで聖堂の鐘かねが一斉に鳴り響くかのようだ。

「！！？」

　一いつ瞬しゆん、ネージュの表情に驚おどろきが浮かんだ。だが西南は喧けん噪そうに気を取られ、それに気付いてはいなかった。

「ねえお兄ちゃん、そろそろ家に行きましょう」

　喧噪が落ち着くと、ネージュは西南の手を取った。

「もういいの？」

「うん。どの家が良いかは選んであるわ。ＮＢ、案内して」

「ＯＫや。ついて来」

　ＮＢが動き出すと、ネージュは西南を引っ張るようにその後に続いた。

「お兄ちゃん、妹さんと手を握にぎった事は無いの？」

　西南のぎこちなさに、ネージュは西南を見上げて不思議そうに尋たずねた。

「えっ？　あっ……うん。俺が運の悪いのって知ってる？」

「ええ、瀬戸様から。確率の偏かたよりがあるって」

「それでね、小さい吉よし子こに危険があっちゃいけないから、あまり近付かないようにしてたんだ」

「お兄ちゃんと遊べないなんて、かわいそう」

「最初は寂さみしがってたけど……でも幼よう稚ち園えんに行きだして、近所にも友達が出来たら、あまり一いつ緒しよに遊ぼうとか言わなくなったよ」

「西南お兄ちゃん、かわいそう」

「ハハッ。どちらにしろ男の子と、特に年上とは遊ぶ内容も行動範囲も変わるから、いつまでも一緒ってわけじゃないしね。それに家にいる時は普ふ通つうに話をするし、怪け我がの手当とかしてくれるし、入院した時も着き替がえとか持ってきてくれるし……」

「つまり遊びとうても、旦だんさんが動けない時が多かったと」

「お兄ちゃん、かわいそう」

「ほんまに……」

　ネージュだけでなく、ＮＢも少し涙なみだぐんでいた。

「さあ着いたで、ここが旦さんの家や」

　ゆったりとした階段を上がって来た場所にあったのは、樹雷風の家だった。さすがに艦長用の家は庭も広かったが、柵さく代わりの植木以外には芝しばだけの簡素な物だった。

「庭は好みによってを変えられまっせ。自分で時間かけるも良し、デザインを決めて加速空間で自動生成も可能や」

「ネージュちゃんは何か希望がある？」

「そう長く居られるわけじゃないから、これで十分よ。見晴らしも良いし」

　庭からは居住区全体が一望でき、それは公園から見たのとは違う意味で絶景だった。

「そうだね。じゃあ、中に入ろうか」

「うん。お兄ちゃん早くお風ふ呂ろに入らないと、風か邪ぜひいちゃうものね」

「服はもう乾かわいてるから大だい丈じよう夫ぶ……」

「駄だ目め駄目。頭とか泥どろが付いてるし、食事の前に入りましょう。私、背中流してあげるから」

　ネージュはそれはそれは楽しげな表情で西南の背中を押し、玄げん関かんに入って行った。

　　　　×　×　×

「クッ！」

「霧恋！」

　雨音は慌あわてて立ち上がった霧恋を制した。

「落ち着けよ。どういう理由で乱入するつもり？　あなた達の様子をモニターしてましたって言うの？」

「そ、それは……。でもっ!!」

「霧恋さん、冷静に判断すれば、あの娘こが私達をからかってるって分かるでしょう？　それに肝かん心じんの西南さんが、相手を妹としか認識していないんですから、何も起こりようがありませんよ……たぶん」

「エルマ、西南の嗜し好こうチェックにはロリ属性って無かったよな？」

「ええ、そこら辺はいたってノーマルです。というより、誰だれかさんとそのお母様の影えい響きようもあってか、年上の方が好きみたいですけど？」

「エルマ、話が脱だつ線せんしてる」

　雨音がエルマを肘ひじで突つついた。と、エルマは小さく咳せき払ばらいをして説明を続けた。

「……とにかく西南さんの中にあるのは、明らかにあの娘の境きよう遇ぐうに対する同情心と保護欲だけです。感覚的には、この前の魎りようちゃんと一緒だと思います」

　雨音とエルマは霧恋を落ち着かせようと、一つ一つの事実を検証していった。

「それは……そうだけど。でも万が一って事も……」

「おいおい霧恋。西南の自制心がその程度だったら、もう私達や珀蓮達と何か起こってるって。特に玉蓮なんて、私達との約束通り意図的なアクションは起こしていないけど、好意を持ってるっていう仕し作さだけで、普通の男ならイチコロの威い力りよくがあるのよ」

「そうそう！　何しろ女の目から見ても、ドキドキものですからねぇ……あれは、ほとんど反則ですよ」

　エルマは拳こぶしを握りしめ、目め尻じりに涙を浮うかべて力説した。

「そうだよなぁ」

「何が『そうだよなぁ』ですか！　そういう意味では、雨音さんも同じです！　とにかく雨音さんはだらしなく、無防備になりすぎです。貴女あなたの場合、タンクトップとカットジーンズでソファーで横になっているだけで目の毒です！　猛もう毒どくです！」

「あ～～～、分かった分かった、これから気を付ける」

　エルマは大型犬が熱ねつ烈れつ歓かん迎げいとばかりに、飛び付いて来るのとよく似た感じで雨音に食い付いて来た。雨音はそれを必死で引き剝はがそうとしながら、霧恋の方を見た。

「と、とりあえず今はＮＢが付いてるし、すぐに行動は起こさないでしょ？　だいたい中身はともかく、外見は子供だぞ。出来る事は限られてるって」

「それは……そうだけど」

「とはいえ、小こ娘むすめにいいようにされるのもシャクだよな」

「どうしようっていうの？」

「何もしないわ。ただエルマの言う、普ふ段だん通りにだらしなく、ね」

　ニンマリと雨音は笑った。

「さて、私はどの部屋にしようかなぁ？」







　いくつかの転送ゲートをくぐりつつ、瀬戸とクイスがやって来たのは、神かみ木き家専用の宇宙港だった。そこにはごく一いつ般ぱん的な小型の宇宙艇ていが停てい泊はくし、タラップ前に数人のお供と共にバルタが立っていた。そしてそれを見送るのは十人の樹雷闘とう士し、そして五名のお局つぼね衆だけだった。一国の王が帰国するには寂さびしい見送りを受けているところへと、二人は走り寄った。

「おう瀬戸殿どの。見送りに来てくださったか」

「本当に今回は悪かったわね。今度はちゃんと国こく賓ひん待たい遇ぐうで送迎するから」

「なあに、儂わしも派手なのは苦手でな」

「そう言ってくれると有り難いわ。ところで西南殿とネージュ殿が先さき程ほど出発したから、例の件、お願いね」

　と、急に瀬戸は声を落として顔をバルタに近付けた。

「ああ、配置は完かん了りようしておる」

　瀬戸に呼応するかのように、バルタも顔を近付けてニンマリと笑みを浮かべた。

「うまく行けば、あそこ近辺の宙域は……。うまくやんなさいよ」

「引き籠こもりのバカ共に遅おくれは取らんよ」

「ウフフフフフフフ……」

「クックククククク……」

　時代劇に出て来る悪代官と商人のように、お互たがいの目を見て瀬戸とバルタは不気味に笑った。

「じゃあ、あとよろしく♡」

　サッと手を上げ、瀬戸はいま来たのと同じ勢いでクイスと共に走り去った。

「何だ慌ただしいな………ん!?」

　一瞬、不思議そうに首を傾かしげたバルタだったが、瀬戸を追いかけて来た一団を見てその理由に気付いた。

　玉蓮達はバルタの前に来ると、膝ひざを折り深々と最敬礼をした。

「バルタ王、ご無礼をお許し下さい」

「おう、構わんよ。それより早く行かんと逃にげられるぞ」

「ありがとうございます。失礼！」

　玉蓮達は短くそう言うと、そのまま瀬戸を追って走り出した。そしてその後を追うようにバルタの豪ごう快かいな笑いが聞こえて来た。

「おのれ、あのヒゲ！　少しは足止めしてくれたっていいじゃない」

　バルタの笑い声を聞いた瀬戸は、ムッと頰ほおをふくらませた。

「触さわらぬ神に祟たたり無し。玉蓮ちゃんの顔を見たら、それも無理でしょうねぇ。なにしろ大した殺気ですから」

「誤算だったわねぇ。運動させれば、少しは落ち着くと思ったけど……」

「誤算はこっちですよ。追いつくまでに、もう少し時間がかかると踏ふんでたのに……」

「まあ素す直なおに部下達の成長を喜ぶとしましょう。それより問題は玉蓮ちゃんよね。普段、飄ひよう々ひようとしているから、怒いかりの持久力はないタイプに見えるのだけど……」

「だったら、いくら運動させても無理ですね」

「……簾れん座ざから報告が？」

「知る人ぞ知る……。その筋では有名な話だったそうです。詳くわしい報告は後でしますが、ひと言で言えば『蠱こ毒どく』です」

「……ほっほう、半分納なつ得とく。ウィドゥーもそうだけど、その手の厄やつ介かいな女を引き寄せちゃうのも、西南殿の運の悪さなのかしらね」

「あの子の過去を考えれば、ずいぶん丸くなったと言えるんでしょう。まあ一発くらい殴なぐらせてあげたら、落ち着くんじゃないですか？」

「他ひ人と事ごとだと思って、気安く言わないでちょうだい！」

「私の方にも殺気は向けられてますけど」

　それはつまり自分も一発殴られる対象だという意味だ。

「……とにかくさっさと仕事を終わらせて、水み鏡かがみブリッジの檻おりに逃げ込むわよ！」

　それまでは一応体てい裁さいを考え、あまりみっともない走り方をしていなかったが、もう形なり振ふり構わない、といった感じで二人はスピードを上げた。




　樹じゆ雷らい皇おう直ちよつ轄かつの高レベル隔かく離り研究施し設せつで、先代の守蛇怪の解体調査は行われていた。

　ユニット状態から細かなパーツにまで、あらゆる状態で精密スキャンを何度も繰くり返かえして艦かん体たいのデータが収集されていた。

「夕食貰もらって来たわよ………って、あれ、珀はく嶺りよう君だけ？」

　大きなおかもちを持ち、ご機き嫌げんな表情で転送ゲートから出て来た天てん女によは、そこに居るはずのアイリがいない事に気付いた。もっとも分解調査は全すべて自動プログラムで行われていて、細かな操作を行う必要はない。だから常じよう駐ちゆう監かん視ししなくても大丈夫なのだが、やはり科学者としては僅わずかなデータでも早く見たいと思うのが性さがである。それを放ほうり出す理由として考えられるのは、生理現象かあるいは……、

「これよりもっと興味があるモノといえば……」

　考え込む天女に、珀嶺は苦く笑しようしながら吹ふき抜ぬけの階下を指差した。

「ヒヒヒヒヒッ」

　と、その時、まるで童話に出て来る魔ま女じよを連想させる、不気味な笑い声が階下から響ひびいて来た。天女がおかもちを珀嶺に渡わたして階段を降りると、そこにはお堅かたい女教師がかけるような、黒くろ縁ぶち眼鏡式のモニターを付けたアイリが、イスにあぐらをかいて座っていた。

「パンツ見えてますよ」

「興奮する？」

「しますねぇ。ぶん殴りたいほど興奮します」

　天女はサラッと受け流す。

「それより、またＮＢをコントロールして覗のぞきですか？　キルシェちゃんの苦情は、私に来るんですからね……ったく、何度泣いてるあの娘こを慰なぐさめたか……」

「ＮＢはその為ためにあるのよ！　私の楽しみを邪じや魔ましないでちょうだい」

「うわ……西南ちゃん、哲てつ学がく士しからタダで物を貰うのは危険よ」

　天女は遠くを見るような目をしながら呟つぶやいた。

「それより、出前の娘こから聞いたんですが、瀬戸様が玉蓮ちゃん達に追い回されているらしいです。直属の女官達もバックアップしているそうですよ」

　アイリの周りにはシールドが張ってあり、直接手出しは出来ない。だから少しでも興味ありそうな話題を振った。

「へえ……まっ、日ひ頃ごろの行いが悪いからそういう目に遭あうのよ。自業自得よ自業自得」

　だが、アイリは興味なさげにイスを回転させて背を向けた。

「参加しないのですか？」

「どうせすぐ終わっちゃうわよ。今さら行ってもたいして楽しめないし、そういう意味ではこっちの方がはるかに楽しいわン♡」

「楽しい、ですか……。あまり変な事はしないで下さいね。瀬戸様に起こった事が、明日あしたアイリ様に起こらないとも限りませんから」

「ヒヒッ……今ね、西南君とあの娘が、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るかどうかの攻こう防ぼうをしているところなの」

　天女の警告も意に介かいさず、アイリはイヤらしい笑みを浮かべた。哲学士にとって、誰だれかに恨うらみを買う事など日常茶飯事、勲くん章しようと同じなのだ。

「あの娘って、例の娘ですか？　でも相手の思惑おもわくはどうあれ、西南ちゃんにとっては小さな子でしかないのでしょう？　心理チェックでもそちらの趣しゆ味みは無いはずですし、それなのに攻防ですか？」

「西南君の防衛本能が、あの娘の本質に気付いたんでしょうね………っと、あら、泣き落としに屈くつしちゃったわ」

「えっ!?」

　天女も少々興味を持ったのだろう、慌あわててＮＢにアクセスした。だが操作権はアイリが持っているため、天女はキルシェのデータ区域にある、あの家へと向かった。

「結構家が増えたわね」

　仮想空間内にはキルシェの家を中心に、巨きよ大だいな自然が広がり、無人だったその場所に多くの家が建っていた。その家々には今の天女や、キルシェの家で眠ねむっている西南のようなシンクロデータ体が住んでいる。彼、或あるいは彼女達は、主に西南の確率の偏かたよりを研究する者達で、時折、キルシェの話し相手になっていた。当然、全員アイリや瀬戸が許可した者達である。そして時として彼らの要望がＮＢの行動を決める事もある。早い話が、ＮＢ奇行の要因のひとつとなっているのだ。

「キルシェ！」

　玄げん関かんには天女の到とう着ちやくを待っていたかのように、キルシェが立っていた。

「どうぞ天女さん」

「見てた通り、ごめんなさいね。……で、やっぱり心配だからお邪魔したわ」

「お気になさらないで下さい。私も、ちょっぴり心配で」

　天女が居間に入ると、そこには先客が居た。

「博ひろしさんにライレーザ！　来ていたの？」

「おや、丁度いい人材がいらしたようだ。まあ、お座んなさいな」

　天女とキルシェは、ライレーザ達の向かいに座り込み、大型のテレビに映し出されているＮＢの視覚映像に見入った。西南達がいる浴室は樹雷風の、約二十畳じよう間まはありそうな大きさだった。そして二人は仲良く浴よく槽そうの中で話をしていた。

「まあ、今のところ怪あやしげな様子は無いんだけどねぇ」

「ところで何な故ぜお二人がここへ？」

「僕は美み希きの調査に来ていたんだけど……」

「まあ、経験不足のお嬢じようちゃんに意見を求められて、ってところさね。あの二人に怪しげな様子は無いのかってね」

　ライレーザの言葉にキルシェは真っ赤になって俯うつむいた。

「ま、まあネージュって娘が普ふ通つうの少女なら、心配する必要は無いんだろうけどね」

　博は慌ててキルシェを庇かばうように口を挟はさんだ。

「天女さんも、それでこちらに見えたんですよね？」

「ええ、そう………ん!?　さっきライレーザが、丁度いい人材が来たって言ってたけど、どういう意味？」

「私や博君が画面越ごしに観察するより、あの坊ぼうやがどういう心理状態か？　それを判断する格好の噓うそ発はつ見けん器きが、寝しん室しつに寝ねているって事さね」

「あっ!?」

　西南の深層心理とリンクしているデータ体は、それが休きゆう眠みん状態の時に限り、本体の深層心理がダイレクトに現れるのだ。

「キルシェ嬢ちゃんは、自分では恥はずかしくて調べられないし、私が調べるのは嫌いやだそうだからねぇ」

「僕は……同じ男として、彼の……まあ、なんというか……とにかく僕が同じ立場だったら複雑な気分だしね」

「で、坊やのお姉さん登場ってわけさね」

　オロオロするキルシェを横目に、ライレーザは笑みを浮うかべていた。

「ライレーザ君。もうちょっと言い方ってものがだね……」

「おやおや、優やさしいお父様ぶりだねぇ、博君や」

「なるほど……。そういう事なら、私が調べましょう」

　天女はすっくと立ち上がると、西南のデータ体の寝ている寝室へと向かう途と中ちゆう、チラッとキルシェの方を見た。彼女は不安げにＴＶ画面を見入っていた。丁度、西南の背中をネージュが洗っているところだ。

（画面越しに見るだけなんて、せつないものよね）

　普ふ段だんのキルシェなら、西南のデータ体を確かめようなどという事をしようとも、ましてや誰かにそれを頼たのむ事などはしない。しかし直接西南と触ふれ合えないもどかしさが溜たまりに溜まり、ネージュという刺し激げきによって器うつわからこぼれる水のようにどうしようもない気持ちが溢あふれ出したのだ。

（ただでさえ、アイリ様にいいように遊ばれてるんだし……。少しはガス抜きしてあげないとね）

　十数分後、天女はにこやかな表情で出て来ると、心配そうに見つめるキルシェに、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　と、力強く頷うなずいたのだった。

　安あん堵どするキルシェ、苦笑しているライレーザ。そして博は複雑そうな表情で、天女の出て来た寝室を見ていた。

「君もいろいろと大変だなぁ……西南君」

　博の目には同情の涙なみだが浮かんでいた。結局いろいろな災難は、回り回って西南の所にやって来る仕組みになっているのだ。




　お風呂から上がった西南達は、パジャマのような部屋着を着て出て来た。

「じゃあ次は食事なんだけど……。なあＮＢ、この船って、調理システムってどうなってるんだっけ？」

「台所はあるさかい、自分で料理するも良し、調理システムで頼むも良しや。もちろん食材も豊富にストックされとるさかい、お好みのままや」

「じゃあ、調理システムにアクセスしてみてくれ」

「はいな」

　ＮＢは守蛇怪の中央調理システムにアクセスし、メニューを表示した。

「うわ！　なんだこれ？」

「……すごいわね」

　西南とネージュは、そのメニューを見て啞あ然ぜんとなった。そこには途と轍てつもない数のメニューが表示されていた。

「こりゃたまげた。銀河連盟のありとあらゆる星々の、主だった料理が在あるやないか……しかもこないなとこで、失われたレシピと出会うとはなあ……」

「失われたレシピ？」

「言い方は大層やけど、要は必要のうなった、言うんが正解や。昔、銀河連盟が出来て、アカデミーにいろいろな星から人がやって来るようになると、一番最初に問題になるんは食生活の変化や。結果、郷土食を食べたがる者が増えるんやけど、今ほど流通が発達しとる訳や無い。自分で作ろうにも食材が手に入らんちゅうこっちゃな。そこで使われるんが、代用品や。旦だんさんのとこにも、精進料理ってやつがあるやろ？」

「ああ、なるほど……つまりよく似た味や食感を、代用品で再現するってやつか」

「そういう事や。けど時代が下れば、流通の発達や産業の細分化によって、今まで手に入らんかった食材も手に入るようになる。そうなれば代用品の意味ものうなるさかい、幻まぼろしってわけやね」

「アカデミーなら、高度な合成技術くらいあるでしょ？」

「そこが素人しろうと考え。一つの食材かて、産地、季節、収しゆう穫かく時期、熟し具合によって使い分ける場合もある。それらのサンプルを取り寄せて解かい析せきして……なんてのは、費用対効果の面から言うても現実的や無い。そんな物使うたら一食当たりが一か月分の給料、なんて事も有り得るんや。それに合成品というんは、あまり好まれんかったんや」

「本物と全く同じなのに？　代用品も似たようなものでしょ？」

「厳密には同じや無い！　同じ作物、同じ生育環かん境きようかて出来不出来、形や大きさかて違ちがうやろ？　合成品は食い続けると、その不自然さの無い不自然さが次し第だいに分かるようになるんや。生体強化を受けるとなおの事や。もちろんデータの蓄ちく積せきをしていけば、いつかは気にならんモンが出来るやろうけど、さっき言うたように、流通の発達によって、もうそないな事する必要はないよってにな」

「確かに……」

「それになんちゅうか……そこがアカデミーのアカデミーたる所以ゆえんでな。どこでも手に入る代用品を使うて、いかにいろんな郷土食を作るかいう競争になってな。出来のええのは逆輸入されて、そこの土地の定番になったのもあるくらいなんや。今でもＧＰ艦かんで使われてるもんも多いんやで」

「なるほど。お祭り好きなアカデミーらしいわね……。そうか、搭とう載さいされる物資に限りがある場所ならではのメニューなのね」

「まあそうゆうこっちゃな」

　何やら意気投合し始めたＮＢとネージュを、西南は不思議そうに見つめた。

「でも、今でも使われているなら、失われたメニューっていう意味は何？」

「人の趣しゆ味み嗜し好こうは様々や。万人受けとまでもいかんけど、そこそこ人気がないと継けい承しようはされんよってな」

「もしかして幻の由来って……」

「かなりマニアックな味のもんが多い！　もちろん、半分以上はまともなもんやけど……まっ、話のネタに喰くうてみてもええんとちゃうか？」

「お兄ちゃんはどう思う？」

「俺の場合は、まともな方でも、はずれを引きそうだしなぁ……」

「そのうち、色んなお客を呼ぶ事もあるやろし、旦さんのクラスメートとかにも試ためしてもろうたらええやんか。ケネスはんとかは絶対、興味を持つ思うで？」

「あ、有り得る。それで食い過ぎて腹をこわすな……きっと」

「ノリがええからなァ、ケネスはん」

「だとしても、さすがにこれは多すぎだよ」

「今までの旦さんの嗜好データで選別すればええ。おすすめの度合いも表示されるさかい、その中から選べば、外れはほとんど無いと思うで」

　ＮＢと西南が話をしている隣となりで、ネージュはあるメニュー群に目を留めると、感心したように頷いた。

「メルマスのメニューもあるんだ……」

　その中のいくつかはネージュの好物だった。

「箱の中は窮きゆう屈くつだったけど、食事は別よね……。ねえお兄ちゃん。もし迷っているんだったら、私と同じものを食べてくれない？」

　ネージュはそう言いつつ、西南の答えを待たずに注文をした。

　　　　×　×　×

「どう、お口に合った？　私の故郷の料理だったからつい選んじゃったんだけど……」

　ネージュは心配そうに西南を見た。彼女が選んだ中には、アカデミーの一いつ般ぱん味覚からは著しく外れた物もあったからだ。

「うん美お味いしかった。これって地球の食べ物にそっくりのやつがあるんだ」

　ネージュが注文したのは、地球のカレーにそっくりだったのだ。

「宇宙に来て、いろいろ探したけど見つからなくて……。いつもは霧恋さんが地球からルーを取り寄せてこっそり作ってくれるけど、まさかこんなところで会えるとは」

　カレーは西南と霧恋以外には、少々評判が宜よろしくない。あの西南命の玉蓮でも、一皿を最後まで食べた事は無い。ちなみにハヤシライスはけっこう評判だったりする。

「本当？　よかった」

　嬉うれしそうな西南を見て、ネージュはニッコリと笑みを浮かべた。自分の故郷の食事と似たような物があるというだけで、親近感が湧わく。

「それよりネージュちゃんの方はどう？　故郷の物と比べて違い和わ感かんはなかった？　逆に食べ慣れている物の方が、少しの差違が辛つらいみたいだし……」

「半分くらいの食材や香こう辛しん料りようが代用品みたいだけれど、かなり出来が良いから驚おどろいちゃった。しかもまだまだバリエーションがあるみたいだから楽しみ♡」

「まさかいきなり旦さんの好みに、マニアックなんが入って来ようとは……」

「一応、甘口で少し辛からいかなって感じだけどな」

「私は中位がちょうど良かったわ」

「辛さの調節は出来るさかい、次からはそうしたらええ」

「いやぁ、思いがけず楽しみが増えたなぁ……。じゃあそろそろ加速空間に入ろうか」

「……ねえお兄ちゃん……一いつ緒しよに、寝ねて良い？」

　ネージュは少し俯うつむき、恥はずかしそうに言った。

「うん、いいよ」

　一度お風ふ呂ろというハードルを越こえてしまえば、ネージュに対する畏かしこまったようなものは無くなっていた。西南の中ではすでに、ネージュは妹のような存在となっていた。

「ＮＢ、加速空間の部屋ってどこになるんだ？」

「家全体でもＯＫやで。やろうと思うたら、居住区全体にもかけられるみたいやけどな」

「そこまでする必要ないよ。じゃあ一応、家全体にかけてくれるか？」

「了りよう解かい」

　と、軽い違和感と共に空間が加速状態となる。

「家全体でなくても、寝しん室しつだけでいいんじゃないの？」

「御ご免めんね。寝る前に少し勉強したいから一人で遊んでてくれる？」

「お勉強？」

「いろいろあったんで、カリキュラムプログラムが同級生より少し遅おくれてるんだ」

「うん、いいよ。食休みもしなくちゃいけないものね」

「じゃあＮＢ、頼むよ」

「了解や」

　西南はＮＢとシークレットウォール内に隠こもり、ネージュは何かの映像を見始めた。

　　　　×　×　×

「あっ、お兄ちゃん！」

　シークレットウォールを解いて西南が出て来たのは、加速空間内の時間で約三時間後だった。すでに寝間着に着き替がえていたネージュは、待ちかねたように、ソファーから飛び降りて来た。

「ちょっと着替えて来るから待っててね」

「じゃあ、先に寝室に行ってるね」

　テケテケと小走りで寝室に向かうネージュの後ろ姿は、先日一緒に寝た魎りよう皇おう鬼きを思い出させた。

「絶対守ってあげなくちゃな」

　決意を新たに、西南は洗面所へと向かった。







　　４「福・誕生する」







　超ちよう空間航行を終える十分前、ブリッジには、それぞれにリフレッシュを終えた西せい南な達全員が揃そろっていた。

「………五、四、三、二、……ジャンプアウト。通常空間に復帰しました。座標確認、予定位置誤差ありません」

「船体、システム共に異常なし！」

「広域レーダーに感知！　形状はＤ・０９９、改造型。艦かん影えい登録にはありませんが、恐おそらく偵てい察さつ艦かんです。まだこちらには気付いていないもよう」

「守かみ蛇だ怪けの探知性能が高い為ためのラグね……でもすぐに気付くわ。艦長！」

「航路設定、緊きん急きゆうジャンプ！」

「相手がこちらに気付きました！」

　エルマの叫さけびの一いつ瞬しゆん後、守蛇怪はジャンプした。

「次のジャンプアウトが勝負ですね」

「海かい賊ぞくなら例のペイント弾だんに注意して」

「霧きり恋こ、あくまで直接攻こう撃げきが駄だ目めなんだよな？」

「ええ。相手にこちらの意図を気取られない程度にはね」

「ジャンプアウトまであと二十！…………十、九……」

　エルマのカウントと共に、全員が集中を始める。

「三、二、……ジャンプアウト！」

　守蛇怪がジャンプアウトした通常空間には、予想通り海賊達が待ち伏ぶせをしていた。

「交戦宙域には現在艦影五」

「敵二、短たん距きよ離りジャンプで接近中！　射程内に入りました」

　海賊艦は二艦同時に、個体弾による攻撃をかけて来た。だが守蛇怪はそれを軽く回かい避ひすると、一つの個体弾にビームを当てた。

「重力エネルギー感知！　やはり例のペイント弾です。気を付けて下さい」

「この前、襲おそって来た連中の方がはるかに凄すご腕うでだったわよ。この程度なら、何十艦来たって、当たりゃしないわよ！」

「油断しないで！　すぐに後続が来る！」

「分かってる。でも艦の性能もはるかに上がってて、当たる気がしないのよ」

　だが高こう揚ようした雨あま音ねがそう言った時、

　ビキッ！　ブシューッッ！

　テーブル中央のユニットにヒビが入り、そこから蒸気のような物が噴ふん出しゆつした。

「艦のコントロール３％ダウンしました！」

「前方より敵艦！」

　ジャンプアウトした敵が守蛇怪に攻撃を仕し掛かける。一瞬、ユニットの破損に気を取られた雨音が、急激な回避を行う。

　ビキッ！　ピッ！

「コントロール率さらに８％ダウン！　雨音さん！」

「分かってるって！」

「霧恋さん、脱だつ出しゆつ艇ていの用意を！　ネージュちゃん、早く移動して！」

「お兄ちゃん!?」

　ネージュの戸と惑まどいも当然だ。進水したばかりの船、それも白はく眉び鷲羽わしゆう作の新造艦、そしてその内部はお宝の山───それを放ほう棄きするなど信じられなかった。

「霧恋さん、お願いします！」

「艦長!?」

　危機に対する西南の嗅きゆう覚かくは本物だ。霧恋の躊ちゆう躇ちよも一瞬だった。

「了解！」

　脱出艇を格納しているゲートを開くと、霧恋はネージュの手を取った。が、そのゲートが突とつ然ぜん消失してしまったのだ。

「リンク消失！　ブリッジが隔かく離り状態になりました！　通信も不能！　コントロール系と一部オペレート系が辛かろうじて機能しているだけです!!」

「それでなんとかするっきゃない、ってことね」

「……そんな……鷲羽様の造った船なのに」

「どんな天才にもミスはあるって事！　まあ、それか……」

「それか……？」

　と、全員が一いつ斉せいに西南を見た。

「旦だんさんの悪運が、天才を凌りよう駕がしたってとこやな」

「このバカ！　余計なダメ押ししてどうするのよ！」

「そうですよ、無神経なんですから！」

「みんなかて旦さんの方、見とったやないかぁ！」

「……す、すみません」

　西南は居たたまれず、身をすくめて俯いた。

「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ！　きっとおばちゃん達が何とかしてくれるわ」

「おばちゃん言うな！　このロリババア！」

「余計な事、言わないで手を動かしなさいよ！　おばちゃん!!」

「クッ！　気楽に言ってくれるわね」

「ほらケンカしない！　ＮえぬＢびーもアクセスポイントを探して！」

「今やっとる！」

「敵、来ます！」

「…………」

　雨音は極限にまで集中し、羽毛のような繊せん細さいさで艦をコントロールしていた。もともと勘かんの鋭するどい雨音は、敵の動きをほぼ正確に予測できるが、今の雨音の予測はほとんど予知とも言えるものだった。おかげでユニットの負担は最小限で済んでいた、が……、

　ピシッ！　ピピキッ！　と、ユニットの亀き裂れつは大きくなる一方だった。

「あと一分で超空間ジャンプ可能宙域です！」

「このまま行ってくれ」

　それは祈いのりのような口調だ。

「前方、何かがジャンプアウトして来る！」

「くそっ！　やはり見み逃のがしてくれなかったか！」

　雨音の唸うなり声と共に、ジャンプアウトして来た海賊艦は、守蛇怪にペイント弾を撃うち込んだのだった。

「ペイント弾、被ひ弾だん！　ああっ!!」

　エルマの報告が終わると同時に、全すべてのモニターが消失した。

　シュ～～～…………。

　全員が無言で、蒸気を噴ふくユニットを見つめていた。

「ＮＢ！　コントロールポイントは!?　霧恋さん、エルマさん！」

　衝しよう撃げきから一瞬で立ち直った西南は立ち上がって叫んだ。しかし霧恋とエルマは無言で首を横に振ふった。

「……あかん。完全に閉じ込められてもうた」

「そんな……」

　ガックリとテーブルに手を着いた西南は、恨うらめしそうな目でユニットを見た。

「ネージュちゃん……ごめん。君を守れなか…………えっ？」

　西南がネージュの方を見ようとしたその時、

　ピシッ、パン！　っと、ユニットのひび割れから、細長い毛むくじゃらの何かが出て来たのだ。

「なっ!?」

　突然の事に啞あ然ぜんとなる西南の前で、ユニットはグラリと揺ゆれた。そしてゆっくりと倒たおれ始めたのだ。

「[image: !!!]」

　全員が反射的に、蒸気を噴き出しながら倒れるユニットに手を伸のばした。が、無情にも全員の手の前でユニットはテーブルに倒れた。

「！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　声にならない叫びを上げつつ、全員がユニットから飛び退のき、床ゆかに伏ふせ爆ばく発はつの衝撃に備えた。だが一向に何事も起こらず、代わりに床に伏せた西南達の耳に聞こえたのは、

「フ……フミャ……」

　という弱々しい鳴き声だった。

「……えっ？　あれっ？」

　訝いぶかしげに顔を上げて西南達が見たものは、ユニットから顔を出して、情け無さそうにしている、魎りよう皇おう鬼きを少し小さくしたような、おチビさんだった。

「ミャウ」

　西南と目が合ったおチビさんは、情け無さそうな声で鳴いた。と、その瞬しゆん間かん、ブリッジの中に光の洪こう水ずいが巻き起こった。起動しては消えるモニター群は夜空に何千発と打ち上げられる花火が、至近で起こっているかのようだ。

（こ、これは!?）

　霧恋はインストールされて行くソフト群に見覚えがあった。それは水み鏡かがみのブリッジで見たものと似ていた。だがチラッと映し出されたバージョンは、明らかに瀬せ戸との使っている物より新しいものだ。

「霧恋さん！」

　突とつ然ぜん叫さけぶ西南の声に、霧恋はハッと顔を上げた。

「いけない、まだ戦せん闘とう中！」

　まだインストールは続いていたが、航法関係ソフトは起動していて、外部の様子を映し出していたのだ。そこに映し出されていたのは、後続が続々到とう着ちやくし、それらが守蛇怪目め掛がけて一いつ斉せい射しや撃げきをした瞬間だった。

「衝撃に備えて！」

　霧恋の警告を受け、全員が近くのイスにしがみついた。しかし直撃の衝撃は全く感じられず、至近を映し出していたモニターの白光が、敵の攻撃が直撃した事が分かる唯ゆい一いつのモノだった。
















「ミャッ！　ミャアアアアアアアン!!」

　直撃を受けたその瞬間、悲鳴にも似たチビの叫びに、船体が即そく座ざに反応した。

　ブゥオン！　と、重低の振しん動どう音がしたかと思うと、船体外装に付着した赤いペイントが一瞬で霧む散さんした。発生した膨ぼう大だいな重量波が敵の攻撃をねじ曲げ、軌き道どうを逸そらす。そして高速で回転しているコマが、何かに触ふれた瞬間のように、守蛇怪は弾はじけるように突然動き出したのだ。

「キャアアアアアアアッ!!」

　その急激な動きで発生したＧが、本来、亜あ空間に固定されているはずのブリッジを襲った。慣性制せい御ぎよによってそのほとんどが吸収されていたとはいえ、震しん度ど８クラスの地震に遭そう遇ぐうしたような感覚だ。だが海賊達はもっと信じられない光景を目撃していた。

　さながら守蛇怪は、あちこちにぶつかって支し離り滅めつ裂れつに動くスーパーボールのようだ。しかも高速で縦に回転しながら消えては現れを繰くり返しながらである。

（テッ、テレポート！　資料映像で見た、外装を外してユニットだけになった皇おう家けの船が見せる瞬間移動!!）

　それは通常の超ちよう空間航行とは違ちがい、強引に超空間へと通常空間ごと突つっ込む、平たい石を投げ水面を弾はじきながら跳とんで行く、水切りに似た現象だ。

　守蛇怪はあっと言う間に戦闘宙域から離り脱だつし、超空間に突入したのだ。

「凄すごい……、いえ、凄いなんて言葉が陳ちん腐ぷに思えるくらいです！　一瞬であのペイントを分解してあの動き！　それに……この超空間は」

　映し出された外の光景は、通常の超空間とは違う光に包まれていた。エルマの問いに、一瞬躊ちゆう躇ちよした霧恋だったが、

「これは、通信用に使われる超空間……。艦かん船せんでここを通れるのは皇家の船だけよ」

「皇家の船だけが？　でも!?」

「関係者以外が乗っている時は使わないわ。外に知られるといろいろと問題もあるし……出来れば口外無用にしてくれると有り難いのだけれど」

　ただでさえ能力の桁けた外はずれな『皇家の船』は、他国にとって畏い怖ふの存在だ。だから『皇家の船』にはいろいろな行動制限が加えられている。だがそんな中で他国の艦とほぼ同じ能力なのが移動能力だ。同じ超空間を使う限り、移動スピードに大差が無いというのは、他国にある程度の安心感を与あたえている要素なのだ。

「ネージュ様」

　一番の懸け念ねんはネージュだったが、

「水鏡で見せて貰もらったわ」

　ネージュは短くそう言うと、霧恋を安心させるかのように微笑ほほえんだ。霧恋はそれに小さな頷うなずきで応こたえた。

「通信用の超空間って、理論的には十メートル程ほどの船に惑わく星せい規模艦クラスのジェネレーターを搭とう載さいすれば、突入可能なんですけど」

「その瞬間に船体はバラバラだな。それなりのシールドをかけてとなると……。ったく皇家の船ってのは、とんでもない船だったんだな」

「皇家の船というのは、その実体がほとんど知られてませんからねぇ。もしかしたら突入可能なんじゃないかって、噂うわさはありましたが、記録に残る最大エネルギー値では無理だというのが常識でしたし」

「その記録に残る最大エネルギー値は、最大値じゃなかったって事か」

「そういう事ですね。でもこの船がここを通れるとなると、魎皇鬼も……」

「当然、魎皇鬼もこの超空間を通れるという事でしょうね」

　正直霧恋は、魎皇鬼が皇家の樹と同性能を持つという話を半信半疑に聞いていた。だが実際この船に乗った感覚は、第二世代艦『水鏡』に勝まさるとも劣おとらぬものだった。

「す、凄い……この艦は魎皇鬼と同型艦という事なんですね」

「とんでもないモノをプレゼントされたわね……って、おい、新しく亜空間が追加固定されているけど……」

　雨音は途と中ちゆうで言葉を失った。

　そこには四し国こくクラスの面積を持つプレート状の居住空間が、四つ固定されているのが確認された。春の田園、夏の海、秋の山間部、真冬の山脈と、それぞれが春夏秋冬の季節が一度に見られるよう調整されていたのだ。初期段階に存在した居住区は、そのほんの一部分でしかなかったのだ。

「航法系のソフトも、こんな凄いものはアイリ様の、先代守蛇怪の工こう房ぼうでしか……。いえ、これはそれ以上です」

　と、エルマはイスに深々と崩くずれ落ちるようにもたれ掛かる。

「私のソフトの評価が、いかに優やさしい表現だったか思い知らされます」

「なるほど……必要なソフトが入っていなかったのは、あのおチビさんの中にあったからなのね」

　霧恋の言葉に、雨音達はそのおチビさんの方を見た。

「フミャ、フミャ、フミャ～～～ン」

　霧恋達の言う、そのもの凄～～いおチビさんは、未いまだに卵の殻からから出られずにもがいていた。

「信じられないな」

「そうね」

　そのなんとも間ま抜ぬけな光景を、霧恋達は困こん惑わく顔で見つめていた。

「ほら暴れないで、おチビちゃん」

　しかしおチビは、ネージュの制止も聞かず、はみ出た頭や足をバタつかせ、コロコロと転がり始めた。

「フミャミャ！　ミャアアアア」

　何とも情けない状態を見かねたネージュが、転がるおチビを手で止めた。固定された事で、踏ふん張りが利きくようになったおチビは、何かを探すようにあちこちを見始めた。

「ミャ！」

　と、その視線は西南のところでピタリと止まった。そして縋すがるような目で鳴き始めたのだった。

「あら、おチビちゃん。ご主人様が誰だれかちゃんと分かるのね。……ねえお兄ちゃん。この子が助けてって」

「えっ？　あ、うん」

　ネージュに言われ、西南はそっとおチビを抱だき上げた。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　おチビは嬉うれしそうに、卵らん殻かくからはみ出ていた尻尾しつぽを千切れんばかりに振ふった。

「ハハハ……そうか、すぐに出してやるからな」

　嬉しそうなおチビに、西南は思わず緊きん張ちようが解け笑みを浮うかべた。そして卵の殻に指をかけ力を込こめた、が……、

「ん？……あ、あれ？」

　卵の殻はビクともしなかったのだ。

「どうしたの、お兄ちゃん？」

「この殻、固いっ……」

　西南の顔は紅潮し、額には玉のような汗あせが吹ふきだし始め、指は圧力で真っ白になり小刻みに震ふるえていた。生体強化した西南の力は、岩石を砕くだくくらいの握あく力りよくはあるが、その力をもってしても、卵はビクともしなかったのだ。

「ちょっと旦だんさん見せてみ」

　ＮＢはおチビに近付くと、フレキシブルマニュピレーターを殻の内側に突っ込んだ。

「ミャギ！」

　と、おチビは妙みようなうなり声を上げると、ＮＢを足で蹴け飛とばした。

　ガン！　っとＮＢは勢い良く飛ばされて、大型スクリーン壁へきに叩たたき付けられた。

「何すんのや、この小動物ぅ！」

「いきなり変な物突っ込むからじゃないの？」

「レーザーカッターや。変な物ちゃう！　内側からやないと身体からだに傷が付くかもって、思うてやったのに、この恩知らず小動物が！」

「ほらおチビちゃん。あなたを助けてくれようとしているのだから、少し我が慢まんして」

　ネージュは優しくおチビの頭を撫なでた。その言葉が分かったのか、おチビは出していた足を引っ込めた。

「ＮＢ、頼たのむよ」

「……しゃあないな、と言いたいとこやけど、その卵の殻、対エネルギー物質でできとるみたいやから、超ちよう音おん波ぱカッターか、ある程度のヒビは入っとるから、いっそハンマーみたいなん使うた方がええかもな」

「そうね……ちょっと待って、工具用品がどこにあるか調べるから」

「そういう物って、ブリッジにも有るんじゃないでしょうか？」

「もうこれでいいんじゃない？」

　ブリッジを見回すエルマを制し、雨音は薄うつすら笑みを浮かべつつ、ＮＢをがっしりと握にぎった。

「なっ、何すんのや!?」

「艦長、ちょっとその子貸してね」

　雨音は西南からおチビを取り上げるようにテーブルに置くと、ヒビの様子を丹たん念ねんに調べ始めた。

「ちょ、ちょっと、雨音はん……まさかと思うけど、ワイを……」

「ああ、ここら辺が良さそうね。ほらおチビ。ちょっとうるさいけど、殻に隠こもって身体をギュッとしててね」

　ＮＢの問いを無視し、雨音はおチビに向かってそう言った。危険を察したのか、おチビはサッと出ている手足や頭を引っ込めた。

「いい子ね」

「うわっ！　うわっ！　まさか、まさかまさか！　止やめ、止めて、雨音はん～～!!」

　叫さけぶＮＢを無視し、雨音はＮＢをハンマー代わりに卵の殻を叩き始めた。

　キン！　キン！　キン！

　高い金属音がブリッジに鳴り響ひびく。

　キン！　キン！　キン！　キン！　キン！　キン！

「響く！　響く！　ワイのおいどに響くぅ～～!!　やっ、止めて！　止めて！　止～～め～～てぇ～～！」

　ＮＢの悲痛な叫び声を無視して、雨音は叩き続ける。と、手応えが変わったのに気付いた雨音は、ピタリとその手を止め、ＮＢをポイッっと放ほうり投げた。そして卵の殻に指をかけるとグッと力を込めた。

　ピキッ！

　金属の割れるような小さな音と共に、殻の一部が欠け落ちた。

「おチビ、これでどう？」

「ミャ？」

　殻の中で身体を硬かたくしていたおチビはスッと力を抜いた。そして身体に触ふれる圧あつ迫ぱく感かんが変わったのに気付くと、身体を捻ひねるようにして殻から出て来た。

「おおっ[image: !!!]」

　見守っていた西南達から漏もれるどよめきの中、おチビはヨタヨタと辿たど々たどしい歩き方で、西南の方へと一直線に歩み寄った。

「ははっ、よく頑がん張ばったな」

「フミャアアン♡」

　抱だっこされたおチビは頭を擦こすり付け、嬉しさを全身で表現した。

「良かったわね。おチビちゃん………あっ、でもいつまでもおチビちゃんじゃ、かわいそうだわ。お兄ちゃん、その子に名前を付けてあげて」

「オレが？」

「だってお兄ちゃんは、その子のご主人様なんだから当然よ。おチビちゃんもその方がいいわよね？」

「ミャ！」

　ネージュの言葉が分かっているのか、おチビは鳴き声を上げた。

「船の名前が『守蛇怪』なんだから、やはり同じ名前になるんでしょうか？」

「それじゃあ、この子が混乱しちゃうわ」

「それもそうね……艦長、いかがしますか？」

「じゃあ何か考えます」

「ほな、まずは……っと」

　いきなり割り込んで来たＮＢは、いきなりおチビの片足を持って股こ間かんを覗のぞき込んだ。

「ミギャッ!!」

　おチビはもう一方の足でＮＢを蹴けり飛ばした。小さな身体に似合わぬ力に、ＮＢは強したたかに床ゆかに叩き付けられた後、天てん井じよう近くまで跳はね返った。長い滞たい空くう時間の後、ＮＢは床に落ちて来た。

「何すんねん、この小動物！」

　床を転がりながら、ＮＢは怒ど鳴なった。

「ＮＢ……いきなりあんな事すれば、怒おこるのは当たり前だろ」

「名前付けるんなら、オスかメスか分かった方がええと思うただけや！」

「気を付けろよＮＢ。ここはその、おチビの身体の中なんだからな」

「なにしろ超ちよう絶ぜつ科学で建造された船ですもの。どんな防衛機能があるか想像もつきませんからね」

「…………あ～～、旦さん。その子、女の子やから、可愛かわいらしい名前付けたって」

　雨音達の脅おどしが効いたのか、しおらしくそう言うと、ＮＢはサッと物もの陰かげに隠かくれた。

「ミギャ～～～、フゥ～～～」

　ＮＢの隠れている方向を睨にらんで唸うなっているおチビを落ち着かせるように、優しく撫でながら、西南はいろいろと頭を捻った。

「そうだなぁ……。やっぱり縁えん起ぎのいい名前がいいよな」

　だが西南の答えは意外と早かった。

「うん。幸福の『福ふく』なんてどうかな？」

「幸福からなら、『幸さち』もいいんじゃない？」

「そう、ですけど……幸って不幸とかあるし。でも福って、そういう嫌いやな言葉が付くのって、あまり聞かないし……ハハハ」

「か、艦長……」

　改めて、西南のこれまでの人生を思い、霧恋達の目め尻じりに涙なみだが浮かんだ。

「うん！　良い名前だわ。福ちゃん……あなたの名前は福よ」

　ネージュは嬉しそうに福を撫でた。福は目をパチクリとさせ、ネージュから西南へ視線を移した。それは西南の口から、ちゃんと言って欲しいという意思表示のようだ。

「……福。お前の名前は福だよ」

　西南はじっと福を見つめて名前を呼んだ。

「……ミャ！　ミャア！」

　それが自分の名前だと理解したかのように、福は満面の笑みで鳴いた。

「ミャア！　ミャア！」

　千切れんばかりに尻尾を振り、福は全身で喜びを表した。その微笑ほほえましい光景に、霧恋達もつい頰ほおを緩ゆるめた。

「……あっ！」

　だがその時、ある重大な事に最初に気付いたのは雨音だった。

「何よ、いきなり大声出して？」

「……そういや、この船ってどこへ向かって飛んでるんだ？」

　その言葉に全員が一いつ瞬しゆん固まった。

「じょ、冗じよう談だんじゃないわよ！　なんて迂う闊かつな!!」

　それは自分へ向けた叱しつ咤ただった。オペレーター席に座った霧恋は、急いで航路のチェックを始め、エルマも少し遅おくれて続く。だがその緊張は、すぐに和やわらいだ。

「良かった……ちゃんと設定されているわ。でも何な故ぜなのかしら？」

「あっ、航路設定ならオレが」

「艦長!?　でも、いつの間に？」

「超空間突とつ入にゆう寸前に、福が……その、どこへ行きたいのか聞いた気がして、咄とつ嗟さに航路設定を……」

　西南は記き憶おくを辿るようにそう言った。

「ミャア！」

　福はそれを肯こう定ていするかのように鳴いた。

「凄すごいわ。お兄ちゃんと福ちゃんのチームワークはバッチリね。それにひきかえ……」

　と、ネージュは小さくため息を吐つきつつ霧恋達を見た。

「……面めん目ぼく有りません」

　シュンっと、恥はずかしそうに霧恋達は項うな垂だれた。が、次の瞬間、

「きゃああああああああああっ!!」

　霧恋が大きく悲鳴を上げた。

「なんだ！　どうした!?」

「初期入力の設定が全部吹ふっ飛んでるのよ！」

「そりゃ……、さっきプログラムが全部書き換かわってるから、そうなるでしょ」

「冗談じゃないわよ！　下手をすれば、艦かん船せん登録の申しん請せいが出来ていないって可能性があるのよ！」

　吞のん気きな雨音の言葉に、霧恋の眉まゆがつり上がった。申請書が役所に着信して受理されるまでの間に、先さき程ほどのプログラムの書き換えによるトラブルが発生している可能性もある。

「場合によっては二重申請の可能性だってあるわ。船せん籍せき登録が出来ていなければ、超空間から出た途と端たんに、不ふ審しん船扱あつかいよ！」

「あっ、そりゃまずいわ。監かん視し船にでも遭そう遇ぐうしたら、下手すりゃ攻こう撃げき受けるかもな」

　樹じゆ雷らい領宙内、そして公海では、船籍が無くても航行可能だ。しかし次のジャンプアウト先は、他国の領宙内なのだ。水みな穂ほの言う、手続き上の問題がクリアされているというのは、あくまで西南の持ち船となる事に問題は無いという意味であって、登録等の作業が終しゆう了りようしているわけでは無い。テスト航海中は、万が一の不備に備え、あくまで樹雷のテスト艦扱い。そこで問題が無ければ、正式に艦船登録をする手はずだったのだ。

「あれ？　でも霧恋さん。船籍申請の返信を受領していますよ」

「ええっ!?……あっ、本当だわ」

「やれやれ、杞き憂ゆうに終わったってわけね。まあ艦長絡がらみだからって、いつもトラブルが起こるわけじゃないんだからさ。気にし過ぎなんだよ、霧恋はさ」

「そう、ね」

　霧恋は返信された船籍コードをジッと見つめた。そして安あん堵どしたかのように、大きなため息を吐くと、船籍コードを必要な場所へと入力し始めたのだ。しかしこの時、受理された申請書を再確認するべきだったと、霧恋が後こう悔かいするのは、約一年後の事だった。




「船籍の入力完かん了りよう。雨音、そちらの方はどう？」

「ああ……操縦攻撃系共、把は握あくした。それにしても、本当に白眉鷲羽って人は凄いよな。痒かゆい所に手が届く、微びに入いり細さいを穿うがつっていうのか……これに慣れると他ほかのプログラムはとても使えないわね」

「こちらもチェック完了です」

「艦長、全すべてチェック完了しました。間もなくジャンプアウトの時間ですので、席に戻もどって下さい」

　霧恋は最終的なチェックを済ませると、福を遊ばせていた西南達に声をかけた。

「了りよう解かい。じゃあネージュちゃんも席に戻って」

　西南は福を抱かかえると、艦長席へと向かった。

「念のため全員、耐たいショック防ぼう御ぎよ体勢をとって下さい」

　霧恋の言葉に、全員のイスが耐慣性フィールドに覆おおわれた。

「ジャンプアウトまで後、三十秒…………九、八、七……」

　カウントが流れ、全員の顔が緊きん張ちようする。唯ゆい一いつ、緊張していないのは、西南に抱っこされてご機き嫌げんの福だけだった。

「ジャンプアウト！　通常空間に出ました」

　だがそれは拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっけないものだった。

「……なんか、逆にいつもより衝しよう撃げきが少なくない？」

「チェック、オールグリーン。異常なしです」

　だが異変は、オートパイロットからマニュアルに切り替かえた時に起こった。船が急にコースを逸それ始めたのだ。

「何だ!?　操作が急に??」

　雨音がいろいろと操作しても、船が思うようにコントロール出来なくなったのだ。そしてそれは操艦だけに留とどまらなかった。

「オペレートシステムにも異常！　船とのアクセス率が急激にダウンしました！」

「武器コントロールは全てカット！　コントロールも操作限定！」

　雨音の判断は迅じん速そくだった。最低限必要なものを残し、それ以外のアクセスを全てカットアウトしたのだ。

「オペレートシステム正常に戻りました！」

「エルマ、こちらも不必要なものや、グレードダウンで対応出来るものの処理を！」

「了解！」

　雨音に続き、霧恋とエルマも作業を開始した。何も出来ない西南は、ジッと霧恋達の作業を見守っていた。

「ミャア、ミャア！」

　西南にかまってもらえなくなった福は、西南を見上げて鳴いた。

「お兄ちゃん！」

　その時、何かが閃ひらめいたのであろう。西南と福を見ていたネージュは声を上げた。

「えっ？」

　ネージュの方を見た西南は、彼女の視線が福に向けられているのに気付いた。そして瞬時的に、彼女が何を言いたいかを察したのだ。

　西南は福を両手で抱えると、中央のテーブルに近付いた。

「ア、アクセス率が上じよう昇しようしています！」

「まさか!?」

　エルマの報告と西南の行動を見た霧恋達は、この異常の原因に気付いた。そしてそれは彼女達の予想通り、西南が卵ユニットの在あった位置へと福を連れて行った時、アクセス値は最高の値を示したのだった。

「つまり、おチビ……福がそのテーブルの上に居なければ、船は満足にコントロール出来ないという事？」

「それはシステム上、考えにくいわね。現に魎ちゃんは、船外にいても船のコントロールをしていたし」

「じゃあ、なぜ？」

「あら、福ちゃんはまだ産まれたばかり。赤ちゃんなのよ」

　首を傾かしげる霧恋達に、ネージュは自信たっぷりにそう言った。それは意外な盲もう点てんだったが、考えてみればあまりにも当たり前の事であった。

「それが一番、可能性の高い答えみたいですね。多分、まだ使いこなせていないシステムがあるのでしょう」

「やれやれ、とにかく任務中はテーブルの上に居て貰もらうしかないか」

「といっても、二十四時間稼か働どうをしなければならない時は、どう対応するかが問題だわ。福ちゃんが不ふ眠みんで稼働出来るとも思えないし」

「その時は、加速空間を利用して、何とかやりくりするしかないんじゃない？　少なくとも、テーブルの中央に居てもらえさえすれば、まともなパフォーマンスを維い持じ出来るわけだしさ」

「雨音さん……それも少々怪あやしいんです。ネージュ様、申し訳ありませんが、福ちゃんを中央から動かないようにしていただけませんか？」

「なるほど、分かったわ」

　ネージュはエルマの意図を理解し、西南から福を受け取った。

「西南さん。福ちゃんから少し離はなれていただけますか？」

「は、はい」

　西南は言われた通り、福から少し距きよ離りをとった。

「フミャ、フミャ！」

　福は西南を追いかけようと手足をバタつかせた。と、アクセス値が緩やかに下降し始めた。

「西南さん、視線を逸らして、後ろを向いてみてくれますか」

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　西南が視線を逸らすと、途端に福は不安そうな鳴き声をあげた。そしてアクセス値は、急激な下降をみせた。

「はい。ごめんなさいね、福ちゃん」

　ネージュが抱だき締しめて優やさしく撫なでると、福は安心したようにネージュの頰ほおを舐なめた。

「中央に居ても、アクセス値の上下があるというわけね」

「結局、福のテンション次し第だいというわけか……」

「と、いうより集中の度合い、と言った方が良いかもしれないわ。とにかく今後、福ちゃんをテーブルの上に居させるよう躾しつけなきゃならないけれど、当面の対策は考えないといけないわね」

　霧恋は尻尾しつぽを振ふって西南とネージュの間を行ったり来たりしてる福を見て、フッと微笑ほほえんだが、その眼には困こん惑わくの色も浮うかんでいた。

（やっぱり、私が厳しくする役回りなんでしょうねぇ）

　そう決意した霧恋は、システムの再チェックを始めた。







　　５「福・船の中のバカンス」







　ドドドドドドドドドドドドドッ、ギャン！　ドガッ！　ガンッ！　ギャイイィンッ！　ドゴグァアアアアアアアアン!!…………………………。

　それは、この世のものとも思えない音だった。その場に居た者の心しん胆たんを寒からしめる、ちょっと気の弱い人間なら、心臓発作でも起こしかねない音である。

　瀬せ戸ととクイスは、髪かみは乱れ、滝たきのような汗あせをかき、衣装は汚よごれて所々に鉤かぎ裂ざきをつくり、必死の形相で、水み鏡かがみのブリッジに飛び込んで来た。それは部下達が見た事もない程ほどの狼ろう狽ばいぶりだ。瀬戸達の姿は、他ほかにも大勢が目もく撃げきしたのだが、誰だれ一人ひとりとしてその様子を笑う者は居なかった。それは彼女達の後ろに、魔ま神じんの如ごとく追いかけている玉ぎよく蓮れんが居たからだ。

「わ～～～い」

　母親の面おも白しろい姿が見られると、はしゃいでいた美み砂さ樹きですら、

「ぎょぎょぎょぎょ玉蓮ちゃんが怖こわいのォ、お姉様ぁ～～」

　と、船ふな穂ほにしがみついて狼狽するくらいだ。

　瀬戸とクイスは水鏡のブリッジに残してあった檻おりを解かい錠じようし、そこに飛び込んだ。そして間かん一いつ髪ぱつ、檻を閉じたのだ。格こう子しが閉じたのにも構わず突とつ進しんして来た玉蓮は、凄すさまじい音をたててぶつかり、ようやく止まった。格子の間から突つっ込まれた手は、瀬戸の数センチ先、まさに摑つかみ掛かからんばかりの位置で止まっていた。

　これがブリッジに響ひびいた音の内訳である。

「はあ、はあ、はあ」

　息を荒あららげ、目め尻じりに涙なみだを浮かべた瀬戸の顔を、ギッっと睨にらみ付けていた玉蓮の表情がスッと元に戻る

「あら、残念。もう少しでしたのに」

　そしてニンマリとゾッと背筋が寒くなるような笑みを浮かべた。と、瀬戸とクイスの足から力が抜ぬけ、崩くずれ落ちるようにその場に座り込んだ。

「ちょ、ちょっと漏もれちゃったわ」

「私もです……最後の顔が一番怖い……」

「こんなに怖い目に遭あったのは、久しぶりだわ～～」

「違ちがう意味では、林檎りんごちゃんも怖かったですけど」

「まあ、玉蓮ちゃんの場合は命の危機っていう意味だけどね」

「あら瀬戸様。林檎ちゃんの倹けん約やくも、下手をしたら命に関かかわりますよ。餓が死しとか」

　何やら余よ裕ゆうの二人だが、これはあくまで運動の後の息を整える行こう為いに近かった。とりあえず目の前の現実から逃とう避ひし、心を落ち着ける必要があるのだ。

「さあ、そろそろ理由を話していただけますか？」

　その時、玉蓮はすっかり普ふ段だんの状態に戻もどっていた。

「はいはい、もちろん！」

　瀬戸とクイスはハチドリの羽ばたきのような勢いで頷うなずいた。

　重苦しい雰ふん囲い気きから解放され、安あん堵どした水みな穂ほは、オペレーターに目で合図を送った。オペレーター達も、出来るだけ音をたてずに仕事を始め、そして水鏡も出来るだけゆっくりと港を離れたのだった。




　守かみ蛇だ怪けは丁度その頃ころ、中ちゆう継けい地点に指定された惑わく星せいの大型淡たん水すい湖こに着水していた。

「ミャア、ミャア！」

　水がある場所が気に入ったのか、福ふくはネージュに抱っこされ、嬉うれしそうにはしゃいでいた。だがそれとは対照的に、西せい南なや霧きり恋こ達は道中に得たデータを見つめて、深刻そうな雰囲気で相談をしていた。

「とにかく、船のどこに福が居ても、この最低値だけはキープ出来るってわけか」

「とはいえ、このコントロール値では何とか飛んでいられる程度よ。戦せん闘とうに巻き込まれたら何も出来ないわ」

　と、霧恋はチラッと、所々焦こげ付き、白はく煙えんを上げているＮえぬＢびーを見た。

「何や？　言いたい事があればハッキリと言うたらええやんか」

「役立たず」

　ため息を吐つく霧恋に代わって雨あま音ねがズバリと言った。

「しゃあないやんか！　あの小動物がワイを拒きよ絶ぜつするんは、ワイのせいやない！」

　霧恋達はＮＢをコントロールの中継器にしようとしたのだが、福が猛もう烈れつに嫌いやがり、拒絶したのだ。

「まあ確かに……お前みたいに無神経な奴やつに、自分の身体からだを弄いじられたくないものなぁ」

「そうね」

　霧恋とエルマは深く頷いた。

「悪うござんしたね」

「まあまあ、ＮＢには別の役目で期待をしていますから、機き嫌げんを直して下さい」

「別の役目？」

「そうね。航法や武器管制、センサー類は、守蛇怪と切り離すわけには行かないけれど、データの処理関係はＮＢにお願い出来ると助かるわ」

「ワイがか？」

「この船の次に、優ゆう秀しゆうなコンピューターですもの。少なくとも、この惑星を含ふくめて、いま手に入る最高の物なのは確かよ」

「頼たのむぞ、ＮＢ」

「だ、旦だんさん……。ワイがんばる！」

　西南にそう言われたのが余程嬉しかったのか、ＮＢは福に負けないくらい、はしゃぎ始めた。

「意外と単純だな」

「まあ、お役御ご免めんの危機でしたからね」

　苦く笑しよう顔で雨音とエルマは、ＮＢに聞かれないよう、顔を近付けて小声で囁ささやいた。

「それでも、状じよう況きように対処出来るかどうかは微び妙みようよ。そこで、状況に合わせたカスタマイズを何パターンか作成しておいて、その都度、切り替かえる事にしましょう」

「ねえ、その作業って、お兄ちゃんは必要？」

　と、話がまとまったのを見み越こし、ネージュが近付いて来た。

「いえ、これは私達だけで構いません。時間もそれほどかかりませんし……でも、どうしてです？」

「福ちゃんと遊ぶの。やっぱりこういうのって、メリハリが大事だと思うの。もちろんそれですぐに解決出来るとは思わないけれどね」

　ネージュはニッコリと微笑みかけた。

「分かりました。お願いします」

「じゃあ、お兄ちゃん、行こう」

「行くって、どこへ？」

「せっかく凄すごい固定空間があるんだから、使わなきゃ。福ちゃんはお水が好きみたいだから、海ゾーンに行きましょう」

「ミャア！」

　福はネージュの意見に賛成するかのように鳴いた。

「じゃあ、そうしようか。すみませんが後をお願いします」

　西南は霧恋達に一礼すると、ネージュと共に転送ゲートへと向かった。

「海か………チャンス！」

　二人を見送った雨音は、ニンマリと笑みを浮かべた。

「どうしたの？」

「さっさと終わらせて、私達も骨休みをしようって話」




　守蛇怪の四季空間は、それぞれに違う地形が形成されていた。

　春は平地を中心とした場所、夏は海を中心に島が点在する場所、秋はなだらかな丘おかや高原地帯を、冬は切り立った高山を中心とした山々、といった感じである。

　しかしそれぞれの空間は、季節が固定されているというわけではなく、それぞれにちゃんと、一年周期で季節の移り変わりがあるのだ。そしてそれぞれのゾーンは、分かれているにもかかわらず、それぞれに連続性を持ち、一つの完全循じゆん環かん空間を創つくりあげていた。つまり何の人工的な補助も無く、その環かん境きようを維い持じ出来るという事だ。そしてそこはそれぞれの地形や環境に合わせた、食物プラントでもあった。

「……形状が違うだけで、皇おう家けの船と同じというわけか……それにしても……」

　西南はマニュアルから目を離はなすと、上空を見上げた。

「皇家の船の世界樹も凄かったけれど、この景色も普ふ通つうじゃないよなぁ」

　四つの空間は丁度プレート状に圧縮され、四角柱の合わせ鏡のように配置されているため、上空には、空の青に溶とけ込むように薄うすく、三つの空間が見えていたのだ。

「これはこれで絶景なんだろうけど……」

　西南は一いつ瞬しゆん、そこに吸い込まれそうな、いや、いま自分が居るのが空の上で、そこに落ちて行きそうな錯さつ覚かくを覚え、慌あわてて視線を海の方に向けた。いま西南が居るのは、海を中心としたゾーンにある、周囲約一キロの砂すな浜はまと、ヤシ林だけの海かい抜ばつ十メートル程度の島だった。

　広い砂浜に大型のビーチパラソルを立て、布のレジャーシートを広げ、クーラーボックスに諸もろ々もろの必要品を入れたスポーツバッグ、ふくらませた浮うき輪わにビーチボール等々が雑然と並ぶ光景は、日本の家族連れ海水浴といった感じだ。さらにそこに座っているのが西南ともなれば、南の高級リゾートのような美しいマリンブルーの海には、少々違い和わ感かんのある光景と言わざるをえない。

「お待たせ、お兄ちゃん」

　転送ゲートから出て来たネージュは、福を抱だきながら恥はずかしそうに言った。

「ミャア！　ミャア！」

　ネージュは西南の元に行きたがる福を、降ろそうかどうか躊ちゆう躇ちよした。それは福を抱かかえていたのは、水着姿を隠かくす意味もあったからだ。海に行こうと言い出しのはネージュだが、実際に水着に着き替がえてみると、やはりそれを男性に見られるのは、ちょっと恥ずかしいのだ。

「ミャア！　ミャア！」

「そうね。早くお兄ちゃんところに行きたいよね」

　ネージュは意を決したように、福をゆっくりと砂浜に降ろした。

「ミャア！　ミャア！」

　まだ生まれたての福は、よちよちと辿たど々たどしく歩くのが精せい一いつ杯ぱいだ。気は焦あせれども、なかなか西南のところに辿り着けない。それでもニッコリと微笑ほほえむ西南の顔を見ながら、福は一いつ生しよう懸けん命めい歩いた。

　そんな福のゆっくりした歩きに合わせて、ネージュはそれを勇気を出す時間として使っていた。

「みゃあ！」

「よし、偉えらいぞ福」

　ようやく辿り着いた福を、西南は笑みと抱っこと頭ナデナデで報むくいた。もちろん福にとっても、それは最大のご褒ほう美びだった。

「………お兄ちゃん」

　福が満足して落ち着くのを見計らい、ネージュは西南に声をかけた。少し恥じらいながら笑みを浮かべるネージュは、髪かみを束ね、ピンクのワンピースの水着を着ていた。

「！」

　その様子を見て、西南は一瞬、胸が締しめ付けられる思いがした。

　それは妹の吉よし子こが、まだ西南と遊びたがった幼い頃の事だ。母親と買いに行った新しい服が余よ程ほど嬉しかったのか、父に見せ、そして西南にも見せに来たのだ。だが褒ほめてあげようと吉子に近付いた時、近くを走っていた車のタイヤで弾はじかれた石で西南は額を切った。そしてその血しぶきは、買ったばかりの吉子の服に、霧きり吹ふきで吹いたような赤いシミを作る原因となったのだった。もちろん吉子は西南の身体を心配する事は有れ、服を汚よごした事を責めはしなかった、しかしそれ以降お気に入りの服を西南に見せに来る事は無くなり、西南はその時吉子に言おうとした言葉を告げる機会を、永遠に無くしてしまったのだった。

「うん。よく似合うよ」

　西南はちょっと辺りの様子を気にしつつ、優やさしくそう言った。パッと明るくなるネージュの表情を見た西南は、幼い頃の悔くいが晴れるような感じがした。

「行こう！」

　ネージュは西南の腕うでをとり、引っ張るように催さい促そくをした。

　福を片手で抱えて立ち上がった西南は、波打ち際ぎわに向かって走り出した。一瞬、虚きよを突つかれたネージュも、すぐに西南を追って走り出す。
















「お兄ちゃん待って！」

　ネージュの声と後ろから付いて来る気配を、西南は心地ここち良く感じていた。それは幼い頃ころに、西南の悪運さえなければ、日常的に在あったであろう兄妹きようだいの光景だった。

　波打ち際に来た西南は、寄せ来る波を見て手足をばたつかせている福を、そっと砂の上に降ろした。

「そういえば、ネージュちゃんは泳げるの？」

　西南は福の方を見たまま、追いついて来たネージュに尋たずねた。

「波がある所は、初めてなの。でも今日は福ちゃんが主役だから」

　そう言うとネージュは、波と追いかけ追いかけられして遊んでいる福を、微笑ましげに見つめた。

「ミャン。ミャン。ミャギャッ!!」

　その時、いきなり変則的にやって来た大きな（もちろん福にとってだが）波に巻き込まれた。波にもまれ、引き波が去った後には、水流に舞まい上げられた砂に頭が半分ほど埋うまった福がもがいていた。

「福、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　慌てて抱き上げた福は、顔を砂だらけにしてポカンとしていたが、次の瞬間、嬉うれしそうに鳴き出した。そして波の方に行きたそうに手足をバタつかせ始めたのだ。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

「えっ、あそこに行きたいのか？」

　何やら狂きよう気きじみたような福を、西南は不思議そうに砂浜に降ろした。その途と端たん、福は波に向かってヨタヨタと突とつ進しん（？）し始めた。そして波に突っ込むと、先程と同じように波に巻かれ、身体からだが砂浜に埋もれて行く様を楽しみだしたのだ。

「お、おい福……それはちょっと危険な遊びじゃないか？」

「そういえば、福ちゃんって呼吸するのかな？」

「えっ？………ああっ、そうか。福って宇宙船だっけ」

　西南は慌てて、マニュアルを検けん索さくした。

「といってもこのマニュアル、施し設せつ説明だけなんだよな……」

　いろいろ検索している西南ではあったが、それらしい項こう目もくは見つからなかった。

「お兄ちゃん、こういう時は、『よくある質問』を見るものよ」

「えっ？　よくある質問といわれても、この船って大量生産の家電じゃないんだから…………あ、ある！」

「ねっ、あったでしょ」

　ネージュは自慢げな笑えみを浮べた。

「え～～～っと……、あった！　『補・メインユニットの生態』、これだ！」

　期待を込こめ、その項目を表示したものの、そこにはたった数行、





　───とりあえず喰くわなきゃ喰わないでいいし、呼吸もしなきゃしないでいいし、通常状態で核かくの直ちよく撃げき程度なら大丈夫！　んでもって絶対零れい度どから太陽の表面温度位までなら兵器、じゃない平気よん♡






「…………どう考えればいいんだろ？」

「つまり、ちょっとやそっとの事なら気にしなくても兵器、じゃない、平気って事なんでしょうね」

「凄いんだか、いい加減なんだか」

「まあ、白はく眉び鷲羽わしゆうって、もの凄い変人だって有名な人だから」

「それは、アカデミーの人達にいろいろ聞かされたけど……」

「とりあえず、福ちゃんが楽しいのなら、それでいいって事なんでしょうねぇ」

　波と戯たわむれる福を見ながら、西南とネージュはお互たがい独り言のように会話した。

「ンミャッ！　ンミャアアア!!」

　波打ち際に打ち上げられた魚のように、福がバチャバチャと飛沫しぶきを上げながらそれはそれは楽しそうに遊ぶ姿は、一種異様であった。と、その時、

「西南ぁ、ここにいたんだ」

「えっ？　雨音さ……[image: !!!]」

　突とつ然ぜん、雨音の声が聞こえ、振ふり向いた西南はそのまま固まってしまった。

　暑い南国の日差しの中、そこには大だい胆たんな水着を着た雨音、エルマ、霧恋が居た。そして少し勿もつ体たいつけるようにゆっくりと、そしてその肢し体たいを見せつけるように西南に向かって歩き始めた。

　さすがに元トップモデルの雨音は、どうすれば自分が映えるか知り尽つくしている。月下で玉蓮が妖あやしい魅み力りよくを倍加させるのとは対照的に、太陽の下では雨音の健康的な魅力は倍加する。ただでさえ凄すさまじい美び貌ぼうの雨音は、この美しい南の風景を、完全におのれの背景としてしまっていた。『ビーナスの誕生』もかくや、といった感じだ。

　だが他の二人も負けてはいない。エルマはその白毛が強い陽光を浴びて白銀に輝かがやき、猫ねこ科か特有のしなやかな肢体が美しい。しかも純白のビキニは、白毛に溶け込み一瞬、裸ら体たいと勘かん違ちがいさせるほどだ。

　さて最後に霧恋だが、美しい黒くろ髪かみにきめ細かな白い肌はだ、引き締まった肢体に真っ赤なビキニが清せい楚そな雰ふん囲い気きと相まって美しい。だが何より、自身の肢体を恥ずかしそうに手で覆おおう姿があまりにも刺し激げき的だった。まだ堂々としていてくれれば、それなりに対処も出来るが、霧恋の羞しゆう恥ちが伝でん播ぱしたかのように、西南の顔も真っ赤になってしまった。

「…………」

　雨音達の意図に気付いたネージュは、自分の胸むな元もとを見ながら、少し不ふ機き嫌げんそうな表情を見せた。が、すぐに顔を上げてニッコリと微笑み、

「お姉ちゃん達、お仕事は？」

　と、出来るだけ明るく、あくまで無む邪じや気きな子供を装よそおいながら尋ねた。一瞬、『おばちゃん』と呼ぼうかとも思ったが、さすがに目の前の美女達をそう呼ぶのは、負け惜おしみ感が強い。

「全すべて順調ですので、ご心配なく。お姫ひめ様」

　西南とネージュの反応に、満足げな笑みを浮かべた雨音は、後ろに隠れている霧恋を自分の前へと押し出した。

「あっ、雨音！」

「ほら霧恋、いい加減に観念したら？」

「そうですよ。霧恋さん」

　エルマも前を隠そうとしている霧恋の腕をとった。二人に両腕を拘こう束そくされた霧恋は、その身体を西南の前に晒さらされたのだった。

「あっ、あああ……」

　樹じゆ雷らいでの経験は、霧恋にも少なからず、西南に対する思いに影えい響きようを与あたえていた。

　出会った頃の西南は、その運の悪さ故ゆえにひっそりと隠いん遁とん生活を余よ儀ぎなくされ、小さな箱庭で空を見上げていた小さな子だった。だがその運の悪さは、西南に忍にん耐たいと経験という大きな財産を与えていた。それが宇宙という活かつ躍やくの場を得て、大輪の花を咲さかせようとしているのだ。それを目まの当たりにし、実感させたのが瀬戸の荷物の件であり、樹雷での歓かん待たいと希け有うなこの船だった。

　もちろんまだまだ未熟で多くの人の助けが必要な西南だが、宇宙ではその運の悪さを、そして培つちかった忍耐と経験を、高く評価する人達が多く居る。少なくとも自分の庇ひ護ごの腕からは飛び出し、独立の道を歩みつつある事を霧恋は認識したのだ。今回、雨音の提案に乗ったのは、庇護者としてより女として見られたい気持ちが潜せん在ざい的に在ったからだが、それを認めるのは怖こわいという気持ちがまだまだ大きいのだ。

「あっ、あの、あの……」

　相手をよく知っているという事は、アクセルにもなれば時としてブレーキにもなる。西南の困こん惑わくが手に取るように分かる故、思い切った行動がとれないのだ。

　と、その時、霧恋は話を逸そらす絶好で、かつ重大な事に気が付いた。

「あの、西南ちゃん、福ちゃんは？」

「えっ!?」

　西南はハッと、福が居たはずの場所を見たが、そこに福の姿は無かった。だが砂が白いのが幸いした。

「なっ！！？」

　血相を変えて立ち上がろうとした西南の視覚の隅すみに、波に洗われる砂とウニにそっくりな黒く丸い物が見えたのだ。そしてそれが福の尻尾しつぽだと気付いたのは、一いつ瞬しゆん後だった。

「福ッ！　福っ!!」

　事態に気付いて全員が駆かけ寄る中、西南は砂を掘ほりつつ福の尻尾を持ち、ニンジンでも引き抜ぬくように引っ張った。

　ズボッとすんなりと引き抜かれた福は、パチッとまん丸な目を開いた。そして西南の顔を見ると楽しそうに笑い出したのだ。

「………………」

「お兄ちゃん、福ちゃん、逆さのままだよ」

　啞あ然ぜんとなっている西南から福を引ったくったネージュは、頭を上にして覗のぞき込んだ。

「福ちゃん、大丈夫!?」

「ミャア！　ミャアアアアン！」

　心配そうに見つめるネージュを余よ所そに、福は手足をバタつかせて、その手から飛び出した。そして先さき程ほどと同じように、波と戯れだしたのだ。

「なあ西南。こいつは自殺願望でもあるのか？」

　呆あきれ顔で言う雨音に、西南は無言で先程のマニュアルを見せた。

「………霧恋、どう思う？」

　眉み間けんに皺しわを寄せた雨音は、霧恋の方を見た。

「どう思うと言われても……見た通りの解かい釈しやくしかできないわ」

「とりあえず肉体的にはちょっとやそっとじゃ問題なし、という事ですね」

「肉体的には……か」

「つまりこれからの教育が大変、という事ね」

　雨音達は顔を見合わせ、大きくため息を吐ついた。

　　　　×　×　×

　約二時間後、西南とネージュは、砂を海水で湿しめらせて西南の座高程の城のような物を造っていた。福はそこに穴を掘るのがお気に入りらしく、盛さかんにあちこちに穴を開けまくっていた。そしてついには建物を崩くずしてしまい、西南達はまた最初から城を造るという事を飽あきもせずに繰くり返していた。もちろん最初複雑だった建物はだんだん簡素化され、ついにはただの山となっていた。

　雨音達はというと、そのすぐ近くで大きなパラソルを何本も立てて日ひ陰かげをつくり、その下でのんびりと横になっていた。

　特に雨音は、時折寝ね返がえりをしつつ、西南がこちらに視線を移す瞬間を狙ねらい、水着を直す仕草や胸を強調するなどのモーションを仕し掛かけていた。そして恥はずかしそうに視線を逸らす西南と、それを見て一瞬不ふ機き嫌げんになるネージュを見て楽しんでいた。

　片やネージュも負けてはいない。福をダシに西南に抱だき付いたり甘えたり、うまく雨音達に背を向けるような位置に、西南を誘ゆう導どうするなどの対たい抗こう策さくで応じていたのだ。

　そんな二人の暗あん闘とうを、横に寝ている霧恋は困惑顔で『我関せず』を決め込みつつ、それでもネージュの挑ちよう発はつにムッとなったのか、

「西南ちゃん、ネージュ様。喉のど渇かわいていませんか？」

　と、雨音に援えん護ごを出したのだ。

「あっ、そうですね。じゃあネージュちゃん、ちょっと休もうか」

「う、うん」

　それが霧恋の策略だと気付きつつも、この暑い中、付き合ってくれている西南の身を案じたネージュは素す直なおに頷うなずいた。もちろんネージュ自身もそろそろ辛つらくなっていたのも事実だった。

「戦いには補給も必要よね」

　そう呟つぶやくと、福を抱き上げて西南を追い越こすように霧恋の元へ向かった。

「ありがとう。お姉ちゃん」

　ネージュは霧恋からトロピカルドリンクを受け取ると、それを歩いて来る西南にサッと手て渡わたし、霧恋が西南に手渡そうとした分を取った。

「まあまあ、落ち着いて」

　眉間に皺を寄せている霧恋の肩かたを、エルマがポンポンっと叩たたく。

「ククッ。向こうの方が少し上手だったわね」

　雨音も上半身を起こして笑った。

「でも勝負はこれからよ。お～～い、福！」

　声を上げた雨音の手には、いつの間に用意したのか、一本のニンジンがぶら下げられていた。

「ミャ？　ミャア??」

「福ちゃん!?」

　ネージュの腕うでからすり抜けた福は、雨音の元にやって来た。そして鼻先にぶら下げられたニンジンの匂においを嗅かぎ始めた。

　カプッ！　っと、福は突然ニンジンに食い付いた。先っぽの一センチほどを嚙かみ切ると、それを咀そ嚼しやくする福の表情は次し第だいに恍こう惚こつとして行った。

「………フ、フミャ～～～ン」

　再びニンジンを咥くわえた福は、今度はそのまま子こ猫ねこがお乳を飲むような仕草を始めた。

「魎りようちゃんがニンジン好きだから、もしかしてと思ったけど……」

「この様子を見ると、本当に赤ちゃんなんだって実感するわね」

「可愛かわいいですねぇ」

　福の様子を見て、霧恋達は思わず顔を綻ほころばせてしまった。そしてそれは西南とネージュも同じだ。先程までの駆け引きなど忘れ、全員がジッと福の様子に見入ったのだった。

　　　　×　×　×

　お腹がふくれた為ためか、それとも落ち着いた為か、福は安らかな寝ね息いきを立てて眠ねむってしまった。

「ネージュちゃん、まだ時間はあるけど、どうする？」

　西南は福を抱だっこしているネージュに、そっと話しかけた。それは福をこのまま寝かせておいて、遊びを続行するかどうかという意味だ。

「もう十分楽しんだわ。私、お姉ちゃん達と今後の打ち合わせをしたいから、福ちゃんをお願い」

「えっ、でも……」

「荷物なら、お姉ちゃん達がやってくれるわよ」

　そう言うと、チラッと霧恋達の方を見た。

「ええ、お任せ下さい。それに私達は髪かみやお肌のアフターケアにも時間がかかりますし、福ちゃんを抱かかえてでは、ね」

　エルマの言葉に、霧恋達も頷く。

「あっ、ネージュちゃん。部屋の事なんだけど、正式なゲストハウスが在あったから、そちらへ移動する前に、いろいろ確認をしたいんだ。だから……」

「私は、昨日使った家がいいなぁ。……だって、あまり広い所で、一人で寝るのは嫌きらいだもの」

　ネージュは寂さびしそうに西南の顔を見た。

「ネージュちゃんがいいなら、オレも構わないよ。じゃあ、あの家で待ってるから」

「うん！」

「オレは福を連れて先に帰りますから、後をお願いします」

「まかせて」

　ネージュから福を受け取った西南は、そのまま転送ゲートの方へと向かった。

「相談というのは、何なのです？」

　西南の姿が見えなくなったのを確認すると、霧恋はネージュの方を向いた。

「とりあえず先に片付けをしましょう、お姉ちゃん達」

　その意気込みをかわすように、ネージュは荷物を指差した。




　西南は四方を真っ白な壁かべで覆おおわれた、廊ろう下かのようなエアシャワールームを通り抜け、先程水着に着き替がえた、多目的クロークルームに戻もどって来た。

「たったあれだけで、異物を排はい除じよ出来ちゃうのか」

　福の毛は西南に抱えられていたにもかかわらず、毛の中に入り込んだ細かな砂も取り除かれていたのだ。待合室に備え付けられたバスタオルを布ふ団とん代わりに、福をソファーに寝かせると、一番近いロッカーへと入って行き、手早く着替えを終えて出て来た。

「旦だんさん、大変や大変！」

　西南が福に近寄ろうとした時、ＮＢが大声で叫さけびながら、いきなり転送ゲートから飛び出して来た。

「!!」

　西南は咄とつ嗟さにＮＢを抱えると、先程のロッカーへ飛び込んだ。そこなら防音機能があるからだ。

「大声出すな！　福が起きちゃうだろ！」

「なんや、福は寝とんのか。そらすまんかったな」

「それより、お前はブリッジに居たんじゃなかったのか？」

　大変と聞いた割に、西南は落ち着いていた。緊きん急きゆう事態なら、通信で行う筈はずだからだ。

「調整は終わっとるさかい、あそこに居なきゃあかん理由はないがな。それよりあの三バカ、脱だつ走そうしたそうやで」

「三バカって、アランさん達の事か？　でも脱走って、別れてからまだ三日程しか経たってないんだぞ」

「まあ聞き。連中、いろんなスクープ系の記者に、旦さんや雨音はんらの情報をエサに金を集めたみたいなんや」

「お金……ってもしかして脱走資金？」

「まっ、連中手持ちなんかあれへんやろしな」

「でも俺達の情報って……」

「そや！　トップシークレットの部類や。そして自分達が大ぴらに動けんよって、同じ訓練生を言葉巧たくみに手て懐なずけて、振ふり込み場所やフリーのマネーカードやらの手続きをさせたそうや。そのうえ！」

「そのうえ……ってまだ何かあるのか？」

「訓練生等にたかって、その金も持って行ったんや」

「………ア、アランさん」

　その悪あく辣らつさに、さすがの西南も啞然となった。事ここに至っては同情の余地は無いし、以前、天てん女によに言われたように、下手に庇かばう事は逆にアラン達の為にはならないだろう。

「でもいくら何でも、そんなに簡単に脱走なんて出来るのか？　だいたい凄すごい借金を抱えてＧＰを辞やめるなんて……」

「自殺行こう為いやな……捕つかまったら即そつ刻こく、矯きよう正せい所じよ送りやろ。まあ、せやから帰るつもりなんか無いんやろな……銀河連盟に」

「それって！」

　それはアウトロー、つまり海かい賊ぞくとなる事を意味する。

「捕まらん限り、借金も払はらわんですむ！　まっ、あの三人の……いや、あのアランってアホの考えそうなこっちゃ。脱走に関しても、前の守蛇怪の時と違ちごうて警備はユルユル。第一、訓練生程度で本格的な脱走なんてする意味も無いしな。せやからあのマッチョもたいして警けい戒かいしとらんかったんやろ。帰港地の宿舎から外出した数時間後には、密輸船でコロニーから脱出したそうや」

「密輸船っていっても、そんなに簡単に見つかるものなのか？」

「蛇じやの道はヘビ。まあどこへ行っても、そういうのに渡わたりを付ける方法は、さほど変わらんさかいな。それでもこの短時間でそういうんを見つけて逃にげ出せたんは、さしずめアホの馬ば鹿か力ぢからってところや、ハハハハ」

「笑い事じゃないぞ……。密輸船だなんて、行った先で何が起こるか……」

「そこまで考えが及およぶんやったら、こないな事態にはなっとらへん。自業自得！　同情無用！　さっさと忘れた方がええで。どちらにしろワイ等には、無事を祈いのる事しかでけへんしな」

「……そうだな。危険が及ぶ前に、無事に捕まってくれるといいけど……」

「せやな……けどあの三人、妙みように運だけはええよって、大だい丈じよう夫ぶやと思うけどな」

　ＮＢの言う通り、アラン達三人とは、その後意外な再会をする事となる。




　片付けを終えた霧恋達は、エアシャワーの通路を通り、男性用より大きな待合室へと出た。西南と違ちがうのは、ここから彼女達は着替えの前に、浴場へと向かった事だ。

　ネージュを先頭に、脱だつ衣い所へと入った四人は各おの々おのに、水着を脱ぬぎ始めた。

「お手伝いしましょうか？」

　霧恋は、水着を脱いだネージュが髪留めを外そうとして苦く慮りよしているのに気付いてそう言った。

「ええ、お願い」

　ネージュの後ろに立った霧恋は、髪留めを外していった。

「先さき程ほどはお一人でこれを？」

「これだけの設備ですもの、ちゃんとセットアップする機械があったわ」

「そう、ですか………!!」

　霧恋は一いつ瞬しゆん、訝いぶかしむような表情をした。セットアップマシンが在あるのなら、わざわざ自分で髪を解ほどく事をする必要はない。だがその意図はすぐに分かったのだ。

「その文様は!?」

　髪で隠かくされていた位置にはメルマスの、巫み女この発行する公文書に描えがかれているのと同じ文様が在ったのだ。

「最初から私の名前に気付いていたのでしょう？　ただ私が本物か偽にせ物ものかが分からなかったから、瀬せ戸と様の意図を摑つかみかねていた……」

「本物、なのですか？」

「我が名は、ネージュ・ナ・メルマス。メルマスの正統なる巫女である」

　いきなりネージュの表情と口調が変わった。

「その巫女の前で頭が高い！　ひざまずけ!!」

「！！？」

　ネージュの威い厳げんある声で、霧恋達はその場に片かた膝ひざを着きひざまずいた。だがそれは決して彼女達の意思ではなかった。

「なっ！？？　身体からだが……動かない？」

　霧恋達は驚きよう愕がくの表情で床ゆかを見つめていた。

「クスッ」

　霧恋達を見下ろすネージュは威厳に満ち、その部屋の雰ふん囲い気きは聖堂のそれへと変へん貌ぼうしていた。

「ひゃああん!!」

　が、霧恋はいきなりその場の雰囲気にそぐわぬ、妙な嬌きよう声せいを上げた。

「どうした霧恋!?」

　動かぬ身体を渾こん身しんの気力で、何とか顔を少しだけ動かす事に成功した雨音が見たものは、しゃがみ込んで興味深げに霧恋の胸を突つついているネージュの姿だった。

「なっ、なんだぁ??」

「きめの細かい肌はだじゃな。それに何とも美しい漆しつ黒こくの髪」

　ネージュは立ち上がり際ぎわに、清流の流れに手を入れるかのように、そっと霧恋の黒髪を梳すきつつ今度は雨音の方に近付いた。

「おう、顔を動かせるとはな」

　ネージュは雨音の頰ほおに手をやる。

「これだけの美び貌ぼうの持ち主は、妾わらわの聖せい殿でんの巫女にもおらぬ。それに……」

　と、ネージュは雨音の前にしゃがみ込み、

「お主も豊満じゃの……しかもスタイルも抜ばつ群ぐんじゃ」

　と、今度は両手で雨音の胸を、パンの生き地じでもこねるように揉もみ始めた。この時のネージュの顔には、威厳のカケラも無く、ただ憮ぶ然ぜんとした表情だった。

「お、おい。私の胸はパン生地じゃないぞ」

「ふん！」

　ネージュは乱暴に手を離はなすと、次にエルマの所へ行った。

「本当に綺き麗れいな白毛じゃな。まるで白銀じゃ」

「あ、ありがとうございます」

「このような毛皮の敷しき布ふがあったら気持ちいいじゃろうな」

「わ、私の毛を剝はぐのは勘かん弁べんして下さい！」

　エルマは逃げだそうと必死で身体を動かそうとしたが、その場に跪ひざまずいたまま、ピクリとも動けない。

「妾は冷血な独裁者ではないぞ！　このような、と言っただけじゃ」

「す、すみません」

「ふむ。今度、添そい寝ねでもしてもらおうかの。当然、西南殿どの込こみでじゃ」

「そっ、それは……いいかも」

「アハハハハ！　楽しみにしておるぞ」

「エルマ、貴女あなたこんな時に何を！」

「フフッ、なかなかに余よ裕ゆうではないか。さすが西南殿にあてがわれた者達じゃな。皆みな、大した精神力じゃ」

　ネージュは霧恋達の前へ来ると、ゆっくり彼女達の方に振り返った。と、その途と端たん、霧恋達の身体の自由が戻もどった。

「これは!?」

　霧恋達は不思議そうに、自分の身体をチェックした。そして回答を求めネージュを睨ねめ付けた。

「妾は、人の集団意識をコントロール出来る。とは言うても、ある程度の方向性を持たせる程度じゃが、少人数ならば、いまお主等が体験した通りじゃ」

「それが巫女として君臨している理由ですか？」

「君臨？……所しよ詮せん、妾は傀かい儡らいでしかない。意思決定に関かかわる権力者共のな。我が身が幼生固定されておるのも、御ぎよしやすいというのが理由じゃ。まあ対外的には処女性を守り、能力を維い持じする為ためとなっておるがの」

「ネージュ様がメルマスから出た記録は、一度も無いと聞いておりますが？」

「妾がここに来た理由は、西南殿の能力を見み極きわめるため。それをお主達に教える理由は、妾の邪じや魔まをさせぬためよ」

　霧恋の質問はその目的ではなく、ネージュがどういう過程で樹雷へやって来たかを問うたものだった。ネージュが傀儡ならば、樹雷へ来たのは他の者の意図か、瀬戸の工作による非合法の可能性があるからだ。当然、その理由如何いかんでは対処の仕方を変えなければならない。が、ネージュはその問いをはぐらかした。

（その事情については、私達には関係ないから詮せん索さく無用……というわけね）

　そう気付いた霧恋達は、それ以上追つい及きゆうする事は諦あきらめ、ネージュの言葉に意識を集中させた。

「……西南ちゃん、いえ、艦かん長ちようの能力？」

　西南の能力は、既すでに確率の異常な偏かたよりと判明している。だがネージュを呼んでまで、さらに検証しようとするという事は、そこには何かの意味があるという事だ。

「………まさか!?」

　霧恋達は同時にその意味を理解した。

「かしこき娘むすめ達よの……。海賊共を引き寄せる能力が、極きよく端たんな確率の偏り故ゆえなのか？　それとも別の異能によるモノなのか？　意図するモノかそうでないのか？　それを調べるように依い頼らいされたのじゃ」

「意図するモノか、そうでないのか…………。それはネージュ様と同じ、という意味ですか？」

「フッ……その通りじゃ。西南殿の及ぼす確率の偏りが、作さく為い的なコントロールが可能ならば、妾と同じように隔かく離り管理される。自然災害とテロでは意味が違うからの」

「そんな！　それが瀬戸様の意思なのですか？」

「遅おそかれ早かれ、誰だれかが気付く事じゃ。その時に西南殿を都合よく封ふう殺さつされぬように、事前に調査をしておく事が、西南殿を守る事となる。少なくとも銀河連盟内で、妾以上の能力者は確認されておらん。ならば妾の調査結果を覆くつがえすのは、ほぼ不可能であろう？」

「しかし、もし調査結果が……」

「その時はその時じゃ。じゃが敵対者の奇き襲しゆうを受ける事は避さけねばならん。その意味は分かるな？」

　海賊達と利害関係にある中ちゆう枢すう官かん僚りようは意外と多い。ここまで言われれば、霧恋達に出来る事は頷うなずく事しかない。

「それともう一つ。その調査のためには、西南殿の近くで観察する事が必要じゃ。お主達に余計な邪魔をされては困る故、全すべてを明らかにした」

「ネージュ様にとって、ここに居る事がその見返りというわけですか？」

「ふっ、まあ正解を出したご褒ほう美びじゃ。お主の推察通り、今回の作戦は妾の敵対勢力の根絶にある。何しろ傀儡は必要なくなれば捨てられる運命……妾も長く政治の中枢にいて、いろいろと都合の悪い事を知っておるし、妾の政治的勢力自体も、連中が無視するには大きくなりすぎたからの」

「あのクソババア、面めん倒どう事ばかり押し付けて……」

「瀬戸殿は終着点で待っておる予定じゃから、会ったら文句の一つも言うてやるがいい。さて、長話はここで終しまいじゃ……」

　と、ネージュはニッコリと笑みを浮うかべ、

「早くお風ふ呂ろに入って、お兄ちゃんの所に行かなくっちゃ♡」

　表情も話し方も子供に戻ったネージュは、軽快な足取りで大浴よく槽そうの方に向かった。

「……瀬戸様が関わっている以上、言葉通りに鵜う吞のみにするのも危険な気がするな」

「同感」

　雨音の言葉に、他の二人は同時にそう言った。




「その言葉通りには受け取れませんね」

　瀬戸達に説明を受けていた玉蓮は、無表情のまま、ジッと瀬戸とクイスを見つめ、霧恋達と同じような感想を言った。

「だけど玉蓮、西南さんの事はやらなければならない調査だわ。それにもし心配しているような状じよう況きようなら、霧恋達が黙だまって見ているはず無いでしょ？」

　震ふるえている瀬戸を見て、さすがに気の毒に思ったのか、火か煉れんは恐きよう怖ふ心しんを押し殺しながら玉蓮に話しかけた。

「……そうね。いまは霧恋様達に頼たよるしか無いようだわ」

　玉蓮はサッと踵きびすを返すと、転送ゲートの方へ向かった。

「玉蓮、どこへ？」

「瀬戸様。お部屋をお借りしますね」

　火煉の問いを無視し、玉蓮は瀬戸にそう言うと、転送ゲートに消えた。

「玉蓮？」

「ＮＢにアクセスしに行ったのよ。私の部屋には直通のラインがあるからね」

「そうか！　珀はく蓮れん、翠すい簾れん、私達も！」

　パッと瀬戸達に一礼すると、火煉達は玉蓮を追った。

「…………あ～～～、怖こわかったぁ」

　瀬戸とクイスはヨロヨロと、精せい根こん尽つき果てたといった感じで、四つん這ばいの状態で出て来た。そのままの状態で、二人共大きな深呼吸をしていたが、

「よっこらしょ、っと」

　クイスは年寄りのようなかけ声をかけながら、立ち上がった。そして硬こう直ちよくした体を解ほぐすように軽く身体からだを動かすと、怠だるそうに転送ゲートの方へ歩き出した。

「お疲つかれ様」

「本当に疲れましたよ」

　瀬戸に愚ぐ痴ちで答えたクイスは、瀬戸の方を見る事無く、転送ゲートへ消えた。それを見送った瀬戸は四つん這いのまま、いつもの長なが椅い子す状の玉座に這はい上がるように座った。

「貴女達、よくも私を売ったわね」

「瀬戸様がどうにも出来ない相手に、私達に一体何をしろと仰おつしやるんです？」

「あのヒゲダルマといい、少しは時間稼かせぎをしてくれてもいいんじゃない？」

「何を言われても、怒おこった玉蓮ちゃんには逆らえませんから。それにたまにこういう事がある方が、ボケなくてすむそうですよ」

「ボケる前に壊こわれちゃうわよ！」

「自業自得です」

　これ以上は、問答の繰くり返しとなると判断したオペレーターはさっさと話を切った。

「もう少し付き合ってくれてもいいじゃない」

　長時間の運動の後は軽い運動を、精神的疲ひ労ろうには愚痴を、である。精神的安定を得るには、もう少し発散をしたかったのだ。

「守蛇怪が中間地点に到とう達たつしましたから、報告書の第一弾だんが来ていますよ」

「えっ！　読む読む!!」

　守蛇怪関係の報告書は、いまの瀬戸にとっては何よりの特効薬だ。それをゆっくりと堪たん能のうするために、ブリッジ内にある、瀬戸とほんの一部の近しい者達しか入れぬ庵いおりへと向かった。




「フミャ～～ン。フミャ、フミャ、フミャアァァァ……」

　西南とＮＢが話を終えて、更こう衣い室から出て来た時、西南を探して鳴いている福の声が聞こえて来た。

「あれ、起きてたのか？」

　福の声に気付いた西南は、慌あわてて駆かけ寄った。

「フミャ、フミャ！」

　心細かったのか、目め尻じりにいっぱい涙なみだを浮かべた福は、差し延べられた西南の手にしがみ付いて来た。

「ごめんごめん。目が覚めて知らない場所に一人ならびっくりするよな」

「旦だんさん、ちっちゃな子の気持ちがよう分かるんやな」

「……初めて大おお怪け我がして入院した時、目が覚めたら病院でさ……ちょうど、人が居なかった時だったんだ。傷は痛むし、心細いやらでワンワン泣いて……」

「だ、旦さん……」

　抱だっこされて撫なでられている福と、西南の子供の頃ころのイメージが重なり、ＮＢはそれ以上何も言えなくなった。

「ミャ？」

　と、いつの間に泣き止やんだのか西南にしがみ付いていた福が突とつ然ぜん、ＮＢの方をジッと見つめ始めた。

「どうしたんだ？　もう喧けん嘩かしちゃ駄だ目めだよ」

　だが西南の予想に反して、福は嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふり出したのだ。そして前足をＮＢの方に向けてバタつかせ始めた。

「ＮＢの所に行きたいのか？」

　先さき程ほどの海岸で、福の仕草の意味合いを多少なりとも把は握あくした西南は、ＮＢと福を交こう互ごに見つめて不思議そうに言った。

「ミャア！　ミャア！」

「分かった分かった」

　西南は何かあったらすぐに止められるように福を抱かかえ、ゆっくりＮＢに近付けた。

「ミャアアン」

　西南の心配を余よ所そに、福はＮＢに頰ほおをすり寄せ、親愛の情を示したのだ。

「ブリッジではあんなに嫌いやがってたのに」

「あん時は卵の殻からの件もあったさかい、ちょっと気が高ぶってたのかもしれへんな」

「仲良くしてくれるなら、それに越こした事はないか。じゃあ、家に帰ってお風呂でも入ろうか」

　西南は福をＮＢの上に載のせると、頭を撫でながらそう言った。

　　　　×　×　×

「お待たせ、お兄ちゃ…………」

　家に入って来たネージュは、睨にらみ合っている福とＮＢ、そして困ったようにそれを見つめている西南に気付いた。

「フミャアアアアア！」

「ワイに挑いどもうなど、百万年早いわ。この小動物」

　毛を逆立てて威い嚇かくする福に、ＮＢは外装表面を真っ赤な警けい戒かい色しよくへと変化させた。

　ネージュは遠巻きにゆっくりと西南へと近付いた。

「……また喧嘩？」

「いや、更衣室ではとても仲が良かったんだ。けど、家のお風呂に福と入っていて、そこにＮＢがやって来た途と端たん、こんな感じで……」

「ふう～～ん……。きっとお兄ちゃんと一いつ緒しよの所を、ボールなんかに邪じや魔まされたくなかったのよ」

「ボールちゃうわ！　ワイはこの小動物なんぞよりはるか昔から、旦さんのアシストしとったんや！　旦さんの背中を流すんは当然の権利や！」

　隙すきを突ついて攻こう撃げきされないよう、ＮＢは福に視線を向けたまま怒ど鳴なった。

「それを言うのなら、義務、でしょ？」

「そっ、そやそや、義務や義務！」

「お兄ちゃん、いつもＮＢに背中を流して貰もらっていたの？」

「子供じゃあるまいし、一人で……。あっ……いや、少なくともＮＢに流して貰った事は無いよ」

　西南は咄とつ嗟さに言葉を濁にごした。それはあくまでネージュの教育上、良くないと判断しての事だ。

「他ほかの人ならあるの？」

「昨日、ネージュちゃんに」

「霧恋さん達とか、あの女によ官かんさん達にはあるのね」

　だがそこは正直者の悲しさ……ネージュにあっさり看破されてしまった。

「そや！　いつもいつもワイを無視して……」

「………最初見た時から変なＮＢだと思ったけど……このカスタマイズってお兄ちゃんじゃないでしょ？」

「まあ、いろいろと……」

「一度初期化しちゃえば？　絶対、妙みようなバグ持ってるわよ」

「このチビガキ！　何ちゅう恐おそろしい事を言うねん！　このＮＢ殺し！」

「妙に生々しい反応よね。何となく福ちゃんが嫌がる訳が分かるような気がするわ」

「アイリさんが、再調整してくれたから、バグは無いと思うんだけどね」

「アイリって、あのアカデミー理事長の？」

「もともとこいつは、そこの工こう房ぼう製なんだ」

「……なるほど、納なつ得とく」

　ネージュはＮＢをジッと見つめて頷うなずいた。

「な、なんや……言いたい事があるならハッキリ言うたらええやろ！」

「あの人って、超ちよう高こう性せい能のうなゴミを作るので有名だもの」

「ゴ、ゴミぃ!!」

「だって大事な船の頭脳と喧嘩するＮＢなんて有り得ないわ。いくら高性能でもそれでは使えないわよ」

「その小動物かて、同じようなもんやろ！」

「だから尚なお更さらなのよ。福ちゃんはこの船の頭脳」

　ネージュは福を抱だき上げると、落ち着かせるように撫でた。

「片やあなたはただのＮＢ。どちらが重要かは、考えるまでもないでしょう？」

「さ、差別や！　旦さん、旦さんはワイの味方をしてくれるやろ？」

「ミャアアン」

　その時、福が西南に向かって尻尾を振り、真ん丸な目で見つめた。その愛らしさに、つい西南の表情も綻ほころんだ。

「だ、旦さんの浮うわ気き者～～っ！」

　ＮＢは泣きながら外へ飛び出そうとした……が、前をよく見ていなかったらしく、盛せい大だいな音をたてて壁かべにぶつかってしまった。

「お、おい、ＮＢ!?」

　ゴン！　ゴロゴロ……。

　壁から床ゆかへと落ちたＮＢは、心配して駆け寄ろうとする西南の足下に転がって来た。

「フミャッ!?」

「福ちゃん!?」

　ネージュに抱えられていた福は、その腕うでをすり抜ぬけ床へと飛び降りると、ヨタヨタとＮＢの所へ近付いて行った。

「………あっ、痛たたた」

「ミャ？　フミャ……ミャウ、ミャア！」

　ＮＢをジッと見ていた福は、急に嬉しそうにＮＢに頰ほお擦ずりをし始めたのだった。

「あら？………もしかして更衣室の時って、こんな感じだったの？」

「うん、そうなんだけど……。福が何を考えているのか、分からないよ」

　西南の顔は、困こん惑わく気味だった。

「きっとＮＢの方に問題があるのよ。高性能過ぎるのも考えものね」

　西南を励はげまそうと、ネージュは努めて明るくそう言った。

「だってこのＮＢの反応って、本当に人と話して居るみたいだもの。だから馬が合わないって部分があるのかもしれないわ」

「……確かに、こいつと話していると、普ふ通つうに人と話をしている感覚になるものなぁ……霧恋さん達とも喧嘩になる事もあるし……」

「クスッ、もうすぐ霧恋お姉ちゃんが、料理を作りに来てくれるわよ。今日はみんなで食事をしましょう、って」

「うん、分かった」

　西南はネージュの意見にある程度の納得はしたものの、やはり不安は大きかった。それはまだ自分を守れぬ幼子、福に対して責任を持つという、初の体験のせいだった。




「ミャア！　ミャア！」

　福は興奮したように、台所で料理を作っている霧恋の足下にまとわりついていた。

「ほら、福。霧恋さんの邪魔しちゃ駄目だよ」

　西南はサッと福を抱き上げると、霧恋の邪魔にならないように、対面式キッチンの反対側、カウンターの方へ移動しながら優やさしく諭さとした。

「不思議と小さい子って、台所で何かしていると興味を持つのよね。海かいもそうだったし、私もそうだったみたい」

　霧恋はジッと自分の方を見ている福に微笑ほほえみかけると、楽しそうに言った。

「吉子もそうでした。俺は……」

　西南はそこで少し表情を曇くもらせた。

「まあそれ以上言わなくても、何となく分かるわよ」

「台所は危険物も多いですから」

　カウンターに座っていた雨音や、霧恋を手伝っていたエルマが苦く笑しようしながら言った。

「ミャア、ミャア」

　福はもっと近くで見たいのか、身体からだを乗り出すように手足をバタつかせた。

「ほら福。こっちで大人しく見てようね」

「お兄ちゃん、その角度だと見み辛づらいんだと思うわ」

「えっ？　ああ、なるほど」

　ネージュの言う通り、今の位置ではほとんど霧恋の手元は見えない。西南は福の位置を上げてみた。すると福は急に大人しくなり尻尾しつぽを振ふり始めた。と、ネージュはその位置に何かを感じ、

「お兄ちゃん、福ちゃんを貸して」

　そう言って西南から福を引ったくるように取ると、自分の頭の上に置いた。

「ネ、ネージュちゃん!?」

「この方がお兄ちゃんも、福ちゃんも楽でしょ？」

　ニッコリと笑みを浮うかべるネージュの頭の位置は、先さき程ほど西南が福を持ち上げた位置とほぼ同じであった。

「でも頭の上に……！」

　頭の上になんて迷めい惑わくじゃ───そう言おうとした西南は、ネージュの姿に砂さ沙さ美みの姿が重なった。

（……そういえば砂沙美ちゃんも、いつも魎りようちゃんを頭の上に乗せてたっけ）

　そう考えていた西南は、ネージュの方を見て微笑む霧恋に気付いた。恐らく霧恋も西南と同じ事を考えていたのであろう。一いつ瞬しゆんの後、霧恋と目が合い、二人はその事を確認し合うように笑った。

「何だよ、二人して笑ってさ？」

　その笑みにつられた雨音は、苦く笑しようしながら尋たずねた。

「えっ？　ああ、ごめんなさい。実はね……」

　霧恋は料理の手を動かしながら、雨音達に砂沙美と魎りよう皇おう鬼きの事を話し始めた。

　　　　×　×　×

　台所の対面にある大きな掘ほり炬ご燵たつ式の食しよく卓たくに、霧恋の作った料理が次々と並べられて行った。

「ミャア！」

　その様子に興奮した福は、ネージュの頭から食卓の上へと飛び降りた。

「福ちゃん、駄だ目めよ！」

　霧恋のそれは穏おだやかながら、強制力のある声だった。福はまるで金かな縛しばりにでもあったようにピタリとその歩を止めた。

「テーブルの上は食べ物を載のせる場所。だから乗っては駄目なのよ」

　霧恋は西南とネージュの間に、手て提さげの小物入れ箱を置き、その上にタオルを畳たたんで置いた。それは福がテーブルの上の物を食べるのに丁度良い高さとなった。霧恋は福を抱き上げると、その場所に座らせた。

「福ちゃんの席はここね」

「ミャア？」

　福は西南とネージュを交こう互ごに見、そしてその向かいに座っている雨音達やテーブル周りの様子を見た。

「ミャア！」

　自分が西南達と同じように席がもらえた事に気付いた福は、嬉うれしそうに尻尾を振り始めた。

「良かったな、福」

「はい、福ちゃんの食事はこれよ」

　西南に撫なでられてご満まん悦えつの福の前に、霧恋はいろいろな料理の入った長方形の醬しよう油ゆ皿をピアノの鍵けん盤ばんのように一列に、十ほど並べた。それはテーブルに並べられた料理に見み劣おとりしない、豪ごう華かさがあった。

　霧恋はまだ産まれたばかりの福に、刺し激げきの強い物や、味付けの濃こい物を食べさせない方が良いと判断したのだが、他の者達がいろいろな料理を食べている中、一人だけ離り乳にゆう食しよくのような物だけでは寂さびしかろうと、他に負けない品数の特別料理を福に用意したのだ。

「ミャア！　ミャア！」

　霧恋の予想通り、福は目の前に並べられた料理に興奮し、それを誇ほこるように西南達を見回した。

「福ちゃん、すごいご馳ち走そうじゃない。でもみんなの用意が出来るまでお預けね」

「ミャア？」

　ネージュにそう言われ、福は辺りを見回し、まだ誰だれも食事に手を付けていない事に気付くと、姿勢を正して座り直した。とはいえ、美お味いしそうな匂においと目移りする豪華さに、福の頭は次し第だいに料理に近付き、前ぜん傾けい姿勢になって行く。

「福ちゃん」

　鼻先が料理にくっつきそうになった時、霧恋がそれを制止するように声をかける。

「ミャ！」

　と、福は慌あわてて姿勢を正す。だがそれも長く続かず、全部の用意が整い、食事のお許しが出るまで三度ほど、霧恋に注意されたのだった。




「フミャ～～ン……」

　お腹をパンパンに膨ふくらませた福は、満足そうに大きな座ざ布ぶ団とんの上に寝ね転ころがっていた。適度な運動の後の食事で、福の身体は次第に弛し緩かんして行き、目ま蓋ぶたはゆっくりと閉じられて行った。そして数秒も経たたない内に小さな寝ね息いきを立て始めた。

「じゃあ、俺ちょっと勉強を」

　福が寝入ったのを確認した西南は、そっと静かに立ち上がった。
















「お茶でも飲んでからにしたら？」

　お盆ぼんに急きゆう須すと湯飲みを載のせた霧恋が声をかけた。

「瀬戸様の荷物の件で、少し遅おくれ気味なんで」

「そう、ご苦労様」

「お兄ちゃん、福ちゃんの事は任せて」

「うん。お願いね」

　西南はＮＢを伴ともない居間の隅すみっこへと行くと、シークレットウォールを張った。

「じゃあ、こちらへ移動しましょうか」

　霧恋達は眠ねむった福にタオルを掛かけると、食卓の間から衝つい立たてで仕切られた居間の方へと移動した。

「霧恋さんって、西南お兄ちゃんと同郷なんですってね。もしかして今日の料理はそこの物なのかしら？」

「はい。あの……もしかしてお口に合いませんでしたか？」

「少し物足りない感じはあったけれど、十分……いえ、かなり美味だったわ。霧恋さんって、お料理上手なのね。うちの宮きゆう廷ていでだってやって行けるわよ」

「ありがとうございます。ネージュ様には失礼かと思いましたが、任務途と中ちゆうには一度はこの料理を作るんです」

「なるほど……お兄ちゃんの為ためってわけか」

　西南の任務には危険なものが多い、というより『瀬戸の荷物事件』の時のように、想定外の状じよう況きように陥おちいる事を前提とされている。それなりの装備、人員をあてがわれてはいるものの、西南自身にかかるプレッシャーは、並の人間では耐たえられるものではないのだ。本来であればこの手の任務は、専門の訓練を受け、それなりの経験を積んだ者が行うべきものであって、まだ学生である西南がその任にあたる事自体が異常なのである。

「はい。精神的な疲ひ労ろうを少しでも無くしてあげたいと思いまして……いえ、もしかしたら里心がついてくれるのを期待しているのかもしれません」

「おい、霧恋……あんた、まだそんな事を」

「その気持ち、分かるような気がするわ」

　ネージュは雨音の言葉を遮さえぎるように言った。

「最初に、西南さんに関する詳くわしい報告書を見た時、とても危あやうい印象を感じたわ」

「危うい、ですか？」

「この手の子が長生きする確率は少ないわ。と、いうより身体より精神が先に参ってしまうと言った方が良いかしら。面めん倒どうな段取りを踏ふんでまで、私を呼ぶ意味があるのか？　それが最初に話を聞いた時の、率直な感想だったわ」

「……それで今は、どうお感じなのです？」

「あまりにも普ふ通つうなので正直驚おどろいたわ。どこか精神的に壊こわれているのかとも思ったけれども、実に健すこやかな精神をしているし、かといって鈍どん感かんなわけでもない……。奇き跡せき、とまで言うつもりはないけれど、確かに瀬戸様が期待するのも頷うなずけるわね」

　ネージュの言葉に、雨音とエルマは表情を明るくした。

「……けれど、この先の事は保証できないわ。周囲の期待というのは大きくなるものだし、求められるレベルも高くなる」

「まあ、それも西南込こみでさんざんやった議論よね。でも西南は退く気なんか無いってのが結論」

「そうやって彼の逃にげ道を塞ふさいでいるんじゃないの？」

「それは……正直自信がない」

　雨音に同意するように、エルマも頷く。

「ネージュ様。物心ついてから、西南ちゃんはあの悪運のせいで、当たり前にあるはずの可能性をずっと塞がれて来たんです。本人も、私が出会った三歳の頃ころにはすでにそれを諦あきらめていたんです。三歳の子供がですよ！　でも……」

「宇宙に上がって、その塞がれた運命に道が出来た？」

「西南ちゃんが、来た道を戻もどる事があるとすれば、自分の悪運のせいで誰かが犠ぎ牲せいになる事でしょう」

「もう少しワガママでもいいと思うけど……」

「実はそれに近い事件があったんです」

「……なるほど、それでみんなで西南さんの尻しりを叩たたいているのね」

　ネージュは苦笑しながら福の方をチラッと見た。守蛇怪も、明らかに西南の尻を叩く道具の一つだ。

「それにしても尻を叩きながら、鎖くさりを付けようとしているのは気のせいかしら？」

「地球にいた時の西南ちゃんの望みって、宇宙へ、どこまでも行ける所まで行きたい、ですから」

「銀河外脱だつ出しゆつかぁ……それは確かに手た綱づなを付けようとするはずだわ」

　現在の銀河連盟で考えれば、宇宙へ行きたいというのは、銀河外への冒ぼう険けんを意味するのである。もちろん銀河内でも、未探検の場所は多い。銀河連盟、海かい賊ぞく、簾れん座ざ連合の者達が調査した星々を集めても、銀河全体の三割程度、一番繁はん栄えいした大先史文明ですら、五割には届かない程度だと言われている。その中で銀河脱出を夢見る事は、余程の変わり者か世捨て人、あるいは自殺志願者と言っても過言ではない。

　西南が自分の望みと、他者に被ひ害がいを及およぼさない事を叶かなえようとするなら、銀河系外に一人で旅立つという選せん択たくをするのはごく自然な流れだ。

「守蛇怪の能力なら、西南さんの望みも叶いそうね」

「確かに『皇おう家けの船』と『魎皇鬼』を除けば、銀河連盟内で最高と言ってもいい船ですものね」

「とはいえ、福は手綱の方になるんじゃない？」

「ねえ貴女あなた達は、西南さんの望みに関してどう思っているの？　肯こう定てい？　それとも否定なのかしら？」

　ネージュは意図的に視線を雨音とエルマの方に向けた。それは霧恋の答えを最後にしたかったからだ。

「そうねぇ……まだそれを語るには、西南は子供だと思うわ。でも……」

　と、雨音はそこまで言うと、急に真しん剣けんな表情で何やら考え込み始めた。

「あ、あれ？」

　考え込んでいた雨音は、急に頰ほおを赤らめて狼狽うろたえだした。

「雨音さん？　どうしたんですか」

「いや、何でも………それよりエルマはどうなのよ」

「私は…………！」

　ネージュに言われて、改めて西南の将来について具体的に考えた時、エルマは雨音の動どう揺ようの意味に気付いた。

　西南と知り合い、その将来について考える事はあったが、それはあくまで霧恋を介かいしての事であり、どこか他ひ人と事ごとだった。何しろ西南に関かかわりだしてからは、目の回るような忙いそがしさで、現在起こっている事に対処するので手て一いつ杯ぱいだった。だが改めて西南の将来の道筋を考えた時、それは西南と出会った当初の頃とは、劇的に変化していたのだ。

　最初は類たぐい希まれな確率の偏かたよりに対する興味。次に西南に対する同情心と保護欲。助けられた事に対する恩義。そして現在、何より重要な事は、リョーコ・バルタではなく、ただのエルマとして居られる場所の中心には西南がいるという事だ。

（ああそうか！　私、西南君の事……）

　エルマの想像する西南の将来の道筋と、エルマのそれが、自分でも驚くほど一いつ致ちしているのに気付いたのだ。それに気付かなかったのは、霧恋への遠えん慮りよと、エルマから見て西南はまだ子供だからだ。

「……私は、西南君が望む通りにしてあげたいですね。もちろんちゃんとした力が付くまでは許可出来ませんけれど、将来、その条件が満たされた時は……」

　エルマは同意を得るように雨音を見て、

「私も銀河系外って、興味がありますから」

　そうきっぱりと言った。

　エルマの言葉は雨音の代弁でもあり、その証しよう拠こに雨音は頰を赤らめ苦く笑しようをしていた。とはいえ、そこにはまだ戸と惑まどいの方が大きいのも確かだ。あくまで二人としては、西南を男として意識し出したに過ぎない。

「なるほど。じゃあ霧恋さんはどう？」

「わ、私は……」

　霧恋の反応は、明らかに雨音とエルマの言葉の意味に気付いているものだった。しかしそれでも彼女の中には大きな葛かつ藤とうがあった。

「私はまだ、その結論を出すには時じ期き尚しよう早そうだと思います。肉体的にも精神的にも……いえ、それよりもっと大事なのは経験です。当たり前の、人並みの幸せを経験させてあげたいんです」

「まるで母親ね。もっとも霧恋さんの場合は仕方のない部分もあるんでしょうけど、そんな事では、本当にお母様に先を越こされちゃうわよ」

　ネージュの笑みは、明らかにクイスとのやり取りを知っているものだ。

「ネッ、ネージュ様!?」

　思わず声を上げる霧恋に、雨音とエルマは血の臭においを嗅かぎつけた鮫さめの如ごとく、サッと顔を寄せた。

「霧恋の母親って、樹雷に着いた時に挨あい拶さつしてくれたあの人？　マジ？」

「確かに西南君との付き合いは、霧恋さんと同じですし、親子なら趣しゆ味みが似かよっていてもおかしくはありません」

「雰ふん囲い気きある人だったし、こりゃけっこうな強敵なんじゃない？」

　当然の事ながら長命である雨音達にとって、西南と月つき湖この年ねん齢れい差など、不自然とも障害とも感じない。だからネージュの情報は、新たな競争相手の出現を意味しているのだ。もっとも二人にとって、まだまだ焦あせりより興味の方が勝まさっていた。

「わっ、私、そろそろ休みます。出航の事前チェックもしたいですし」

　霧恋はネージュに一礼すると、そそくさと玄げん関かんに向かった。

「あっ、逃げた！　こら霧恋！」

「貴女達ももう休みなさい！　出航後は大変になるんだから！　ああ、それから片付けはお願いね」

　雨音達の言葉を振ふり払はらうようにそう怒ど鳴なると、霧恋は玄関のドアを乱暴に閉めた。

「フフッ。まだまだ西南さんを、男として見るのは違い和わ感かんがあるのね……樹雷の風ふ呂ろ場ばでの事なんか正にそれだもの」

「確かにあの時、西南君を突つき飛ばしちゃったのは、ちょっと不自然な気もしましたけれど……。唐とう突とつでしたし、恥はずかしかったからじゃありませんか？」

「いや、そこら辺は微び妙みようなんだよなぁ。西南を子供と思ってれば、絶対、突き飛ばすようなマネはしないだろうけど……成長過程とはいえ、それなりに男の身体からだだからな」

「クスッ……この頃ごろ、ちょっとドキドキしちゃいますものね」

「それにしても、あの時の反応はちょっと過か剰じようだと思わない？」

「過剰といわれれば、そうなのかもしれませんが……」

「それはつまり、子供の頃の西南さんと、今の西南さんに一番ギャップを感じているのは、霧恋さんなのよ」

「西南君が男になる事を恐おそれていると？」

「その事実を受け入れる事を恐れている、と言った方が良いわね」

「確かに、西南との関係が変わってしまうものなぁ。母と子……姉と弟かな？　それが女と男になるんだからね」

「霧恋さんって……真ま面じ目めですから」

「とはいえ、私も霧恋の事は言えないわね。少し気持ちを整理する時間が必要なのは、私も同じだもの」

　雨音は照れくさそうな笑みを浮うかべると、飲みかけのお茶を一息で飲み干し、湯飲みをお盆ぼんの上に置いた。

「ネージュ様。もしかして、これも調査の一つですか？」

「ちょっとしたアンケートレベルよ。どちらにしろ、珀蓮さん達がこの任務から外されたのは意図的という事よ。……ああ、片付けなら私がしておくわ。勉強が済んだ西南さんにお茶を入れてあげたいし」

「分かりました。では後をよろしくお願いします」

　エルマと雨音は、ネージュに一礼すると玄関に向かった。

「……う～～ん。これはもしかして、まだ私の入り込む余地があるって事かな？」

　玄関ドアの閉じる音を確認し、ネージュはニンマリと笑みを浮かべて呟つぶやいた。と、衝つい立たての向こうから微かすかな物音がし、

「フッ、フミャ……フミャ～～ン。ミャ、ミャア～～ァアン」

　弱々しい鳴き声が聞こえて来た。

「福ちゃん？」

「ミャッ！　ミャアアア！　ミャアアアン！」

　福の声に気付いたネージュが、立ち上がるか立ち上がらないかの間に、福の声はけたたましい叫さけび声へと変化した。

「福ちゃん、福ちゃん」

　大きな声で福に声をかけながら、ネージュは衝立の向こうへと走った。目に涙なみだをいっぱい浮かべた福は、ネージュの姿を確認するやいなやタオルから飛び出し、ネージュの元に駆かけ寄った。

「ミャア！　ミャア！」

　それはネージュが居た嬉うれしさというより、西南を求めている鳴き声だった。

「西南お兄ちゃんだったら、今、お勉強中で……あっ、福ちゃん!?」

　ネージュが居間の隅すみのシークレットウォールを指差した途と端たん、福はネージュの腕うでから飛び出した。

「フィギャ！」

　うまく着地出来ず、床ゆかにしたたかに身体をぶつけたのも構わず、福はゴム鞠まりが転がるような感じで、一目散にヨタヨタと居間の隅へと走っていった。そしてシークレットウォールに突っ込み、フィールドに弾はじき返された。

「ミャア！　ミャア！」

　それでも福は西南を求め、何度もシークレットウォールのフィールドに突っ込んで行った。

「福ちゃん、福ちゃん！」

　ネージュは無意味な行こう為いを止めるべく、福を捕つかまえて抱だき上げた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。お兄ちゃんはどこにも行かないから。今はこの中でお仕事中なの。だから邪じや魔まをしちゃ駄だ目めよ」

「ミャア？」

「この中にいるから。大人しく待っていれば、お仕事が終われば、福ちゃんの所に帰って来てくれるわ」

　ネージュは両手で包み込むように福を抱き締しめた。その温ぬくもりに、福も少し落ち着いたのか、もがくのを止やめて身体の力を抜ぬいた。そっと福を覗のぞき込むネージュに、福は尻尾しつぽを振って応こたえたものの、やはり西南の方が気になるようで、手の隙すき間まからシークレットウォールの方を気にしていた。

　ネージュは小さなフットスツールをシークレットウォールがよく見える位置に移動させると、その上に福を座らせた。

「ここならお兄ちゃんが出て来たらすぐに分かるからね」

「ミャア」

　嬉しそうに尻尾を振る福の頭を撫なでると、ソファーの福に一番近い位置に座って、守蛇怪のデータライブラリーにアクセスした。

「これは……凄すごい」

　そこには古今東西、ありとあらゆる書物のデータが納められていた。それはネージュの宮きゆう殿でんに用意、或あるいはそこからアクセス出来るライブラリーを軽く凌りよう駕がしていた。

「……物は試ためしね」

　ネージュは好こう奇き心しんから、メルマスの書物を検けん索さくした。と、もの凄い数のデータが表示され、すぐさまもっと細かなワードを入力せざるを得なくなった。そしてネージュは思い切って、かなりマニアックなワードを入力した。

「噓うそッ……」

　その検索結果に、ネージュは思わず絶句した。

　そこにあったのはネージュの亡なき母が友人の作家と共に作り、約五十冊ほど個人発行した絵本だった。それらは結けつ婚こんの引き出物として友人達に配られたが、戦乱でほとんどが焼失し、ネージュの手元にすら無い物なのだ。

　ネージュがメルマスの巫み女ことして有名となった為ため、過去に一度だけ、コレクターが発見したという噂うわさを聞いたが、その真しん偽ぎは不明のまま、それ以降、一度もその本については何も聞く事は無かった代しろ物ものだ。

「白眉鷲羽って何者？」

　そう呟いたネージュは、その絵本の中身を見るでもなく、ジッと表紙を眺ながめていた。朧おぼろ気げにしか残っていない過去の記き憶おく、というよりイメージが、その本によって次し第だいに鮮せん明めいに甦よみがえって来た。それは悲しい事の方が多いものだったが、懐なつかしさと楽しい部分がそれらを凌駕し、心地ここち良いものとなっていた。

「ミャア！」

「!!」

　心地良い思い出に浸ひたっていたネージュは、福の歓かん喜きの声で現実に引き戻もどされた。反射的に福の方を見たネージュは、福の喜びの理由をすぐに理解した。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　福は西南にしがみ付いて頰ほおをすり寄せ、頰を舐なめ、狂きよう喜き乱らん舞ぶといった表現がピッタリの様子で西南を出で迎むかえていた。

「お、おい福……どうしたんだ？」

　福の様子があまりに凄いので、西南は逆に不安そうであった。

「あのね、お兄ちゃん……」

　ネージュは苦笑しつつ、お茶を入れる用意をし始めた。

　　　　×　×　×

「そうだったんだ……ごめんな福」

　ネージュから事情を聞いた西南は、膝ひざにしがみ付いている福を優やさしく撫でた。福は西南のＴシャツの裾すそを、お乳でも飲むかのようにチュウチュウと吸っていた。

「なあＮＢ、こういうのってお乳を飲む代だい償しよう行こう為いなんだよね？　大丈夫かな？」

「マニュアルをチェックした限り、心配あらへん。本来、母乳とかを必要とするわけやないけど、多分ベースになった生物の反応が出とるんやろな」

「それなら良いけど」

「生まれた時点で完成体やのうて、成長をする前提やから、機能として組み込まれとるのかもしれへん。分かり易やすう言うたら、まだ産まれたばかりやさかい、精神的な安定を求める行為なだけや。成長すれば収まるやろ。それに定期的に鷲羽はんがチェックしてくれるんやから、心配ならその時に相談したらええ」

「……そうだな。後で霧恋さん達にも聞いてみるか」

　西南が再び福の様子を見た時、福は裾を吸う行為を止め、西南の方を見て尻尾を振り出した。

「ん？　福、落ち着いたか？」

「ミャア」

「じゃあ、お風ふ呂ろにでも入って休もうか」

「それならワイも」

　そうＮＢが言った途端、福は西南の肩かたに登って総毛立たせた。

「フギャ～～～ッ！」

「何や、やる言うんかい！　ワイに挑いどむなんざ、百年早いわ！」

　ドギャ！　次の瞬しゆん間かん、ＮＢは福の蹴けりを食らって壁かべにめり込んでいた。

「福、お前……よちよち歩きなのに蹴りは凄いな」

「ミャッ！」

　福は満足げにそう鳴くと、西南に擦すり寄った。

「ネージュちゃんはどうする？」

「私は海水浴の後に入ってからそんなに時間が経たっていないし、福ちゃんの邪魔をしたら悪いものね」

「じゃあ、後はお願いするね」

　西南はそう言うと、福を肩に乗せたまま、浴室へと向かった。

「なんや、旦だんさんの背中、流さんでもええのんか？」

「こちらにもいろいろと考えがあってね」

　ネージュはそれだけ言うと、急きゆう須すと湯飲みを片付け始めた。

　　　　×　×　×

「おはようございます」

「ん？……ああっ、キルシェさん！」

　西南は久々にキルシェの声で目覚めた。と、次の瞬間、西南は勢い良く飛び起きた。それはキルシェと会い、瀬戸の荷物事件の事で、どうしても話したい事があったからだ。

「いろいろと、ご迷めい惑わくをおかけいたしました」

　だが西南が話をするより早く、キルシェは深々と頭を下げた。

「そんな！　キルシェさんのおかげで、助かったんです。でも目覚めている俺は……その事に素す直なおに感謝出来ていないんです。すみません」

「いえ！……結果的にアランさん達を巻き込んでしまったのは間ま違ちがいありませんから」

「それは艦かん長ちようである俺のせいです」

「もうこの話は止めましょう。恐おそらく全員が、何らかの悔くいを持っている事です。天女様が言われた通り、責任をとろうとする事自体が、お互たがいの為にならない事もあるんだと思います」

「そう、かもしれません。……でもありがとう！　それだけは言わせて下さい」

「嬉しいです……」

　キルシェの目に涙が滲にじんだが、キルシェは慌あわててその涙を拭ぬぐった。

「あっ、あの！　今日、お呼びしたのは、お伝えしたい事があったからなんです」

「伝えたい事、ですか？」

「福ちゃんとＮＢが喧けん嘩かする理由です」

「えっ!?　実は、それがとても気になっていたんですが……」

「すごく単純な理由なんです。福ちゃんは誰だれがＮＢをコントロールしているか分かるみたいなんです」

「じゃあもしかして……」

「はい。喧嘩になるのは、決まってアイリ様が操作している時なんです。どうやってそれを知るのかは分かりませんが、きっと西南さんを守ろうとしているんだと思います」

「でも……そんな事が分かるものなんですか？」

「私も最初はまさかと思いましたが、アイリ様と私との間で、コントロールのやり取りがある度たびに反応がありましたから、間違いないと思います」

「そうか、そうだったのか……。安心しました。教えてくれてありがとうございます」

「私もとても嬉うれしくって、早くお知らせしたかったんです」

「えっ？」

「だって……。福ちゃんは、私を認識してくれているんですもの」

　すぐ側そばにいてキルシェをちゃんと認識している人間は、アイリの他ほかはほんの数名でしかない。霧恋達もＮＢのカラクリを知っているだけで、その中にキルシェという人格が居る事は知らないのだ。もちろんそれは彼女自身が望んだ結果ではあるが、正直、寂さびしくないと言ったら噓になる。

「お父さんとは何か進展は？」

「アイリ様曰のたまわく『外そと堀ぼりは埋うめた』だそうですが……」

　外堀とは、キルシェ失しつ踪そうについて発生した、仕事の契けい約やくや法的な問題の事だ。違い約やくのペナルティーは当然、キルシェの生みの親である父親に行くが、それらの問題は好意的な第三者の隠かくれ蓑みのを着たアイリによって解決済みだ。

「しかし、父の考えが……いえ、心の傷が癒いえるのには時間がかかると思います」

「そうですか……。そうかもしれませんね」

　西南はキルシェを見て小さくため息をついた。

　キルシェはいつ見ても美しく愛らしく、アイドルと呼ぶのが相応ふさわしい雰ふん囲い気きを持っている。彼女を諦あきらめるのは、手の中にあった至宝を手放すのに等しい。

　これがただの父親ならば、妻という存在と血の繫つながりという拠より所がある。だが彼女の父親の場合は、あくまで創造主というところに問題がある。樹木を育て、それが途と轍てつもなく美味な果実を結実させたのに、それを食べる事を禁止された揚あげ句く、他人に食べられてしまうようなものだ。しかもそこに対価はそれを生み出したという名めい誉よだけとなれば、心の整理が容易に付かないのは当然である。とはいえ、それはあくまでも父親側の視点でしかない。キルシェ側にとっては親が子供を束そく縛ばくするのではなく、奴ど隷れい化するも同然の行こう為いなのだ。

（……気の毒に）

　欲ほつしても得られない辛つらさは、西南には痛いほどよく分かる。しかし、どうしようもない事が存在する事実も、西南は熟知していた。

「全部解決したら、また芸能界に？」

「多分……戻りません」

　芸能関係はキルシェの後あと釜がまを見つけるのに必死で、大々的なオーディションや、彼女の外観を使う許可を取ろうと裁判を繰くり返している状態だが、結果的にそれが報道関係にネタを供給し、キルシェは次第に伝説という名の過去へと追いやられつつあった。

「いいえ、戻るつもりはありません。負け惜おしみのように聞こえるかもしれませんが、今の状じよう況きようが気に入っているんです。西南さんや霧恋さん達をサポートする仕事に、やりがいを感じているんです」

　それは潑はつ剌らつとした、ＴＶでも滅めつ多たに見せない笑顔だった。

「やりがい？」

「だって考えてみて下さい。私はレポーターのような仕事もしましたが、見えるものは普ふ通つうの人達よりちょっと深い部分だけ。そこより深く探さぐろうとすれば、必ず規制という名の底が見えていたんです。でも今は、他では口外出来ないような深しん淵えんが見られるんです。アイリ様や瀬戸様なんて、お目にかかる事すらほとんど不可能なのに……。さらに、福ちゃんやこの船なんて、伝説の哲てつ学がく士し、アカデミー史上最高の謎なぞの人物によって生み出されたモノなんですよ！」

　熱っぽく語るキルシェを見て、西南は安あん堵どの表情を見せていた。

　結果的に父親の束縛と執しゆう着ちやくからキルシェを助け出す事となったとはいえ、隠いん遁とん生活をさせる原因を作ったのは西南のパーソナルだ。もちろんその全すべてが西南の責任ではないが、キルシェに対して心苦しく思っていたのは確かだ。

「そう言って下さると、ホッとします。これからもいろいろとご迷惑をおかけするかもしれませんが、よろしくお願いします」

「こちらこそ、西南さんには感謝しています」

　と、キルシェが握あく手しゆの為ために西南に手を伸のばそうとした時だった。

「ふ、福ちゃん!?」

　キルシェがそう言うと同時に、外部映像を映したモニターが起動した。そしてそこにはＮＢを揺ゆする福が映し出されていた。

『ミャ、ミャア』

　福はＮＢを覗のぞき込むように必死で鳴いていた。

「福ちゃん、もしかして西南さんを呼んでるの？」

「俺を？　でも……」

「……間違いありません。この鳴き声は西南さんを呼ぶ時のパターンです」

「じゃあ福は、俺がここに居る事を認識しているんですか？」

「まず間違いなく……」

『ミャ、ミャア』

　次し第だいにＮＢを揺する勢いが強くなっていき、福は悲しげに鳴いていた。それは自分も仲間に入れて欲しい、と訴うつたえているかのようだった。

「こちらに福をアクセスさせられますか？」

「アクセス許きよ諾だく権けんはアイリ様が持っていますので、すぐには無理です」

「困ったな……起きて相手をするわけにも行かないし……」

「西南さんの残り睡すい眠みん時間はどのくらいですか？」

「あと三時間ほどです」

「では福ちゃんの相手は、私がいたしますので西南さんは戻もどって下さい」

「三時間も、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「どちらにしろ西南さんは任務中ですから、二時間は調整時間として必要ですし、加速空間の外へ出れば、大した時間ではありませんし」

　キルシェとの意識リンクは、肉体的な疲ひ労ろうはないものの、僅わずかながら精神的な疲労が伴ともなう。通常生活時では問題ないが、任務中はその僅かな疲労が判断低下に繫がる。その為に完全休息の調整時間が必要なのだ。

「なるほど、ではお願いします」

　西南はベッドに潜もぐり込み目をつぶった。

「ミャア？　ミャ、ミャア！」

　リンクが切れた事に気付いた福は、西南本体の方へと近付いて行った。福としては西南が目を覚ますと思ったのだ。

「……福」

　と、それを止めるようにＮＢが小声で声をかけた。西南も隣となりに寝ねているネージュも、睡眠調整を受けている為に、滅多な事では目を覚まさないが、それでも普通の声で話すのは躊躇ためらわれた。

「すまんな。旦だんさんはもう少し眠らなあかんねん。せやから……」

　ＮＢは急に言葉を切ると、キルシェの姿へと変形を始めた。

「ミャウ？」

　その様子に興味を惹ひかれたのか、福は歩みを止めた。

「この姿で会うのは初めてね」

　キルシェは福をそっと抱だき上げると、顔の近くへと寄せた。

「私は西南さんが眠ねむってる間しか、お話が出来ないの。福ちゃんに内ない緒しよで二人だけでお話しするつもりはなかったのだけれど、今日は西南さんにどうしても伝えたい事があったから、少しの間だけ西南さんを借りたの。ごめんなさいね」

　福にその説明を理解出来るかどうか、キルシェには分からなかったが、それでも真しん摯しに丁てい寧ねいに説明をした。

「だけど西南さんは任務があるから、もう少しだけお休みをしなければならないのよ」

「ミャア……」

　福は西南の方をジッと見つめた。そして再びキルシェの方を見ると、了りよう解かいの合図なのか尻尾しつぽを振ふり始めた。

「ありがとう。良い子ね。………ねえ、福ちゃんがもうお眠じゃないのなら、私と散歩に行かない？　それとも西南さんとお寝んねする？」

　福は一いつ瞬しゆん、西南とネージュの方を見たが、すぐにキルシェに向かって尻尾を振った。それは西南とネージュの睡眠を妨さまたげまいとする、福の健けな気げな思いやりだった。

「良い子ね。本当に良い子」

　福の気持ちに気付いたキルシェは、福を抱だき締しめて優やさしくその身体からだを撫なでた。そしてそっと寝しん室しつから居間へ移動し、玄げん関かんへと向かった。玄関自体が加速解除のフィールドとなっていて、一瞬の違い和わ感かんの後、ドアが開いた。

　外に出ればそこは通常の時間の流れる空間であり、外がい壁へきの大型スクリーンには、停てい泊はくしている場所の景色が映し出されていた。

「気持ちいいわね」

　冷たいそよ風にキルシェは大きな背せ伸のびをした。外の景色は丁度、日の出を迎むかえる瞬間だった。キルシェは福を頭に乗せたまま、中央の円形公園へと歩き始めた。

「お外なら、二十分ほどすれば西南さんは目を覚ますからね」

「ミャア！」

　福は西南の居る家の方を気にしつつも、キルシェとの散歩に心弾はずませていた。そしてそれはキルシェも同じ事だった。

　キルシェも福も、お互たがい人の手で生み出された人工知能である為か、出会った時から、二人には不思議な共感のようなモノがあった。さらにキルシェは、美み希きに対しても同じような感覚を感じていたのだった。

「ミャ、ミャ！」

　キルシェの頭に腹はら這ばいになっている福は、キルシェが歩く度に、その上下運動で自分の身体が小さく弾む感覚を、キャッキャと楽しんでいた。

「フフッ、楽しい？」

「ミャア！」

　嬉うれしそうな福に、キルシェはくすぐったいような幸せを感じていた。データの存在である彼女は、肉体の感覚をセンサーを介かいして経験してはいたが、ＮＢで感じる感覚はセンサーとは比べものにならないほど鮮せん烈れつで緻ち密みつだった。頭に乗っている福の暖かさや重み、はしゃぐ様子がとても心地ここち良く、公園中央の池まで、約百数十メートルの至福を味わったのだった。

「あっ!?」

　だがその至福も唐とう突とつに終しゆう了りようの時を迎えた。キルシェは瞬間的に元のＮＢの形状へと変化した。

「ミャウ？」

　不思議そうにＮＢを見下ろす福は、誰だれかの急速な接近に気付いた。最初、豆まめ粒つぶほどの人ひと影かげは、あっと言う間に福達の前に駆かけ寄って来た。

「福ちゃん、ＮＢ！　どうしたのこんな所で？」

　心配そうに声をかけて来たのは、制服姿の霧恋だった。

「ＮＢ、何かあったの？」

「福が早めに目を覚ましよってな。二度寝が無理のようやったから、旦さんの邪じや魔ませんようにって散歩してたんや」

「そう、ならいいけど。……それにしても変わった組み合わせね」

　霧恋は福の頭を優しく撫でた。すると福は嬉しそうに霧恋の手にじゃれついた。

「霧恋はん。このチビの面めん倒どう、よろしゅう頼たのむわ」

　と、急にＮＢは福を霧恋の方へと、少し乱暴に突つき飛ばした。

「ちょっとＮＢ！」

「ワイは旦さんの面倒見るんで忙いそがしいさかい……」

「ミギャッ！」

　福は霧恋と公園の樹を使った見事な三角飛びで、ＮＢをブリッジへのゲートに蹴けりこんだ。だが見事だったのはそこまでで、体勢を崩くずした福は地面へと落下して行った。

「福ちゃん！」

　霧恋は素す早ばやい動きで、地面に落ちる寸前で福を受け止めた。そして福を両手で抱き上げると、

「めっ！　福ちゃん、無茶しちゃ駄だ目めじゃない。それにＮＢに乱暴しちゃ駄目よ」

　少し怖こわい顔で睨にらんで叱しかった。しかし福は満面の笑みで尻尾を振っていた。

「もう……分かっているの？」

　その愛らしい笑顔に、霧恋は睨み続ける事が出来ず、思わず吹ふき出してしまいそうになった。霧恋はその顔を福に見られないように、胸むな元もとに抱き寄せた。

「仕方のない子ね。私は怒おこっているのよ」

　だが言葉とは裏腹に、その口調はとても優しいものだ。そしてそれは西南に対して発するものと同じだ。

「ミャア」

　福は霧恋の手から抜ぬけ出すと、肩かたの方まで登って霧恋に頰ほお擦ずりをした。それは着地に失敗して落ちそうになっていたのを助けてくれたお礼であった。

「まあ、確かにＮＢもちょっと乱暴だったし……」

　これ以上、福に対してきつい顔を見せるのは不可能だ。この段階で霧恋は、福の愛らしさに白旗を上げてしまっていた。とはいえここでただ甘くならないのが霧恋である。途と轍てつもない偏かたよりを持つ西南の、そのパートナーとなったまだ幼く未熟な福。

（しっかりしなくちゃ！）

　霧恋は再度、自分の使命を認識した。

「そろそろ西南ちゃんが起きる頃ころね。送って行ってあげるから、ちゃんと用意をしてブリッジにいらっしゃいね」

　霧恋は来た時のキルシェと同じように福を頭に乗せると、軽かろやかな足取りで西南の家へと歩き出した。

（これ、ちょっとやってみたかったのよねぇ、フフッ）




「おのれ、あのチビッ子ォ～～！」

　大声で叫さけんだアイリは、怒いかりにまかせて理事長室の机を蹴け飛とばそうとした。だが机はサッと移動をしてアイリのキックを避よけたのだった。

「きゃあ！」

　意外に可愛かわいらし声を上げ、アイリは後ろへ倒たおれた。そして後頭部を強したたかに打ちつけ、その痛みに声も出せずにのたうち回った。この時アイリは公務の為ため、樹雷から一足先にアカデミーへと戻っていた。

「また見破られたのですか？　いい加減、見るだけにすればよろしいのに」

「何な故ぜよ……何で、何で分かるのよぉ！　外部からの探知も、合図を送る奴やつも、全部チェック済みなのにィ!!」

　歯は嚙がみして悔くやしがるアイリを見て、美み守かみはアイリから顔を背けると、吹き出しそうになるのを必死で堪こらえた。

「あのおチビちゃん、西南君がＮＢに意識を移しているのを察知出来るのですよ。アイリ様の下心満まん載さいの怪あやしげなオーラを察知するのに、小細工する必要なんてありませんよ」

　もともとアイリは腹芸の出来るタイプではない。彼女がＮＢを操作している時の表情は下心丸出しで、何を考えているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。それがＮＢの行動や言動に、何らかの違和感を与あたえていても不思議では無い。

「いい事！　これは私の最大の楽しみ……いや、生き甲が斐いの一つなのよ。それをあのチビッ子の奴ぅ～～」

「西南君を守ろうなんて、本当に健気ですわね、ホホホ」

「クッ！　愛あい玩がん系小動物の姿なんてずるいわよ！　大たい抵ていの場合、味方してくれるものね」

「今回に関しては、どう考えても悪いのはアイリ様の方ですけれど」

「だっ……だってぇ」

「まだ……こだわってらっしゃいますか？」

　それは福のアストラルコアに、ウィドゥーの物が使われている件の事だ。

「それはもう終わった事。あの子はもう別の人格よ。ただ……」

「ただ？」

「羨うらやましいじゃない！　ずるいわよ、あんな良い位置！　ずるいずるいずるい！」

　机をバンバン叩たたきながら、アイリは子供のようにだだをこねた。

「しばらく旦だん那な様と一いつ緒しよに暮らしたらどうですか？」

「だって遙よう照しよう君……なかなかうんと言ってくれないんだもん」

「はあ？」

　不思議そうな顔をする美守に、巻き込まれないように遠くで控ひかえていた筆頭秘書が秘話通信で話しかけて来た。

『初めて出会った頃の、旦那様の姿をしたバイオマリオネットを使わせようとしたらしいんです』

『……なるほど。それは……ね』

　アイリが遙照と初めて出会ったのは、遙照がまだ十二歳の時だ。

「それにやっぱり西南君の方が、反応も初うい々ういしいし……」

「そういう事でしたら、とにかく、おチビちゃん……福ちゃんと仲良くするのが先決だと思いますよ」

　教育者の立場からすれば、アイリの行こう為いを止めるべきだろうが、その方面の学習能力の無さは折り紙付きで、何とか矯きよう正せいしようと努力をして来た数多あまたの先せん達だつはことごとく敗れ去り、アイリを『天災』と称しようした。その天災レベルの災さい厄やくを止められるはずもなく、ただその進路を少しでも被ひ害がいの少ない方向へと逸そらすのみだった。

「そうよね。『将を射んと欲ほつすれば、まず馬を射よ』だものね。両方とも好物は同じニンジンだし。フッフッフ」

　何やら不気味に笑うアイリの姿を見て、美守はアイリの野望が遠い道のりだと感じたのだった。







　　６「福・初任務」







　守かみ蛇だ怪けが湖から静かに上じよう昇しようを始めたのは、西せい南な達が目覚めた約二時間後の事だった。

「中央管制より出国許可と、コースの指示来ました」

　ブリッジではこの星にやって来た時と同じ配置で、西南達は座っていた。

「コースはオールクリアーや。せやけどワイ等を追って来る奴らも動き出したようや」

「数は？」

「小型艦かんが三、エネルギー質量値からすると、けっこう高性能な艦やけど……やけに素人しろうとっぽいなあ。追つい跡せきも露ろ骨こつやし、あんなんでほんまにワイ等をどうこう出来ると思うとるんやろか？」

「そちらは気にしなくて良いわ。それより待ち伏ぶせに気を付けて。多分、超ちよう空間ジャンプのポイントで襲おそって来るでしょうから」

「何や、ネージュはんの知り合いか？」

「では水面鏡を使用して、衛星軌き道どう上で超空間航行を行いましょう。通常ジャンプポイントでの待ち伏せは危険ですし、意味もありませんから」

　霧きり恋この言葉にネージュは小さく頷うなずいた。霧恋の言う通り、それは西南の特性を調べるサンプルにはならないからだ。

「大だい丈じよう夫ぶなのですか？　水面鏡自体かなりのエネルギーを使用しますが」

　水面鏡というのは、重力や空間の歪ゆがみをフラットにし、超空間への突とつ入にゆう条件を安定させるものだった。これを使えば、惑わく星せい上ですら超空間航行が可能となるが、惑星には深刻なダメージが加わる事となる。もちろん衛星軌道上ならば、惑星にダメージが及およぶ事は皆かい無むだ。だが、エルマの危き惧ぐはその事よりも福ふくの事だ。

「大丈夫よ。コントロール自体は簡単なものだから」

　本来、水面鏡は専用艦を三艦使用して発生させるが、守蛇怪や皇おう家けの船の場合、高密度に圧縮したエネルギー体を三個、コアとして使う。そのチャージ、コントロールはひとつひとつ段階を踏ふんで行けば単純なものだ。

「その代わりに超空間は通常のものを使用します」

「了りよう解かい」

　エルマと雨あま音ねはすぐに霧恋の意図を理解した。ネージュの目的が西南の能力を見み極きわめる事ならば、上位超空間を使うのは意図に反する恐おそれがあるからだ。

「ＮえぬＢびー、水面鏡発射ポイントの選定とタイミングの計算を！　艦長は航路設定をお願いします」

「了りよう解かいや！」

　ＮＢの言葉が終わらぬ内に、全すべての情報が霧恋の元に表示された。

「チャージ完了しました」

「射出ポイント確認。コア発射します」

　守蛇怪から発射された三つのコアは、衛星軌道上でそれぞれが円状のフィールドを発生させ、三つの円が重なった場所に水面鏡を発生させた。もっともそれは肉眼で可視できるものでは無いため、そこにどれだけのエネルギーが集中しているかは分からなかった。

「プログラムロード！　超空間ジャンプします！」

　守蛇怪は大たい気き圏けんを突とつ破ぱした数秒後、超空間へと突入した。




「瀬せ戸と様、守蛇怪が中間地点より発進、衛星軌道上で超空間ジャンプをしました」

　水み鏡かがみブリッジオペレーターの報告に、玉座に横になっていた瀬戸は気け怠だるそうに身体からだを起こした。

「目標連中の動きはちゃんと把は握あくしているわね？　いくら連中がド素人丸出しで、見習いですら監かん視しが楽勝だからといって、西南殿どのが絡からんでいる以上、油断しちゃ駄だ目めよ」

「了解。再度周知徹てつ底ていさせます。……とはいえ、悪戯いたずらしている幼児を見ているような感じは逆に辛つらいですね」

「みんな、何かとんでもない裏があるんじゃないかって、逆に疑ってましたものね」

「ネージュ殿を連れ出すのに、クイスひとりで事足りるんだから……まあ、赤子の手を捻ひねる、って言葉がピッタリなのは確かね」

　とはいえメルマス内で、時間をかけ多くの協力者を募つのった上での脱だつ出しゆつ劇げきだ。瀬戸が言うほど簡単では無い。だが少なくとも、他の国で同じような地位にいる人物を脱出させようとすれば、比べものにならないほど難しいのも事実だ。

「じゃあ後は頼たのんだわよ。私はもう少し休むから」

　瀬戸はそう言うと再び玉座に横になった。

「お部屋でお休みになったらいかがです？」

「嫌いやよ！　幽ゆう霊れいが出るんだもん」

「幽霊、ですか？」

　そのオペレーターは不思議そうに、隣となりのオペレーターを見た。彼女は先さき程ほど交代したばかりで、途と中ちゆう経過を把握していないのだ。

「確か守蛇怪関連の報告書で、立ち直ったんじゃなかったかしら？」

「その後で玉ぎよく蓮れんちゃん達がＮＢを通して、守蛇怪の様子を知って怒いかり再燃」

「あらぁ……それはそれは」

「まあ彼女達も、さすがに事情は分かっているから、樹じゆ雷らいの時程、大おお騒さわぎにはならないんだけど、そのぶん静かなプレッシャーでジワジワと……。特に翠すい簾れんちゃんの無言の攻こう撃げきが効いているみたいなのよ」

「ああなるほど、それで幽霊なのか。それにしても玉蓮ちゃんと翠簾ちゃん、たった二人で瀬戸様をあそこまで追い詰つめるなんて……」

「いつもは珀はく蓮れんちゃんと火か煉れんちゃんが、それぞれのストッパーになってるでしょ」

「あっそういう事。それにしても大した成長速度よね。瀬戸様が連れてらした時は、一人を除いて、とても初うい々ういしい感じで……」

「あら、玉蓮ちゃんは、逆に可愛かわいらしくなったと思うわよ。その要因と引き離はなされたんじゃ、怒おこるのも無理はないわよ」

「でも彼女達、何者かしら？　いくら才能があって、ここで鍛きたえられたとしても、ちょっと私達とは成長の過程がというか、根本というか……もともと育ちの良さは、隠かくしようがなかったけれど」

「ある程度、そういう環かん境きようで育って、教育も受けたと考えた方がしっくり来るのよね……でも」

「これ以上の詮せん索さくはルール違い反はんね。まあ滅めつ多たに見られないものを、しかも間近で見られただけでも十分な価値があるわ………！！！！」

　オペレーター達はチラッと瀬戸の方を見て、血相を変えた。全身の毛が逆立つような恐きよう怖ふを覚え、慌あわてて正面を向いてそれから逃のがれるかのように仕事に没ぼつ頭とうしだした。

　オペレーター達が見たモノは、いつの間にそこに居たのか、玉座に寝ねている瀬戸をジッと覗のぞき込んでいる翠簾の姿だった。




　西南の運が悪いといえど、ジャンプする度たびに海かい賊ぞくと遭そう遇ぐうするわけではない。しかしその類たぐい希まれな偏かたよりは徐じよ々じよに積み重なり、三度目のジャンプアウトで一気に形となった。

「海賊指定登録艦が五、未確認が三！」

　ジャンプアウトした近接宙域に居た海賊艦が、守蛇怪を探知して守蛇怪を挟きよう撃げきするような位置に短たん距きよ離りジャンプをして来たのだ。

「ミャ！」

　ピピッ！　と、それぞれの海賊艦に一いつ瞬しゆんで照準が合う。それは福の警けい戒かい心によるもので、その反応スピードは雨音を凌りよう駕がするものだった。

「駄目！」

　霧恋はそう叫さけぶと、強制的にリセットをかけた。

「ミャウ!?」

「敵を攻撃しちゃ駄目！」

　突とつ然ぜん、キャンセルをかけられて戸と惑まどう福に、霧恋は強く言った。その次の瞬間、海賊艦は守蛇怪に向けて発はつ砲ぽうした。

「ミャア!!」

　軽いパニック状態となった福は、テーブル中央で身体が硬こう直ちよくし、船のコントロールが乱れた。

「雨音！」

　霧恋は咄とつ嗟さに設定していたコントロールパターンを切り替かえ、同時に雨音は船をコントロールして攻撃をかわした。敵の攻撃は守蛇怪の至近を通り過ぎたが、これはあくまで次の攻撃に備えるための最低限の動きであり、それは西南を始め他のクルー達にとっても見慣れた回かい避ひパターンだった。しかし反はん撃げきを許されず、至近を通過した攻撃は福にとって、それは恐怖でしかない。何より守蛇怪が福の身体である以上、攻撃される感覚は、西南達クルーなどと比べものならないほど実感してしまうのだ。

「ミャア！　ミャア！」

　恐怖に駆かられた福は、西南に駆け寄るとその膝ひざにしがみ付いて鳴き始めた。

「福、大丈夫だから。福！」

　いくらお飾かざり艦長といえど、戦せん闘とう中に福を構う余よ裕ゆうは無い。将来正式な艦長となるべく修行中である以上、指示を求められる場合もあるし、緊きん急きゆう的超空間ジャンプの航路指定にも備えなければならない。

「福ちゃん！」

　その状じよう況きようを察したネージュは、椅い子すごと西南の横に移動し、福を抱だき上げた。

「大丈夫、大丈夫よ」

　ネージュは福を抱かかえ込むように、しっかりと抱き締しめた。しかし船が本体である以上、海賊達の攻撃に晒さらされている福の恐きよう怖ふ感かんは、なかなか払ふつ拭しよく出来るものではない。しかもその恐怖を排はい除じよする為ための攻撃は、強制キャンセルされてしまうのだ。

「緊急ジャンプを！」

　ネージュが叫んだ数秒後、守蛇怪は超空間ジャンプを行った。

「福、大丈夫か？」

　超空間に入り、周囲の安全が確認されたと同時に、西南は福の方を見た。福はネージュの緩ゆるんだ腕うでから飛び出すと、西南の膝にしがみ付いて震ふるえていた。その様子を困こん惑わく顔で見つめていた西南は、霧恋達の顔を順番に見た。

　今回の任務は、あくまでネージュの移送である。海賊の検挙ならばいざ知らず、それ以前に海賊への攻撃を禁止されている以上、その脅きよう威いを排除するのは不可能だ。そして途中で任務を放ほう棄きするわけにも行かない。

　福の恐怖を具体的に和やわらげる方法が無い以上、霧恋達は無言のまま首を横に振ふるしかなかった。結局、西南に出来るのは優やさしく福を撫なで、落ち着かせる事だけだ。

「福、ごめんな。でもみんな一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているから、お前を傷つけさせはしないから、もう少し我が慢まんしてくれ」

「……ミイ」

　福は涙なみだ目めで西南を見上げた。

「艦長、間もなく通常空間へと復帰します」

「了解」

「福ちゃん、お兄ちゃんお仕事だから、私が抱っこしていてあげる」

「ミイ！」

　だが福は西南から離れるのを嫌がった。

「ほら、このままお兄ちゃんの隣にいるから」

　少し強引に福を抱き寄せたネージュは、イスを西南の隣にピッタリと寄せた。それをフォローするように、西南も手を伸のばして福の頭を人差し指で撫でた。

「ミイ……」

　西南の手が届く事に安心したのか、福は大人しくネージュの腕の中で身を守るように小さく丸まった。

「通常空間に復帰します！　対空監視！」

　霧恋の声と共に、守蛇怪は通常空間へと現出した。

「ミャア！」

　と、突然、福が叫びのような声を上げた。そしてその次の瞬間、

「近接に重量波探知！　数二十、ジャンプアウトしてきます！」

　エルマが海賊の襲しゆう来らいを告げたのだ。

　福の叫びの意味を瞬時に読み取った雨音の反応は迅じん速そくだった。エルマの警告以前に、守蛇怪を操作し、海賊達の攻撃を難なく避よけたのだ。

「操作系のコントロールを10％上げて！」

　そう叫ぶと、雨音は先程以上に集中力を上げ、海賊達の攻撃をかわして行く。それは先程とは違ちがい、福の恐怖感をできるだけ和らげるための、攻撃をかわす距きよ離りを少し大目に取った回避行動だった。

「ミイッ……」

　福も雨音の意図を悟さとったようだったが、それでも身を固くして震えていた。

「ネージュはん！　水鏡から通信、『こちらの準備は整った』そうやで」

「了りよう解かい！　お兄ちゃん、もう一度ジャンプを！」

　ＮＢの報告を受け、ネージュの表情がパッと明るくなった。

「了解！　緊急ジャンプ！」

　西南は素す早ばやく航路設定を行うと、霧恋に向かって叫んだ。その数秒後、守蛇怪は超ちよう空間へとジャンプした。

「水鏡からの連れん絡らくって、もしかして……」

　超空間へと入ったのを確認した霧恋が、ネージュにそう言いかけた時、

「ミャア！　ミャアア！」

　福が警戒の声を上げた。と、船体に激しい振しん動どうが起こった。

「後方、敵てき艦かん三！　中ちゆう継けい地点の惑わく星せいでワイ等を追いかけて来た連中やで！」

「そんな！　超空間内でのニアミスなんて……」

「旦だんさんの場合、在あり得るんやなぁ……これが」

　驚おどろくネージュに対し、ＮＢはどこか自じ慢まんげな口調だ。

「それにしてもあの連中、超空間で戦闘を仕し掛かけるなんてバカじゃないの!?」

　雨音がそう叫んだと同時に、一艦を残し、他の二艦はジャンプアウトをした。

「いけない！　一艦を犠ぎ牲せいにして私達を仕留める気だわ！」

　敵艦は、自じ暴ぼう自じ棄きな攻撃を仕掛けつつ、守蛇怪に接近して来た。

「エネルギー値上じよう昇しよう！　敵艦、自じ爆ばくするつもりです！」

「ジャンプアウトを！」

「近接された状態では敵艦にリンクされています！　ジャンプアウトしても逃にげられません！」

　たとえジャンプアウトしても、ほぼ同タイミングで敵艦にもジャンプアウトされれば、通常空間に出ても位置間かん隔かくはほとんど差さ違いはない。それどころか下手をすれば、接せつ触しよくする可能性もあるのだ。それならば現状のままの方がまだマシだ。もちろん守蛇怪のシールド能力ならば、近接での大型艦の自爆ですら防ぎ切ることは可能だが、それはあくまで守蛇怪が完全状態ならの話だ。まだ未熟な福と西南では絶対という保証は無い。

「ニアミスがあまりにも近接しすぎていて、距離をとるにも時間が無さ過ぎだわ……」

　ブリッジ内に祈いのるような空気が流れ、敵艦が白光に包まれた瞬間、西南はネージュの胸で震えている福の頭にサッと手をやり、

「福！」

　と、一言声をかけた。

「ミャン!!」

　ブリッジに福の叫び声が長く尾を引いて木霊こだまし、それがゆっくりと消えた頃ころ、衝しよう撃げきに備えて身を固くしていた霧恋達は、不思議そうに顔を上げた。

「爆発は？　無事だったの!?…………ああっ！」

　霧恋達はモニターに映し出された光景を見て驚きの声を上げた。そこには上位超空間の燐りん光こうが見えていたのだ。

「そうか！　上位超空間なら敵艦は入れないから……。でもそんな事が」

「通信が可能なんですから、船にそれが出来ないという事はありません。通常空間から超空間に入るよりは簡単なはずです……まあ船体が保もてば、の話ですが」

「保ったんだから、こうして無事なんでしょ？　それよりピーピー泣いてた福が、よく咄嗟にそんな事が出来たもんだよな」

「お兄ちゃんよ」

「えっ？」

「お兄ちゃんが福ちゃんに……阿あ吽うんの呼吸ってやつかな？　フフッ、私もうまく説明できないわ」

　ネージュの説明を受け、霧恋達は一いつ斉せいに西南の方を見た。

「えっ？　いや、俺も咄嗟だったから……。もしかしたらって思って、ただ福に触ふれただけで……」

　当の本人も面食らった様子だ。

「つまり艦長のイメージを、福ちゃんが読み取ったと？」

　半信半疑の霧恋達を余よ所そに、福は西南の方を見て嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っていた。それはまるで霧恋の言葉を肯こう定ていしているかのようだ。

「とにかく事の真しん偽ぎは、後で調査しましょう。とにかく今は任務の続行を」

「霧恋はん、旦さんの設定した航路ポイントは過ぎてもうたけど、どないする？」

「では艦長のタイミングでジャンプアウトさせて下さい」

「了解！　各自配置に！」

　西南の言葉と共に、各員がジャンプアウトと、その後に備えた。そしてそれを確認した西南は、気を集中するかのように大きく息を吸った。

「ジャンプアウト！」

　西南の命令と共に、守蛇怪は通常空間へと出た。

「対空監かん視し！……三光秒範はん囲いに敵二。先さき程ほどニアミスをした艦です！」

「……エルマ、相手の様子は??」

　霧恋達は少し不思議そうにエルマを見た。こちらが相手を感知した以上、相手もこちらに気付いているはずだ。ましてや距離も近い。

「それが、まだ気付いていないようです……っと！　ジャンプアウトの重量震しん感知！　海かい賊ぞく艦かん六、こちらに来ます。例の艦も今、こちらに気付いたようですね」

　エルマは少し呆あきれたように、苦く笑しようした。そして何な故ぜか、ネージュが恥はずかしそうに頰ほおを赤らめていた。

「ミャ！　ミャア！」

　接近する海賊艦に、先程までご機き嫌げんだった福が表情を歪ゆがめて警けい戒かいしだした途と端たん、守蛇怪を包囲するように二十近い海賊艦がジャンプアウトして来た。

　守蛇怪は包囲の手て薄うすな方へと移動を始めたが、その数秒後に、そこを塞ふさぐようにさらに二十近い海賊艦がジャンプアウトして来たのだ。

「クッ！　組織だった動きになってきたわね。どうする？」

　敵艦隊の攻こう撃げきを避けながら、雨音は独り言のように言った。

「緊急ジャンプを！」

「それには及およびません！」

　ジッと西南を見つめていたネージュは、凜りんとした大人びた声を上げた。

「霧恋さん、この時点をもって任務完かん了りようとします！」

「りょ、了解！」

　霧恋は瀬戸からの命令書に、任務終了の旨むねを打ち込んだ。と、命令書に隠かくされたプログラムが発動し、短いコールをどこかへと発信したのだ。

「福ちゃん、プロテクトを解除するわ！」

　霧恋がそう叫さけんだ途端、全海賊艦に照準ポイントが表示され、守蛇怪からビームが発射された。だが……、

「照準が甘い！　福!?」

　攻撃はそのほとんどが外れ、それ以外は回かい避ひされてしまったのだ。雨音はモニターから少し視線を逸そらし、福を視界の隅すみに入れた。

「ミャア！　ミャア！」

　福はネージュにしがみつき、震ふるえたままだった。プロテクトを解除され、攻撃が可能となったものの、それまでにすり込まれてしまった海賊への恐きよう怖ふが、命中精度を落としていたのだ。

「こちらで補正する！　霧恋、操作パターンの変へん更こうを！」

「待って下さい！　高重量波探知！　このエネルギー質量比と波形パターンは……」

「第七聖せい衛えい艦かん隊たい！　兼かね光みつ様!!」

　そのパターンは霧恋が一番良く知るものだった。

　ジャンプアウトして来た第七聖衛艦隊は瞬時に目標の確認をし、正確な攻撃でほぼ同時に、全すべての海賊艦に攻撃を加え始めた。そしてたった第一波目で、敵全艦を行動不能としたのだ。

「ヒュ～～ッ！　さすが！」

　その圧あつ倒とう的てきな手て際ぎわに、雨音は思わず感かん嘆たんの口笛を吹ふいた。と、そこへ兼光からの通信が入った。

『遅おそくなってすまない。そちらは無事か？』

「助けて下さって、ありがとうございます。こちらは全員無事です」

　西南以下、全員立ち上がり敬礼をした。

『そうか、それは何より……ん？　ひとり怖こわい思いをした子がいるみたいだな』

　涙なみだ目めの福に気付いた兼光は、優しい表情で言った。普ふ段だんは無骨な武人の兼光だが、最近父親となったせいか、その表情には人を安心させる柔やわらかさがあった。

「……ミィ」

　助けて貰もらった相手だという事に気付いた福は、兼光の方を見て尻尾を振ふり出した。

『フッ……。後の事はこちらが処理をするから、目的地へ向かえ。そこにそのおチビさんを怖い目に遭あわせた張本人が居るから、文句の一つも言ってやるといい。丁度良い事に、少々弱っているから、思いっ切りやってやれ』

　兼光は楽しそうにそう言うと、通信を切った。

「怖い目に遭わせた張本人て……瀬戸様の事だよな？　少々弱っているって、どういう事なんだろ？」

「とにかく出発しましょう」

　そして守蛇怪は最終目的地に向かって超空間ジャンプを行った。




　守蛇怪がジャンプアウトしたのは、樹雷領宙にある食しよく糧りよう資源惑わく星せいの近くだった。その衛星軌き道どう上には大規模な輸出用のプラント兼けん宇宙港があった。

「こんな所に瀬戸様が？」

「食料資源惑星なら、ほとんど部外者は来ないし、逆に輸出品はいろいろな場所へと流通するから、移動の偽ぎ装そうにはうってつけなのよ。コンテナも超大型の物が多いのも好都合だしね」

「皇おう家けの船サイズなら、余よ裕ゆうで積せき載さい可能ってわけだ」

「聖衛艦隊もね」

「誘ゆう導どう用のビーコン受信しました」

　雨音と霧恋の会話に割って入るように、エルマが声を上げた。

「さあ、ついに黒幕との対面だけど、弱ってるって、どういう意味かしらね？」

「見てのお楽しみでいいでしょ。それより任務はまだ終わっていないのよ。最後まで気を抜ぬかないで」

　守蛇怪は誘導用ビーコンに従い、一番上層にある宇宙港へと入港して行く。ゲートを抜けるとそこは樹雷本星で見たような木造の港で、そこには瀬戸の水鏡が停てい泊はくしていた。

　西南達は転送ゲートをいくつか経由し、全天に資源惑星を望む展望台のような公園へとやって来た。

「居たな、このクソババ……ア？」

　噴ふん水すいの近くに居た瀬戸を確認した雨音は、眉み間けんに皺しわを寄せ走り出したが、急にその足を止めた。

「せ、瀬戸様!?」

　霧恋達も瀬戸の姿を見て、驚おどろきの声を上げた。そこにはにこやかな珀蓮達四人と、何日も徹てつ夜やした締しめ切り明けの漫まん画が家かのような瀬戸が、力無く手を振っている姿だった。だがそんな姿とは裏腹に、瀬戸の表情には解放された喜びで満ちていた。

「西南様！」

　玉蓮は居ても立ってもいられないといった感じで、西南に向かって歩き出した。と、他の三人も玉蓮と同じ気持ちだったのであろう、一斉に彼女に続いた。

「西南様、お帰りなさいませ。ご無事で何よりです」

　玉蓮のうっとりとした、だがあくまで真しん摯しな眼まな差ざしには、いつもの退たい廃はい的で斜はすに構えたような意図的なものは感じられなかった。今の玉蓮の様子を喩たとえるならば、久しぶりにご主人に会えた子犬のようだ。

「ぎょ、玉蓮？」

　だが霧恋達はその玉蓮の姿に、ある意味恐怖すら感じていた。

　玉蓮は同性からあまり快く思われないタイプだが、その圧倒的な美び貌ぼうはそれを凌りよう駕がする力がある。それは大きなマイナスを圧倒的なプラスに変えるという事だ。しかし今の玉蓮の仕し作さに、不快な思いを抱いだく女性は皆かい無むといって良い。それは圧倒的なマイナスが、圧倒的なプラスになるという事だ。
















「あれ、ずるいよなぁ」

（アンタがそれを言うか！　ずるいのはアンタも同じよ!!）

　霧恋とエルマは、玉蓮と同スペックを持つ雨音を、親の敵かたきでも見るかのように睨にらみ付けた。もっとも雨音の場合、おやじスキルをどうにかする必要があるのだが……。

「皆みなさん、ご無事で何よりでした」

　遅おくれてやって来た珀蓮達は、霧恋達の労をねぎらった。しかし彼女達も玉蓮と同様、意識は西南の方に在あった。

「ありがとう、珀蓮」

　この時、霧恋達は珀蓮達に自己の姿を見ていた。それは珀蓮達が西南と切り離はなされる事で自覚したのと同じものを、ネージュという異分子によって自覚させられたものだ。もちろん西南に対する想おもいは、個々それぞれにいろいろな段階があるはずだ。しかし明確な答えを持つ者は玉蓮のみで、他の者はまだまだ取っ掛かかり、山を登り始めたところだ。

（でも、その道がどの山に通じているかは自覚しているのよね……。後は登り切るか引き返すか……ね）

　霧恋は珀蓮達に小さな嫉しつ妬とを覚えると同時に、何か不思議な共感を覚えた。そしてそれは雨音やエルマも同じであった。

「まだ任務は終わっていないわよ」

　完全に部外者扱あつかいされたネージュは、珀蓮達に興きよう味み津しん々しんの福を抱だっこしたまま、瀬戸の方に歩き出した。

「あっ、そうだ。いけない」

　西南がネージュの後を追い始めた事で、ようやくその場から動かなかった集団が移動を始めた。

「西南殿どの、お帰り～～、無事で良かった～～、うれし～～、待ってたわ～～……」

　瀬戸は蚊かの鳴くような声で縋すがり付くように言った。

「ただいま戻もどりました……が、瀬戸様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「少し、ごめんね」

　と、物もの陰かげに控ひかえていた瀬戸の女によ官かんが駆かけ寄って来ると、その場に簡易ベッドと小さな天幕を張った。

「……じゃあちょっと失礼」

　瀬戸はヨロヨロとその中に入って行くと、入り口の幕を下ろした。と、天幕はシークレットウォールを形成し、その中は加速空間となった。

「さあ皆様はこちらへ」

　珀蓮達は女官モードへと戻り、西南達を大きな屋根付きのテーブルへと案内した。

　西南達全員が着席し、女官達がお茶とお菓か子しを用意した頃ころ、加速空間でたっぷりと睡すい眠みんをとった瀬戸が、実に晴れやかな表情でやって来たのだった。

「いろいろと苦労をかけて、ごめんなさいね」

「その代わりに、滅めつ多たに見られないモノが見られましたけどね」

　と、雨音は先さき程ほど文句を言えなかった代わりに、少々の嫌いやみを込こめて言った。

「その程度の事で済むのなら、見せた甲か斐いもあったわ」

　瀬戸は霧恋やエルマ達の表情から、今回の任務に関する自分への不満度が下がっている事を読み取ると、ニッコリと微笑ほほえんだ。ただでさえ珀蓮達に想像以上のダメージを与あたえられた上に、霧恋達にまで参戦されてはたまったものではない。

「さて改めて任務の達成、ご苦労でした。詳くわしい状じよう況きようは報告書で見せていただくとして……。そのおチビちゃんを、紹しよう介かいしてもらえるかしら？」

　瀬戸の言葉を合図に、あちらこちらから嬉うれしそうな女官達がワラワラと集まって来たのだった。

「ほら、魎りようちゃんの妹って聞いて、みんな会えるのを楽しみにしてたのよね」

　魎りよう皇おう鬼き来訪の感動を再び──ではないが、可愛かわいらしいおチビさんを、見たい！　触さわりたい！　抱っこしたい！　という女官達の気持ちを、とにかく発散させない事には仕事にならないのだ。もちろん、その事で霧恋や珀蓮達の勢いを削そぎ、状況をリセットさせようとする目もく論ろ見みもあった。

「ミャウ！」

　いきなり大勢の人を見た福は、慌あわてて西南の陰かげに隠かくれた。

「大丈夫だよ、福」

　西南は優やさしく声をかけながら、無理矢理ではなく、福の自主性に任せるように、表に出て来るよう促うながした。女官達もそこは心得ていて、福を驚かせないようジッとその様子を窺うかがっていた。

「………ミャウ？」

　女官達の様子をジッと観察していた福は、次し第だいに警けい戒かい心を解いていったが、意外にもそれを決定付けたのは瀬戸の顔を見てからだった。

　ゆっくりと西南の陰から出て来た福は、西南に補助されながらテーブルに上がると、ゆっくりと瀬戸に近寄っていった。そして瀬戸の手の届く所まで来ると、福は瀬戸の顔を見上げて尻尾しつぽを振り出した。

「初めまして、おチビちゃん」

　福の行こう為いを合図に、瀬戸はゆっくりと手を伸のばすと福を抱き上げた。

「……ミャウ？」

　福は瀬戸に何かを感じていたが、それが何かは分からなかった。だが抱き寄せられ頰ほおの暖かさに、何ともいえない懐なつかしさを感じた福は、すっかり警戒心を解いていた。

「ミャア、ミャウ！」

　瀬戸を皮切りに、福は次々に女官達に撫なでられ抱き締められ、ご満まん悦えつな様子であった。そして福に挨あい拶さつした女官達も、満足したようにすぐさま持ち場へと戻って行ったのであった。しかしちょっとした異変は、玉蓮の番になった時に起こった。

　福を抱っこしていた火煉が、次に玉蓮へと手て渡わたそうとした途と端たん、

「ミャ、ミャウ!?」

　福は火煉の手から飛び出し、テーブルに落ちるような感じで着地すると玉蓮を警戒するかのような体勢をとった。

「福ちゃん！！？」

「あら、さすがに勘かんの良い子ですね」

　玉蓮は福を見つめ、少し悲しげな表情でそう言った。

「動物や、時には子供も、玉蓮の………その、恐おそれる子がいるんです」

　訝いぶかしげにその様子を見ていた霧恋達に、珀蓮は少し言葉を濁にごしつつ言った。その言葉に霧恋達はすぐさま、以前西南が玉蓮の本ほん性しように触ふれてしまった時の事を思い出した。

「なるほど……。その狂きよう気きとも言える本性に気付けば、大たい抵ていの動物は本能的に警戒をするのも無理はないわね」

　霧恋は西南に聞こえないように、雨音とエルマに囁ささやいた。しかしその事を気付いていない西南は　珀蓮の言葉を不思議そうに聞いていた。

「恐れる？　でも福は別に玉蓮さんを嫌っているわけでは無いみたいですけど……」

「えっ？………あっ！」

　西南の言葉に、福を凝ぎよう視しする霧恋達の中で、西南の言葉の意味に最初に気付いたのは雨音であった。彼女は福が明らかな警戒の体勢をとっているにもかかわらず、その表情も尻尾も、嬉しい時に見せるものである事に気付いたのだ。

「ねえ玉蓮、ちょっと福から離れてみて」

「は？　はい」

　玉蓮は福から数歩後退した。すると福はテケテケと辿たど々たどしい足取りで、玉蓮が退いたのと同じ距きよ離りだけ近付いて行ったのだ。

「まあ！」

　雨音の意図を理解した玉蓮は、近付いたり離れたりを何度か繰くり返した。案の定、福は玉蓮と一定距離を保ちつつ、離れたり近付いたりを繰り返したのだ。それを確認した玉蓮の表情が少し和やわらいだ。

「なるほど……つまり嫌きらっているわけではないけれど、本能というか身体からだが勝手に安全な距離をとっている、という事ですね」

　珀蓮は玉蓮との距離を気にしつつ、そっと福を抱き上げ、挨拶の抱ほう擁ようをした。

　その様子を玉蓮は少し恨うらめしそうに見つめていた。嫌われていない事は嬉しいが、それでも福に触れない事に変わりはないからだ。

「多分、成長して理性が本能をコントロールできるようになれば、抱っこできるわよ」

　そんな玉蓮を慰なぐさめるように、雨音は言った。

「だといいのですが」

　玉蓮がため息混じりにそう言った時、福は最後の翠簾へと手渡されていた。

「初めまして」

　彼女は福を受け取ると福の額に軽くキスをして、西南の方に視線をやった。すると西南はサッと立ち上がり、福を受け取りに翠簾のところへとやって来た。

「……あの、もしかすると福ちゃん、西南様が抱っこしていたら……」

　消え入りそうな声で言う、翠簾の言葉の意図を理解した西南は、福を受け取るとゆっくり玉蓮に近付いた。もちろん福が反射的に距離をとる事が出来るよう、軽く組んだ腕うでの上に乗せているだけだ。しかし福は逃にげ出す事なく、安全圏けんから内側へと入って来たのだった。

「…………」

　玉蓮は戸と惑まどいつつ、ゆっくりと福に向かって手を伸ばした。後十センチ、五センチ、四センチ、三センチ、二センチ、一センチ、そしてその手が福の頭に触れた。が、福は逃げることなく西南の腕の上に居たのだった。

「……ふう」

　その様子を固かた唾ずを飲んで見守っていた霧恋達は同時に、深く安あん堵どのため息を吐ついた。そして幸せそうに福の頭を撫でている玉蓮の様子に、そこに居た全員の顔に何ともいえないホンワカとした笑みが浮うかんだのだった。

「さて、これでおチビちゃんとの挨拶は終わったわね。では二時間の休きゆう憩けいの後、西南殿達はアカデミーへと帰投してちょうだい」

「あの、瀬戸様！　お伺うかがいしたい事があります」

　西南は福を抱だいたまま、瀬戸の方へ向き直った。

「ん？　何かしら？」

「今回の任務について……ネージュちゃんが囮おとりとして使われた理由を。聞かせていただけますか？」

　西南の言葉には僅わずかな怒ど気きが含ふくまれていたが、西南自身、その程度で瀬戸の心が揺ゆらぐ筈はずが無いと理解していた。任務上の機密がある以上、質問をすれば必ず答えが与えられる訳ではない、という事も知っているし、恐らくネージュ側にも断れないしがらみがあったのだろう。だからせめて、ネージュの代わりに怒おこっているだけだ。

「…………」

　瀬戸は無言のまま、少し考える振ふりをした。

　この質問が答えを求めているのでは無いと分かっていても、ここには玉蓮と翠簾、いや霧恋達もいる。当然、彼女達も双そう方ほうの理り屈くつと考えを理解しているが、下手な回答をして西南を苛いじめた、と認識されたら面めん倒どうだ。ともすれば今後の任務、というより瀬戸のお遊びを拒きよ否ひする口実にされる恐れがある。

「クスッ」

　現に玉蓮などは、明らかに瀬戸の葛かつ藤とうを楽しんでいる。

（まずいわ。少なくとも、西南殿どのを味方に付けなければならない！）

　背中にびっしょりと汗あせをかきつつ、瀬戸はゆっくりと顔を上げた。

「そうね……今回に関しては、西南殿の不満も理解できるわ。あなたは他人を巻き添ぞえにするのを特に良しとしませんからね。しかもまだ年とし端はのいかない少女なら尚なお更さらなのでしょうね」

「出来ればもう少し、彼女の安全を考えていただければ……。俺自身、まだ未熟ですし、絶対という事はありません」

　ただでさえ囮になるのは危険な事だが、それを西南に託たくすとなると、引き寄せる予定の対象だけでなく、それ以外の災さい厄やくも引き寄せる事となる。その結果、危険度は桁けた違ちがいとなり、そのような状況で囮となる者を守るのは至難となる。

「お兄ちゃんは、良くやってくれたわ。こうして無事に到とう着ちやくできたんだし、それにね、実は今回、私の任務はお兄ちゃんの調査だったの」

「俺の!?」

「彼女はある種の超ちよう能のう力りよく者しやでね。西南殿の確率の偏かたよりが、どういうモノかを調べて貰もらっていたの」

「ネージュちゃんが？」

「彼女ほどの能力者は他ほかにいなくてね。新型の守蛇怪があるから大だい丈じよう夫ぶだと思ってしまったのだけれど……今後は出来るだけ気を付けるわ」

「分かりました」

　瀬戸は『無いように気を付ける』とは言わなかった。それはあくまでフォローが足りなかった事を謝罪しただけで、任務内容について謝罪したわけではない。しかしネージュが瀬戸の味方をする発言をした事もあり、西南はその回答に満足していた。

「じゃあ西南殿とチビちゃんは、部屋を用意していますからそちらで休憩を。他の人達は伝達事じ項こうがありますから、少しの間だけ付き合ってちょうだいな」

　西南は立ち上がって一礼すると、案内の女官に連れられてその場を離はなれた。

「さてと……そろそろいいわよ」

　西南の姿が見えなくなると、瀬戸はネージュに向かって微笑ほほえんだ。と、次の瞬しゆん間かん、にこやかだった霧恋達が、急に怒いかりの表情となって瀬戸とネージュを睨にらんだのだ。

「このクソババア！」

　先さき程ほどのやり取りを無言で聞いているように見えた霧恋達だったが、実は西南に余計な事を言わないよう、ネージュの力で言論封ふう殺さつされていたのだ。

「霧恋！　今の……どういう事か知ってるの？」

　事情を知らずに呆ぼう然ぜんとしていた珀蓮達は、霧恋達の様子を見て、それが何か意図的な現象だと気付いた。

「もしかして彼女の超能力ってやつかしら？」

「このロリババアは、集団意識の方向性をコントロール出来るんだと！　少人数ならさっきみたいな事も可能なんだよ」

「ああ、なるほど。それで西南様の確率の偏りの正体を……」

　事情が分かれば、珀蓮達もすぐに冷静さを取り戻もどした。そういう意味では、西南の確率の偏りよりは余程分かり易やすい。

「上層部が立案した作戦に異議を唱えるのは、西南殿のような立場では命取りにもなりかねない事くらい判わかるでしょう？」

「でも西南様のささやかな希望を叶かなえるのなら、もう十分な力がありますよ」

　玉蓮はシレッと、瀬戸を横目で見つめながら言った。

　西南を今の立場につなぎ止めておきたいのは、あくまで瀬戸やアイリ達だ。しかし西南の『宇宙に居たい』『行ける所まで行ってみたい』という希望を叶えるのなら、その力を持つ船も資金もある。

「そうね……貴女あなた達に建前は通用しないから、本音を言うわ。貴女達も目の当たりにして来たように、西南殿が宇宙に来てから、どれほど停てい滞たいした状じよう況きようが……それも劇的に進んだか知っているでしょう？　しかも西南殿の精神力は強くて、少々の事では潰つぶれない」

「自分の不幸に慣れているだけです！　でも他人の事に関しては……」

「その為ための貴女達であり、守蛇怪なのよ。もちろんそれで足りなければ、人材でも機材でも、もっと増やすわ！　お金で済むならいくらでもよ！」

「瀬戸様……ずいぶんぶっちゃけましたね」

　雨音は呆あきれるを通り越こし、感心すらしていた。

「貴女達がどう思おうと、私……いえ、世界が西南殿を離しはしないわ。己おのれの勝手な都合で彼を使おうとするでしょうし、彼を組み込んだ計画は、もの凄すごい数が既すでに順番待ちなのよ。最さい後こう尾びなんてここから見えないくらい……。ええっ、そうよ！　それはそれはもの凄い数の計画が、西南殿の出現で可能となったの！　その事を貴女達は、もっと自覚しなければならないわ。それが出来ないなら……」

「出来ないなら……今回のように、私達を排はい除じよすると？」

　玉蓮以下、全員が瀬戸を睨む。

「まさか。交代して貰うだけよ」

「交代？……あっ！」

　現在、西南の補ほ佐さは七名。その誰だれもがひとかどの人材だが、樹雷とアカデミーには彼女達より優ゆう秀しゆうな人材はいくらでも居る。だがひとりだけ───霧恋だけは換かえが利きかない人物だ。それは能力では埋うめ合わせ出来ない、西南との長い歴史があるからだが……。

「フフッ……居るのよ。たったひとりだけ……霧恋ちゃんの代わりになる人物がね」

「霧恋の……お袋ふくろさん」

「正解。で、他の人の代わりには、水みな穂ほちゃんに林檎りんごちゃん、美み守かみ殿やクイスも興味を持つでしょうね。それとお局つぼねからも数名適任者を選ぶつもりよ」

　それは銀河最強の情報部と言われる瀬戸の主力達だ。彼女達にかかっては、霧恋達など赤子同然、虎とらと子こ猫ねこくらいの差がある。

「ああ、でも誤解の無いように言っておきますけれど、これはあくまで任務上での話。プライベートは干かん渉しようしないわよ」

「そんな事が信用できるわけ無いでしょう！」

　その全員が西南に好意を持っている以上、関かかわりを任務だけに限定するはずがない。美守とクイスはもちろん、娘むすめに気を使っている月つき湖こも、自分の出番となれば遠えん慮りよはしないであろうし、林檎も天然っぷりを発揮するだろう。辛かろうじてストッパー役になるのが水穂だが、この布ふ陣じんの中、どこまで西南を守れるかは疑問だ。

「まあそれくらい本気、という事よ。霧恋ちゃん達が困らせるような事を言わなければ、私達上う手まくやっていけると思うのよ。西南殿の事を考えれば、今の人員が一番理想的だと思っているのは本当だし、ときどき苛められる事くらい我が慢まんするわ」

　瀬戸が本気になれば、霧恋達など太た刀ち打ち出来ない。少なくとも霧恋達の不満など、瀬戸への甘えの上に成り立っているに過ぎないのだ。

「瀬戸様、若い娘達を苛めるのはそれくらいにして、霧恋さん達の心配事を解消するとしようではありませんか？」

　瀬戸のわざとらしい芝しば居いを、笑いを堪こらえつつ見ていたネージュは、さすがに霧恋達が気の毒になったのか、瀬戸の話を遮さえぎるように言った。

「西南ちゃんの力の正体が分かったのですか？」

「うむ、少なくとも妾わらわと同じ能力では無い。そして西南殿の意識は、事象の流れの決定には、さほど大きな影えい響きよう力は持っていないようじゃな」

「以前一つの仮説として、西南君が嫌いやだと思う事が確率の偏りとして起こるのでは？　というのがありましたが」

「それも要因のひとつではあるが、そう単純ではないという事じゃ。第一にそれが正しいのなら、西南殿の知識にない、予想不能な事態は起こらない事になるからのう」

「では、あの力はどうにもならないモノだという事ですか……」

「それはまだ分からぬが……少なくとも、内なる敵に西南殿を封ふうじる口実にはされぬという事じゃな」

「今の段階では、そちらの方が重要ね」

「うむ。妾の政敵も一いつ掃そうされて、我が身も安あん泰たいとなれば、この身を賭かけた事も無む駄だにはならなんだしの」

　そう言うとネージュはすっくと立ち上がった。

「さて名残なごり惜おしいが時間じゃ。西南殿にはいろいろと苦い思いをさせてしもうたが、そこら辺は埋め合わせして帰らねばな」

「埋め合わせ？」

　　　　×　×　×

　大型ドックには超ちよう大型のコンテナ艦かんが係留されていた。外側こそただのコンテナ艦に見えるが、その内部はＶＩＰ用に造られた一流ホテル並の機能が備わっている、一級の装そう甲こう艦かんである。

「ネージュちゃん、いろいろ怖こわい目に遭あわせてごめんね」

「ううん。これで安心してお国に帰れるもの。お兄ちゃんのおかげよ。最後に福ちゃんにお別れ出来ないのは寂さびしいけど……」

　福は今、控ひかえ室で眠ねむっている。別れを告げずにネージュが帰るのは、その方が良いと判断したからだ。

「またきっと会えるわ。今度は通信だって自由にできるもの」

「そうだね。向こうに着いたら連れん絡らくしてね」

「うん……あのね、お兄ちゃん……お願いがあるんだけど……」

　と、ネージュは恥はずかしそうにモジモジし始めた。

「お願い？　うん、いいよ、何でも言ってごらん。俺でできる事なら何だってきいてあげるから」

「本当！　じゃあ私が大きくなった時、もしお兄ちゃんに誰も居なかったら、ネージュをお嫁よめさんにしてくれる？」

　それは西南にとってはとても無む邪じや気きな、霧恋達にとってはとんでもない意味を持つお願いだった。ただ当然、余計な事を言わないよう、ネージュの力で言論封殺されていた。

（おのれっ！　あのロリババア………えっ!?）

　歯は嚙がみする思いでそれを見ていた霧恋達は、突とつ然ぜん西南が涙なみだぐみだしたのを見て、その怒いかりを忘れてしまった。

「お、お兄ちゃん!?　どうしたの??」

　ネージュも涙ぐみ始めた西南を見て、明らかに動どう揺ようしていた。

「もしかして無理なお願いをしちゃったの？　ごめんね……私、ただ……」

「……俺、女の子にそんな事を言われたの……初めて」

「えっ？」

「まあ仕方がないんだけれど……『側そばに寄らないで』とか『近寄らないで』ってはよく言われたけどね、ハハハ」

「お、お兄ちゃん……」

　その答えにネージュは啞あ然ぜんとなり、その言葉を確認するため、雨音達と同様に霧恋の方を見た。

「ええ……まあ」

　霧恋は困苦顔で小さく頷うなずいた。

「……………」

　そのあまりにあまりな西南の過去に、その場にいた全員が涙したのだった。

　約二十分後、ネージュを乗せたコンテナ艦はメルマスへの帰き途とについた。西南にとってネージュのお願いを無む碍げにする理由もなく、『ネージュが大きくなったらお嫁さん』の約束は締てい結けつされたのである。

「どこが埋め合わせなのよ！」

　コンテナ艦を見送る西南から少し離はなれた所で、雨音は西南に聞こえないよう、小さく毒どく突づいた。

「確かに私達に対して埋め合わせする、とは言ってなかったけど……」

「こちらに対する嫌がらせと宣戦布告、ってところね」

「聞きようによっては、メルマスを西南君にあげる、ともとれますね」

「しかし政敵を排除したとはいえ、最高意思決定権がネージュ様に移った訳ではありませんから、そう簡単に今の言葉を実行出来るとも思えませんが」

「そうですね。あれだけの能力者ともなれば、メルマスだけでなく、他の国々が自由行動をとらせる事は無いでしょうし……」

「とにかく西南君に対して、ネージュ様が見た目通りの容姿年ねん齢れいを貫つらぬくなら、幼生固定を解除しても、肉体の成人までにはそれ相応の時間をかけなければなりませんから」

「そうね。ネージュ様が事実を西南様に告げる気が無い以上、それなりの時間が必要ですもの」

　───その間に既き成せい事実をつくれば勝ち！

　そう霧恋達は考えたのだが……。

（フッフッフ……甘いわね、霧恋ちゃん達）

　そんな霧恋達を見ながら、瀬戸はほくそ笑んでいたのだ。







　　７「福・子育て奮ふん闘とう記」







　守かみ蛇だ怪け内にある巨きよ大だいな居住区の一つに、パズルやＲＰＧのダンジョンに似た形状の、魎りよう皇おう鬼きや守蛇怪のクリスタルと同素材で造られた巨大な浴場施し設せつが浮ふ遊ゆうしていた。

　その複雑に入り組んだ構造は、遊園地のアトラクションプールのような感じで、壁かべやブロックの移動によりその形は千変万化し、たった一つの浴よく槽そうから数百ものそれへと仕切る事が可能だった。本来そこは、守蛇怪のマスターである西せい南な個人の浴室として設定されていたが、あまりに巨大、という事で守蛇怪に乗る全すべての人員に開放されていた。

　この大型浴槽へのゲートを見つけたのは、守蛇怪内にある、西南の本宅を霧きり恋こ達と共に〝探検〟した時の事だ。

「こりゃ、うちの祖じ父いさん家ち並だなァ」

　雨あま音ねにそう言わしめた規模の邸てい宅たくは、基本的に三階建てなのだが、一階分の天てん井じようまでの高さが最大で二十メートル近くあり、通常の部屋でも十メートル近くあったのだ。つまり三階分を吹ふき抜ぬけにした最大の空間は、ドーム状の建造物を含ふくめれば八十メートルはあろうかという、ほとんどヨーロッパの大聖堂を思わすものだった。

　ＮえぬＢびーとプローブによる計測で作り出されたマップから、使用人の部屋を含める総部屋数は、居住や作業用合わせて現在三百、風ふ呂ろは五十三、トイレは五百か所と、どこかの王宮並みの施設だ。部屋数が意外に少ないのは、そのほとんどが使用人と作業用の部屋で、西南用の部屋は細かく仕切られていないからだ。それは大型展示場を思わせる広さだ。もっともそれよりは遥はるかに装そう飾しよく的で複雑な内装だ。本宅はそのほとんどが大小様々なプローブやロボット、倫りん理り上好ましくないという理由で霧恋達によって時間凍とう結けつ封ふう印いんされた、バイオロイドメイド達によって完かん璧ぺきに維い持じ管理が可能だった。

　その迷めい惑わくに近い本宅は、しばらく放置する事が決定したが、そこにあったゲートから発見された浴槽だけは、その絶景と楽しそうという理由により、全員での使用が決定されたのだった。

　浴槽施設は四つの巨大空間のいずれにも移動が可能であり、現在は冬季の山さん岳がく地帯の上を浮遊していた。もちろんシールド機能がある為ため、寒気には影響されず、西南は眼前に広がる景色を眺ながめつつ入浴を楽しんでいた。

（それにしても良かった）

　西南の近くでは、福ふくが楽しそうにお湯の中を泳いでいた。

　ネージュと別れた後、しばらく経たって目を覚ました福は、必死でネージュの姿を求めて探し回り、どこにも居ない事が分かると西南に縋すがって泣いていた。しかし、メルマスに到とう着ちやくしたネージュからの通信で、いつでも通信で会える事を知った福は、平静を取り戻もどしたのだ。

「気持ちいいね、福」

「ミャア！」

「でもそろそろ出動の時間だから、行こうか」

　西南は浴槽の中で大きく伸のびをすると立ち上がった。ネージュの任務から帰投した西南達は、事を問題視したアイリの命により、新型守蛇怪の問題点を克こく服ふくする為、船の慣熟訓練を繰くり返していたのだ。

「……ミィ」

　だが福の表情は先さき程ほどまでの楽しげな表情が一転、不安そうなものへと変わった。それを見た西南は浴槽サイドに座って福を見つめた。

「ごめんな……オレがこんな仕事じゃなかったら、お前に怖い思いをさせなくてもよかったのになぁ」

　西南の言葉をジッと聞いていた福は、テケテケと浴槽から上がると、率先するように転送ゲートの方へと歩き始めた。そして西南の方を振ふり返り、

「ミャア……」

　西南を呼ぶように鳴いたのだった。

　　　　×　×　×

　守蛇怪ブリッジに低い警報音が鳴り響ひびき、クルー達は戦せん闘とう態勢へと移行した。

「艦かん影えい一、登録海かい賊ぞく艦かんと確認しました！　識別レベル05」

　識別レベルというのは、単純に言えばその海賊艦の強さだ。十段階で分けられ、数が少ないほど強い。

「単艦行動で海賊行こう為いをするレベルですね」

「敵艦、こちらに向かってきます！」

　現在、守蛇怪は小型のコンテナ艦に偽ぎ装そうをしていた。

「ミィ～～」

　福は不安そうな声を上げる。

「出力低下します」

「福、大だい丈じよう夫ぶだから。怖こわくないから」

　自分をジッと見つめる福に、西南は優やさしく声をかけた。

「敵艦発はつ砲ぽう！　威い嚇かくです！」

　エルマの言葉通り、攻こう撃げきは守蛇怪の前方を通過していった。

「ミャ！」

　反射的に福の身体からだが硬こう直ちよくする。既すでに表情は歪ゆがみ、涙目だ。ちょっとしたきっかけがあれば、西南の膝ひざに飛び込んでしまうだろう。

「たった一艦だ。大丈夫！」

「ミャ！　ミャア！」

　福は雨音の叱しつ咤たに、オロオロしつつも、意識を集中しようと敵艦の映ったモニターを睨にらみ付けた。だが敵艦から発射された攻撃が二射、守蛇怪の至近を通り過ぎた途と端たん、福は金かな縛しばりにあったように動けなくなってしまった。

「船とのリンク値が急激に低下！」

　と、次の瞬しゆん間かん、ブリッジ内のモニターが全て消失した。

「パターンＢへ切り替かえます！」

　霧恋の咄とつ嗟さの操作で、モニター類やコントロールが復帰した時には、守蛇怪は敵艦の攻撃を受け偽装が消失しつつあった。

「ミャア！　ミャアアアアアアア!!」

　福は西南の膝に飛び込むと震ふるえながら泣き始めた。

「偽装排はい除じよ！　敵艦を……」

「敵艦、超ちよう空間ジャンプしました！」

　雨音の声を遮さえぎるようにエルマが声を上げる。

「くそっ！　逃にがした」

　雨音は悔くやしそうにそう言うと、イスに深くもたれ掛かかった。

「外装と震しん紋もんデータ……持って行かれたかな？」

「その手のデータは、いつかは取られるものだから仕方がないわ。とはいえ……正直、もう少し先にしたかったわね」

「特とく徴ちよう的ですものね……この船。魎皇鬼との類似性に気付かれると厄やつ介かいですね」

　外装に使用されているクリスタルが魎皇鬼の物と一いつ致ちすると知られれば、いろいろと興味を持たれる事となる。結果、何らかの理由で満足に船体をコントロール出来ない事がバレれば、海賊達の標的にされる恐おそれがある。そして万が一、捕ほ獲かくされるような事があれば一大事だ。

「そうね。とにかく敵が明らかな情報収集を始める前に何とかしないとね」

　霧恋はため息を吐つきながら、西南に抱だっこされている福を見つめた。

「とにかく、まだ時間はあるわ。次に行きましょう」

　　　　×　×　×

　数時間後、先程から少し離れた宇宙空間に激しい火線が豪ごう雨うのように光り、くたびれかけたコンテナ艦に偽装した守蛇怪のシールドと反応したプラズマが、まるで大きな傘かさを差したように輝かがやいていた。だが一見派手な攻撃は、守蛇怪のシールドにほとんどダメージを与あたえてはいなかった。

「敵艦は全艦登録済みの海賊艦です。最高ランクで識別レベル08」

「って、おいおいレベル08って、ジャンクを適当に素人しろうとが趣しゆ味みで組み立てたって程度の船よ。それを……」

　雨音は困こん惑わく気味に、目の前のモニターを見た。そこには武器管制系が全て使用不能の状態である事が表示されていた。

「わざわざ偽装して、ランクの低い海賊をおびき寄せてこれでは、けっこう深刻かもしれませんね」

　ブリッジにいる全員が、西南にしがみ付いて泣いている福を見つめた。

「ミャア！　ミャア！　ミャアァ～ン!!」

「エネルギー出力低下！　船体とのリンク値、最低値を下回りました。全ての操作をマニュアルに切り替えます！」

「離り脱だつするのか？」

「ランクが低くても海賊は海賊です。検挙した方が良いと思うんですが……」

　と、西南はチラッと泣いている福を見た。

「あの程度なら、楽勝よ」

「ではお願いします」

「了りよう解かい！　偽装を解除します！」

　霧恋の合図と共に、守蛇怪の偽装が解かれた。自分達が攻撃していたモノが、普ふ通つうではないと海賊達が気付いた時には、全ての海賊艦は航行不能か、超空間航行の能力を失っていた。そして駆かけつけたＧＰ艦によって検挙されたのだった。




　守蛇怪ブリッジのモニター映像を見ながら、美み守かみは大きくため息を吐いた。海賊の攻撃を怖がって泣く福の姿は、見ていてとても痛々しく、さすがの美守も少々困惑顔だ。

「西南君の資質を見るつもりが、とんだ副作用を生んでしまいましたね。本当に福ちゃんには、気の毒な事になってしまいました」

「それも一つの試練よ。西南君のパートナーになるのだから、これくらいのトラブルを克服出来なければ、いつかは破は綻たんしてしまうでしょうしね」

「ホホッ、ずいぶん冷たい仰おつしやりようですね」

　美守は訳知り顔でアイリを横目で見つめた。それは拗すねている娘むすめを見る母親の目だ。

「だってあのチビ助、私の事睨んで唸うなるんだもん。助けようがないでしょ！」

「そのチビ助さんに、怪あやしげな首輪をプレゼントしようとしたからだと思いますよ」

「なっ！　何で知ってるのォ??」

　それは西南達がネージュの任務から帰投した時、福に誕生祝いと称しようして首輪を付けようとして逃げられた時の事だ。アイリは誰だれが漏もらしたのか知ろうと、その場で仕事をしている秘書達を見回した。

「知っているのではなく、気付いたんですよ。いつも申し上げていますが、アイリ様は顔に出やすいんですよ。いかにも何かありますって感じで首輪を出されれば、よほど鈍どん感かんな者でなければ気付きます」

　美守の言葉に同意するように、秘書達は一いつ斉せいにアイリをジト目で見た。アイリは少し気まずそうに、モニターを不可視にして隠かくれた。

「……別にそんなに大層な物じゃないわよ。ちょっと邪じや魔まな時に、眠ねむって貰もらおうと思っただけなのよ」

「まあ、そんなところだろうとは思っていましたが……もっともあの時、福ちゃんが唸ったのは、仕し掛かけに気付いたというより、アイリ様の下心満まん載さいの笑顔が怖かったから、みたいでしたけどね。ホホホホホ」

「噓うそよ！　いくら何でもそんな顔……」

　素す早ばやい手つきで、その時の監かん視しカメラの映像を再生したアイリは、そのまま押おし黙だまってしまった。つまり自分で見て納なつ得とくしてしまう程、という事だ。

「福ちゃんに関しては、精神科のアドバイスを受けさせるべきでしょうかねぇ？」

　美守の問いにアイリは暫しばらくの間、無言のままだったが、

「……多分、無理だと思うわ。それは貴女あなたも分かっているんじゃない？」

　呟つぶやくような声でそう答えた。

「では、しばらく様子を見るとしますか……。うまく行ってくれるといいのですが」

「あら、貴女は失敗する方が良いんじゃない？」

「どうしてです？」

「だってそうなれば、月つき湖こちゃん達と西南君のクルーになれるんですものね」

　今までの仕返しとばかりに、アイリは思いっ切りジト目で美守を睨んだ。ただそこには羨うらやましいと思う気持ちもタップリと含ふくまれ、どちらかというと子供が拗ねたような印象の方が強かった。

「あらあら、困ったお方ですね。私にはここでやらなければならない役割があるのはご存じでしょう？　それに私はそこまで意地悪ではありませんよ」

「両立させる事くらい、貴女なら造作もない事でしょ！」

「子供のように手のかかる人が、目の前にいますからねぇ」

「貴女にかかったら、アカデミーのほとんどが子供扱あつかいでしょ？」

「特に手がかかるという意味ですよ、ホホホ」

　美守の言葉に、聞き耳を立てていた秘書達が一斉に頷うなずく。

「クッ！　貴女達、聞き耳立ててないで仕事しなさい！」

　立ち上がって怒ど鳴なるアイリに、秘書達はお返しとばかりに、決裁待ちの書類モニターをアイリの周りにビッシリと隙すき間まなく、幾いく重えにも表示した。それはアイリにとって妖よう怪かい封ふうじのお札のような物だ。

「アアアアアアアア、ごめんなさいぃ～～～!!」

　効果覿てき面めん。アイリは泣きながら仕事を始めた。

　その様子を笑いを堪こらえつつ見ていた美守は、ふと、西南達の居るアカデミー本星へと目をやった。

（……そうね。美み瀾なみがもっとしっかりしていてくれたら、すぐにでも仲間に加わったかもしれないわね。フフッ）




　守蛇怪のテスト航海を終えた西南達は、アカデミーにある雨音のマンションへと帰って来ていた。守蛇怪内で自給自足は出来るが、福の情操のためには普通の暮らしが良いと考えたのだ。

　玄げん関かん先さきのエレベーターから福を抱っこして出て来た西南は、落ち込んでいる福の頭を優しく撫なで、

「誰にでも失敗はあるから。気にするなよ。な、福」

　と、話しかけていた。

「ミュウ～……」

　しかし福は落ち込んだまま西南の手の中で、小さくなっていた。

　幼いながらも福なりに、自分が悪いという事は十分に自覚している。だからクルーである西南や霧恋達の慰なぐさめも、なかなか気分転てん換かんに至らないのだ。そんな時、一番の特効薬は、環かん境きようや雰ふん囲い気き自体を変える事だ。

「お帰りなさいませ」

　帰宅した西南達を、にこやかな珀はく蓮れん達四人が出で迎むかえた。

　福と守蛇怪の調整が終しゆう了りようするまでは、あまり人員を変えない方が良いとの判断で、珀蓮達は以前同様、雨音のマンションでメイドとして従事しているのだが、彼女達が西南達の沈しずんだ空気を一変させてくれるのだ。

「福ちゃん、お帰りなさい」

　西南から福を引ったくるように受け取った火か煉れんは、玉ぎよく蓮れんに西南達の出迎えを任せると、珀蓮と翠すい簾れんと共に、努めて明るい雰囲気で福を取り囲んで家の中へと入って行った。この陽気さが福の気分を変えているのだ。

「じゃあ先まずはお風ふ呂ろに行きましょう」

　ほとんど女子高生のノリで、火煉達はキャッキャと大浴場へと向かった。

　大浴場は静せい竜りようの事件で破損してから、少々内装や設備を改装し、脱だつ衣い所を男女別にしていた。もちろん浴室には仕切りはないが、観葉植物で目め隠かくしをした小さな浴よく槽そうを西南が、その他を女性達が使っていた。以前は、時間をズラしたりしていたのだが、福が住人として加わってからは、特別な理由がない限り、全員で入るのが通例となっていた。

　西南は女性達の喧けん噪そうを気にしつつ、小さいとはいえ、四よ畳じよう半はんはある浴槽で手足を思いっ切り伸のばしていた。

（福がいると、こういう状じよう況きようでも落ち着いていられるなぁ……）

　女性達の会話や反応は、ほとんどが福に関するモノだ。だが福がいないと、それが急に色気を帯びたモノに変わって来る。特に雨音や玉蓮、エルマ辺りが意図的に西南をからかうような会話を、他の女性達を巻き込んで始めるから厄やつ介かいだ。ただでさえ、若い西南は霧恋達が同じお風呂に入っているというだけで、緊きん張ちようもするし意識もする。水音、身体からだを洗う音、吐と息いきといったちょっとした音でさえ、彼女達を意識するに十分なのだ。

　しかもさらに厄介な事に、最近になって気付いたのだが、生体強化の影えい響きようで、目を閉じて意識を集中すると聴ちよう覚かくの感度が繊せん細さいとなり、コウモリの反はん響きよう定位に近い能力を発揮してしまうのだ。つまり見えない位置にもかかわらず、向こうの状況が朧おぼろ気げながら立体的に認識出来てしまうのである。その湯気の中でぼやけた裸ら体たいを見るに等しい状態は、西南にとっていろいろと大変な事態を引き起こしてしまうのだ。

「ミギャ！」

　ガサガサッ！　っと観葉植物がかき分けられる音と共に、福が西南のいる浴槽へと飛び込んで来た。

　女性達の可愛かわいがり行こう為いがエスカレートすると、福は西南の所へ逃にげて来る。そこは女性達が入って来られない安全地帯だからだ。

「フーッ！　フーッ！　フ～～……」

　興奮した福を落ち着かせるように、西南がゆっくりと撫でてやると、福は西南に頰ほお擦ずりをして甘え出す。そして十分に興奮が冷めた頃ころ、

「福ちゃ～～ん、遊びましょ～～！」

「ミャ、ミャ～～～ン♡」

　と、女性達の呼ぶ声に応こたえるように、喜々としてあちらへと走って行くのだった。

　　　　×　×　×

「それにしても参ったなぁ……。せっかくの船がその能力を全く生かせないんだから」

　入浴と食事を終え、ラフなスタイルとなった霧恋達は、居間でくつろいでいた。

「福ちゃんにとっては、攻こう撃げきの威い力りよくや精度より、それを受けるという行為自体が恐きよう怖ふの対象のようですから、克こく服ふくは難しそうですね」

「一番の近道は、福の成長を待つって事か……」

　愚ぐ痴ちる雨音は、西南が気まずそうにしているのに気付いた。

「お、おい……これは別に西南のせいじゃ……」

「西南様、西南様！」

　と、そこへ助け船を出すように火煉が話しかけて来た。

「ほら、福ちゃんが」

　火煉が指差す先には、玉蓮に抱だっこされて尻尾しつぽを振ふっている福の姿があった。

「毎日、少しずつ慣れて貰って。ようやく抱っこ出来ました」

　玉蓮はそれはそれは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。それは彼女にしては珍めずらしい、穏おだやかで素す直なおな笑みだった。少々退たい廃はい的で毒気がある方が美び貌ぼうが冴さえる玉蓮だが、西南にとって魅み力りよく的に感じるのは今の玉蓮だ。いつもの彼女から感じるのは破は滅めつ的な快感だが、今の笑みは崇すう拝はいにも似た感情を抱いだかせるのだ。それはまさに悪あく魔まから月の女め神がみへと変へん貌ぼうした感じで、玉蓮にその意思があれば、そこに居た全員を平へい伏ふくさせる威力があった。

「良かったな、福」

　ただひとり、西南は割と平気な感じで、玉蓮の方に近付いて行った。それを見ながら雨音は小さくため息を吐ついていた。

「やれやれ……戦せん闘とうの方も、少しは進歩が見られると張り合いがあるんだけどな」

　西南のおかげで、ちょっとした金かな縛しばり状態からいち早く立ち直ったのは雨音だった。そしてその言葉がきっかけで、呆ぼう然ぜんと玉蓮を見ていた霧恋とエルマも我に返った。

「海かい賊ぞくと玉蓮……どちらも本能的な恐怖という意味では同じだけれど、こちらの場合は、もともとお互たがいに好意はあるんだもの」

　霧恋の言葉は、福の海賊に対する恐怖を克服させる為ためのヒントとなり得るものだったのだが、この時の彼女達は、それに気付かなかった。

「潜せん在ざい能力は途と轍てつもなく高いですが、こうも不安定だと……。これなら以前の守蛇怪の方が、確実性という意味ではマシでしたね」

「以前の守蛇怪？　そうね……やはりそれしかないわね」

「ん？　まさか一号機を復活させるつもり？」

「違ちがうわよ。中ちゆう継けい器きを使って、必要部分だけでも、完全マニュアルで動かすようにしようって事よ」

　霧恋は西南達に聞こえないよう、小声で話し始めた。それは西南と福に余計な心配と気を使わせない為だ。特に敏びん感かんになっている福には、家に帰ってまで変なプレッシャーを与あたえたくなかったのだ。

「ああ、そっかそっか。アカデミーなら最高の技術があるものね。まあ、当分はそれで乗り切るしかないか」

「早さつ速そく明日あしたから始めましょう。エルマ、アイリ様の工こう房ぼうから機材を借りてきてくれないかしら？」

「アイリ様の工房は、機密ランクが高すぎて、部品一つ持ち出すのもいろいろと手続きが面めん倒どうなんです。アイリ様に事情を説明して、工房に守蛇怪を持ち込むのが一番の早道だと思うんですが……」

「それはそれで問題が大きそうね。福に怪あやしげな首輪を付けようとしていたしさ」

「下手をすると、福ちゃんが向こうで暴れ出すかもしれないわね」

「それ以前に、もしかしたら今回の計画に反対されるかもしれません」

「えっ、なんで？」

「アイリ様は哲てつ学がく士しですから、機能を使いこなせないで、他の方法に頼たよるのを良しとしない可能性が……。特に守蛇怪は、あの白はく眉び鷲羽わしゆう様の作ですから、余計にそう考えるかもしれません」

「何かアイリ様の言いそうなセリフよね。とはいえ、福には不安定なファクターが多いのは確かだし、しかもそこに西南の確率の偏かたよりっていうファクターが加わるんだから、仕方ないんじゃないの？」

「そうね。使いこなせるまでの間、状況が待ってくれるわけではない以上、違う形で開いた穴を埋うめるしかないわ」

「アイリ様に内ない緒しよで進めるとして、具体的にどうする？」

「良い考えがあります。人間狩がりの時の仲間に頼たのめば、アイリ様の工房ほどではないにしろ、かなり高度な機材が揃そろうと思います」

「なるほど。連中なら怪しげな物、いっぱい持ってそうだものなぁ……でも、西南絡がらみだけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「クスッ。まあ幸か不幸か、一度体験していますからね。それに見合った物をチョイスしてくれるでしょう」

「だとするとＮＢはどうする？　あいつを連れて行くと筒つつ抜ぬけだぞ」

「珀蓮さん達に理由を話して協力して貰もらいましょう。どちらにしろ福ちゃんと喧けん嘩かをするのでは、データ収集の面では邪じや魔まになります」

「では善は急げ。早速、必要な物のリストを作りましょう」

　と、霧恋達は珀蓮達に小さく合図を送ると、西南に気付かれないようにそれぞれ、台所やトイレに行くふりをしつつ、雨音の部屋へと向かった。







　　８「トラブルメーカーと伝説と」







　海賊達アウトローというと酒場が定番だが、宇宙での海賊達が集つどう場所は大量の水と樹のある場所だ。宇宙に住み、惑わく星せいにほとんど降りない者達にとって、それが一番の贅ぜい沢たくだからだ。そしてそこでは酒と女と男、食事に娯ご楽らく、休息と安全が商品となっていた。

　コマチ・京キヨウは仕事の帰りに、小さな自然ドームのある居酒屋に、部下達と共にやって来ていた。

「魎りよう皇おう鬼きによく似た船ねえ……。信しん頼らいできる情報なのかい？」

　ラフな格好で水ソファーにもたれ掛かかったコマチは、ジョッキに入った発はつ泡ぽう酒しゆを一気に煽あおった。コマチがもたれ掛かっている水ソファーは水すい槽そうにもなっていて、色とりどりの魚が泳いでいる。

「映像も公開されていますから、まず間ま違ちがいないと思います」

　コマチの居る回りには、幹部らしい部下達が居た。その中の一人が表示したモニターには、攻撃を受けて偽ぎ装そうが剝はげかけた守かみ蛇だ怪けの姿が映し出されていた。

「クリスタルの船か、確かに素材的にはよく似ているね。だけど……」

　特とく殊しゆな船だという事は分かるが、映像を見るに、お世辞にも操そう艦かん技術が優すぐれているとは言えなかった。

「その事なんですがね。あれが例の山やま田だ西せい南なの船だって言ってる奴やつが居るんです」

「何だって？」

　半信半疑で聞いていたコマチは、思わず身を乗り出した。

「ＧＰからの脱だつ走そう者で、先日タラントがやらかした騒そう動どうの守蛇怪クルーだと……」

「そいつは今どこに居る？」

「お待たせしましたぁ～～」

　と、そこへウェイター姿のアランが料理を運んで来たのだった。

　　　　×　×　×

「魎皇鬼と樹じゆ雷らいが接せつ触しよくをしていた？」

「ヘッヘッヘ、それだけじゃ、ありやせんよ。魎皇鬼のコンピューターコア体って奴が、小さな幼女でしてね。しかも山田西南の奴と顔見知りらしいんで」

　アランは思いっ切り媚こびた態度で、言葉遣づかいも変に卑ひ屈くつな感じで説明をしていた。その両りよう隣どなりには、同じくウェイターの服を着たバリー、コーンも控ひかえていた。

「顔見知り……」

「守蛇怪はあの作戦でボロボロ。修理するより廃はい船せんにした方がいい状態でしてね。少なくともこの短期間に直せるとは思えやせんし、もともと実験艦でやすから、データを取ってお終しまいでやしょう」

「で、樹雷で受け取ったのがあの船ってわけかい？　でもお前達はそれを見たわけじゃないんだろ？」

「あくまで推論でやすよ。でもあんな特とく徴ちようのある船はそうそう有りやせんし、しかもＧＰの偽装艦とくれば、一番可能性は高いかと思いやすがね。ヘッヘッヘ」

「なるほどね」

　コマチはアラン達の説明を聞いて頷うなずいた。それは半分状じよう況きようからの推察であったが、筋が通っていて十分納なつ得とくできるものだった。

「とはいえ、あの操艦のお粗そ末まつさはどう説明するんだ？」

「ハッ！　守蛇怪ってぇ船は、俺達で保もっていたような船でしてね。もともと山田西南の悪運に恐おそれをなして乗り手が居なかった所を、俺達が苦労して何とかしてやってたってわけでさぁ」

「お前達がいないから、ああなったと言うのかい？」

「馬ば鹿かな連中ですよ。今いま頃ごろ、俺達への仕打ちを後こう悔かいしている事でやしょうね」

「なるほどね」

　コマチはアラン達から顔を背けると、吐き捨てるように言った。この説明に関しては、自己過大評価のみっともない典型だ。

（こいつ等の言う通りだとすると、操艦技術ではなく、何らかのシステム上の問題か？　魎皇鬼の中ちゆう枢すうが幼女の姿とも関係しているのかも知れないな……）

「と、ところでコマチ様、俺達を雇やとう気は有りやせんか？　こう見えても実戦経験は豊富でやすし、タラントのあの包ほう囲い網もうから突とつ破ぱした実績も有りやす。何より……」

　と、アランは声を低め、ニヤッと笑みを浮うかべた。

「いろいろと他ほかにも情報を……」

「分かった。おい！」

　コマチはアランの言葉を遮さえぎるように、少し離はなれた所に居た部下に声をかけた。

「この連中をすぐに船に案内しろ。お客さんだから丁てい寧ねいにな」

「ありがとうございやす！　お役に立ちますぜ、ヒッヒッヒ！」

「ほらこっちだ！」

　その部下はコマチに擦すり寄ろうとしたアランを摑つかむと、引き摺ずるように連れて行き、その後をバリーとコーンも、別の二人の部下に追い立てられるように付いて行った。

「いいんですか？　あの連中、プロフィールを見る限り、タチの悪い札付きですよ。もっとも一目でロクでもないと分かりますがね」

　隣にいた部下は、不ふ愉ゆ快かいそうにアラン達を見送っていた。

「だから隔かく離りしておくんだよ。いつまでもあの顔を見ていると酒がまずくなる」

「そりゃ確かに」

「それに連中の情報は少々危険だ……これ以上、他で余計な事を喋しやべられるとギルドにも混乱を来きたす。もし例の船があの坊ぼうやの物なら、みすみす罠わなに引っかかる奴を増やすようなものだからね」

「しかしあの連中、小金目当てにあちこちで喋っていたみたいですが」

「情報源が居なくなれば、いい加減なデマで動く野次馬か、それなりに情報を持っている連中に限られるだろうさ」

「タラントの勢力が削そがれるのはありがたい、と？」

　その部下は声を落として囁ささやいた。

「分かっているね？」

「うちの配下には、この情報で迂う闊かつに動かないよう通達を出しておきます」

「それにしても、魎皇鬼の再登場にも驚おどろかされましたが、今度は同型艦騒さわぎとは……」

　少し初老の男は楽しそうに杯さかずきを空けた。樹雷皇こう太たい子しと相あい討うちになって破は壊かいされたと思われていた魎皇鬼の再登場は、海かい賊ぞく達に大きな衝しよう撃げきとなり、その噂うわさはあっと言う間に広がっていたのだ。

「しかし、何な故ぜ、樹雷を襲おそった魎皇鬼が、その樹雷と接触しているんですかねぇ？」

「意外と知られてないが、魎皇鬼……というより魎りよう呼こって女は、神か我が人とという男に使役されていてな、遺い跡せきや考古学的な物を専門に強ごう奪だつしていたんだ。樹雷を襲ったのも、皇おう家けの船……一説には、その始祖とも言われる船を狙ねらったんじゃないかって話だ」

「始祖？」

「皇家の船は、第一世代、第二世代とかあるだろう？　つまり第一世代の上には何があるって話だよ」

「ああ、なるほど。で、その神我人ってのが魎皇鬼を造った奴なのか？」

「そこが謎なぞなんだが……。実際、皇家の船と対等に戦える船を造れる奴、ってのはどういう人間だと思う？」

「どういう人間って……そりゃ、それなりの科学者……!!　アカデミーか！」

「そう！　しかも未いまだに魎皇鬼と同等の船が発表されていない所を見ると、一番の可能性は、行方ゆくえ不明になったアカデミー最高の哲学士、白はく眉び鷲羽わしゆうだろうってのが、今のところ有力な説だ」

「って事は、もしかして神我人って奴は、白眉鷲羽の関係者か本人？」

「本人って可能性は無いな。魎皇鬼が樹雷の皇太子と共に行方不明になってからこっち、神我人は七百年間、単独で行動していたらしいからな」

「なるほど。造った本人なら、いくらでも新しい物を造るだろうからな」

「それか、何か特別な素材が必要か、だがな。……ところで」

　そう言いかけた初老の男は、白眉鷲羽と仲良く連れ添そう女の映像を表示した。

「みんなも名前くらいは聞いた事があるんじゃないか？　白眉鷲羽と一いつ緒しよにいる女、こいつは朱あか螺ら凪な耶じやという」

「朱螺凪耶？　ああ聞いた事はあるな。だが言われてみれば思い出す、って程度で……それほど印象には残ってないなぁ」

「まあ……朱螺凪耶はほとんど白眉鷲羽のサポート役に徹てつしていたし、五千年前に死亡したから、あまり印象に残っていないのは仕方ないが……。だが朱螺凪耶が行方知れずになる前に、アカデミーに寄き贈ぞうしていたパテントの収益金を聞けば驚くぞ」

　初老の男の顔は、もの凄すごく楽しげで、しかも自じ慢まんげでもあった。

「そんなに凄いのか？」

「アカデミーの収益ってのは、樹雷や世せ二に我わの数十倍って言われているが、朱螺凪耶のパテント収益は、去年の収支報告では約４％を占しめていたらしい」

「ゲッ！……マジ??　樹雷や世二我の国家予算の一割近くゥ！！？」

「そこそこの国の、国家予算レベルって事か……確かにそりゃ凄いね」

　それまで黙だまって聞いていたコマチも、驚いたように身を乗り出した。

「哲てつ学がく士しの持つパテント数は、白眉鷲羽がダントツ一位で、二位は朱螺凪耶なんだ。それは今後、よほどの天才でも現れない限り破られないだろう、って記録だそうだ」

「……で？　その朱螺凪耶が、この話にどういう関係があるんだい？」

「ああ、すみません。つい熱くなって脱だつ線せんしちまいました。……実はこの写真と見比べてみて欲しいんですよ」

　初老の男はもう一枚、男の写真を表示し、凪耶と並べた。

「こいつが神我人の写真です。どうです……何か感じませんか？」

「………そう言われれば……似ているな。もしかして肉親か？」

　ジッとその写真を見ていたコマチは、他の幹部達の顔を見み渡わたした。幹部達はコマチの意見に同意するように頷いた。
















「アカデミーは公式に否定していますが、映像から抽ちゆう出しゆつした骨格や肉声データを比べた結果、姉弟きようだい、親子の可能性が高い事が分かったそうです」

「魎皇鬼の製造者が白眉鷲羽と仮定したとして、神我人が魎皇鬼を手に入れる伝つ手てはあった、という訳か……だがそういう関係があるのなら、朱螺凪耶が魎皇鬼を作り出した可能性も有るのではないか？」

「そこにもう一つ謎がありましてね。アカデミーには神我人という人物は在ざい籍せきしていない事になっているんですが……」

　次に映し出されていたのは、鷲羽と初老の男と赤ん坊の姿だった。

「この写真は？　男はどこかで見た事があるな」

「ヒントは銀行です」

「あっ！　こいつＭＭＤの創始者じゃないか」

　声を上げたのは、一番若い幹部の男だった。

「正解。だがよくＭＭＤの創始者なんて知っていたな？」

「もしかしてお前、会員になろうと思ったわけじゃ無いだろうな？」

　幹部達が一いつ斉せいに笑い出す。だがそれはバカにしているわけでは無く、大人のマネをしてる子供を微笑ほほえましげに見ている感じだ。なぜならそれは幹部達全員がいつかは、と夢見る事だからだ。

「まあ、お頭かしらのようになれるかどうかは、今後のお前の精進次し第だいだ」

　恥はずかしそうにしている若い幹部に、初老の幹部は優やさしく言った。

　海賊達も銀河連盟との取引を持つ者が大勢いる。中には大手企き業ぎようやアカデミーとも取引をする者も少なくはない。もちろん銀河連盟に属さない者達が、正式に会員になる事は出来ないが、本会員の推すい薦せんを受けＭＭＤの裏会員となるのだ。だから裏会員になる事は、それだけ大きな取引に関かかわっているという、海賊内でも一種のステータスシンボルとなっているのである。そしてコマチもその一人だ。

「さて、この夷い隈くまという男は、白眉鷲羽が登場する以前はアカデミーのトップ哲学士で、白眉鷲羽、朱螺凪耶の恩師でもある……。ああ、その前に説明を付け足すが、朱螺凪耶は白眉鷲羽のほぼ同期という事を忘れないでくれ。で、先の写真だが、これには続きがあってな……」

　初老の男は次々と違ちがう写真を、ぱらぱらアニメでも見せるように表示した。その中で、夷隈はそのままで、赤ん坊だった女の子は、次第に成長をして行った。

「こいつ……朱螺凪耶!?」

「いや、待て。最初の写真には白眉鷲羽が写っていたぞ」

「写真を連続で見せたという事は、赤ん坊とその女は同一人物なんだな？……という事はその子は朱螺凪耶の娘むすめ？」

「らしいんですが、確証はありません。もともと哲学士の私生活は、謎に包まれている部分が多いんですが、それでも朱螺凪耶はかなり目立つ存在だったらしいですから、当時の学生新聞や個人的な手記にもいろいろと記録が残っているんです。ただ朱螺凪耶に恋こい人びとが居たとか、妊にん娠しんしていたという記録は、正式なものはおろか、噂すらありません。この赤ん坊にしても白眉鷲羽が、夷隈教授に預けたらしい、としか分かっていません」

「謎の娘か……で、この娘はどう関係するんだい？」

「実はこの娘の名前が、神我人……なんです」

「はぁ？　だけど容姿も性別も違うぞ」

　映像を見比べた若い幹部は首を捻ひねった。

「整形か……或あるいは儀ぎ体たい化かでもしたんじゃないか？　だが名前が同じという事は、同一人物の可能性が高いな」

「偽ぎ名めいを使えばいいのに、わざわざ同じ名前を名乗るんだから可能性は高いな」

「実は男の神我人は、ＧＰに指名手配された時の事件が、けっこう詳しよう細さいに残っていましてね……」

　初老の男はＧＰのデータベースから抜ばつ粋すいした、神我人の事件に関する詳細情報を表示した。

「おっ！　こいつは歴史に興味がある奴やつならまず知っている、けっこう有名な事件じゃないか」

　ある幹部は嬉うれしそうにその記事に見入った。

「そういえば連盟幹部のガキ共と救出に来たＧＰ艦かん隊たいを、惑わく星せいごと消しよう滅めつさせたのが神我人だったんだっけ。そうだそうだ、思い出したよ」

「ああ、俺もその話は知ってる。そのガキ共ってのは未開惑星とかで、犯罪まがいの悪さをしていた、躾しつけの悪いクソガキ共だったらしいな。本来だったらＧＰが取り締しまらなきゃならないバカなのに、有力者のガキだってんで見み逃のがされてた、って記事を見て、胸がスッとしたのを覚えてるよ」

「男の神我人は、それ以前の生い立ちが全く不明。そして魎皇鬼が登場したのは、男の神我人が現れてからだ。だが手がかりはすぐ近く、その消滅した惑星にあったんです」

「もしかして、白眉鷲羽に関係する事かい？」

「その通り！　そこは特とく殊しゆな生態系があったとかで、その研究の為ために、白眉鷲羽が研究施し設せつを持っていたそうなんですよ」

「生物学ねえ……。哲学士ってのは、怪あやしげな発明をするってイメージだけどな」

「バカッ！　もともと哲学士ってのは、多方面の研究結果を総合的に使用して、新たな発明や使用方法を研究する連中の事だ。だからあらゆる事に精通してなきゃならないんだよ。まっ、哲学士ってのは天才の代名詞でもあるのさ」

「じゃあもしかして、そこで魎皇鬼を造っていた？」

「魎皇鬼というのは一種の生体宇宙船だからな、その可能性は高い。特殊な生態系というのがどんなものだったか分かればいいんだが、その惑星自体が爆ばく発はつしちまった上に、資料も残っていない……。そして朱螺凪耶の娘は成長した後、短期間ではありますが、白眉鷲羽の助手として行動を共にしていたという証言があります」

「じゃあ、その消滅した惑星にも居た……って事か」

　その言葉に、初老の男は頷うなずいた。

「なるほどねえ……不明な点は多いけど、説得力はあるね」

「信じるか信じないかはあなた次第、ですがね」

「都市伝説の締しめかよ？」

　初老の男の言葉で、緊きん張ちようしていた空気が一気に弛し緩かんし、笑い声が起こった。

「……おいおい、まさか今までの写真や話も作り事、って事は無いだろうね？」

「この情報は、白眉鷲羽や朱螺凪耶と同期だったっていう、札付きの哲学士から提供されたものでしてね」

「札付きの哲学士ィ？　ただでさえ哲学士って人種は変わり者が多いんだぜ。それこそ、信じるか信じないかって話じゃないのか？」

「白眉鷲羽ってのは、大たい抵ていの人間が知っているって超ちよう有名人だから、彼女専門の研究者も多い。だから今までの情報もほとんど裏がとれている。ただ白眉鷲羽が魎皇鬼を造ったのではないかというのは、あくまで状じよう況きように基づく想像ですがね」

「なるほど。確かに都市伝説の範はん疇ちゆうかもね」

「おお！　頭ァ、いまアカデミーのホームページを検けん索さくしたんですがね、何やら最近になってアカデミーでの、白眉鷲羽の目もく撃げき例が増えてるって話ですぜ。もっともこれこそ都市伝説のレベルですがね」

　若い幹部は嬉しそうに声を上げた。

「しかし魎皇鬼とよく似た艦の目撃と合わせると、何やら信しん憑ぴよう性せいがある話だな」

「間の良い話だね……。魎皇鬼が樹雷と接せつ触しよく。あの坊ぼうやと顔見知り……」

「アカデミーでの白眉鷲羽の目撃例と魎皇鬼の復活劇が、ほぼ同時っていうのも、気になるところだな」

「おお！　魎皇鬼といえば、最近、その持ち主の神我人の噂うわさを聞かないな」

「そうだな……。データベースには数年前に、移動中の双そう蛇じやが確認されたのが最後で、それ以降は全く音おと沙さ汰た無しだな。少なくともうちのギルドにもＧＰにも、それらしい被ひ害がいは出ていないが、魎皇鬼が復活した以上、何らかの行動は起こすだろうな。それより魎皇鬼が復活したのに、魎呼が姿を見せないのも謎なぞだな」

「確か連中、魎皇鬼に幼女姿のコア体がいるって言ってたな」

「そうか！　魎呼がやられて魎皇鬼だけが残っていたとしたら、樹雷との接触や、よく似た艦の説明も付くぞ」

「可能性はあるな。それだったら白眉鷲羽が居なくとも同型艦の建造も可能だしな」

（……リョーコは……どうしているかな？）

　コマチはふと、魎呼と同じ名を冠かんしたリョーコ・バルタを思い出した。リョーコとエルマの関係を知っているコマチは、リョーコの生存を知っている。もちろんそれは上層部やタラントも知っているが、西南暗殺を命じた時点でリョーコを切り捨てたも同然であるために、今さら彼女の生存を公表する気も、裏切り者扱あつかいする気もなかった。何より人質となった部下とその家族は既すでに樹雷の保護下だ。下手に手を出してリョーコの使い捨てと、その家族の人質化を公表されれば、ギルドへの不信に繫つながりかねない。一部の犯罪者や裏での権力闘とう争そうはどうあれ、ギルド所属の大多数は、海かい賊ぞくと呼ばれていても、あくまで銀河連盟側から見た呼こ称しようであって、本質的にはごく一いつ般ぱんの人間なのだ。そしてギルドは彼らの所属する国なのだ。

（彼女と連れん絡らくが取れれば、ハッキリするんだけれど……そういうわけにはいかないか）

　彼女は今や敵側の人間だ。しかも山田西南と近しい間あいだ柄がらとなれば、容易に事実を語る事はしないだろうし、下手にコマチが接触をすれば、アカデミーでのリョーコの立場を危あやうくするかもしれない。

「……ん？　そういえば、あの坊やの出身は、樹雷第一皇こう妃ひと同じだったね……」

「ええ。魎皇鬼と相討ちになったっていう、皇こう太たい子しの母親です………ん？」

　初老の男は、なにやらジッと考え込み始めた。

「魎皇鬼と共に行方ゆくえ不明になったのが、第一皇妃の星だったら……。もし魎呼が居なくなって船体だけが残ってたとすれば……」

「何が言いたいんだい？」

「初期文明人の山田西南が、特例として宇宙に上がったきっかけが、魎皇鬼かもしれないって事ですよ。魎皇鬼発見と同時に、特異な能力の山田西南が発見された。そしてその二つがアカデミーの研究材料として連れて来られたなら、話の辻つじ褄つまとしては合いますよ」

「つまり兵器として……という意味かい？」

「それだけの威い力りよくはありますからね」

「あの坊やが兵器ねえ……」

　コマチは西南と出会った時の事を思い出し、表情を綻ほころばせた。

「アハハハ！　あの坊やが兵器？　少なくともあの坊やに、そんな影かげは無かったよ」

「お頭かしらの直感としては違うと？」

「まあね」

　コマチの言葉に、その初老の男も表情を緩ゆるめた。

　部下達のコマチに対する信しん頼らいは絶大である。それは彼女の人格もさることながら、その直感と判断力の高さにある。コマチはもともと生き真ま面じ目めな性格だ。彼女が認め、受け入れた人間なら、部下達は無条件で信頼するほどである。

「ハハッ、お頭がそう言うのなら、そうなんでしょうな。まあこちらとしては、その方がありがたい話ですし、都合のいいように自分の中で話を完結させてしまう事は、隠かくれた危険を見逃す事にもなりますからな」

「いや、なかなか楽しい話だったよ。ただ、その話題はここまでとしよう。予測は正確な情報無しに信じるのは危険だからね」

「ところで、その情報提供をした連中はどうします？」

「それが問題なんだよ……。まったくここの所、変な奴のお守りばかりする羽目になるもんだ」

「ハハッ、静せい竜りようの事ですね」

「……本当に、あいつの相手は疲つかれるよ。アカデミーが天てん南なん特例って法を作った意味がよく分かる」

　コマチは拳こぶしを握にぎりしめて震ふるわせた。以前は雨あま音ねが持っていた悩なやみを、今度はコマチが感じているのだ。たださすがに雨音と同じ発散対応をするには至っていない為に、そのストレスはかなりのものなのだ。

「いっその事、さっきの連中と一いつ緒しよにしてしまえばいいんじゃないですか？　なんだか意外とウマが合いそうですし、上手く手た綱づなも引けそうですしね」

「あいつ等をかい？」

　一いつ瞬しゆん、その案を想像したコマチは、急に悶もん絶ぜつする程ほどに笑い出した。卑ひ屈くつなまでに媚こびを売るアラン達と、それを素す直なおに当然と受け入れる静竜（バカ）。しかもアラン達に、ただ便利に使われるだけではないバイタリティーもある静竜とは、絶ぜつ妙みようの組み合わせだ。

「クックック……そりゃいいアイディアだよ」

　コマチは嬉しそうにそう言ったが、その組み合わせには肝かん心じんなブレーキとハンドルになる人間が欠けている事に気付くのは、もっと先の事だった。

　　　　×　×　×

　コマチの艦に連れて来られたアラン達は、中央エレベーターの一番下の階へと降ろされた。そこはエレベーターを中心に、円形状に幾いくつも部屋のある場所だった。

「お前達の部屋はここだ」

　案内をして来た男の一人が、ひとつの部屋の鍵かぎを開け、ドアを開いた。

「これはもしかして!?」

　アランは躊ちゆう躇ちよして立ち止まった。その階全体は結構綺き麗れいで、一見すると船員の居住区にも見えるが、ドアから見える室内は家具もなく殺風景で、しかも男がドアを開ける過程から、アランはそこが牢ろう屋やではないかと思ったのだ。

「ほれ、さっさと入れ！」

　後ろに付き添そっていた二人の船員が、アラン達三人を押すように部屋へ入れた。

「ど、どういう事なんだよ！」

　慌あわててドアを叩たたくアランの目の前が透とう明めい化し、その向こうで海賊達がニヤニヤと笑みを浮うかべてアラン達を見ていた。

「説明しろよ！　俺達は客人なんだろ!?」

「そう慌てるな。客人だからここなんだよ」

「客人にもいろいろなランクがあるからな。それにここだって立派な客室なんだぜ」

「止やめだ止めだ！　コマチの部下になるのは止め！　いいか、俺は守蛇怪のクルーだったんだぞ！　お前達が喉のどから手が出る程欲ほしい、重要な情報をいっぱい持ってるんだ！」

「他ほかに鞍くら替がえするって言うのか？」

　男はわざと少し慌てた風に言った。

「ヘッヘ。それが嫌いやなら、もっと丁てい寧ねいに扱うんだな」

「驚おどろいたぜ。せっかく拾った幸運を捨てちまうなんてな」

「こ、幸運？　それはどういう事ですか？」

　アランのやり取りにハラハラしていた、バリーは男の言葉を聞いてアランを押し退のけるように前に出た。

「お前等、あの場所がどんな所か知ってて、あんな話をしていたのか？」

「ど、どういう場所って……？」

「お前達が守蛇怪のクルーってんなら、ここはお前達にとっては敵地だぜ。しかもあの山田西南の関係者となりゃ、恨うらんでいる海賊達は多い。お前達の情報がどれだけ有益であろうと、ほとんどの連中にはさほど意味がない。とっ捕つかまれば、楽に死ねるとは思わない事だな」

「そ、そんな……」

　バリーだけでなく、他の二人の顔もサッと青ざめる。アランはコーンを盾たてにするようにその後ろに慌てて隠れた。

「そんな中で、お前達の身の安全を保証出来る人間は限られている」

「それがコマチ……様だという事ですか？」

「しかしそれだけ恨まれているという事は、逆を言えば、それだけ俺達の能力が高いって事でやしょう？」

　アランはコーンの後ろから、ソッと顔を出して男達を見上げると、悦えつに入いった表情で言った。

「俺達の情じよう報ほう網もうを舐なめすぎだ。お前達の情報なんざ、とっくに調べがついてるんだ」

「えっ!?」

「ＧＰでの勤務態度と成績。リョーコファンクラブの会費使い込みで逃とう亡ぼうの末にとっ捕まって、ＧＰに立て替かえて貰もらう代わりに、なり手の無かった守蛇怪クルーに。で、この前の大騒そう動どう後に訓練生に降格されて脱だつ走そう。まあ騒動時に何をやらかして降格になったかまでは分からねえが、しっかり手配者リストに載のってるぜ」

「こ、降格されたのは、俺達のせいじゃないんでやす！　もともと西南の奴やつのＮえぬＢびーに騙だまされて利用されただけなんでやす！」

「お前等の様子を見てると、向こうでどういう事をしたか、おおかたの予想はつく。お頭なら一発で見み抜ぬいただろうな。まあ間ま違ちがってもお頭が部下にするタイプじゃねえ」

「じゃあ何な故ぜ俺達をここに？　他の海賊に突つき出すつもりがないなら、何故？」

「急いで隔かく離りしようとしたところを見ると、お前達がこれ以上、あちこちで喋しやべらねえようにだろうな。とにかく変な駆かけ引きをしようなんて考えない事だな。お頭の不興を買えば、高額の借金のせいか懸けん賞しよう金きんが意外と高いから、このままＧＰに突き返すってのも選せん択たく肢しに入るぞ」

「そ、それなら！　その懸賞金の倍を働いて払はらいます！　だから……」

「お前等、渡わたし屋にポイントカードを買わされたろ？」

「えっ？……は、はい。こちらでの身分証明代わりだって」

「……あ、有り金全部取られたっけ」

　コーンが情けなさそうに言った。

「だからあそこで働いてたんだろうしな。その有り金がどの程度か知らねえが、確実にここじゃあ、その数倍の価値はあったろうな。どちらにしろ銀河連盟はこちらのポイント金を認証してないから、何倍も払って裏で交こう換かんする事になるしな」

「レートが違うって事!?」

「つまりお前等の懸賞金の倍を払うという事は、お前等が作った借金の五割り増しくらいにはなるって事だ」

「五割り増しィ!?」

「アッ、アラン！　お前～～～!!」

「お前達だって脱走に賛成しただろ！」

　牢屋の中で、アラン達はみっともなく言い争いを始めた。それを見ながら海かい賊ぞく達は苦く笑しようしていたが、バンッ！　っとアラン達の言い合いを止めるように壁かべを叩いた。

「向こうに送り返されるか、それとも他の使い方をするかどうかは、最終的に判断するのはお頭だ。まあしばらくここで大人しくしているんだな」

　そう言うと、海賊達はエレベーターに乗って出て行った。円えん筒とう形のエレベーターユニットはそのまま上の階へと完全に収納され、この階からのコントロールは不可能となり、完全に隔離された状態となった。

「こんなに苦労した揚あげ句く、結局、借金が増えるなんて……」

「しかも周り中、敵だらけ」

　バリーとコーンはアランを恨めしそうに睨にらんだ。が、アランは海賊達が居なくなった途と端たん、居い丈たけ高だかにふんぞり返った。

「まあ落ち着けよ。懸賞金の倍払うってのは、ちょっとした冗じよう談だんだ。あいつ等も言っていただろう？　お頭の不興を買えばって」

「そ、そうだな」

「最悪そうなっても、少なくとも懸賞金にちょいと上乗せすれば、強制送そう還かんされはしないさ。そうなれば、借金は前より三割近くも減った事になる」

「そうか……。そう考えるとけっこう減ったな」

「それにＧＰは海賊との取引に慣れているんだ。連盟内で払う懸賞金と、海賊に払う懸賞金は違う可能性もあるぞ」

「レートの差か！」

「その通り！　こちらで使えるポイントに替えれば安く済むのに、そのまま出すなんて馬ば鹿か馬鹿しい事くらい知ってるって。そうなれば、俺達の借金はもっと減る事になる！　それに周り中敵だらけといっても、恨まれているのは結局、山田西南なんだぞ。俺達が降格されたのも、あいつに逆らったからだ」

「確かにそうとも言えるけど……」

「俺達が脱走をしようとしたのも、結局は山田西南のせいなんだ。俺達だって海賊同様、山田西南の被ひ害がい者しやなんだ」

「……なるほど」

　いつものようにアランの己おのれに都合の良い論理に、バリーもコーンも言いくるめられ、納なつ得とくしたように頷うなずいた。そしてアランは畳たたみ込むように話を続けた。

「そこを突けば、同情を買う事だってできる。それにたとえ少しの間、ただ働きをする事になったとしても、向こうにいた時より遥はるかにマシだろ？　まあ俺達の本当の力を見せれば、すぐに出世するのは間違いないさ」

「なるほど。そうなれば給料も上がって……」

「良い女はべらかして、ウハウハだ。ワハハハハハハハハハ！」

　あっと言う間にいつもの調子に戻もどったアラン達は、牢ろう獄ごくの中で大笑いを始めた。




　アランが牢屋内で馬鹿笑いをしていた頃ころ、コマチの危き惧ぐ通り、アラン達の情報はタラントに取り入ろうとする海賊達によってもたらされていた。

「なるほどな。それでその情報を話していた連中は？」

「コマチが連れて行ったそうですが、幹部会を通して連れて来させる事は出来ますが、いかがなさいます？」

　瀬せ戸との事件以来、何人目かは分からない新しい副官が恐おそる恐る尋たずねた。

「コマチが隔離するなら、好都合。それより情報が広がらないように、口の軽い奴らは処分するんだ」

「はっ！　直ちに」

　その副官は逃にげ出すようにタラントの部屋から出て行った。

「山田西南……」

　タラントは豪ごう華かな衝つい立たてに突き刺さしている、西南がタラントに傷を負わせたナイフを見つめて憎ぞう悪おで表情を歪ゆがませた。ナイフの先には憎悪の対象である西南と、キルシェの写真が貫つらぬかれていた。

「クッ!!」

　ガッ！　と、タラントはそのナイフに手を伸のばそうとして必死に堪こらえる。一度摑つかんでしまえば、そのナイフの歯が折れるまで、辺り構わず切り裂さいてしまいそうだ。だがそのナイフを使う相手は山田西南本人と決めているのだ。

　だがいまのタラントの怒いかりは、収まりそうにはない。八つ当たりの対象はさっさと逃げてしまったし、副官一人ではタラントの怒りが収まる事はない。そんな時、タラントの怒りを別方向に向ける唯ゆい一いつのモノは、あの時、彼以上の猛もう獣じゆうとして対たい峙じした、己と同種の雌めす───霧きり恋この姿であった。

「クッ！　クックック！」

　今でも脳のう裏りに鮮せん明めいに焼き付いた、血ち塗まみれの霧恋の姿を思い出すと、タラントの怒りは強い興奮と恍こう惚こつへと変化した。そしてその雌を組み敷しき抱いだき、思う存分蹂じゆう躙りんする想像をする時、タラントは至上の快感を覚えるのであった。

　三十分程ほどが過ぎ、滴したたり落ちる汗あせと荒あらい息のタラントは、グッタリとソファーにもたれ掛かかった。荒い息を整えるため、大きく深呼吸をして気持ちを落ち着けたタラントは、おもむろに秘話回線を開いた。

「私だ……例の艦かんの情報はＳランクへアップしろ。山田西南が関係してる可能性がある。それと、あれは完成したか？………よし！　すぐに準備をさせろ」

　一通り報告を聞いたタラントは、通信を切るとドーム状の天てん井じようから見える荒こう涼りようとした砂さ漠ばくの惑わく星せいを見つめた。そこは以前、美み希きによって科学者達が脱だつ出しゆつした衛星のあった場所だった。

「クックック……もうすぐだ。もうすぐ！」




　コマチは部下との歓かん談だんを終え、ひとり自艦の個室へと戻って来た。他の者達は二次会三次会へと流れ、明け方まで帰っては来ないだろう。だが、コマチには少し気がかりな事があり、しかもそれは部下達の前では言えない事だった。

　コマチは初老の幹部から貰ったデータを開き、それをジッと見つめた。それは初老の幹部に、男神我人と朱螺凪耶の容姿について聞かれなければ、或あるいは気付かないままだったかも知れない事だ。

「……似ている」

　そこに並べて映し出されているのは、大人の姿の白眉鷲羽と、『樹雷の鬼おに姫ひめ』と呼ばれる神かみ木き瀬戸の映像だった。だがもっとコマチを混乱させている事は……、

「だけど……なんだ??　それよりも……それよりも……！？？」

　コマチが必死に見入っているのは、鷲羽の横で戯おどけている朱螺凪耶の映像だった。

　と、コマチは初老の幹部に教えられたデータバンクにアクセスすると、白眉鷲羽と朱螺凪耶、そして神木瀬戸の簡易プロフィールを表示した。

「三人に共通するワードは……」

　検けん索さく結果はあっと言う間に表示された。そこにはそれでも、かなりの項こう目もくが表示されていたが、コマチの目を惹ひいたのはたったひとつ───もうすでに存在しない、ある惑星の名前だった。

「……この惑星の爆ばく発はつによって、惑星調査中だった朱螺凪耶は死亡。その同日、神木瀬戸はここでトレジャーハンターの遺児として救出された。そしてその一万五千年前、白眉鷲羽は、ここから近い惑星で保護された……」

　それはコマチの突とつ飛ぴな考えを、さらに肯こう定ていする事実だった。それでも人に言えば、『偶ぐう然ぜんだ』と一笑される話だが、神木瀬戸と、それが映像とはいえ、度たび々たび間近で話をしたコマチならではのカンだ。だがその考えはコマチを混乱させると同時に、強きよう烈れつな恐きよう怖ふを感じさせていた。

　コマチは藁わらにも縋すがる想おもいで、同じ説を唱える物の存在を探した。しかし初老の幹部が話した、男神我人と女神我人の話はあちこち散見されたが、コマチの考えを肯定する話はどこを探しても、その断片すら見つからなかった。

「……クッ!!」

　コマチは更さらなる恐怖を感じ、額から冷や汗が流れ落ちた。検索結果が意味するものは、誰だれも偶然気付いていないか、その事実を封ふうじている存在がいるかだ。




　───ねえ、居る？




　ガタガタッ！　コマチは驚おどろきのあまりイスから転げ落ちた。全身から冷や汗がドッと吹ふき出し、心臓は張り裂けんばかりに鼓こ動どうを早めた。

　それはいま一番、会いたいく無い相手の声だった。

「なっ、なぜ!?」

　それは音声のみとはいえ、何な故ぜ、瀬戸とのホットラインが通じているのかの意味だ。

『どうしたの？　ずいぶん慌あわてた声を出して……。貴女あなたが通信を開いたんでしょ？』

「私が!?」

『それにも気付いていないなんて……随ずい分ぶん、夢中になっていたんじゃない？　例えばそうね………何かとても面おも白しろそうな事を調べていた、とか？』

　その言葉でコマチの覚かく悟ごは決まった。

（いまなら最悪でも、自分ひとりの命で済む）

　コマチは震ふるえる足でようやく立ち上がると、顔の汗を拭ぬぐい、ホットラインを完全オープンにした。

　映像として現れた瀬戸は、ニンマリと笑みを浮うかべ、

『何か聞きたい事があるんでしょう？』

　威い圧あつするでもなく、いつものように穏おだやかな口調で言った。

「……ああ。ＧＰから脱だつ走そうした、元守蛇怪のクルーだという連中から、面白い話を聞いてね。それが先日来、こちらで噂うわさになっている船に関係しているらしいのさ」

『その元守蛇怪クルーさん達は？』

「こちらで保護している。なんだったら、そちらに引き渡わたそうか？　もちろんそれなりの者達との交こう換かんとなるけどね」

『だったら一週間ほど預かっていて頂ちよう戴だい。その後は、好きにしていいわ』

　一週間というのは、アラン達の知る機密が、全く意味を成さなくなる期間だ。

「確かに連中は、あの坊ぼうやにはこれ以上、関かかわらせない方がいいかもね」

『ふふっ。少しは落ち着いたかしら？　さあ、他ほかに聞きたい事は？　何でも答えてあげるわよ。とりあえず、いま貴女が調べていた事はほぼ正解だけどね』

「なっ!?」

　あっさり肯定され、さすがのコマチも思わず表情を崩くずした。それは裁判の冒ぼう頭とうで、いきなり死し刑けい判決を言い渡されたに等しいからだ。

「………ふん！　最後に全部教えてくれるってわけだ」

『最後？　あらあら、私ってそんなに冷血に見えるのかしらねえ？』

「なにしろ『樹雷の鬼姫』様だからね」

『別に貴女が調べていた事を隠かくすつもりは無いし、知られて困るわけでもない。ただ貴女が戸と惑まどう気持ちは良く分かるわ。何しろ、最初にその疑問に辿たどり着いたのは、他ならぬ私自身ですもの』

「疑問？　どういう事だい？」

『記き憶おくを封ふう印いんしていたのよ。それが最近解けてね……それまではけっこう悩なやんだのよ。どうして？　何故ッ？……ってね』

「封印した？」

『それはプライベートな問題だから、ノーコメント。当然、他に気付いた人達も結構いるんだけれど……でも貴女同様、口にしたら消される、って思ってるんでしょうね。本当、酷ひどい話だわ』

　瀬戸は頰ほおをプクッと膨ふくらませて不ふ機き嫌げんそうにしていた。

「白眉鷲羽も、生きているって訳だ」

『せっせとアカデミーの都市伝説を創つくってるわ。それから魎皇鬼もあの船も、鷲羽ちゃんが造ったものだけれど、大量生産は出来ないから安心して。ああ、ちなみに魎呼ちゃんも生きてるわよ………って、どうしたの？』

　疲つかれたようにイスに座り込んだコマチを見て、瀬戸は不思議そうな顔をした。

「伝説のネタバレを、こうもあっさりされると……拍ひよう子し抜ぬけする以上に、そら恐ろしくなるよ。いったい、この話の対価はなんだい？　クーリングオフは利きかないんだろ？」

『貴女の立場を再確認して欲しかったのよ。西南殿どのの登場で、銀河の歴史が今までになく大きく動き出しているわ。状じよう況きようを見誤らないで、準備を怠おこたらないでちょうだい』

「大きなお世話だ。私は私の立場で、出来る限りの事をするだけだ」

『けっこう。私も、昔とは立場が違ちがうもの。お互たがいに守るべきものがあるわ』

　瀬戸はコマチの後ろに見えている、白眉鷲羽と朱螺凪耶の画像をジッと見つめた。

「それにしても伝説の哲てつ学がく士しが、あの坊やに魎皇鬼と同型艦を造った理由はなんだい？　あの坊やに何をさせようとしている？」

　西南に同情してか、コマチの口調は非難めいたものが混じっていた。

『死なせたくないからよ』

「えっ？」

『私も鷲羽ちゃんも、西南殿の事は気に入っているの。まあ、お互いに西南殿をぞんざいに扱あつかうと怖こわい相手が居る、というのが一番の理由だけど』

「あんた達に怖い相手がいるなんてね。伝説のネタバレと同じくらい衝しよう撃げき的だよ」

『ふふっ、じゃあ、またね。おやすみ』

　瀬戸はそう言うと接続を切った。

　コマチは緊きん張ちようの場を解かれ、ヨロヨロと立ち上がると、寝しん室しつへと向かって歩き出した。そして寝室に入ると、少しの締しめ付けも煩わずらわしいと、衣服を全部脱ぬぎ捨て、全ぜん裸らでベッドに倒たおれ込んだ。が、あまりの緊張で、目が冴さえたままだ。

「銀河の歴史が大きく動き出している……か。確かにあの坊やが来てからというもの、こちらの被ひ害がいが急激に拡大している」

　もともと海かい賊ぞくというのは分散して存在している。国を形成する者達と違い、常時一か所に集まる事は無いのだ。それらを摘てき発はつ、或いは殲せん滅めつさせる行こう為いは、さながら広い砂漠にバラ撒まかれた、砂すな粒つぶと同じ大きさの宝石を回収するに等しい。どれ程ほどの戦力と人員をつぎ込もうとも、根絶は不可能なのだ。だからＧＰが出来るのは、襲おそって来る海賊達から荷物を守り、囮おとりに引っかかった運の悪い海賊を検挙、凶きよう悪あくな海賊のみをピンポイントで殲滅する事だけだ。

「……だがあの坊やは違う」

　西南は砂漠にバラ撒かれた宝石を、一点に集める事が出来るのだ。今はまだ、その行動範はん囲いは狭せまいため、被害も一部で済んでいるが、今後その行動範囲を広げられれば、どれ程の被害が出るか分からない。

「なるほど……それで死なせたくない、か」

　行動範囲を広げるという事は、多くの海賊を引き寄せる事となり、或いは、ギルドが本ほん腰ごしを入れて山田西南を消そうとすれば、先日のタラント絡がらみの事件の比ではなくなる。

「いや……逆を言えば、皇おう家けの船に匹ひつ敵てきする船を、あの坊やが持つという事は……」

　コマチはゾッとして身体からだを縮こませた。そしてさらにもう一つの可能性に気付いてガバッと身を起こした。

「そうか！　ダイ・ダ・ルマーとの遭そう遇ぐう!?　その可能性を狙ねらっているのか！」

　過去、それに近い遭遇事件が起こっている以上、可能性は高い。先日の魎皇鬼遭遇時に計測されたエネルギー質量比は、計測上限を振ふり切っていた。それは皇家の船と同等を意味する。

（皇家の船には厄やつ介かいな光こう鷹おう翼よくがあるが、魎皇鬼にはそれが無い。強力なシールドは持っているだろうが、ダイ・ダ・ルマーの全火力をもってすれば、それを破る事も可能なはずだ……）

　コマチはダイ・ダ・ルマーの仮想敵として魎皇鬼を使い、両者の戦せん闘とうを想像し始めた。艦かんとしては小型の魎皇鬼に、火力を集中する事は難しい。対艦隊戦ならばともかく、少なくとも惑わく星せい規模という大きさが仇あだとなり、最低でも半球分の設置武器は陰かげとなるため魎皇鬼に向けられない。しかも皇家の船と同等となれば、テレポート能力を有している可能性は高い。予測不能の超ちよう光速移動する小型艦に、火力を集中させるのは不可能に近い。

（接近を許せば、もうそこでお終しまいだ。搭とう載さいされている艦では防ぎきれない……懐ふところで奴やつにジェノサイドダンスを踊おどられれば、ダイ・ダ・ルマーなど消し飛んでしまう……）

　遭遇時の位置、早期発見、素す早ばやい対応。ほとんど初撃がうまく行くか行かないかで、勝負が決まってしまう。最終的には運が左右する戦いとなる。

「己おのれの立場を考えろ……か」

　ギルドを守るのならば、山田西南の暗殺が一番確実だ。だが当然、相手もそれを警けい戒かいしているだろうし、罠わなにはまる可能性も高い。そして。山田西南を消そうとする行為は、今までの攻こう守しゆが逆転する事を意味する。その存在を散在させる事で銀河連盟に対たい抗こうしてきた海賊達が、今度はアカデミーと樹雷、世二我を相手に攻こう撃げきを仕し掛かけなければならない。しかも相手方に目標を知られているのである。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、ＧＰにその姿さえ知られていないダイ・ダ・ルマーはダ・ルマーギルドの象しよう徴ちようであり一種の伝説となっている。そのダイ・ダ・ルマーが撃げき破はされるという事は、求心力の中心を失う事となる。

「……もう既すでに、王手を打たれているのかもしれない。ギルドに寄る辺を求める者達を守る、それを考えるのなら、鬼おに姫ひめの用意した逃にげ道を使う方がいいのは確かだ」

　───状況を見誤らないで、準備を怠らないでちょうだい。

「なるほど……いずれにしろ、確かに時間は無さそうだ」

　自身の中にひとつの道筋のようなものを見いだしたコマチは、疲ひ労ろうと睡すい魔まで、再び糸の切れた人形のようにベッドに倒れ込むと、深い眠ねむりに入った。







　　９「福・特訓する」







　その日の朝、いつものように目を覚ました西せい南なは、福ふくを抱だっこして部屋の外へ出た。

「わっ！　何や何や！」

　と、廊ろう下かに出たところで、後方に誰だれかの気配を感じたのと同時に、ＮえぬＢびーの叫さけぶ声が聞こえた。咄とつ嗟さに振り向いた西南の目の前でドアが閉まり、無音となった。

「なっ!?　何だ??」

「おはようございます。西南様、福ちゃん。さあ、ここは騒さわがしいですから食堂の方へ参りましょう」

　珀はく蓮れん達はにこやかにそう言うと、それぞれに福を抱き上げ、西南の手を引いて食堂の方へと歩き出した。

「あ、あの……今、後ろでＮＢが……」

「ああ、あれは特とく殊しゆ装備で外の壁かべ際ぎわに潜ひそんでいた居た霧きり恋こさん達が、ＮＢを捕ほ獲かくしているんですよ」

「ええっ!?」

　何やらとんでもない事を、サラッと口にした玉ぎよく蓮れんに、西南は啞あ然ぜんとなった。火か煉れんは苦く笑しようしながら身体をすり寄せ、

「驚おどろかれたでしょうが、本日からの任務にＮＢは支障になると判断しての事です。詳くわしい事情は守かみ蛇だ怪けにて、霧恋様から説明がありますので、いつものように朝のお支し度たくを」

　そう囁ささやくと、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「わ、分かりました」

　　　　×　×　×

「行ってらっしゃいませ」

　西南達はいつものように珀蓮達の見送りを受け、雨あま音ねのマンション下にあるエントランスへと向かった。

「おはようございます」

　エントランスに常じよう駐ちゆうしている職員は、西南達に一礼をすると、受付横にある高度装そう甲こう扉とびらを開けた。

「行ってらっしゃいませ」

　職員に見送られ、扉に入った西南達の前には、十メートルほどの通路と、その先に大型の転送ゲートが見えていた。
















　その物々しい警戒がされた転送ゲートは、住人が超ちよう長ちよう距きよ離りや特殊な場所へと向かう時に使用するモノだ。西南達は知らないが、マンション住人がほとんど西南達の警護官である為ため、そこは西南達専用となっていた。

「福、お願いな」

「ミャア」

　西南に抱っこされていた福は、生体認証のプレートの上へ飛び乗った。と、ゲートが反応を始める。守蛇怪への転送は福が生体キーとなっているのだ。もっとも福と本体である船が完全であれば、福自身が転送ゲートとなる事が出来るのだが、今はまだ補助的に転送ゲートを使うしかないのだ。

　守蛇怪ブリッジへと転送された西南達は、自分達の席へと向かった。

「……いつも居る奴が居ないと、けっこう変な感じだな」

　福をテーブルに置いた後、席に着いた西南は、いつもＮＢが居る辺りを見た。

「艦かん長ちよう、今朝はお騒がせして申し訳ありませんでした」

「いえ、それはいいんですが……」

「事前にご相談をしようと思ったのですが、福ちゃんの精神的な状態が不安定だった事もあり、家では仕事の話をしない方がいいと判断しました」

「そういう事でしたか……。済みません、俺がもう少し上う手まくやれたら……」

「艦長。そういう心理状態が福ちゃんに伝わるんですよ」

　霧恋の言葉に、西南は不安そうにこちらを見ている福に気が付いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ福」

　西南は努めて明るい表情で福に語りかけた。

「実は今回、守蛇怪のサブコントロールの本格的な構築をしようと思うんです。それで基本的な操作伝達系統のデータを採り直したいんですが、その為に、出来るだけ福ちゃんには余計なストレスをかけたくなかったんです」

「それでＮＢを？」

「はい。コントロール精度が感情に左右されますので、データ採集の時に、喧けん嘩かをされると正確さを欠く恐おそれがありますから」

「そういう事なら仕方ないと思いますが……それならそれで普ふ通つうに説明すれば……」

　家での騒そう動どうを思い出しながら、ちょっと異常な対応に西南は少々戸と惑まどい気味だった。

「そ、それは……」

　さすがにＮＢのカラクリを説明するわけにもいかず、霧恋は少し言い淀よどんだ。

「あいつ、福には異常に対抗意識を燃やしてただろ？　置いて行くなんて言ったら、素直に言う事を聞くかどうか分からなかったしな」

「それにしても、ずいぶん物々しい感じでしたね」

「あのＮＢは無む駄だに高性能ですから……。ああでもしないと事前に察知されてしまいますし、何よりこちらの用意した、あらゆるフィールドを、全すべてガードされました」

「高密度分子シールドも突とつ破ぱしましたからね」

「そうそう！　結局、時間凍とう結けつをかけて何とかなったけど、加速装置も搭載されていそうだから、どれだけ持つかだな」

「ここに着いた時点で、勝ちみたいなものよ」

「……そうですか」

　霧恋達の様子から何か隠かくし事があるとは思ったものの、ＮＢに関しては、福に影えい響きようがあるのは間ま違ちがいない。

「じゃあ今日も頼たのむな、福」

　これ以上の会話は時間の無駄と判断した西南は、気を取り直して福の方を見た。

「ミャア！」

　家での気分転てん換かんがうまく行っているのか、福は元気よくテーブルの中央で鳴いた。それを見て安あん堵どした西南は、再び霧恋の方を見た。

「発進準備完かん了りよう。いつでもＯＫです」

「了解。では守蛇怪、発進！」

　西南の号令と共に、展開していた偽ぎ装そうユニットを装着した守蛇怪は、アカデミー本星の深海から海上へと浮うかび上がった。そこは雨音のマンションからほぼ惑星の反対側、夜の海だった。

「艦長、途と中ちゆうで実験用の機材を回収したいのですが？」

「分かりました。お願いします」

「了解。識別用ビーコン発信」

　と、発信して一秒も待たずに返信があった。

「前方、目標物を確認！　回収をお願いします」

　守蛇怪の前方、約一キロメートルの地点に、小さなコンテナが海上に浮かんでいた。それを回収した守蛇怪は、音も無く一気に上じよう昇しようを始めた。

　　　　×　×　×

「ミャア？」

　福は頭にヘルメット状のセンサーを被かぶせられながら、その作業をしている霧恋を見上げて不安そうに鳴いた。

「福ちゃん、少し大人しくしていてね……っと、ＯＫ。装着完了よ。そちらはどう？」

「信号認識、感度は良好です。急きゆう拵ごしらえだったので少し不安でしたけど、予想以上に深度心理まで拾えています」

　テーブルの中央に中ちゆう継けい器きを固定していたエルマは、霧恋の方を見て答えた。

「ミャウ」

「それは外しちゃ駄ァ目」

　ヘルメットを引っ搔かく福の前足を軽く押さえると、そのまま中継器の上に乗せた。

「ごめんね。普通のスキャンセンサーだと、福ちゃんガードしちゃうから、しばらくお仕事中はそれを付けていてちょうだい。その代わり、海かい賊ぞくとの戦せん闘とうは無いからね」

「ミャア？」

「怖こわくないから安心して」

　霧恋はキョトンとしている福の下した顎あごを、人差し指で撫なでながら微笑んだ。

「艦長、これから操艦テストを含ふくめた模も擬ぎ戦闘を行うのですが、場所はアカデミー内にある、実験用の惑わく星せいドームを使用します」

「外宇宙空間で行うのではないんですか？」

「そこへ行く途中に、海賊と遭そう遇ぐうすると意味がありませんから」

　と、霧恋は苦笑しながら言った。

「な、なるほど……確かに」

「そこは内部が高圧縮空間となっていて、太陽系クラスの空間となっています。連続十二時間程ほどしか貸し切りに出来ませんでしたが、加速空間にもなりますので、内部空間時間は百二十時間、実質五日間の稼か働どうが可能です」

「それだけあれば、十分なデータ収集が可能ですね。その代わり少々ハードスケジュールになりますが、福ちゃんには十分な休息を考えています」

「分かりました。じゃあ福、がんばろうな」

「ミャア！」

　　　　×　×　×

「霧恋さん、中央官制へプランの転送を完了しました。五分後に実行可能です」

「了解！　こちらオールグリーン。計器に異常はありません」

　霧恋は西南の方を見て、合図を待った。開始を目前に、少し不安げな福を安心させるように西南は微笑んだ。すると福は尻尾しつぽを振ふり始め、それが開始のきっかけとなった。

「では時間になり次し第だい、実験を始めて下さい」

「了解」

　実験惑星内の疑ぎ似じ宇宙空間に、いくつもの航路用のマーカーが表示されて行く。最初は単純な軌き道どうから、徐じよ々じよに複雑となり、時にはマーカー間のスピード設定も変化した。

「三五十三番ルート通過！　タイムスケジュール誤差予定内。エネルギージェネレーター出力安定値のままです」

「了解」

　霧恋とエルマの前のモニターには、データが凄すごい勢いで表示されて行く。そのほとんどはオートで処理されて行くが、人の判断が必要なデータも数多い。普通の人間では不可能な数を、二人は瞬しゆん時じに判断して処理していた。

　数度の休きゆう憩けいを挟はさみつつ、プログラムは八時間にも及およんだ。

「操縦系神経の構築値、二十。最低必要値を超こえました」

「良い感じね。福ちゃんも安定しているし、三十まで延長しましょう」

　霧恋とエルマはホッとしたように顔を見合わせた。

「雨音、三五十四番に向かって」

「了解！」

　　　　×　×　×

「操縦系神経の構築値、三十を超えました」

「了解。プログラム終了します」

　霧恋の言葉に、ブリッジの緊きん張ちようが解けた。霧恋は収集したデータの処理を行うと、福の方へ向かい、設置していた機材を取り外した。

「ミャン！」

　その解放感で、福は濡ぬれた毛から水を跳はね飛ばす動物のように、小刻みに身体からだを揺ゆすりながら大きく伸のびをした。

「お疲つかれ様。今日の福ちゃんのお仕事は、これでお終しまい」

　霧恋は福を抱だき上げると、西南の元へ歩み寄った。

「ミャン！」

　福は嬉うれしそうに霧恋の手から、西南の膝ひざに飛び乗った。

「よくやったぞ、福」

「ミャアァ～～～ン♡」

　西南に撫でられて、福は嬉しそうに鳴き声を上げ、西南に身体を擦すり寄せた。

「艦長。一時間後に検証実験を行いますので、福ちゃんを」

「分かりました」

　西南は福を抱きかかえると、転送ゲートへと向かった。

「こちらも軽く食事にしましょうか。雨音、お願いね」

　西南を見送ると、霧恋は雨音の方を見た。

「了解。いつものやつでいいわよね」

「ええ、お願い」

　データの整理は霧恋とエルマの管かん轄かつだ。その間、一番暇ひまなのは雨音という事になる。もっとも食事といっても、オートで調理された物を持って来るだけだ。




　西南と福は円形の公園を通って、ネージュと過ごした家へと向かった。西南の専用邸ていは在あるのだが、ちゃんとした内装もまだ無く、しかもあまりに広すぎて不安だという事で、少しでも慣れた場所で泊とまる事にしたのだ。

「美お味いしいか、福？」

「ミャアァアン！」

　福と共に食事をしながら西南は、家で珀蓮達がしているように、少しでも福の気分を仕事から切り替かえるように、明るく接し、食事を終えると福と共にお風ふ呂ろに入った。ここでも最初はいろいろと遊び、次第にゆっくりとお湯につかるようにして、福の眠ねむ気けを誘さそうようにした。

「フミャ～～………」

　西南の思惑おもわく通り、福は浴よく槽そうの中でうつらうつらとし始めた。

「じゃあ上がろうね」

　西南はそっと福を抱き上げ、バスタオルで福と自分の水気を拭ふき取り、さらに新しいタオルで福をくるむと、寝しん室しつへと向かった。と、そこには見慣れぬ機材が部屋の床ゆかと天てん井じように八か所、部屋を包むように配置されていた。

「福、三時間ほど居なくなるけど、ひとりで待っててな」

　睡すい魔まで半分寝ねかかっている福を優やさしく撫でながら、西南の表情は少し曇くもっていた。それは、これから福をこの部屋に閉じ込めるようなものだからだ。

　この部屋に設置された機材は、福と船を完全に分断するシールド発生器で、これから行う検証実験には福の影響を遮しや断だんする必要があったのだ。もちろん、福に時間凍結をかけてしまえば事は簡単なのだが、西南が少しでも居ないと不安で泣き出す状じよう況きようは良くないという判断のもとに、こういう形をとる事にしたのだ。

「じゃあ、行って来るね」

　福が眠りに入ったのを確認した西南は、そっと機械を作動させ部屋から出て行った。

「ミィ……」

　福は当初、いつものようにシークレットウォールを張って勉強をするのだと思っていたが、微かすかに聞こえる西南の足音が居間で止まり、着き替がえをしている段階で違い和わ感かんを感じ始めた。

「ミャア？」

　そしてその足音が玄げん関かんに向かった時、その違和感は不安へと変化した。そして玄関のドアの開閉音を聞いた福は、小さなベッドから飛び出していた。

「ミャ、ミャアアア！　ミギャ!!」

　しかし福はシールドに阻はばまれ、弾はじき返された。それでも福はシールドに体当たりを繰くり返すが、シールドはビクともしない。爪つめで引っ搔いても、嚙かみつこうとしても無む駄だな徒労だった。

「ミャア！　ミャア!?」

　そして福は自分の本体ともアクセスが出来ない事に気付いた。

「フミャ……フミャ～～～ン」

　薄うす暗ぐらい部屋の中、オロオロと心細げに歩き回る福は、少しでも安心を求め、ベッドへと飛び込むように戻もどると、身を縮こませて震ふるえだした。

「ミャウゥ……」

　不安と恐おそろしさでギュッと目を閉じた福は、ふと微かな西南の匂においに気付いた。それは先程、福を包んでいたタオルからだった。

「ミャ！」

　それこそ藁わらをも摑つかむ思いでタオルに潜もぐり込むと、福は必死で西南の匂いを嗅かいだ。身体を包む暖かさと柔やわらかさ、そして西南の匂いに、福は少しだけ平静を取り戻し、タオルを引き寄せてさらに密着度を上げた。

「フミャ……ミャ……」

　チュウチュウと、福はお乳でも飲むようにタオルを咥くわえて吸い始め、そしていつしか浅い眠りへと落ちていった。

　　　　×　×　×

「すみません、遅おくれました」

　西南は息せき切ってブリッジに入って来た。当初一時間の予定は、三十分ほどオーバーしていた。

「ちょうど今、データの整理が終わったところですから。それより福ちゃんは？」

「ええ、うまく寝付いてくれました」

「霧恋さん、艦かん内ない監かん視しシステムにアクセス出来ました。福ちゃんの寝室映像出ます」

　エルマは大型スクリーンに、福の寝ている寝室の映像を映し出した。そこにはタオルにくるまっている福の姿があった。

「……大だい丈じよう夫ぶ、みたいね」

　姿は完全に見えないものの、規則正しい呼吸の上下が、福が寝ている事を示していた。しかしそれ以前の福の葛かつ藤とうは、そこから知る事は出来ない。

「良かったわ。では検証実験を行います」

　そこに居た全員が、安あん堵どしたように微笑ほほえむと、イスに座り直し表情を引き締しめた。




　翌朝、福は目を覚ますと、隣となりで西南が寝ね息いきを立てているのに気付いた。

「ミャ………」

　嬉しさのあまり反射的に飛び付こうとした福は、西南を起こしてはいけないと気付き、必死で飛び付きたい衝しよう動どうを堪こらえた。それがどれ程強いものかは、千切れるほど振っている尻尾が表していた。

　約二十分後、西南の呼吸が急に不規則となったかと思うと、

「う、う～～～ん……」

　大きな伸びをした西南がゆっくりと目を覚ました。その瞬しゆん間かん、我が慢まんできなくなった福は弾け飛ぶように西南に突とつ進しんした。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア!!」

　福はガッシリと西南の顔にしがみついて泣きだした。

「うわっ、わわっ！　福？　って、痛い痛い！　爪つめ立てちゃ駄だ目めだって」

　唐とう突とつなトラブルに慣れている西南は、慌あわてて福を引き剝はがそうとはせずに、ゆっくりと落ち着かせるように逆にグッと両手で抱き締めた。すると身体が固定されたせいか、福の身体の力が抜ぬけ、爪が引っ込んだ。

「ミャア……ミャウ、ミュウ、ミュウ」

　福の声が次第に弱々しく、甘えるような感じとなり、目一いつ杯ぱい親愛の情を示すように、頰ほお擦ずりを繰り返した。と、西南は福の毛や自分の肌はだに湿しめり気を感じ、ゆっくりと福を引き離はなした。

「……福、お前」

「ミィ、ミィ、ミィ……」

　福の目からは、涙なみだがポロポロこぼれ落ちていた。

「そっか、寂さびしかったんだな……。ひとりにしてごめんよ。でも、どうしても採ったデータの検証をするには、お前と船を隔かく離りしなきゃならないし、俺もいざという時のために、一通りの事は覚えておかなきゃならないんだ」

　寝ね間ま着きの袖そでで福の涙を拭ぬぐいながら、西南は優しく説明した。

「……ミィ」

　西南の説明に、福は小さく頷うなずいた。内容自体を理解しているかは分からないものの、夕べの事は西南にとって必要なのだと理解した。

「昨日はよく寝ていたから起こさなかったんだけど、帰って来たら起こしてあげるよ」

　福を不安のまま眠らせておくより、ちゃんと安心させて眠らせる方が良いと、西南は考えたのだ。

「ミャア」

「よしよし、良い子だ」

　西南は嬉しそうに尻尾しつぽを振ふる福を、ギュッと胸に抱き締めると、立ち上がって居間へと向かおうとした。と、福は急に西南の手から抜け出そうとした。

「ん？　どうしたんだ？」

　西南が福を床に降ろすと、福は一目散に自分のベッドのタオルを咥え、西南の所へとやって来た。そしてタオルにくるまるようにゴロンと寝っ転がった。

「タオルがどうかしたんだ？………あっ、もしかして！」

　西南はその行動に見覚えがあった。それは西南の妹の吉よし子こが幼い頃ころ、小さなぬいぐるみ状の襟えり巻まきを、いつも持ち歩いていたのと同じだった。吉子はぬいぐるみの毛皮を気に入っていたらしく、それがボロボロになって小さな毛皮片になっても持っていたのだ。

「このタオルが気に入ったのか？」

「ミャア」

「そうか……じゃあ、一いつ緒しよに持って行こうか」

　西南はタオルごと福を抱かかえ、居間へと向かう。西南達が居間に入ると同時に、玄関が開く音がして、霧恋達が入って来た。

「おはよう、西南ちゃん、福ちゃん。身体からだの調子はどう？」

　西南に近付いた霧恋は、西南の顔色を確認し、次に福の頭を優しく撫なでた。

「フミャ～～～ウ」

　霧恋の細く冷たい手に、福はくすぐったそうに小さく鳴いた。そして次に顎あごを撫でられると、気持ちよさそうに目を閉じた。

「あら、このタオルは？」

「気に入ったみたいです。昔、吉子が持っていた毛皮みたいな物だと思うんです」

「ああなるほど。そういえば海かいもそうだったわ」

　霧恋は懐なつかしそうに微笑んだ。

「やっぱり夕べは、独りでかなり心細かったみたいです」

「そう……でも少しずつ慣れていかないとね」

「ミィ」

「……フフッ、良い子ね。じゃあすぐに朝ご飯にしてあげるからね」

　霧恋は福から手を離して台所へ向かい、それを待っていたようにエルマと雨音が、交こう互ごに福に朝の挨あい拶さつをした。

「ミャア！　ミャウ♡」

　先さき程ほどまで泣いていたのが噓うそのように、福は上じよう機き嫌げんとなっていた。

　　　　×　×　×

「今日は射しや撃げき系を中心に、データ採集をするわよ」

　霧恋は昨日と同様、福に計測器を取り付けながら、緊きん張ちようを和やわらげようと声をかけながら作業を進めた。

「霧恋さん。やっぱりノイズが出ています」

　エルマは少し気の毒そうに福のタオルを見た。

「了りよう解かい」

　霧恋は福に近付くと、福がくるまっているタオルを引き剝がした。

「フミャ～～～～ン……ミャ!?」

　くるくる回りながら落ちる福を、霧恋はサッと受け止め、中ちゆう継けい器きの上に置いた。それが面おも白しろかったのか、福はキャッキャと笑った。しかし、

「じゃあ福ちゃん、これはこちらに置いておきましょうね」

　霧恋がタオルを中継器の横に置いた時は、さすがにタオルを求めて中継器から飛び降りようとした。

「福ちゃん！　お仕事中は我慢なさい」

「ミャウ？」

　霧恋のちょっと鋭するどい言葉に、福はその場で立ち竦すくんだ。そして縋すがり付くような目でゆっくりと霧恋を見上げたが、霧恋はそれを無視するように、エルマの方を見た。

「ＯＫ。ノイズ、許容範はん囲い内です」

「……福ちゃん。タオルはここに置いておきましょうね」

　エルマの報告を聞いた霧恋は、柔らかだが有う無むを言わさぬ表情で福を見つめた。

「ミャ……ミャウ」

　福は霧恋から視線を逸そらすように、心細げにタオルを見つめた。

「福、大丈夫だよ」

「ミャ？」

　もともとそれは西南の居ない心細さを埋うめる物だ。福は顔を上げると西南の方をジッと見つめた。

「大丈夫だから。ここに居るからね」

「ミャア」

　西南の優やさしい声と近くにいる安あん堵ど感かんから、福は中継器のいつもの定位置に移動した。

「良い子ね。では、プログラムをスタートします」

　霧恋は福に取り付けた機器をざっと確認すると、早足で自分の席に着いた。

「プログラムスタート！」

　エルマの声と共に、実験空間に力場体で造られた、十メートル程のターゲットボールが一個、出現した。

「福ちゃん、目標攻こう撃げき」

「ミャ!!」

　福は反射的に、ターゲットに照準を合わせた。と、守蛇怪から低出力のレーザーが発射され、ターゲットボールが消えた。

「命中しました。第二段階へ移行します」

　再び同じターゲットが現れ、今度は低出力のレーザーで攻撃して来た。

「ミャウ!!」

　福は反射的に身を固くした。

「反応値基準以下へ低下！　神経構成にノイズ！」

　エルマは素す早ばやく、その部分をカットする。

「霧恋さん、攻撃を一度、障害用のターゲットに当てて見て下さい」

「了解」

　西南の意図に気付いた霧恋は、障害用に配置しているターゲットにレーザーを当てて見せた。と、それが危険なものではないと気付いた福は、西南を見て尻尾を振った。

「福、家で遊んでるゲームと同じだよ」

　それは雨音の家で訓練代わりに遊んでいたシューティングゲームの事だ。すぐに効果が出るというものではなかったが、少しでもそういう状じよう況きように慣れてくれればと、珀蓮達が提案してくれたものだった。実際、最初は怖こわがっていた福も、実害が無いと分かると、すぐにゲームが好きになっていた。

「福ちゃんの生体反応安定しました。実験を再開します」

　　　　×　×　×

「霧恋さん、この火器管制系の構築値……どう思いますか？」

「そうね……数値的には問題はないと思うけれど、少しパターン形状が単調ね」

　モニターには木の根に似た神経構築パターンが表示されていた。その隣となりに表示されている、昨日採った航法系のものに比べると、若じやつ干かん、分ぶん岐きに乏とぼしい感があった。

「ハハッ、こりゃおチビが手て抜ぬきをしているのよ。多分、ターゲットの思考ルーチンを読んでるんでしょうね」

「えっ……噓!?」

　訓練用とはいえ高レベルの物であれば、軍用コンピューターでもパターンを割り出す事は至難である。ましてやたった数日の訓練で、パターンを解かい析せき出来るほど単純な物ではないのだ。

「普ふ段だんもこれくらい出来りゃ、苦労はしないんだけどね。霧恋、向こうの管制系を私の所でコントロール出来るようにして」

「えっ？　ああ、なるほど。了解」

　それは雨音と福の対決を意味していた。

「よし！　じゃあ実験再開。いくわよ、おチビ」

「ミャウ??」

　目標が動き始めた途と端たん、福は毛を逆立て警けい戒かいした。先程とは比べものにならないトリッキーな動きと正確な射撃に、守蛇怪は翻ほん弄ろうされ始めた。しかしそのおかげか、測定の数値は爆ばく発はつ的てきに上じよう昇しようし、パターン形状もみるみるうちに複雑な形状となっていったのだ。

　　　　×　×　×

　一時間後、

「フ、フミャ～～～ン……」

　福は疲ひ労ろうでその場にへたり込んだ。

「あら、おチビ。もうダウン？」

「プログラム終しゆう了りよう！　もう限界よ。貴女あなたもね」

「了解……ふう」

　平静な表情ではあったが、雨音も顔中汗あせびっしょりだった。

「二日目でこれだけのデーターが採れるなんて、予想以上です！　四日目までのプラン予想の八割強をクリアしています」

「福も本番でこれくらい出来りゃあ、大たい抵ていの局面に対応出来るんだけどね。例えば、この間の瀬せ戸と様の荷物の時とかさ」

「霧恋さん、少し早いですが、今日はこれくらいで……」

「そうねエルマ。では艦かん長ちよう、福ちゃんの疲労も大きいですし、検証開始はいつも通りの時間で行いますから、少しゆっくりして下さい」

「了解。じゃあ福、戻もどろう」

　西南は福のお気に入りのタオルで、へたり込んでいる福を包み込むようにして抱だき上げると、霧恋達に一礼して転送ゲートへと向かった。

　低い振しん動どう音と共に西南が転送されるのを確認した霧恋達は、小さくため息を吐ついた。

「やはりここら辺が、今のおチビには限界かな」

「そうですね。テレポートとか高位超ちよう空間航行能力から推察しても、潜せん在ざい能力は今の守蛇怪の方が遥はるかに上なんでしょうけど……。どうにも扱あつかいが難しいのが難点です。今回のデータ収集で、もう少し安定運用出来ればいいのですが」

「それ以上求めるのは、年ねん齢れいと経験の蓄ちく積せきしかないわね」

「そう……だな」

　雨音は神経構築のパターン形状を、何か腑ふに落ちないといった表情で見つめていた。

「何か気になる事でもあるの？」

「うまく言えないんだけど……何かしっくり来ないのよねぇ。データが揃そろえば揃うほど、こう……」

「一足飛びにいろいろ期待するのは酷こくだわ。ネージュ様のセリフじゃないけれど、福ちゃんはまだ赤ちゃんなんだもの」

「そうですね。ただ、周りの状況がそれを許してくれるかどうかは別、というのが何とも歯は痒がゆいですけれど」

「雨音のおかげでけっこう良いデーターが採れたから、後は私達の腕うでの見せ所よ。先代守蛇怪の限界性能とまでは行かなくても、それに近いサブシステムを何としてでも構築しましょう」

「そうですね。では艦長が戻って来る前に、整理と組み込みを終わらせましょう」

「ん！　身体からだと頭に栄養を。疲つかれていちゃ何にも出来ないわね」

　雨音は気分転てん換かんも兼かね、いつものように三人の食事を取りに向かった。

　　　　×　×　×

　居住区に出た西南は、濃こい草いきれと水の匂においに大きく深呼吸をした。守蛇怪のブリッジで長時間、緊張をしていた後だけに、それはもの凄すごい解放感だった。そして福は西南以上にそれを感じていた。

「ミッ、ミャ～～～ン！」

　思いっ切り伸のびをした福は、暫しばし身体を伸ばしたまま四し肢しを震ふるわせていたが、大きく息を吐きながら身体の力を抜いた。

「ちょっと散歩していこうか？」

「ミャア！」

　西南の問いに、福は嬉うれしそうに顔を上げ、同意の証あかしに尻尾しつぽを大きく振ふった。

　円形の池の周りには、四つの転送ゲートが在あったが、使うのはいつも一番家に近いゲートで、ほとんど家との往復しかした事がなかった。そのためこの職員用の居住区内も、行った事のない場所がほとんどだった。当然、四つあるあの大型の居住区などは、それこそ言わずもがなである。

　職員用のこの場所は、これからいろいろと自分達で構築していくようになっているために、最低限の木々しか植えられてはいなかった。とはいえ鳥かごのような空を覆おおう木々は見事で、周りにある様々な様式の家を見ているだけで、十分な絶景だ。

　西南は足下に感じる芝生しばふを少し長くしたような、柔やわらかい草の感覚に、その場で寝ね転ころびたい衝しよう動どうに駆かられた。靴くつを脱ぬぎ、その草の感覚を感じると、想像以上に肌はだに柔らかく、草の先せん端たんもチクチクとした感は無い。

「ハハッ！」

　西南はその場に大きく大の字を書くように寝転んだ。そして福も西南の真ま似ねをし、草の上にダイブした。

「気持ちいいか、福？」

「ミャア～～ン」

　福は今の気分を表すように、声高らかに鳴いた。

「そうか。気持ちいいか」

　西南と福はそのままボーッと、天てん井じようを覆う木々を見つめていた。と、福は寝っ転がったまま、後ろ足で地面を押しつつ西南の右手に近付くと、ピタッと頭を付けた。その意味する事に気付いた西南は、中指で福の頭を撫なでた。

「フミャ～～ン……」

　福は満足げに鳴くと、グタッと手足を弛し緩かんさせた。

「なあ、福……お前にとってはいろいろ大変だろうけど、霧恋さん達も、お前の事を思って、いろいろと厳しくしてくれてるんだよ」

「フミャ、フミャ～～ン」

　話を聞いているのかいないのか、福は西南の指に頭を擦こすり付けるのに夢中だった。

「ハハッ、お前聞いてるのか？」

　そう言いつつも、西南は福を撫でるスピードを上げると、頭だけでなく、首筋やお腹をくすぐり始めた。

「フミャ！　フミャ！　フミャミャミャミャ～～～!!」

　福は無茶苦茶に手足をバタバタさせ、くすぐったそうに鳴いていたが、とうとう耐たえきれず、西南の手から逃にげ出した。それをきっかけに西南は上半身を起こし、

「じゃあ、そろそろ帰ろうか」

　そう言った。

「ミッ？……ミィ」

　しかし家に帰れば、また独りになると分かっている福は、それを躊躇ためらうように西南から距きよ離りを置いた。

「そうか……そうだよな」

　西南は何も言えずに、少し悲しげな表情で福をジッと見つめた。

　割り切った考え方をすれば、任務の度たびに怖い思いをさせるより、ここで数時間、怖い思いをする方が結果的には福のためだ。しかしどちらも怖い事には変わりはない。しかも独りぽっちで寂さびしい思いをして来た西南にとって、福の気持ちは痛いほど分かるのだ。だから福の気持ちが整理出来るまで、ジッと福を見つめたまま待った。

「……ミャ」

　福も西南の表情をジッと見つめていたが、決心が付いたのであろう、西南に向かってぎこちない足取りで近付いて行った。

「よしよし。じゃあ帰ろう」

　何だかんだ言いつつ、西南の気持ちを考えてくれる健けな気げな福に、西南は嬉しさを嚙かみしめるように、少し乱暴に撫でると、お気に入りのタオルに包んで抱き上げた。そしてしっかりとその胸に福を抱き締しめながら家路についた。

　　　　×　×　×

「じゃあ福、行って来るからね」

　昨日と同様に、食事と入浴を済ませた西南は、寝しん室しつシールドを張り、守蛇怪のブリッジへと向かった。

「ミャウ……ミャウ」

　福は悲しげに鳴きながら、西南の足音が聞こえなくなるまで見送ると、ベッドに飛び込んで、お気に入りのタオルにくるまった。そこには昨日以上に濃のう厚こうな西南の匂いと、他ほかにも霧恋達の匂いがあった。

「ミャ～～ン♡」

　福は目を閉じると、そこに西南達の存在を感じようと必死に匂いを嗅かいだ。温かなタオルとそこにくるまれている安心感で、チュウチュウとタオルを吸い始めた福は、昨日のように、いつしかウトウトと浅い睡すい眠みんへと入って行った。

　そして三時間後、帰って来た西南に起こされた福は、朝の時と同じく、目に涙なみだをいっぱい溜ためて西南に抱き付いた。しかしその後の福の情じよう緒ちよは安定し、朝はご機き嫌げんで目を覚ましたのだった。

　　　　×　×　×

　西南と福が居間に行った時には、すでに霧恋達が来ていて、朝食の準備がほぼ整った状じよう況きようだった。

「ミャア！」

　和室にいる雨音達を見つけた福は、テケテケッと近付いて行った。

「おはようございます。雨音さん、エルマさん」

「おはよ。おチビは昨日と違ちがってご機嫌ね」

　福は雨音に撫でられ、尻尾を思い切り振っていた。

「昨夜、検証実験が終わって家に帰って、一度起こしてから一いつ緒しよに寝たんです」

「それで精神的に安定しているのね。さあ、福ちゃんも西南ちゃんも座って」

　お味み噌そ汁しるの鍋なべを持って来た霧恋は、自分の定位置にしゃがみ、ご飯をよそい始めた。

　　　　×　×　×

「西南ちゃん、雨音達も後片付けはいいから、先にブリッジに行ってちょうだい」

　食後、霧恋は後片付けを手伝おうとした西南を制した。

「そりゃいいけど、みんなでやれば早いだろ？」

「そろそろ家全体の後片付けをしたいの」

「家全体ですか？　でもこの家ってオートメンテナンスなんですよね？」

　家の維い持じ管理はほとんどマイクロマシンとナノマシンが行っていて、埃ほこりひとつ無い状態を維持出来るのだ。『男やもめにウジがわく』などという事は、ここでは起こりえないのである。

「それも生活スタイルによっては、いろいろとカスタマイズしないと、意外な所に歪ゆがみが出るものなのよ」

「そう、なんですか？」

　西南は辺りを見回したが、気になる場所というのは無かった。

「霧恋は家事に関しては、完かん璧ぺき主義だから……というより、一種の趣しゆ味みだからな。任せりゃいいのよ」

「じゃあ、お願いします」

　何やら霧恋の目が輝かがやいているのを見た西南は、それが霧恋のストレス発散法だという事を思い出し、素す直なおに雨音の言う通りにした。

「任せて」

「じゃあ、お先に行ってきます」

　霧恋を残し、西南達は一足先にブリッジへと向かった。

「さて、始めますか♡」

　西南達を見送った霧恋は、それはそれは嬉しそうな顔で居間を振り返った。とはいえ無目的にやっていては制限無く時間がかかってしまう。霧恋はこの手のメンテナンスシステムの、弱点のようなものを熟知していた。そして西南の癖くせも、である。

「ああ、やっぱり」

　霧恋は目星を付けていた何か所かを見回った。すると霧恋の予想通り、そこにはわずかな埃ほこり溜だまりが出来ていたのだ。これも一種、西南の確率の偏かたよりによるものだ。

　西南にとって家の中も危険地帯に変わりはない。脱ぎ捨てられた衣類に何気なく置かれた雑誌や家電、家具の配置に畳たたみの目、カーペットのほつれなど、何が惨さん事じのきっかけとなるか分からないのだ。だから西南は普ふ段だんから片付けはこまめにするし、あまり物は置かない方だ。そして家具の位置なども何かある度たびに位置を微び調ちよう整せいする。西南の目下の悩なやみは、足下にまとわり付いて来る福の存在だ。

「それでもさすがに鷲羽わしゆう様のシステムよね。思ったよりはるかに埃溜まりが少ないわ……あら？」

　システムを微調整しながら、霧恋はふと、福のベッドの上にお気に入りのタオルが置いてあるのに気付いた。

「……そうか。今朝はずいぶんご機嫌だったみたいだから、忘れちゃったのね。福ちゃんのお気に入りだし、届けて……」

　と、タオルを手に取った霧恋は、それがけっこう汚よごれている事に気付いた。それは福が持ち歩く時にタオルを引き摺ずる形になるためと、昨日、西南と公園を散歩し、草地に寝転がったのが原因だった。

「ブリッジには持ち込まなせないように躾しつけた方がいいのかも……」

　というのは自分を納なつ得とくさせるための言い訳で、その汚れが我が慢まん出来ない、それを洗せん濯たくしたい衝動が強かったのだ。だが何より決定的だったのは、

「これは!?」

　タオルの何か所かに、突とつ起き状になった場所を見つけた事だった。そこはタオル地が少しほつれ、しかも糊のりづけしたように、少し固くなっていた。

（こっ、これはもしかしてぇ～～～～!!）

　それはまさしく、福がタオルをチュウチュウ吸った跡あとだった。

「ダメよ福ちゃん!!」

　もう霧恋に迷いはなかった。幼い福が（大きくなってもダメだが）口に含ふくむ物を汚きたないままにしておくなど、到とう底てい、絶対、何があろうと許せるものではない！

　霧恋は完全除じよ菌きん、高度洗せん浄じようシステムにタオルを叩たたき込んだ。

　　　　×　×　×

「ミャア！」

　ちょうどその頃ころ、ブリッジでは福がタオルを忘れた事に気付いていた。

「ミャア！　ミャア！」

　福は不安げな表情で、テーブルの上を落ち着かない感じで歩き回った。

「何、どうしたんだ？」

「お気に入りのタオルを忘れて来ちゃったみたいで」

「ああ、それで落ち着かないのか……。でも朝は持ってなかったよな？」

「そういえばそうですね」

「まだ霧恋が向こうに居るはずだから、持ってきて貰もらう？　まあ、タオルがあったとしても、側そばには置けないけれどさ」

「う～～ん……そうですね……」

　西南は福を抱だき上げると包み込むように抱き締め、優やさしく頭を撫なでた。

「福、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。今日もテストだけだから、怖こわくはないからな」

「ミャウ……」

「タオルはお仕事が終わって、帰ってからにしような」

　そう言うと、西南はしばらく福を抱き締めていた。すると福は尻尾しつぽを振ふり出し、

「……ミィ」

　と、小さく鳴いた。福にとってタオルへの依い存ぞんは、あくまで西南の代わりだ。そしてここ数日の経験で、テストが怖くないという事を思い出したのである。

「よし。じゃあ用意をしような」

「ミャア」

　西南は福を中ちゆう継けい器きの上に置くと、機器を取り付け始めた。

「……西南って、いい父親になれそうだよな」

「本当にそうですね」

　雨音とエルマはその光景に頰ほおを赤らめつつ、どちらからともなく顔を近付け、囁ささやき合った。

　その数分後、ブリッジにやって来た霧恋は、通常通りに中継器に大人しく座っている福を見て安あん堵どした。

「では始めましょう」




　さてその頃、雨音の家では途と轍てつもない悪あく魔ま───もとい、ＮＢ（アイリ操作）が復活しようとしていた。

　時間凍とう結けつといってもそこにはレベルの差がある。皇おう家けの船やアカデミーの専門施し設せつでもない限り、完全な停止状態はつくれない。ましてや家の中の一点に、そのフィールドを発生させる事は不可能だ。とはいえそのフィールドの特性を把は握あくし、それに対する対処法を起動させるまでの一秒にも満たない時間を、約七時間以上も停止させていた技術は並ではない。

「この雌めすガキ共ォ～～!!　ようもワイをこんなとこに閉じ込めてくれたなぁ！」

　ＮＢは居間に移動されていた時間凍結のフィールドから抜ぬけ出すと、凄すごみの利きいた声で叫さけんだ。

「おや魔ま王おう様。復活されましたか」

「やはり加速装置搭とう載さいでしたか」

「意外と早かったですけど、予想通りでしたね」

「…………」

　そこでお茶をしていた珀蓮達は、ＮＢを一いち瞥べつするとすぐにお喋しやべりを再開した。

「こっ、こら小こ娘むすめ共！　ワイを無視するんや無い！」

「はいはい。さすがアイリ様の造ったＮＢ。時間凍結すら脱だつ出しゆつするなんて凄い凄い」

「凄い凄い」

　珀蓮達はやる気のない棒読みで、しかもＮＢの方を全く見ないで言った。

「おんどれ等、ワイをバカにしとんのか！」

「でしたらさっさと、こちらにおいでになるか、連れん絡らくをされればよろしいでしょう？　ＮＢに異変があったのは、すぐにお分かりになっていたはずです」

「うっ！」

　ＮＢ（アイリ操作）は、図星を突つかれて絶句した。

「異変があったのを気付いていても、そのままこちらに本人が来たのでは、科学者として負けたような気がしてイヤ！　とか、お考えなのでしょう？」

「クッ！」

「とりあえず、愚ぐ痴ちはお聞きしますから、どうぞ」

「うっうっ………うえ～～～ん!!」

　こうして魔王は、四人の勇者によってあっさり返り討うちにあったのだった。

　　　　×　×　×

「ぅうぇ～～～ん……バカにされたよぅ～～～」

　魔王の本体、もとい、アイリは理事長室で、美み守かみに縋すがって泣いていた。

「まあ、事実ですから、仕方ないと思いますよ、ホホホ」

「事実って!?　私のどこがバカだってのよ！」

　アイリは突とつ如じよ、ガバッと顔を上げ、美守を睨にらみ付けた。

「朝から部屋中うろついて、喜き怒ど哀あい楽らくの百面相をしている様子を見ていた身としては、妥だ当とうな感想だと思いますけど」

「……だ、だってぇ」

「足元を見られた時点で負けですよ、ホホホ」

「肝かん心じんな事には気付かないくせに、最近、こういう所だけ手て強ごわくなっちゃって……ったくあの娘達ったら！」

「アイリ様にオモチャにされれば、少しは手強くなろうってものですよ。とりあえず愚痴聞き役を残してくれているんですから、さっさと発散して仕事に戻もどって下さい！」

　アイリの筆頭秘書は、こめかみに青筋を立てアイリを睨んだ。朝から仕事にならないアイリに対して我慢の限界なのだ。その様子は牙きばをむいて唸うなるオオカミのようだ。

「えっ？　あら？」

　頼たよりの美守は関かかわり合いになるのを避さけ、秘書軍団の向こうへとさっさと逃にげ出していた。

「あ、あの。あの……」

　アイリは壁かべ際ぎわに追い詰つめられたウサギのような心境だった。







　　10「福・脱だつ走そうする」







　この日、守かみ蛇だ怪けは、雨あま音ねの操作するシステムと、完全に実戦さながらの戦せん闘とうを行っていた。宇宙から惑わく星せい上まで、幾いくつも条件を変えつつ雨音は凄すさまじいスピードとトリッキーな動きで守蛇怪を翻ほん弄ろうし、福ふくもそこからいろいろと学び、守蛇怪を最低限の回かい避ひで対応させていた。

「ミャ！　ミャ！　ミャウ！」

　この数日間で、状じよう況きように慣れた福は、まるでゲームを楽しむ子供のように喜々としていたが、さすがに長時間の戦闘で疲ひ労ろうして来たのか、雨音の連続攻こう撃げきを受け、守蛇怪は航行不能の判定を受けたのだった。

「霧きり恋こさん、神経構成のスピードが急速に低下、全行程限界値に達した模様ですが、予想以上の成果です」

「そうね。では現時点でデータ収集を終しゆう了りようします」

「了解。シミュレーションプログラムリセット。守蛇怪を定位置へと移動させます」

　ブリッジ内に表示されたデータモニターを、霧恋とエルマは喜々として、見事なスピードで処理して行った。

「艦かん長ちよう、福ちゃんの機材を外してあげて下さい」

「了解。ご苦労様」

　西せい南なは福に近付くと、慣れた手つきで機材を外していった。

「ミャア～～～……」

　疲労困こん憊ぱいの福だったが、西南に抱き上げられ、頭を撫でられてご満まん悦えつだ。

「じゃあ、一度家に帰ってきます」

　西南は福を頭の上に乗せると、転送ゲートへと向かった。

「お疲つかれ様」

　西南を見送った後、雨音はいつものように、三人の食事を取りに行き、残った霧恋とエルマは、データの処理をし始めた。

　　　　×　×　×

「あっ！　いけない！」

　と、急に霧恋が立ち上がったのは、食事を終え、データ処理も終しゆう盤ばんにさしかかり、西南が福を寝ねかし付けて居るであろう頃ころだった。

「福ちゃんのタオルを洗せん濯たくしていたんだった。渡わたさなきゃ」

「同じタオルなら、いくらでもあるんじゃないですか？」

「不思議とああいうのは、あれでなきゃ駄だ目めっていうものらしいわ」

「なるほど。じゃあすぐに行ってあげてきて下さい。後は私がやっておきますから」

「ごめんなさいね」

　霧恋は急いで転送ゲートに飛び込むと、全速力で西南の家へと向かった。

　ドアを開け、洗濯済みの物が入っているケースから福のタオルを取り出すと、寝しん室しつへと向かった。

「ごめんね福ちゃん」

　寝室に飛び込むように入ると、霧恋の予想通り、福が目に涙なみだをいっぱい溜ため、西南の足下に縋り付いているところだった。

「ミャ？　ミャア！」

　霧恋の持っているタオルに気付いた福は、霧恋に向かって突とつ進しんして来た。

「霧恋さん、そのタオル……」

「ごめんなさいね。あまりに汚よごれていたから、我が慢まん出来なくて……。それに福ちゃんが口にふくんで吸っている跡あとがあったから、洗濯したの」
















「そうだったんですか……。良かったな、福」

　西南が霧恋からタオルを受け取ろうとした時だった。突如、西南宛あての通信が入ったと思った次の瞬しゆん間かん、

『旦だんさ～～～ん!!』

　大音量のＮえぬＢびーの声が部屋中に響ひびいた。

「！！？」

　霧恋は咄とつ嗟さに福を抱かかえて衝つい立たての陰かげに隠かくれた。

『旦さん！　旦さん！　酷ひどいやないかァ!!　ワイをのけモンにしてからにィ～～！』

「お、おい。落ち着け」

『これが落ち着いてられるかァ～～!!　あのアマッ子共はどこ行ったんじゃあ、全員通信シカトしおってからにィ！』

　ＮＢの言葉を聞いて、西南は霧恋が福と一いつ緒しよに隠れた理由を何となく理解した。

「分かった、分かった。話を聞いてやるから、とにかく向こうへ行こう。ここじゃ落ち着いて話も出来ないよ」

　西南は通信のモニターと共に、居間へと向かった。

「ミャア！」

「福ちゃん」

　西南の後を追おうとした福を、霧恋は抑おさえた。そして頃ころ合あいを見計らうと、福を連れてそっと居間へ向かい、西南がシークレットウォールを張っている事を確認させた。すると福はあきらめたのか、大人しくなった。

「エルマ、居る？」

　霧恋はブリッジへの通信を開いた。

『ああ、霧恋さん。どうやらＮＢが時間凍とう結けつの結界を破ったみたいです』

「今、西南ちゃんが相手をしてくれているわ。それで福ちゃんに付いていてあげたいから、少し検証実験の時間をズラしたいんだけれど？」

『ええ、大だい丈じよう夫ぶです。こちらの作業はもうすぐ終わりますから。西南君には気の毒な事をしましたが、アイリ様のガス抜ぬきをしてくれて助かります』

「じゃあ、お願いね」

　霧恋は通信を切ると寝室へと向かい、福をベッドの上に寝かせると、お気に入りのタオルを掛かけた。

「さあ、福ちゃんはお寝んね、ね」

「ミャア？」

　だが福は、タオルの匂においを嗅かぎ、そこに西南の匂いが無い事に気付いた。

「ミャア！　ミャア！」

「大丈夫。西南ちゃんが来るまで居てあげるからね」

　霧恋はそう言いながら、福を撫なでた。霧恋の言葉を理解したのか、福は少し落ち着かない感じではあったが、そっとベッドに横になった。

「でももう少しの辛しん抱ぼうだからね」

「ミャア？」

　福は不思議そうに霧恋の顔を見上げた。

「このデータ収集が終われば、福ちゃんはお船に乗らなくてもいいの。……もう怖こわい思いをしなくてもいいからね」

「ミャア!?」

　福は驚おどろいたように霧恋を見上げ、目に涙を浮うかべた。

「どっ、どうしたの？　怖い事を思い出しちゃった？」

　霧恋は慌あわてて福の涙をタオルで拭ふくと、両手で包み込むように優やさしく撫でた。

「ごめんなさいね。大丈夫よ、大丈夫。怖くないからね」

「ミャウ……ミャウ」

　なかなか泣き止やまない福に、霧恋はゆっくりと落ち着かせるように撫で続けた。すると福は、霧恋の小指を咥くわえると、それを母乳でも飲むかのように吸い始めた。

「あら……クスッ」

　その愛らしく、くすぐったい感覚を堪こらえつつ、霧恋の表情は綻ほころんだ。

　　　　×　×　×

　約一時間後、西南はようやくＮＢ（アイリ操作）から解放され、ヨロヨロと寝室へ向かった。

「はあ、えらい目にあった。でも、やっぱりあの調子じゃ、今回は連れて来なくて正解だったかもなぁ………ん？」

　西南は寝室がやけに静かなのに気付き、音をたてないようにソッと中を窺うかがった。そこには眠ねむっている福を、優しげな目で見つめる霧恋の姿があった。

（月つき湖こ……おばちゃん？）

　西南には一瞬、その姿が月湖にダブって見えた。それは幼い日、眠っている海かいを見つめる月湖の姿そのものだった。

（海がもの凄すごく羨うらやましかったっけ）

　その頃の西南の母は、西南の確率の偏かたよりに、心すり減らしていた頃だった。眠っている時は、通常より圧あつ倒とう的てきに被ひ害がいが少ない。それが唯ゆい一いつ、母が西南から目を離はなし、心休まる時間だったため、母親は西南を寝かし付けるのに必死だった。縋すがるような目で見つめる母親のために、西南は寝付きの良い振ふりをする事を覚えるしかなかったのだ。

「……！」

　と、西南の気配に気付いた霧恋は、そっと福から離れるとシールドを張った。そして足音を立てないよう気を付けながら、西南と共に寝室から離れた。

「ＮＢの相手をさせちゃって、ごめんなさいね」

「あいつを連れて来なくて正解だったみたいです。福と自分とどっちをとるのか、なんて事も聞かれましたし……とにかく疲れました」

「はあ……困ったものね」

「福はちゃんと眠ったみたいですね。二人の様子を見た時、月湖おばさんと海を思い出しました」

「そ、そお？」

　それが霧恋に対する褒ほめ言葉なのか、ただ月湖を思っての事か、霧恋には分からなかった。霧恋の中で月湖は、今やライバル的存在である。西南の言葉の意味を問い質ただしたい衝しよう動どうに駆かられた霧恋だったが、小指に残る福のあの感かん触しよくが、それを凌りよう駕がした。そして西南も、自分の鼓こ動どうの高まりを抑えるのに必死だった。

「……!!」

　小指を見つめて微笑ほほえむ霧恋の表情はとても魅み力りよく的で、西南は自分の鼓動の音を聞かれないよう、知らず知らず霧恋から距きよ離りを置こうと早足になるのだった。

　　　　×　×　×

「ああ、艦長。ご無事でしたか」

　何やら駆け足でブリッジに入って来た西南達を見て、エルマは開口一番そう言った。

「その代わり小一時間、延々愚ぐ痴ちを聞かされました」

「そりゃ、災難だったわね。まあ艦長が囮おとりになってくれたおかげで準備完かん了りよう、いつでも始められるわよ」

　雨音の言葉に苦く笑しようしながら、西南と霧恋は席に着いた。霧恋は状じよう況きようを素す早ばやく確認し、準備を整えた。

「それにしても、思ったより早くデータ採集が終わりましたね」

「そうね。おかげで明日あした一日、全体的な再検証実験が出来るわ。ただ……やはり中ちゆう継けい器きのグレードはもう少し高い物が欲ほしいわね」

「心当たりがある友達に頼たのんでいるので、そのうち……っと、噂うわさをすれば影かげ！」

　と、エルマは霧恋達にウィンクをすると、通信モニターを起動した。

「はい、私…………えっ！　本当!?」

　エルマの表情がパッと明るくなった。直すぐさま通信を待機モードにしたエルマは、霧恋の方を見た。

「中継器の出物があったそうよ。軍用に開発していた試作品で、ランク的にもこちらが想定していた物より良いみたいです。試用データをくれれば、こちらに回してくれるそうだけれど、どうします？」

「試用データか……いい話だけれど」

「福絡がらみのデータは出さなくても良いんだろ？」

「中継器自体のデータだって、使用者と船の能力の概がい容ようは分かってしまうわ」

　霧恋は少し躊ちゆう躇ちよしていた。と、エルマは待機モードを解除し、相手と話し始めた。

「ねえ、全体のプランはどこが仕切ってるの？…………うん、そう。私がやっているからちょっとデータはまずいの。………ああ、なるほどね、了りよう解かい」

　エルマは再び待機モードへ移行した。

「並行検証をしているから、バグチェックでも構わないって。それから発注は世せ二に我わだそうよ」

「美み守かみ様の所か……」

　霧恋は注意深く、いろいろな可能性を検証した。福絡みの情報はまだトップシークレットだ。迂う闊かつに外に漏もれる事は避さけたい。

「守蛇怪のデータだって、遅おそかれ早かれ軍には報告されるんだろ？　基本的には霧恋は軍側の所属なんだしさ」

「分かったわ。さすがにアイリ様レベルだと気付かれちゃうでしょうけど、他ほかの人になら大丈夫でしょうね」

「お待たせ。ありがたく頂ちよう戴だいするわ。回収は？………そう、うん、じゃあそれでお願い。じゃあね」

「受け取りはいつ出来る？」

「すぐにでもＯＫです。いつもの方法で受け渡わたしをする手て筈はずになっています」

「急いで行けば、往復で一時間……ここの時間で言えば十時間ね」

「守蛇怪で行くの？」

「福ちゃんはお休み中でしょ？　起こすのは可哀かわい想そうだわ。私の船が搭とう載さいしてあるから、それで行きましょう」

「でしたら、往復の時間も有効に使いたいですね」

「なら私が操縦、霧恋とエルマが荷物の回収とチェック……んで、艦かん長ちようはお留守番で良いっしょ」

「そうですね。それなら設置時間を入れても、加速空間内での残り十二時間はゆうにとれますから、検証実験をするには十分な時間です」

「決まりね。では艦長、今回の検証実験は中止しますので、福ちゃんの所に帰ってあげて下さい」

　と、時間が惜おしいのか、霧恋達は競争でもするかのように、同時に立ち上がり、転送ゲートへと走った。

「行ってらっしゃい。気を付けて……」

　喧けん噪そうが静まり、西南はポツンとひとり残されたブリッジを見回した。そこは完全に人の気配はおろか、外の喧噪すら聞こえず、感じられない空間だった。

「……そうか。福はこんな感じなんだ」

　シールドに閉じ込められ、船との接せつ触しよくも断たれた福の、いま置かれている状況に気付いた西南は、小さく身み震ぶるいをした。

「早く帰ってやらなくちゃな」

　西南はブリッジから福を閉じ込めているシールドを解除すると、急いで転送ゲートへと向かった。







　───福は夢を見ていた。

　───それは生まれる前の福の記き憶おく。

　───それは鷲羽わしゆうの肩かたから卵らん核かくへと移動した後の事。

　───声が聞こえる。

『……ャウ、ミャウ、ミャア』

『ん？　どうしたの魎りよう皇おう鬼き？』

『ミャウ』

『ああ、この子かい。おまえの……そうね、妹よ』

『ミャア！　ミャン』

　優しい声と嬉うれしそうな声。そして卵らん殻かくを通して伝わる温かな手の感触。

『フフ……どういう子に育つのかねェ。楽しみね』

　その言葉を最後に、福の記憶はとぎれた。




　───長い長い。

　───穏おだやかだが、静かで寂さびしい暗くら闇やみ。

　突とつ然ぜん差し込んだ光と声、そして最初に認識出来たのは西南の顔だった。

　───ああ、この人だ！　この人だ！

　───あえた！　あえた！　あえた！　あえた！　あえた！　あえた！　逢あえた!!

　誰だれに教えられたわけではない。ただこの人がそうだと。直感した。

　───うれしい！　うれしい！　うれしい！　　うれしい！　うれしい！　嬉しい!!




「ミャア!!」

　西南に飛び付こうとして福は目を覚ました。

「ミャア！　ミャア！　ミャア……」

　目をこらして見てもどこにも西南の姿はなく、薄うす暗ぐらく広い部屋には福以外には誰も居なかった。急に怖こわくなった福は側そばにあったタオルに潜もぐり込む。だが洗い立てのタオルには西南の匂においはない。が、そこにはタオルを持って来た時に付いたのであろう、微かすかに霧恋の匂いが付いていた。

「ミャア、ミィ……」

　福はタオルに精せい一いつ杯ぱい鼻を押し付けた。その僅わずかな霧恋の匂いが、今の福にとっては慰なぐさめとなり、恐きよう怖ふを和やわらげてくれる。

　福は霧恋の事も、雨音も、エルマも、珀はく蓮れんも、火か煉れんも、翠すい簾れんも、そして玉ぎよく蓮れんの事も大好きだった。しかし仕事でブリッジにいる時の霧恋達は嫌きらいだった……いや、怖いと表現する方が正確であろうか───もちろん霧恋達はプライベートの時も、福が悪い事をすれば容よう赦しやなく叱しかった。が、福はその時の霧恋達を怖いとも、嫌いだとも感じた事はない。

　だがブリッジでの霧恋達は、福を機械でも扱あつかうような感じで接していた。そしてそれだけではなく霧恋達も、まるで機械のように感じられていたのだ。特に戦せん闘とうが始まると、それは顕けん著ちよとなり、まるでブリッジに福と西南だけになってしまったかのように感じられるのである。

　もちろん霧恋達にもそうせざるを得ない理由はある。特異な確率の偏りを持つ西南をサポートするためには、どんな状況に遭そう遇ぐうしようとも、自分の最大の能力を引き出さねばならない。その為ためには冷れい徹てつな判断力が求められるのだ。しかし幼い福にそれを理解する事は難しい。だから福にとって、ブリッジで心の拠より所となるのは西南だけなのだ。

「ミュウ……ミャ」

　福は西南の船となるべく生まれた存在だ。そしてそれを自覚し、嬉しく感じている。だからこそ、現在の自身を不自然で不ふ甲が斐いないと福は感じていた。霧恋達がサブシステムを構築したのも、その為だと漠ばく然ぜんと理解している。しかし霧恋に、

　───もう怖い思いをしなくてもいいからね。

　そう言われた時は悲しかった。そういう意図では無い事は分かっていても、まるで〝もういらない〟そう言われたようだった。怖い思いをしない代わりに、西南達が帰って来る間、何日も……時に何か月も、待たなければならないのだ。今感じているような思いをする事となるのだ。

　福の海かい賊ぞく艦かんへの恐怖は、第一に自らの死への恐怖だ。しかも船体を思うように動かせない恐怖───それは敵に襲おそわれているにもかかわらず、手足が動かせない事と同じだ。手で防ぼう御ぎよする事も、攻こう撃げきを避よける事も、逃にげ出す事も満足に出来ない恐怖だ。

　そして第二に自分の死、船体の破は壊かいは西南達の死を意味する。福にとっては、それが一番の恐怖だ。もう二度と西南に会えなくなると考えると、西南に縋すがり付き、

　───逃げよう！　逃げよう！　逃げようよ!!

　と泣くしかないのである。

「ミャン！……ミャア……」

　西南と逢えなくなる。その事を考えるだけで涙なみだがポロポロこぼれて来る。

「……ミャ!?」

　と、その時福は、先さき程ほどの夢を思い出した。




　───ああ、この子かい。おまえの……そうね、妹よ。

　優しい鷲羽の声。

　───ミャア！　ミャン。

　卵殻から伝わる、暖かな魎皇鬼の手の温ぬくもり。




「ミャア!!」

　福はその時、閃ひらめいた。

　───鷲羽……ママなら自分を治してくれる！

　───魎皇鬼……お姉ちゃんなら、うまく船を動かす方法を教えてくれる！

　───そうしたら！　そうしたら！

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　上う手まく船を操あやつる事が出来るようになれば、西南といつも一いつ緒しよにいられる。西南だけでなく、霧恋達もきっと褒ほめてくれる。福は西南や霧恋達と共に天あま翔かける事を想像し、そのあまりの楽しさに身体からだが震ふるえた。

　ヴィィィン！　その歓かん喜きの念は直ぐさま、船へ伝わったのであった。そしてそれはちょうど、西南がシールドを解除して転送ゲートへと入った瞬しゆん間かんだった。




「あっ……。あれっ？」

　転送ゲートから出た西南が見たものは、美しい星空とうっすらと蒼あおく光る雪を抱いだいた峰みねと、湯気の立ち上る景色だった。

「なんで大浴場に出たんだ??」

　西南は急いで転送ゲートへと戻もどり、行き先の指定をしようとしたが、モニターが全く起動する様子は無い。ただゲートは普ふ通つうに稼か働どうしているようだったので、西南は思い切って入ってみた。しかしそこは大浴場の他の場所だった。適当に何度も行き来したものの、一向に大浴場からは出られる様子は無かった。

　約二時間後、西南はついに無む駄だな行こう為いだと判断し、ベンチへ座り込んだ。

「霧恋さん達が帰って来るのが八時間後か……。福の事は心配だけど、どうしようもないよなぁ」

　滲にじんだ汗あせを拭ぬぐった西南は、目の前の浴よく槽そうを見つめた。そしておもむろに服を脱ぬぐと、浴槽へ飛び込んだ。

「ふ～～～、……いい気持ちだ。とにかく少し休んでから、また出口を探してみるか」

　西南は浴槽内で思いっ切り手足を伸のばし、ジッと空の絶景を眺ながめた。実は西南がここに閉じ込められたのは、地球へ向かうのを止められたくない福の仕し業わざだった。







　福が脱だつ走そうした数時間後、理事長室では霧恋達の報告を受けたアイリが、怒おこるわけでもなく、ただジッと霧恋や珀蓮達を見つめていた。だがその沈ちん黙もくが逆に、霧恋達に無言のプレッシャーとなって重くのし掛かかっていた。

「偶ぐう然ぜん、守蛇怪を視認したパトロール艇ていからの報告はありましたが、そのあとは全く反応がありませんし、通信もダメです」

　アイリの横でモニターをチェックしていた美守は、大きなため息を吐つきながら立ち上がった。

「当然でしょうね。魎皇鬼は探知が難しいので有名だったもの。樹じゆ雷らいに侵しん入にゆう出来たのだって、樹雷本星に出来るだけ接近して、グングニールで奇き襲しゆうしたからよ」

「福のヤツ、家出なんて、なに考えてるんだ？」

　その場のプレッシャーに耐たえかね、雨音は小声で愚ぐ痴ちた。

「あなた達……本格的なサブシステムを構築したそうね？」

　睨にらむでもなく、凄すごむでもなかったが、アイリの視線に霧恋達はたじろいだ。

「西南ちゃん……いえ、艦長の任務内容は、福ちゃんにはまだ荷が重いですし、成長の時間を待つ余よ裕ゆうはありません。ならばサブシステムは必要不可欠と判断しました」

　霧恋は出来るだけ客観的な言い方をした。

　守蛇怪の存在はまだトップシークレットであり、実験途と中ちゆうの艦である。しかも西南と福というのは、アイリ預かりでありＧＰの正式隊員ではないのだ。しかもこの場にいる者達は、西南を中心とした家族も同然の付き合いである以上、ここでの会話はプライベートなものに類する。しかし今回の失態は、最悪、西南の補ほ佐さ人員を一新させなければならない可能性もある程のものだ。そのため霧恋は、上司と部下という立ち位置を崩くずすべきではないと判断したのである。

「時間稼かせぎと、保険は必要ですし」

「精神的なケアも行っていて、それは問題は無かったはずなんですが……」

　霧恋に倣ならい、雨音とエルマも姿勢を正して発言をし、

「私達も霧恋さんの判断は正しいと思いました」

　後ろに控ひかえている珀蓮達も、頷うなずいた。それは責任はここにいる全員だという意思表示であった。

「……確かに貴女あなた達は優ゆう秀しゆうだわ」

　アイリは霧恋達の話を聞きながら、呆あきれたように言った。

「は??」

「福ちゃんを冷静に分ぶん析せきしてる。福ちゃんが怖がって泣いていても、寂さみしがっていても、甘えたい時も、貴女達は冷静にコンピューターユニットとしての認識が出来ている」

「そんな!?」

「もちろんそれはブリッジでの話よ。プライベートと仕事……その切り替かえがちゃんと出来ているのが、問題なのよねぇ」

　アイリにとって、まだオロオロと言い訳がましい言い方をされた方が、可愛かわいげがあると思っているのだ。

「しかし、それは！」

「あの子が戦闘を恐おそれるのは、貴女達が拒きよ絶ぜつしているからよ。貴女達は、あの子を心のどこかでモノ扱いをしているの」

「そんな……私達は……」

「性能を発揮しない機械に苛いら立だってる」

「それは……」

　ついに霧恋達は押おし黙だまってしまった。アイリの言葉で、彼女の部下という立場を崩されたのだ。今のアイリと霧恋達は母親と娘むすめといった感じだ。

「たとえ機械であろうと愛情を持つことは良い事よ。何かに愛情を注ぐことは相手を知ろうとすること……ましてや、あの子は意志を持っている。意志が通い合えば、福ちゃんが……船があなた方を知ろうとしてくれるのよ。それが魎皇鬼の力。樹雷の船の力……。甘やかすのとは違うの。もっと抱だっこして、撫なでて、話しかけてあげなさい。鷲羽様にとって福ちゃんは娘も同じ。それをあなた方に預けてくだすった意味を、もう一度よく考えてみる事ね」

「…………申し訳、ありませんでした」

　アイリの言葉が堪こたえたのか、霧恋達はうつむき、しょげ返っていた。特にブリッジ要員だった霧恋達はショックも大きい。

（確かに……アイリ様の仰おつしやる通りだわ。西南ちゃんは常に、福ちゃんに『大だい丈じよう夫ぶだよ』って声をかけてあげていたのに、私は……）

　思い返せば、ブリッジでの福の縋るような目は、常に西南にのみ向けられていた。さらに言えば、西南とネージュに、である。プライベートでは霧恋達に近付き甘える福が、ブリッジでは一度も霧恋達に助けを求めた事はなかったのだ。

（福ちゃん……ごめんね）

　幼い福にした仕打ちを思うと、自分達の愚おろかさを悔くやんでも悔やみきれない。霧恋達の目に涙が滲む。

「……いじめっ子」

　涙を滲ませた霧恋達を見て、美守はアイリを横目で睨ねめ付け、彼女にだけ聞こえるように囁ささやいた。

「……ま、まあ最初の任務で攻撃を禁止しちゃったこちらにも非があるから、あまり強くは言えないんだけれど……。正直、自力で気が付いて欲しかったわ」

「……えっ？」

　霧恋達は目め尻じりの涙を拭いつつ、顔を上げた。

「あのブリッジが何な故ぜ、福ちゃんを中心に向かい合う形をしてると思う？　西南君は無意識のうちに気付いているみたいだけれど。ヒントはあったはずよ。超ちよう空間から、上位超空間へとジャンプした時の……ね」

「………それは？？！」

　霧恋達はその時の事を思い出し、必死でアイリの言葉の意味を理解しようとしていた。

「それにしても実験惑わく星せいに始まり、アカデミーの監かん視しシステムにまで侵入、操作するなんて、末すえ恐おそろしい子ですわね」

「実験惑星の攻こう撃げきパターンもごく短時間で読みましたから……」

「小さい子って、そこら辺の学習能力が凄いのよねぇ……しかも伝説の哲てつ学がく士し殿どのの作とくれば、さすがのアカデミーも形無しだわ」

「何となく、昔のどなたかを思い出しますね、ホホホ」

「……私は侵入して出る時に、ドアを閉め忘れたりなんかしないわよ！」

「そこはまだ赤ちゃんですから、ご愛敬……というところ……………」

　と、いきなり美守は言葉を切り、大きなため息を吐ついた。

「ん？　どうしたの？」

「まったく……どうしてこんな簡単な事に気付かないのかしら？」

「守蛇怪の行き先が分かったの？」

「脱だつ出しゆつ経路とかを、いくら調べても意味は無いんですよ。あの子の行く先なんて、たったひとつ……お母様のところしかないじゃありませんか」

「あっ！」

　美守の言葉に、全員が一いつ斉せいに声を上げた。

「あ、あまりにも脱出が見事だったから、ついそちらに気を取られちゃったわね。なるほど……だったらまずいわね。守蛇怪には西南君も乗っているんでしょ？」

「あっ!!」

　霧恋達は脱だつ兎との如ごとく、理事長室の転送ゲートへと走り出した。

「ちょっと霧恋ちゃん！」

「あとは彼女達に任せればよろしいのでは？」

「……それも、そうね」

　と言いつつ、アイリはＮＢにアクセスを始めた。




　アイリ達の危き惧ぐは現実のものとなっていた。

　守蛇怪は機械的な物を欺あざむく事は出来たが、もっと原始的な物、人の目は誤ご魔ま化かせなかったのだ。

　銀河アカデミーには太陽系外周に沿って、いくつもの巨きよ大だいな都市リングがある。その内側は厳しい審しん査さをパスしなければ入る事は出来ないが、外側はかなり自由に誰だれでも観光から居住、或あるいは仕事をする事が出来る。そこはまさしくスパイ天国と言っても過言ではないのだ。アカデミー太陽系内へ監視装置を向ける事は許可されていないし、光学的な防ぼう御ぎよもされている。だがそこから外側にはそんな決まりはない。

　アカデミーを出入りする艦かん船せんも、重要な情報収集の対象だ。外周リングに潜せん伏ぷくしているスパイ達の一組が、アカデミーから出て行く守蛇怪の映像を捉とらえたのだ。そしてその情報はすぐさま、海かい賊ぞく達へと流されたのであった。

　　　　×　×　×

　それからさほど経たたない内に、海賊達は守蛇怪を捕ほ捉そくした。その中の一人、ワイトとジェイトの兄弟は、その幸運に身を震ふるわせていた。

「あああ兄貴ィ、やったね！」

「ああ、俺達ゃついてるぜ！」

　この狩かりに参加した海賊達には、守蛇怪を確実に捕ほ獲かくするために、いくつかのルールが設けられていた。それは競争を激化させ、お互たがいが相手の邪じや魔まをした揚あげ句く、共とも倒だおれとなってしまう事態を防ぐためのものだ。

　まず守蛇怪の足止めをするための、例のペイント弾だんを装備している船とチーム契けい約やくをした船達。そして実際に守蛇怪にトラクタービームを当て、捕獲に成功した船。そして捕獲完かん了りよう時じに同宙域に居た船。それが功績順に賞金とそれに伴ともなう利益の分配を受けるのだ。

「どれくらい儲もうかるのかなぁ、兄貴？」

「三百年ローンで買ったこの船、そのローンとも今日でおさらばだ！」

「そ、そんなに!?　すっげぇ!!」

「これでトラクタービームの一番ヒットにでもなりゃ、大型艦を中心とした小艦隊を組むのも夢じゃねえ」

「本当？　さすがにこの数だよ。分けちゃえば、そんなには……」

　もう既すでに守蛇怪を追っているのは、百隻せきに届こうかという勢いだ。

「山やま田だ西南の懸けん賞しよう金きんはな、公表されているだけじゃねえ。身内の銀河連盟にだって、商売の邪魔って思ってる連中は多いんだ。それに噂うわさじゃ、あの船は伝説の魎皇鬼と同型艦だって話だ」

「それが本当なら、いい金で売れそうだよね。でも……」

　それでもジェイトは半信半疑だ。

「皇おう家けの船とも互ご角かくに戦った船なんだぞ！　いわば超技術の塊かたまりなんだ……個人はおろか、下手な国じゃあ買えねえくらいの価値がある！……噂が本当なら、だがな」

「確かにそれが本当なら、兄貴の言う通りだ！」

「よしっ！　野や郎ろう共、気合いを入れていけ！」

　ワイトの言葉に、ブリッジの男達が歓かん声せいを上げた。




　───ミャギャアアアアアアアアアアアン!!

「……福ッ!!」

　西南は辺りに響ひびき渡わたる、福の叫さけび声で目を覚ました。疲つかれとお湯の温かさで、つい眠ねむりこけてしまっていたのだ。

　空には戦せん闘とうによる火線が行き交かう映像が映し出され、辺りには福の泣なき叫ぶ声が木霊こだましていた。西南は身体からだを拭ふきもせず、急いで制服を着ると、一目散に転送ゲートへ向かって走り出した。

　何故こういう状じよう況きようになったかは、分からないが、海賊との実戦闘が行われている事だけは間ま違ちがいない。幸いにも最初のゲートをくぐった所で居住区へと出、後はいつも通りに中央の池にあるゲートを通れば、ブリッジに行ける。

「福ッ！」

「ミヤァアアアアアアアアアアン!!」

　福は中ちゆう継けい器きにしがみつくようにして泣いていた。それは恐おそろしさのあまり動けないのと同時に、その場を離はなれれば、すぐに撃げき墜ついされる恐れがあったからだ。福は西南を死なせたくない一心で、必死でその場に留とどまっていたのだ。

「待ってろ、福！」

　西南は自分のイスに座ると、マニュアル操作の回線を繫つないだ。

「備えあれば憂うれい無し、だな。操作の仕方を習っていて良かった」

　福に寂さびしい想いをさせながらも、検証実験に参加していたのは、艦長としての責務もあったが、万が一の時のため、守蛇怪の操作法を訓練するためだ。

「ミャアアアアアアン！」

　船体コントロールの引き継つぎをするやいなや、福は堪たまらず西南に向かって突とつ進しんし、膝ひざにしがみ付いて泣き始めた。

「福、もう大丈夫だ、大丈夫だからな」

　西南は福にそう語りかけ、落ち着かせようとした。コントロールの引き継ぎをしたとはいえ、福の影えい響きようがまったく無くなったわけではない。福の恐きよう怖ふが時として大きく操作に影響する事もあるのだ。次に西南は外部モニターで船体の様子をチェックする。

「やっぱり……」

　そこには、あの赤いペイントがベッタリと付着していた。

　福はまだ戦闘経験が皆かい無むに近く、敵に航路を読ませないという知ち恵えがない。アカデミーから脱出した福は、真まっ直すぐに目的地に向かって航行していたのだ。そのために海賊の奇き襲しゆうを受け、ペイント弾を受けてしまったのだ。

（だけど、あの時よりは遥はるかにマシな状況だ）

　瀬せ戸との荷物を持って逃にげ回っていた時と違い、守蛇怪の航路は読み易やすい。霧恋達も守蛇怪が居なくなった事にとっくに気付いてるはずだ。唯ゆい一いつの不安材料は自分の確率の偏かたよりと、パイロットとしての未熟さだ。

（しかしまだ方法はある！）

　西南はコントローラーを握にぎりしめると、訓練を思い出しながら操作を始めた。




　霧恋達は雨音の家に停てい泊はくさせている霧恋のクルーザーに、雪な崩だれ込むように入って来たが、全員が我先に入ろうとしたため、入り口でつっかえてしまった。

「ちょっと、貴女達！　慌あわてないで、少し落ち着いて！　見せられないものもあるんだから、ちょっと待ってて！」

　霧恋は雨音達を押し退のけるように、人の壁かべから抜ぬけ出すと、キャビンに入り、生体認証スキャンを行った。認証が済み、ある場所へのアクセスが終しゆう了りようしたのを確認すると、霧恋はドアのキーを解除した。と、途と端たん、先さき程ほどの勢いそのままに、雨音達が乱入して来た。

「少しは落ち着いて！　ここからなら、大たい抵ていの場所に繫がるわ」

　テーブルを中心に、霧恋、エルマ、珀蓮、翠簾のそれぞれがモニターを起動させ、それぞれの情じよう報ほう網もうへとアクセスを始めた。

「さすがアイリ様のクルーザー！　アカデミーのほぼ全すべての、上位ネットワークとリンク出来ていますね」

「樹雷の上位ネットワークとも繫がってるなんて……」

　珀蓮も驚おどろいた顔で霧恋を見た。

「瀬戸様はご存じでしょうけど、一応内密にね」

　霧恋は唇くちびるにそっと人差し指を当てた。

　アイリと瀬戸は共きよう闘とう態勢をとっているものの、それぞれが国益を担になう身である以上、全ての情報をやり取りしているわけではない。そしてお互いが、それぞれ個人の意思で国の運営を決定しているわけではない以上、伝えたい情報を伝えられない場合も多いのだ。そのために、お互いが秘密裏りに上位ネットワークに侵しん入にゆうし、情報収集してる事は承知の上で、国の内外に対する一種の駆かけ引きとして黙もく認にんしているのだ。しかしそれはあくまで個人の責任において行われている事であり、それを珀蓮レベルの者達に知られれば、情報漏ろう洩えい事件として正式に対処しなければならなくなる。それはアイリと瀬戸のホットラインをひとつ潰つぶす事となるのである。

「承知しました」

　珀蓮は短くそう言うと、作業に集中した。

「あった！　多分これです！」

　最初に声を上げたのは、海賊関連にアクセスしたエルマだった。

「どうやら守蛇怪の偽ぎ装そうが破れた時の映像が、向こう側に流れていたようです。しかもそれが西南君の船である可能性も示し唆さされています」

　とその時、エルマが見ていたモニターに、リョーコの副官の通信が割り込んで来た。

『艦長、これを！』

「これは!?」

　副官が表示したネット通信には、守蛇怪が捕捉された事を報道する映像と、その捕獲に参加するように誘さそうメッセージが添てん付ぷされていた。

『現在、向こうではけっこうなお祭り状態です』

「分かったわ。詳くわしい位置を調べられますか？」

『いま調べているところです。何か判わかりましたらご報告いたします』

「お願い」

「霧恋様！　樹雷でもその情報をキャッチしています」

「アカデミーの情報部でもよ。でも多分、エルマのルートが一番早いわ」

　と、霧恋がそう言った次の瞬しゆん間かん、

「来ました！　霧恋さん！」

　エルマのモニターに、守蛇怪の発見位置と時間が次々と表示されていった。霧恋はそのデータと照らし合わせながら、守蛇怪の位置を検けん索さくして行く。

「見つけたわ！　『パンの屑くず』……守蛇怪の物に間違いない！」

　それは瀬戸の荷物事件の教訓として搭とう載さいされていた、居場所の特定をするための超ちよう空間発信器の事だ。霧恋のモニター情報は、エルマや珀蓮達とも共有され、全員がそれを喰くいいるように見つめた。

「こんな宙域まで行ってるの!?　でも、発見からの軌き跡せきを見るに、どうやらあのペイント弾を受けたようね」

「でも守蛇怪にはあれを分解する能力があったはずじゃ!?」

「福がパニック状態なんでしょうね。それより早く救きゆう援えんを！」

「参加している海かい賊ぞくの書き込みを見ていると、けっこうな数ですよ。単艦ではとても救出する事なんて……」

「大規模な救援部隊を編成するのには時間がかかります！」

「そうそう。確かこの近くに……樹雷の秘密補給基地が……」

　霧恋の脇わきから手を出し、雨音はモニターを操作する。と、モニターが開いて補給基地のデータが映し出される。

「ど、どうして雨音様がそんな事を知ってらっしゃるんですかァ!?」

　珀蓮はそのデータを見た途端、血相を変えて立ち上がった。霧恋ならいざ知らず、雨音が知っていて良いレベルの機密ではないのだ。

「美み星ほしの奴やつから、今度遊びに行こうって誘われてね」

　だが雨音は事も無げに、遊園地でも遊びに行くかのような気軽さで言った。

「美星様って……」

「だってあそこには、あいつが居るでしょ？」

「……そ、そうですけど」

「ああ、ここでしたら理事長室の長ちよう距きよ離り転送ゲートで行けるはずですよ」

「エルマ様まで何な故ぜ!?」

「えっ？　だって転送ゲートのところに、転送番号と行き先の表が貼はられていますよ」

　そのあまりにあまりな回答に、珀蓮はテーブルに突つっ伏ぷした。

「まあ、あの場所は普ふ通つうの人が入れるような所ではないから、ね」

　それを慰なぐさめるように、火煉は珀蓮の肩かたをポンポンと叩たたいた。もちろん火煉も珀蓮同様に、驚いてはいたが、いつも非常識な玉蓮とペアを組まされていたが故ゆえに、多少の免めん疫えきが出来ていたのだ。

「……機密、だだ漏もれね」

　珀蓮の狼ろう狽ばいぶりを気の毒に思いつつ、それはそれでちょっと楽しいと思う辺り、霧恋も柾まさ木き家の血筋、知らず知らずアイリ達に染まっているのである。

「でもこの際、仕方ありません。あの方にご助力いただくのが最良かと」

　機密だだ漏れのショックより、西南への想おもいが勝まさった珀蓮は、すぐに立ち直ると雄お々おしく立ち上がったのであった。

「行きましょう!!」

　　　　×　×　×

　理事長室ではアイリと美守がのんびりと、お茶を片手にタクアンをかじっていた。そこへ通常の転送ゲートから出て来た霧恋達の一団は、それこそ芝しば猪いのししの集団暴走の如ごとき勢いでアイリ達の横を通り過ぎると、理事長室右奥にある長距離転送専用ゲートへと入って行った。

　ビ────!!　と、けたたましく警報が鳴り響ひびく。

「重量オーバー!?」

　霧恋達は訝いぶかしげな表情でお互たがいを見た。さすがに『太った』というワードを口にすれば、貴重な時間が口論で費やされてしまう。

「くそ！　重量を軽くしろ！」

　雨音の言葉に、全員がいったん外に出ると、全員が服を脱ぬぎだした。それは太った以外に、各おの々おのが特とく殊しゆな装備を身に着けていたためだ。

　ドスッ！　ドサッ！　っと、普通の衣服では有り得ない音と共に、そこかしこに服が脱ぎ捨てられて行く。ちょっと異様な重量音を除けば、ただでさえ滅めつ多たにいない、異常なる美び貌ぼうの持ち主二人に、各種タイプの美女達が裸はだかになっているのだ。それはそれはもう、男からすれば桃とう源げん郷きよう、夢の世界だ。

　完全に服を脱いだ霧恋達は、再び長距離転送ゲートへと突とつ入にゆうした。しかし……、

　ビ────!!　と、無情にも再び重量オーバーの警報が鳴り響いた。

「そんな！　もうこれ以上は……!?」

「おっぉぅ！　ナ～イスアングル！　絶景や、絶景！　旦だんさん見たら鼻血ブ～～やな。これぞまさしく桃源郷……いや、竜りゆう宮ぐう城じようかな？　ヒャヒャヒャヒャ！」

　ドゲッ！　とＮＢはゲートから蹴けり出された。その瞬間、

　ピンポーンと、重量制限クリアの合図と共に、霧恋達は転送されて行った。

「……順番に行けばいいのに」

　重量オーバーの最大の原因は、長距離転送ゲートに霧恋達七人が寿す司し詰づめ状態だったからである。

「説教が効きすぎたみたいですわね。ホホホ。……ところでアイリ様、『キジも鳴かずば撃うたれまい』という言葉をご存じですか？」

「……それが？」

「ＮＢ、置いて行かれましたよ」

　と、美守はボコボコに踏ふみつけられ、いびつに歪ゆがんだＮＢの方を見た。

「ああああああああああああっ……しまったァ！　つい本音を……！」

　　　　×　×　×

「ああ、今年のお茶も良い出来ねぇ」

　ほぼ同時刻。瀬戸は水みな穂ほと共に、水み鏡かがみブリッジでのんびりとお茶を飲んでいた。

「瀬戸様。雨音様から通信です」

　オペレーターの声と共に、樹雷のオペレーター服を着付けている、雨音の姿が映し出された。

『チョビ丸を貸してください！』

「!!??」

　大型のモニターにアップになる顔に大音量の声、瀬戸以下全員が呆あつ気けにとられた。

「おやまあずいぶん単刀直入ね。チョビ丸借りて何に使うの？　戦争でも始める気？」

　チョビ丸とは、惑わく星せい規模の戦せん艦かんだ。しかもそれは第三世代艦である。現在、搭とう載さい艦かんはほとんど無いものの、最大積せき載さいであればほとんどの国と正面から戦える。

『ネージュの件だってその前だって、いろいろ苦労しました』

「まあ、貸しがあるのは事実だし、急いでいる理由は分かるけど……」

　少し呆あきれ顔だった瀬戸の表情は、穏おだやかな微笑ほほえみに変わった。雨音の後ろには、チョビ丸のブリッジと、困こん惑わく顔の九く羅ら密みつマシスと霧恋、着付けをしている珀蓮達が見える。

「これからは事後承しよう諾だくはやめてちょうだいね」

「ありがとうございます」

　簡潔にそれだけ言うと雨音は通信を切った。

「やれやれ、無む駄だ足あしになりそうね」

　瀬戸は憮ぶ然ぜんと手に持った湯飲みを一気に呷あおった。実は、水鏡が向かっているのは、チョビ丸と同じ場所だったのだ。

「先を越こされてしまいましたね。瀬戸様」

「ずいぶん嬉うれしそうね？　求愛ダンスを踊おどり損そこねたっていうのにさ」

「求愛ッて！………それって、もしかしてトリプルＺの方ですか？」

　水穂は頰ほおを真っ赤にして瀬戸を見た。

「ホホのホ」

「ずいぶん血ち腥なまぐさいダンスですね。それでは求愛というより脅きよう迫はくじゃありませんか」

「それくらい押しが強くなくちゃ、勝てないわよ」

「瀬戸様がもう少し楽をさせて下さると、私も林檎りんごちゃんも楽なんですけれど」

「あら、やぶ蛇へびだったわ。じゃあ、少し離はなれた所で見守るとしましょうか」

「了りよう解かい」

　水穂はそう言うとオペレーターに視線を送った。

　　　　×　×　×

「……というわけで、よろしく！」

「ったく……」

　雨音の隣となりに立っていた九羅密マシスは、呆れたようにため息をついた。

　彼女は九羅密美み咲さ生おの妻で、神かみ木き瀬戸の養女だ。以前とある事件で、柾木天てん地ちの暗殺を計画、あっさりと返り討うちにあい………まあ、紆う余よ曲きよく折せつあって昔から想いをよせていた美咲生と相思相愛となった。しかし美咲生の祖父、美み瀾なみが身分の違ちがいを理由に反対したため、瀬戸がマシスを養女として、結けつ婚こんさせたのだ。もちろんそれは瀬戸の慈じ善ぜん心からだけではなく、九羅密家次期当主候補との縁えん繫つながりが出来るというメリットもあったからだ。

「あなたね……」

　マシスは鋭するどい眼光で雨音を睨にらんだ。

　マシスは元々軍人だ。過去の戦せん闘とうにより吹ふき飛ばされた左顔面は、修復時の素材そのままの色。そして固い猫ねこ毛げと精せい悍かんな風ふう貌ぼうは、まるで豹ひようのような印象を与あたえていた。

「瀬戸様にも了解とったろ」

　だが雨音は気安い調子でマシスの言葉を受け流した。二人は美星を介かいした友人だ。それは霧恋も同じであったが、

「すみません、マシス様」

　面めん倒どう事ごとを持ち込んだ負い目と、マシスが瀬戸の養女となった事で、さすがに雨音ほど気安くはなれなかった。

「まあ、魎りようちゃんの妹の危機と言われたら、断れないわ。それにちょうどテスト航行もしたかったところだしね」

　そんな霧恋の心情を察してか、マシスは微笑みながら言った。

「マシス様、先行艦より入電、ジャンプアウト予定宙域クリアです」

「よし！　全員耐たいショック防ぼう御ぎよ！」

　マシスはメインモニターの方に向き直ると、キビキビとした声で叫さけんだ。
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　ミシミシッ！　突とつ如じよ、海かい賊ぞく艦かんの艦内に、重量波の共きよう振しんにより軋きしみ音が発生した。

「これは!?」

　ワイト達は咄とつ嗟さにオペレーターの方を見た。

「頭かしら、高重量波感知！　やべえ！　とんでもねえ大物ですぜ！」

「兄貴ィ！　この反応値は、皇おう家けの船だ！」

　ジェイトの言葉が終わらない内に、ワイト達の海賊艦を大きな振動波が襲おそった。

「クッ！　まさか樹じゆ雷らいの鬼おに姫ひめか!?」

「質量比が違います！　こいつは惑星規模艦だ！」

　その叫びと同時に、チョビ丸は海賊達の後方にジャンプアウトして来た。

「惑星規模艦、だと!?　あれが、皇家の船だってのか??」

　ワイトは後方の惑星規模艦を一いち瞥べつすると、諦あきらめきれない様子で守かみ蛇だ怪けを見た。

「どどどど、どうしよう兄貴ィ!?」

「冗じよう談だんじゃねえ、せっかくのチャンスなんだ！　どうせすぐにジャンプは出来ねえ。回かい避ひ行動をとりつつ、皇家の船と目標艦の軸じく線せん上に船を移動させろ！」

「あっ兄貴、逃にげないの？」

「だからこれはカケだ！　皇家の船があの船を助けに来たのなら勝ち。俺達を捕つかまえに来ただけなら負けだ！」

　守蛇怪という獲え物ものがあまりに魅み力りよく的過ぎたのか、これも西せい南なの確率の偏かたよりのなせる事なのか、離り脱だつする艦は一艦もいなかったのだ。




　チョビ丸のブリッジには、凄すさまじい勢いで海賊達一艦一艦の映像が表示され、ブリッジオペレーター達によってそれぞれの検けん索さくが行われていた。と、その中から守蛇怪の映像がピックアップされた。

「守蛇怪を確認しました！」

　艦長席のある上段付きオペレーターの報告と共に、霧きり恋こはその横から割り込むようにコンソールを操作した。するとブレていた映像がクリアとなった。その見事な手て際ぎわに、オペレーターは驚おどろいたように霧恋を見上げた。

「やはり、あのペイント弾だんだわ。レーザーでの通信を！」

「霧恋、待って！」

「マシス様？」

「チョビ丸！　あの子とお話が出来る？」

　マシスはブリッジの後部にある皇家の樹を見た。

　───ざわざわ……。

　木の葉のざわめきと共に、そこからレーザーに似た神経光が次々と、小さな泉の周りに配置された端たん末まつへと放射され始めた。それは水すい琴きんのような音をたて、音楽のようなメロディーを奏かなでていた。しかしその心地ここち良い音が急に乱れた。

「……チョビ丸!?　どうしたの？」

　マシスが声をかけた次の瞬しゆん間かん、巨きよ大だいなブリッジに、守蛇怪のブリッジの映像が次々と映し出された。

『ミャアアアアアアアアン！　ミャアア！　ミャアアアアアアアアン!!』

　突如、チョビ丸のブリッジに、けたたましい福ふくの泣き声が響ひびいた。

「福ちゃん!?　艦長！」

　霧恋はモニターに映る西南に話しかけた。

『霧恋さん!?　あれ、でもどうして通信が？』

「この艦の、皇家の樹の力よ。それよりなんとか海賊達から距きよ離りをとれませんか？」

『それが……このペイント弾、改良されているらしくて、短距離ジャンプにも入れないんです！』

「そんな!?　ペイント弾の分解は出来ないの？　福ちゃん！」

　霧恋の呼びかけに気付いたのか、西南の膝ひざに顔を埋うめて泣いていた福は、霧恋の方を向いて、助けを求めるように泣いた。

『ミャアアアアアアアアン！　ミャアア！　ミャアアアアアアアアン!!』

「………………」

　と、福の泣き顔が映った瞬間、チョビ丸のブリッジは、水を打ったように静まり返ったのだった。そこに居る全すべてのクルー達は、福の姿を呆ぼう然ぜんと見ていたが、次の瞬間。

　───プチッ

　何かが切れた音がしたかと思うと、突とつ然ぜんチョビ丸の艦体から、彼女達の心情を表したように、あらゆる武装がハリネズミのようにせり出した。

「あいつ等全員、生きて返さない！」

　そうマシスの部下は低い声で呟つぶやいた。愛らしいチビちゃんが泣いている姿を見て我が慢まんなど出来よう筈はずがない。それは彼女ひとりでは無く、そこに居た女性達ほぼ全員の気持ちだった。

「落ち着け！　守蛇怪が盾たてにされている以上、攻こう撃げきは出来ない！」

　チョビ丸の武装は第一段階装備しか搭とう載さいされてなく、それは全部Ｓクラス砲ほう塔とう、つまり最低出力でも守蛇怪を傷付ける恐おそれがあるのだ。

「クッ！　チョビ丸の装備が完全だったら！」

　マシスの冷静な言葉に、他の者達は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。




「う、撃うってこない？」

「アハッハッハァ！　思った通りだ。連中の武装だと、あの船も巻き込む恐れがあるからなぁ！　俺達ァ、運がいい！」

「まだ換かん装そう途と中ちゆうのようですね。表面にも、修復途中のような跡あとがありますから」

　チョビ丸の外装には、魎りよう呼こが魎りよう皇おう鬼きで書いた、大陸クラスの落書きがあった。もし海賊達が、その意味を知れば大だい爆ばく笑しようしたであろう。しかし消えかけの傷を、落書きだと気付く者はいなかった。

「でも兄貴、あれだけの大きさなら、艦隊とか搭載してんじゃねえの？」

「それならジャンプアウトした段階で、出撃させている」

「なるほど。さすがは兄貴だ」

「それよりいつまでもこうしてる訳にはいかねえぞ。こちらの位置は知られてるんだ。いつ救きゆう援えんが来るかも知れねえからな」

「頭、チーム監かん督とく艦かんから作戦指令です。大型艦が盾になり、中小型艦は短距離ジャンプにて目標を挟きよう撃げき、トラクタービームにて目標を捕ほ捉そく、だそうです！」

「ジャンプ可能まであとどのくらいだ？」

「三十秒！」

「よし、一番乗りは俺達だ！　抜ぬかるなよ！」




「西南君に守蛇怪では、海賊もそう簡単には諦めませんね」

　水み鏡かがみのブリッジで戦せん況きようを見ていた水みな穂ほは、少し不安げな表情だった。

「所しよ詮せん、二流三流の連中よ。もっとも、そんな連中にいいようにされるなんて、マシスちゃん達もだらしがないけれどね」

「それは少々、酷こくなのでは？　チョビ丸の改造はまだ始めたばかりですし、まだ今回のようなデリケートな作業は難しいかと。対艦隊殲せん滅めつ戦でもするのなら別ですが」

「あらお優やさしいわねぇ。さっさと乱入してケリをつけて、美お味いしい所を持って行けばいいのに」

「ギリギリまで待ってダメなら、その時は仕方ないです。……でも、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

「そのこころは？」

「守蛇怪には西南君が乗っていますもの」

　水穂は瀬せ戸とが啞あ然ぜんとするような笑顔でニッコリと微笑ほほえんだ。




「クッ！　このままでは……」

　この状じよう況きようを打破する方法を必死で考える霧恋の脳のう裏りに、ふとアイリの言葉が甦よみがえる。

　───あのブリッジが何な故ぜ、福ちゃんを中心に向かい合う形をしてると思う？

　───ヒントはあったはずよ。超ちよう空間から、上位超空間へとジャンプした時の……ね。

「もしかして！」

　何かに気付いた霧恋は、大声で西南に叫んだ。

「西南ちゃん、私達の通信映像をいつも私達が座っている位置に配置して！」

『分かりました！』

　西南はその意味を問う事なく、霧恋の言う通りにした。

　　　　×　×　×

　守蛇怪のブリッジのテーブル周りに、霧恋達の映像モニターが配置されると、まず霧恋が福に向かって声をかけた。

『福ちゃん！　福ちゃん！』

『福！　おい福！』

　霧恋の意図に気付いた雨あま音ねも声をかける。

『福ちゃん。応こたえて福ちゃん！』

　そしてエルマが、

『福ちゃん！』

　そして珀はく蓮れんも、

『おい福！』

　火か煉れんが、

『福ちゃん！』

　玉ぎよく蓮れんが、

『……福、ちゃん』

　翠すい簾れんもあらん限りの声で。

「福。ほら、みんなが呼んでいるよ。お前を助けに来てくれたんだよ」

「ミャ、ミャア？」

　福は涙なみだ目めで西南を見上げた。

『福ちゃん！』『福！』『福ちゃん！』『福ちゃん！』『福！』『福ちゃん！』『……福ちゃん』

「ミャア？」

「お前はね、魎皇鬼って伝説にもなった、すごい船の妹なんだぞ。それにお前はもう独りじゃないんだ。みんなが……俺がついてる！」

『福ちゃん！』『福！』『福ちゃん！』『福ちゃん！』『福！』『福ちゃん！』『……福ちゃん』

「ミャア！　ミャア！」

　福は西南の言葉に押し出されるように、そして霧恋達の声に引っ張られるように中央のテーブルに飛び乗った。

『福ちゃん！』

「ミャア！」

　霧恋が呼び、福が応える。

『福！』

「ミャア！」

　雨音が呼び、福が応える。

『福ちゃん！』

「ミャア！」

　エルマが呼び、福が応える。

『福ちゃん！』

「ミャア！」

　珀蓮が呼び、福が応える。

『福！』

「ミャア！」

　火煉が呼び、福が応える。

『福ちゃん！』

「ミャア！」

　玉蓮が呼び、福が応える。

『……福ちゃん』

「ミャア！」

　翠簾が呼び、福が応える。




　───わかる！　わかる！　わかる！　わかる！　分かる！　判わかる！　解わかる!!

　───霧恋の、雨音の、エルマの、珀蓮の、火煉の、玉蓮の、翠簾の！

　───したい事、求める事、その全ての事が解る！




「ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア!!」

　福は狂きよう喜き乱らん舞ぶ、テーブルの上をクルクル、みんなの声に呼ばれるように回った。

　………そして。

「福！」

　西南の声に応えるように、

「ミャオオオオオオオオオオオオオオオオオオ～～～～～～～ンン!!」

　高らかに声を上げた。

　その瞬しゆん間かん、守蛇怪の全システムに福の神経が繫つながった。
















　ヴィイイン!!　高い振しん動どう音と共に、守蛇怪の船体にこびり付いたペイント弾だんは、一瞬の内に霧む散さんし、その時発生した重力エネルギーが海かい賊ぞく達のトラクタービームを弾はじき消した。そしてテレポートを使うまでも無く、普ふ通つうの船では有り得ない動きで、あっと言う間に海賊の囲みから抜け出したのだった。

　　　　×　×　×

「やったわ！」

「よし！　主しゆ砲ほう発射用意！」

　霧恋達の歓かん声せいを打ち消すかのように、マシスは声を張り上げた。その表情は先さき程ほどの霧恋達以上に、怒いかりに燃えていたのだ。

「ええええええええええええっ！！？」

「ああ、やっぱり。艦かん長ちようが大人しくしてるなんて、変だと思ったわ」

　その豹ひよう変へんぶりに驚おどろく霧恋達を余よ所そに、マシスの部下達は顔をしかめつつ、小声で話し始めた。

「何だかんだって、彼女が一番、可愛かわいい物好きだものね」

「……あら？　でも残念。瀬戸様から捕ほ縛ばく命令が来ているわ……。艦長、攻撃を中止して下さい」

「うるさいわね！　あいつ等、絶対コロす！」

　部下のひとりが瀬戸の命令を伝えたものの、マシスは福の泣き顔を思い出し、目め尻じりに涙を浮うかべていた。

「うわ！　ヤバッ！　皆みなさん、ウチの艦長止めて下さい！」

「チョビ丸！　主砲発……!!」

　マシスが命令を下す寸前、霧恋達は一いつ斉せいにマシスに飛びかかり、口を押さえた。

「ウガッ！　グゴ！　グガガガ～～～!!」

「ほら落ち着けマシス！　アンタの怖こわいおっ母さんの命令だぞ～～」

　瀬戸の威い光こうも今のマシスにはブレーキにならない。

「早く海賊達に降こう伏ふく勧かん告こくを！」

「りょ、了りよう解かい！」

　霧恋の叫さけびに、マシスの部下は慌あわててオープンチャンネルで海賊達に呼びかけた。




「兄貴……もうダメだ！　完全にロックされてる」

「アホウ！　まだ諦あきらめるんじゃねえ！」

「だけどよォ、相手は皇おう家けの船なんだろ？　下手に動いてジェノサイドダンスを踊おどられたら、それこそ終わりだァ！」

「ジェノサイドダンスってのは、ジャンプアウト時に局地的な重量震を起こして、こちらのジャンプを封ふうじるから意味があるんだ！　ここにいる全艦が一斉にジャンプすれば、何割かは逃にげられる！」

「え～～ッ!?　嫌いやだよ、俺、今日の運勢良くないんだ！」

　ジェイトは子供のように泣きだした。

「頭かしら！　ネット経由でジャンプの提案が！」

「よし！　そのタイミングに同調しろ！」

「了解！　って、あっぶねえ同調タイミングギリギリ！　八、七、六、五、四……」

「兄貴ィ」

「黙だまってろ！」

「……三、二、一……」

　と、ジャンプを海賊艦達がしようとしたその瞬間、




　───ミギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアオォォォォ～～～～～ン[image: !!!]




　途と轍てつもない重量震と共に、魎皇鬼がジャンプアウトして来た。

　海賊達にとって幸いだったのは、ジャンプ体勢をとっていたため、その空間をシェイクするような振動を慣性制せい御ぎよが吸収しきれなくても、なんとか大きな怪け我がをしなくて済んだ事だった。

「かっ頭、魎皇鬼だ！」

「何ッ!?　助けに来てくれたのか？」

　そこに居た多くの海賊が咄とつ嗟さにそう思った。いまだに海賊達の間では、魎皇鬼は樹雷と敵対をしている、という印象は根強く残っている。先日の事件も、魎皇鬼復活という部分のみが誇こ張ちようされて広まっているため、末まつ端たんの者達ほど、魎皇鬼を味方として勘かん違ちがいしているのだ。

　───ミギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアオォォォォ～～～～～ン[image: !!!]

　だがいつまで経たっても、魎皇鬼がチョビ丸に攻こう撃げきを仕し掛かけない事を、ワイト達が訝いぶかしみ始めた頃ころ、

「あああああああああああああああっ!!」

　ジェイトはある重要な事に気付いた。

「なんだ、いきなりでけえ声出しやがって!?」

「ああ……兄貴。俺達がさっきまで追いかけ回していた船……」

「追いかけ回していた船なんて、今は関係………あっ」

　そう、先程海賊達が追いかけ回していたのは魎皇鬼と同型艦、つまり魎皇鬼にとって守蛇怪は妹である。海賊達がその事を知る由よしもないが、身内をいたぶられた仕返しに来たという事だけは、ハッキリと理解出来たのである。

「あああああああああああああああああああ」

　魎皇鬼はいまだに重量震を引き起こしているため、逃げようにも超ちよう空間ジャンプは不可能だ。それは樹雷の降伏勧告を受け入れざるを得ない状じよう況きようという事である。だがそんな事よりもっと恐おそろしいものが目の前に居る。

　───ミギャアアアアアアアオォォォォ！

　それは惑わく星せい上にいる人間が、空一面を覆おおい尽つくすほどの隕いん石せきが今まさに、自分目め掛がけて落下して来るのを見るに等しい程の恐きよう怖ふである。逃げる事も、身を守る事も、脅きよう威いを排はい除じよする事も、何も出来ない恐怖である。目、鼻、口等々、排はい出しゆつ器官の全すべてから、出るモノが出てしまうほど、海賊達は恐怖を感じていたのだ。

「……たっ、たっ……たたたた、助けてくれぇ～～～～～～っっ!!　投降する、投降するから助けてくれぇえええええええ！」

　結果、海賊達は形なり振ふり構わず、敵であるチョビ丸に助けを求めたのであった。




　───ミギャアアアアアアアアア～～～ン[image: !!!]

　とはいえ、魎皇鬼の怒りはそう簡単には収まらない。妹である福の泣き声をキャッチして、その怒りの勢いのまま、ここまでやって来たのだ。振り上げた手を振り下ろしたくてたまらないのだ。

　と、その時……。

　───ミャア。

　魎皇鬼に語りかけるように、守蛇怪が近付いて来た。

　───ミギャアアアオォォ…………ォン？

　───ミャア、ミャア。

　守蛇怪は身体からだをすり寄せるかのように、魎皇鬼の周りを飛び始めた。

　───ミャ、ミャア。

　───……ミャウ……ミャア？

　───ミャア！　ミャア！

　───ミャア！

　姉に会えた喜びで嬉うれしそうに飛び回る守蛇怪に、魎皇鬼の怒りはすっかり収まった。そして二つの船は子こ猫ねこがじゃれ合うように、もつれ合いながら飛び始めた。

　───ミャウ！　ミャア！

　───ミャア！　ミャア！　ミャア！

　それはそれは楽しげに、いつまでもいつまでも、二つの船は連れ添そうように飛び回るのだった。

　　　　×　×　×

「何とかなっちゃたわねぇ……」

　瀬戸は残念そうに水穂を見た。その複雑そうな表情は、いろいろな意味を内包しているものだ。

「何が仰おつしやりたいんですか？　また婚こん期きが延びたな、とか失礼な事を考えてらっしゃるのでしたら、林檎りんごちゃんに、瀬戸様のあれやこれや、全部暴ばく露ろしますよ！」

　それは珍めずらしく本気の目だ。

「なっ、なななななな何を根こん拠きよにそんな事を!?　私が可愛かわいい水穂ちゃんにそんな失礼な事を考えるわけ無いでしょ！　ただ、霧恋ちゃん達だけで何とかなっちゃって、良かったなぁ～～～。でも私の出番が無くて残念だったなぁ～～、って思ってただけよん」

　瀬戸は滑こつ稽けいなくらい慌て、必死で言い繕つくろった。

（まずい……早く証しよう拠こを処分しなきゃ！）

　何しろ西南が宇宙に来てからというもの、林檎の能力は瀬戸の予想を超こえて爆ばく発はつ的てきに上じよう昇しようし、最近の林檎は、経理に関しては神がかっているとさえ言えるものとなっていた。そして中央、地方問わず税務監かん査さ部や皇室内部監査部、情報部から民間までも、講演依い頼らいがひっきりなしの状態となっていた。

「あの娘こをこれ以上、モンスターにしないでっ！　昔の林檎ちゃんカムバック！」

　血の涙なみだを流さんばかりに、瀬戸は絶ぜつ叫きようした。それは瀬戸の心からの叫びだった。

「自業自得です。どちらにしろ、私が話さなくても時間の問題だと思いますが」

　しかし水穂はあっさりと一いつ蹴しゆうした。

（ま、まずいわ！　何とかしないと……）

　もう瀬戸にとって守蛇怪どころの騒さわぎでは無くなっていた。

　　　　×　×　×

「ミャ！　ミャア！」

　チョビ丸のブリッジ奥にある皇家の樹の間では、福が皇家の樹『チョビ丸』と戯たわむれていた。福はチョビ丸の周りを走り回り、チョビ丸は福に神経光を当てて会話をしていた。

「艦かん長ちよう、そろそろ収容した海かい賊ぞくの調査をしますよ！」

「あの……もう少しだけ」

「ダメです！　さあ行きますよ！」

「ちゃんと映像記録は録とっていますから」

「ああああああ、福ちゃん、またね」

　チョビ丸と福の様子を、表情を蕩とろけさせながら見ていたマシスは、部下達に引き摺ずられるように皇家の樹の間から出て行った。

『……これで福ちゃんも、ようやく船としての機能が完全にコントロール出来るようになったのね』

　その様子を苦く笑しようしながら見送り、アイリは霧恋達に視線を移した。

「ご心配をおかけして申し訳ありません」

　アイリが映ったモニターの前で、霧恋達は、深々と頭を下げた。

『まあ結果的には、福ちゃんと守蛇怪の完全シンクロも完かん了りよう、多数の海賊も捕ほ縛ばくした……まっ、それで対外的には言い訳は何とでもなるわ。とりあえず詳くわしい報告書を二十四時間以内に提出してちょうだい』

「了解しました」

『そういえば西南君。魎ちゃんはどうしたの？』

「それが……魎呼さんに叱しかられて、慌あわてて帰りました。いろいろとお礼を、言いたかったんですけど……」

『ちょうどいいわ。少しお休みをあげるから、地球に帰ってらっしゃい』

「えっ!?　でも……」

『もうすぐＧＰアカデミーも休きゆう暇かに入るし、西南君もそろそろ親おや御ごさんに元気な姿を見せてあげないとね』

「そ、そうですね。以前、商売の邪じや魔まだから、って言われましたから、歓かん迎げいされるかは分かりませんが……」

『だとしても顔くらいは見せてあげなさい。確かに土産みやげ話ばなしは無理でしょうけど、それは霧恋ちゃんと相談すればいいわ。後は天てん地ち君の所にでも泊とまれば、気き兼がねはいらないわ』

　その時アイリは、西南の後ろで何か言いたげな珀蓮達に気付いた。さすがに西南と離はなれるのは嫌だが、初期文明惑星では致いたし方ない部分もある。

『フッ……。そこに居る全員、西南君について行きなさい。家の管理はこちらでやっておくから』

「よ、よろしいのですか!?」

　珀蓮達の表情がパッと明るくなった。

『地球での注意事じ項こうや口裏合わせは、西南君同様、霧恋ちゃんと詳しい打ち合わせをしておいてね』

「ありがとうございます！　霧恋様、よろしくお願いいたします」

　珀蓮達は喜々とした表情で、深々と霧恋に頭を下げた。

『それから西南君。お休みと言ったけど、地球にいる鷲羽わしゆう様に、守蛇怪と福ちゃんのチェックをお願いしたいの。いろいろとトラブルもあったし、本格稼か働どうを前に詳しく調べておきたいの』

「了りよう解かいしました。あの、それからＮえぬＢびーはどうしたら……？」

『ああ、そうねえ……。まあどちらにしろ地球では持ち歩けないし、今回はここに置いておくのが無難でしょう。家のメンテナンスでもやらせておくわ』

　超科学の集大成であるＮＢは、どちらにしろ一いつ緒しよに地球に行ったとしても、守蛇怪の中に居るしかない。

「了解しました」

『何かあったらまた連れん絡らくするわ。じゃあ、みんな楽しんでらっしゃい』

　アイリは意味深なウィンクを霧恋達に送りながら消えた。と、アイリの言わんとする事に気付いた霧恋達の間に、小さなどよめきのようなものが起こった。

「……西南ちゃん？」

　霧恋はひとりジッとブリッジのモニターに映る宇宙を見入っている西南に気付き、そっと近付いた。

「どうしたの？」

「地球か……。もうあれから一年近く経たつんですね」

　西南は感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

「いろいろあったなあ……」

「クスクスッ。そうね……本当にいろいろあったわね。でも、それは西南ちゃんだけじゃないわよ。地球に帰ったらビックリするわよ」

「えっ？　それって、もしかして家に何かあったんですか？」

　西南はどうしても悪い方にしか思考が向かないが、そんな不安を払ふつ拭しよくするかのように、霧恋は満面の笑みを向けた。

「それは見てのお楽しみ」

「そ、そうですか……」

　霧恋の笑みに、西南の表情が次し第だいに緩ゆるんで来る。

　思えば、地球にはあまりいい思い出は無い。アカデミーに来た当初、霧恋に地球へ帰るよう言われた時は、それこそ牢ろう獄ごくに戻もどるに等しく思えたものだ。しかし宇宙というあまりに広大な海原うなばらに出た西南にとって、やはりそこは自分の故郷なんだと、強く認識をするようになっていたのだ。

　辛つらく悲しい事の方が多かったが、楽しい記き憶おくもある。今ここで思い出すのは楽しい記憶ばかりだ。地球へ帰るという事は、その楽しい記憶を作ってくれた人達に会えるという事なのだ。

「……早く、地球に帰りたいな」

　西南の表情は生き生きと、そして喜々と輝かがやいていた。
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　　あとがき







注：今回のあとがき劇場も、本文の後に読む事をおすすめいたします。
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　　　　あとがき劇場　その５




『じゃあ、がんばって、フフフフフフ』

　最後に受話器の向こうから聞こえて来たアイリの笑い声は、飲み屋で酔よっぱらいオヤジが猥わい談だんをする時のようだった。だがそんな事は今の月つき湖こにとって些さ事じ。気にする余よ裕ゆうは無かった。

（……西せい南なちゃんが帰って来る）

　月湖は震ふるえる手で、ゆっくりと受話器を置いた。

　クイス・パンタの事が無ければ、その知らせは楽しく心弾はずむものだ。しかし西南に自分の、まだ整理の付いていない本心を知られている以上、どんな顔をして会えばいいのか分からないのだ。

（しかも霧きり恋こも一いつ緒しよとなると、途と轍てつもなく気まずい雰ふん囲い気きになりそうで怖こわい……ハッ!!）

　と、月湖は慌あわてて辺りを見回し、誰だれか居ないか確認した。

　───間の悪い息子むすこに、勘かんの鋭するどい砂さ沙さ美みちゃん。

　これからの事を考えるだけで、いろいろな醜しゆう態たいを晒さらすのは確実だ。端はたから見ればさぞかし滑こつ稽けいな光景であろう。

　月湖は出来るだけ何も考えないように、急いで自室へと向かい、暑さを覚かく悟ごで障子を閉め切った。

（西南ちゃんが帰って来る！）

　ここは誰にも見られない場所。月湖は何も考えずに、まず西南と逢あえる喜びに浸ひたった。それは知り合いのおばさんでも無く、ましてや女としてでも無い、ごく純じゆん粋すいな西南の無事と再会を喜ぶものだった。しかし……、

「クイス様のバカ!!」

　その叫さけびと同じくらい、途轍もない羞しゆう恥ちが月湖を襲おそった。顔は火が出そうなくらい真っ赤に火ほ照てり、足の力は抜ぬけ、糸の切れた操あやつり人形のように、その場にへたり込んでしまったのである。

（霧恋が羨うらやましい）

　もし自分が霧恋の年ねん齢れいと立場であれば、何の問題も無く、己おのれの気持ちのままに行動する事だろう。だが自分の立場からすれば、西南はまだまだ子供である。幼い頃ころからの思い出が、自分の気持ちの大きなブレーキとなるし、そもそもアクセルを踏ふむ覚悟も出来ていない状態なのだ。

　あの時、西南を地球に帰そうとする霧恋にハッパをかける会話が、思いがけない自分の深層にある願望に気付かせ、クイスがそれを西南に教えた。それはまさにセリフも覚えていないのに、満員の表おもて舞ぶ台たいに蹴けり出された女優の心境だ。

（そのまま行くか？　逃にげ出すか？）

　涙なみだが滲にじむほどの恥はずかしさに、月湖は悶もだえていた。と、月湖は鏡台に自分の姿が映っている事に気付いた。

「あっ！」

　その様はまるで思春期の女の子のようで、月湖は慌てて上げてあった布を被かぶせようと駆かけ寄った。が、しかし……。

「……やだ……私ったら」

　涙ぐむ自分の姿を見て、逆に冷静になってしまったのである。

　その姿を可愛かわいらしいとも、いい歳としをしてみっともない、とも思わない。

　───これが私の本当の気持ちなんだ。

　そう自覚したのである。

「……さて」

　急に冷静さを取り戻もどした月湖は、涙を拭ぬぐうとスックと立ち上がった。

「西南ちゃんが泊とまる事になったら、どこで寝ねて貰もらおうかしら？　一番の候補はダイの泊まる離はなれだけど、今さらそれは他た人にん行ぎよう儀ぎだわね。まあそれは別として、この際、ダイにはここに泊まるのは止やめて貰いましょう。もう海かいも父親が恋こいしい歳でもないし……」

　海にとって、今やダイは財布のような存在だ。

「海を金で釣つって結けつ婚こん話をさせて鬱うつ陶とうしいし、あと数年我が慢まんすれば、海の方から宇宙に会いに行けるわけだし、いい機会だわ。泊まりたいと言ったら、キャンプ用のテントでも使わせましょう。もうあの子もダイが可哀かわい想そうだなんて言わないでしょうしね」

　西南の事を考えるのとは対照的な、冷たい目で頷うなずいた。

「そっちはそれでいいとして、西南ちゃんにはどこがいいかしら？　海の部屋か……霧恋の部屋、はまだ早いわね……だとすると……」

　ふと月湖は自分の部屋を見回した。もしかしたらあったかも知れない、西南と共に過ごす場所。もう先さき程ほどまでの取り乱すような恥ずかしさは無い。そしてそれは諦あきらめたという意味でも無い。

　今後、西南と月湖の寿じゆ命みようは約二千年もあるのだ。そのどこかで二人の道が交わる時も来るだろう。

「フフッ」

　二人で過ごすその景色は、今は月湖の心の中だけだが、そのささやかな幸せに浸るのも悪くない───月湖はそう考えていた。





終わり
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　もともと銀河アカデミーを舞ぶ台たいとした本作が、一番、自然な形で『真・天地無用』の世界とリンク出来ると考えていましたので、今回、天地世界で長年、謎なぞだったものの一いつ端たんを明かしました。まあこれに関しては、大方の予想通りだと思いますので、さほど勿もつ体たいぶった感じにはしませんでした。

　本作も今回でメインキャラクターの全員が揃そろい、今まで自分の事で必死だった西南もこの世界に慣れ、いろいろな事に興味が出て来るようになります。そういう意味では、ようやく舞台が整ったといえますので、今後、隙すきあらば………もとい、機会があれば、このような形で西南、或あるいは他の者達の疑問として、いろいろな謎を明かして行きたいと思います。




　さて、次巻はいよいよ西南が地球へと帰省いたします。当然、アニメでは語られなかった事のオンパレード！　西南の実家に天てん地ちの家、神社や月湖の家にも行きますし、意外なあの人も登場いたしますので、お楽しみに。
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